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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle9i のレプリケーション機能について説明します。 主に、
Oracle9i Replication の概要と、レプリケーション環境の計画およびレプリケーションの問題
のトラブルシューティングに関する情報を提供します。また、Oracle Enterprise Manager の
レプリケーション・マネージメント・ツールの概要についても説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連文書

� 表記規則
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対象読者対象読者対象読者対象読者
『Oracle9i アドバンスト・レプリケーション』は、データベース管理者と、レプリケーショ
ン環境を開発およびメンテナンスするアプリケーション開発者を対象としています。これら
の管理者およびアプリケーション開発者は、次のような作業を 1 つ以上実行します。

� レプリケーション環境の計画

� 次のタイプのレプリケーション環境の構成

– 読取り専用マテリアライズド・ビュー

– 更新可能マテリアライズド・ビュー

– シングル・マスター・レプリケーション

– マルチマスター・レプリケーション（Oracle Enterprise Edition が必要）

� 配置テンプレートを使用したマテリアライズド・ビュー環境の作成

� 競合解消の構成

� レプリケーション環境の管理

� トラブルシューティング・アクティビティの実行（必要な場合）

� ジョブ・キューの管理

� 遅延トランザクションの管理

� Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールを使用した、
レプリケーション環境の作成、監視および管理

このマニュアルを使用するには、リレーショナル・データベースの概念、分散データベース
の管理、PL/SQL（プロシージャ・レプリケーションを使用する場合）、およびアドバンス
ト・レプリケーション環境が実行されるオペレーティング・システムについてよく理解して
いる必要があります。 
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このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルの構成は次のとおりです。

第第第第 1 章「章「章「章「Advanced Replication の概要の概要の概要の概要」」」」

Oracle9i を使用したレプリケーションの概念および用語について説明します。

第第第第 2 章「章「章「章「マスター・レプリケーションの概要とアーキテクチャマスター・レプリケーションの概要とアーキテクチャマスター・レプリケーションの概要とアーキテクチャマスター・レプリケーションの概要とアーキテクチャ」」」」

マルチマスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャについて説明します。

第第第第 3 章「章「章「章「マテリアライズド・ビューの概要とアーキテクチャマテリアライズド・ビューの概要とアーキテクチャマテリアライズド・ビューの概要とアーキテクチャマテリアライズド・ビューの概要とアーキテクチャ」」」」

マテリアライズド・ビュー・レプリケーションの概念およびアーキテクチャについて説明し
ます。この章では、マテリアライズド・ビュー環境を作成するための前提条件についても説
明します。

第第第第 4 章「章「章「章「配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ」」」」

配置テンプレートの概念およびアーキテクチャについて説明します。この章では、配置テン
プレートの設計についても説明します。

第第第第 5 章「章「章「章「競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ」」」」

競合解消の概念およびアーキテクチャについて説明します。この章では、競合解消方法につ
いても説明します。

第第第第 6 章「章「章「章「レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画」」」」

初期化パラメータの設定やレプリケーション環境の準備など、レプリケーション環境の計画
について説明します。

第第第第 7 章「章「章「章「レプリケーション・マネージメント・ツールの概要レプリケーション・マネージメント・ツールの概要レプリケーション・マネージメント・ツールの概要レプリケーション・マネージメント・ツールの概要」」」」

Oracle Replication Manager の機能の概要について説明します。このツールは、レプリケー
ション環境を作成、管理および監視するための Java ベースのツールです。

付録付録付録付録 A「「「「レプリケーションに関する問題のトラブルシューティングレプリケーションに関する問題のトラブルシューティングレプリケーションに関する問題のトラブルシューティングレプリケーションに関する問題のトラブルシューティング」」」」

レプリケーションに共通する問題の診断および解決方法を説明します。

付録付録付録付録 B「「「「列長セマンティクスと列長セマンティクスと列長セマンティクスと列長セマンティクスと Unicode」」」」
列長セマンティクスおよび Unicode に対するレプリケーション・サポートに関する情報を提
供します。
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関連文書関連文書関連文書関連文書
詳細は、次の Oracle マニュアルおよびリソースを参照してください。

� 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』

� レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプ

� 『Oracle9i データベース概要』

� 『Oracle9i データベース管理者ガイド』

� 『Oracle9i SQL リファレンス』

� 『Oracle PL/SQL ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』（プロシージャ・レプリケー
ションを使用する場合）

特定のトピックの詳細は、Oracle9i マニュアルの他のマニュアルに含まれている場合があり
ます。

このマニュアルに記載されている例の多くは、Oracle のインストール時にデフォルトでイン
ストールされるシード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。これらのス
キーマがどのように作成されているか、およびその使用方法については、『Oracle9i サンプ
ル・スキーマ』を参照してください。

リリース・ノート、インストレーション・マニュアル、ホワイト・ペーパーまたはその他の
関連文書は、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）に接続すれば、無償でダウンロー
ドできます。OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。次の URL で登録で
きます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

OTN-J のユーザー名とパスワードを取得済みであれば、次の OTN-J Web サイトの文書セク
ションに直接接続できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアル・セットの本文とコード例に使用されている表記規則について説明します。

� 本文の表記規則

� コード例の表記規則

本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文中には、特別な用語が一目でわかるように様々な表記規則が使用されています。次の表
は、本文の表記規則と使用例を示しています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中に定義されている用語また
は用語集に含まれている用語、あるいはそ
の両方を示します。

この句を指定する場合は、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表を作成しま
す。 

固定幅フォントの
大文字

固定幅フォントの大文字は、システムによ
り指定される要素を示します。 この要素に

は、パラメータ、権限、データ型、
Recovery Manager キーワード、SQL キー

ワード、SQL*Plus またはユーティリティ・

コマンド、パッケージとメソッドの他、シ
ステム指定の列名、データベース・オブ
ジェクトと構造体、ユーザー名、および
ロールがあります。

この句は NUMBER列に対してのみ指定できます。

BACKUPコマンドを使用すると、データベースの

バックアップを作成できます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・ビュー

の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャを

使用します。

固定幅フォントの
小文字

固定幅フォントの小文字は、実行可能ファ
イル、ファイル名、ディレクトリ名および
とサンプルのユーザー指定要素を示します。 
この要素には、コンピュータ名とデータ
ベース名、ネット・サービス名、接続識別
子の他、ユーザー指定のデータベース・オ
ブジェクトと構造体、列名、パッケージと
クラス、ユーザー名とロール、プログラム・
ユニット、およびパラメータ値があります。

注意注意注意注意 : 一部のプログラム要素には、大文字

と小文字の両方が使用されます。 この場合は

記載されているとおりに入力してください。

sqlplusと入力して SQL*Plus をオープンしま

す。

パスワードは orapwdファイルに指定されていま

す。

/disk1/oracle/dbsディレクトリ内で、デー

タ・ファイルと制御ファイルのバックアップを作
成します。

department_id、department_nameおよび

location_idの各列は、hr.departments表に

あります。

初期化パラメータ QUERY_REWRITE_ENABLEDを

trueに設定します。

oeユーザーで接続します。

これらのメソッドは、JRepUtilクラスで実装さ

れます。
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コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plus またはその他のコマンドラインを示します。次のよ
うに、固定幅フォントで、通常の本文とは区別して記載されています。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表は、コード例の記載上の表記規則と使用例を示しています。

固定幅フォントの
小文字の
イタリック

固定幅フォントの小文字のイタリックは、
プレースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

Uold_release.SQLを実行します。

old_releaseはアップグレード前にインストー

ルしていたリリースです。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコで囲まれている項目は、1 つ以上の

オプション項目を示します。大カッコ自体
は入力しないでください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコで囲まれている項目は、そのうち
の 1 つのみが必要であることを示します。

中カッコ自体は入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数
の選択肢を区切るために使用します。オプ
ションのうち 1 つを入力します。縦線自体

は入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}
[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� 例に直接関係のないコード部分が省略
されていること。

� コードの一部が繰返し可能なこと。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
employees;

 .
 .
 .

垂直の省略記号は、例に直接関係のない数
行のコードが省略されていることを示しま
す。

SQL> SELECT NAME FROM V$DATAFILE;
NAME
------------------------------------
/fsl/dbs/tbs_01.dbf
/fs1/dbs/tbs_02.dbf
.
.
.
/fsl/dbs/tbs_09.dbf
9 rows selected.

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例
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その他の表記 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号
以外の記号は、表示されているとおりに入
力してください。

acctbal NUMBER(11,2);
acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック イタリックの文字は、特定の値を指定する
必要のあるプレースホルダまたは変数を示
します。

CONNECT SYSTEM/system_password
DB_NAME = database_name

大文字 大文字は、システムにより指定される要素
を示します。これらの用語は、ユーザー定
義の用語と区別するために大文字で記載さ
れています。大カッコで囲まれている場合
を除き、記載されているとおりの順序とス
ペルで入力してください。ただし、この種
の用語は大 / 小文字区別がないため、小文

字でも入力できます。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
SELECT * FROM USER_TABLES;
DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザー指定のプログラム要素
を示します。たとえば、表名、列名または
ファイル名を示します。

注意注意注意注意 : 一部のプログラム要素には、大文字

と小文字の両方が使用されます。 この場合は

記載されているとおりに入力してください。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
sqlplus hr/hr
CREATE USER mjones IDENTIFIED BY ty3MU9;

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例
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Advanced Replication の新機能の新機能の新機能の新機能

この章では、Oracle9i の新しいレプリケーション機能について説明します。現行のリリース
に移行またはアップグレードするユーザーのために、前のリリースの新機能に関する情報も
含まれています。

レプリケーションの新機能については、次の各項で説明します。

� Oracle9i のレプリケーションの新機能

� Oracle8i のレプリケーションの新機能

� Oracle8 のレプリケーションの新機能
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Oracle9i のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能
Oracle9i のレプリケーションの機能と拡張について、次の各項で説明します。Oracle9i で
は、レプリケーション環境を静止する必要性を減らし、可用性を拡張しています。特定の
データベース管理操作を実行中でもレプリケーション・サイトをオープンしたままにしてお
けます。Oracle9i では、ユーザー定義型をレプリケートしたり、他のマテリアライズド・
ビューを基にしてマテリアライズド・ビューを作成することもできます。さらに、Oracle9i
では、高速リフレッシュできるマテリアライズド・ビューのタイプが増えました。 

� 可用性の拡張可用性の拡張可用性の拡張可用性の拡張

Advanced Replication では、マスター・グループの静止が必要な操作の数が減り、レプ
リケーション・データベースの可用性が拡張されています。マスター・グループ内の表
では、このような管理操作を実行中にもトランザクション処理を続行できます。

静止とは、マスター・グループのレプリケーション・アクティビティをすべて停止する
ことです。マスター・グループの静止中は、マスター・グループ内の表に対してデータ
操作言語（DML）文を実行できません。また、マスター・グループを静止する前に、遅
延トランザクションをすべて伝播しておく必要があります。

次の項では、リリース 9.0.1 で静止の必要性がなくなった操作について説明します。各
操作に対応するレプリケーション・マネージメント API のプロシージャもリストされて
います。 

� マスター・グループを静止しない新規マスター・サイトの追加

マスター・グループを静止せずにマスター・グループに新規マスター・サイトを追
加できます。この操作を完了するには、DBMS_REPCATパッケージにある次のプロ
シージャを使用します。 

* SPECIFY_NEW_MASTERS

* ADD_NEW_MASTERS 

* RESUME_PROPAGATION_TO_MDEF 

* PREPARE_INSTANTIATED_MASTER

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメン
ト・ツールを使用する場合、現時点では、これらの操作の実行にはマス
ター・グループを静止する必要があります。マスター・グループを静止し
ない場合は、次の項にリストされているレプリケーション・マネージメン
ト API プロシージャを使用してください。
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� シングル・マスター環境での安全な変更によるマスター表の変更

DBMS_REPCATパッケージの ALTER_MASTER_REPOBJECTプロシージャを使用す
ると、シングル・マスター環境でレプリケート・オブジェクトに対して安全に変更
を加えることが可能です。マルチマスター環境でこれらの変更を行うには静止が必
要です。

� ユーザー定義型のサポートユーザー定義型のサポートユーザー定義型のサポートユーザー定義型のサポート

マルチマスター・レプリケーション環境およびマテリアライズド・ビュー・レプリケー
ション環境の両方で、ユーザー定義型とユーザー定義型を基にしたデータベース・オブ
ジェクトをレプリケートできます。レプリケートできるデータベース・オブジェクト
は、次のとおりです。

– 列オブジェクトを含む表

– オブジェクト表

– ネストした表を含む表（ネストした表の記憶表を含む）

– VARRAY を含む表

– REF列を含む表

– 索引タイプ

– ユーザー定義演算子

Oracle9i ではマルチレベル・コレクションのレプリケーションもサポートしています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのプロシージャの使用方法の詳細は、『Oracle9i レプリ
ケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 2-12 ページ「ユーザー定義型のレプリケーション」

� 3-32 ページ「ユーザー定義型を含むマテリアライズド・ビュー」
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� 多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー

多重化マテリアライズド・ビュー機能を使用すると、マスター・サイトのマスター表で
はなく他のマテリアライズド・ビューを基にしたマテリアライズド・ビューを作成でき
ます。 このようなマテリアライズド・ビューは、マスター表を基にしたマテリアライズ
ド・ビューと同様に機能し、読取り専用または更新可能です。 

� マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュの強化マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュの強化マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュの強化マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュの強化

リリース 9.0.1 では、パフォーマンスの向上により、マテリアライズド・ビューのリフ
レッシュがより高速になりました。また、リリース 9.0.1 ではマテリアライズド・
ビューの高速リフレッシュ機能が拡張され、次のタイプのマテリアライズド・ビューを
高速リフレッシュできるようになっています。

– 1 対多副問合せを使用したマテリアライズド・ビュー

– 多対多副問合せを使用したマテリアライズド・ビュー

– 副問合せと UNION を使用したマテリアライズド・ビュー

これには制限事項がいくつかあります。

� レプリケーション環境でのパフォーマンスの監視レプリケーション環境でのパフォーマンスの監視レプリケーション環境でのパフォーマンスの監視レプリケーション環境でのパフォーマンスの監視

パフォーマンス監視のための新しい動的パフォーマンス・ビューが追加されました。

– V$MVREFRESHには、現在リフレッシュ中のローカル・マテリアライズド・ビュー
に関する情報が含まれます。この情報は、マテリアライズド・ビュー・サイトにの
み表示されます。

– V$REPLPROPには、レプリケーション・サイトで現在進行中のパラレル伝播に関す
る情報が含まれます。

– V$REPLQUEUEには、遅延トランザクション・キューに関する統計情報が含まれま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-26 ページ「多重化マテリアライズド・ビュー」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-18 ページ「マテリアライズド・ビューを使用したデータの
サブセット化」
xviii



さらに、DEFSCHEDULEデータ・ディクショナリ・ビューがパフォーマンス監視のため
に拡張されています。DEFSCHEDULEデータ・ディクショナリ・ビューには次の列が追
加されています。

– TOTAL_TXN_COUNT 

– AVG_THROUGHPUT

– AVG_LATENCY 

– TOTAL_BYTES_SENT

– TOTAL_BYTES_RECEIVED

– TOTAL_ROUND_TRIPS

– TOTAL_ADMIN_COUNT

– TOTAL_ERROR_COUNT 

– TOTAL_SLEEP_TIME

� パラレル伝播での行レベル依存性の追跡パラレル伝播での行レベル依存性の追跡パラレル伝播での行レベル依存性の追跡パラレル伝播での行レベル依存性の追跡

トランザクション間の依存性は、データ・ブロック・レベルではなく行レベルで追跡で
きます。この機能により、パラレル伝播で遅延トランザクション・キューを適用すると
きに、より効率良く依存性を追跡して変更の順序付けができます。 効率が上がることに
よりパフォーマンスが向上し、レプリケーション環境での拡張性が高まります。

� CHAR列長セマンティクスおよび列長セマンティクスおよび列長セマンティクスおよび列長セマンティクスおよび Unicode に対するレプリケーション・サポートに対するレプリケーション・サポートに対するレプリケーション・サポートに対するレプリケーション・サポート

レプリケーションでは、マルチマスター環境およびマテリアライズド・ビュー環境の両
方で、CHAR列長セマンティクスと Unicode がサポートされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのビューの詳細は、『 Oracle9i レプリケーション・マ
ネージメント API リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-49 ページ「レプリケーションの保護メカニズム」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 付録 B「列長セマンティクスと Unicode」
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� レプリケーション・マネージメント・ツールに対する拡張レプリケーション・マネージメント・ツールに対する拡張レプリケーション・マネージメント・ツールに対する拡張レプリケーション・マネージメント・ツールに対する拡張

Oracle9i ではレプリケーション・マネージメント・ツールが拡張され、次の機能が追加
されています。

– レポート機能

– 再設計された「Deployment Template Wizard」と「Template Script Generation 
Wizard」（以前の「Offline Instantiation Wizard」）

さらに、レプリケーション・マネージメント・ツールは Oracle9i の Oracle Enterprise 
Manager のコンソールに統合されています。

Oracle8i のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能
この項に説明されている Oracle8i（リリース 8.1）のレプリケーション機能と拡張機能は、
レプリケーションのパフォーマンスを最適化し、マテリアライズド・ビュー環境の配布とセ
キュリティの効率を向上させることを目的としています。次の項で説明する機能はすべて
Oracle9i にも適用されます。

� シングル・マスター・レプリケーション環境での可用性の拡張シングル・マスター・レプリケーション環境での可用性の拡張シングル・マスター・レプリケーション環境での可用性の拡張シングル・マスター・レプリケーション環境での可用性の拡張

リリース 8.1.7 以上では、シングル・マスター・レプリケーション環境でマスター・グ
ループの静止が必要な操作の数が少なくなっています。次の各項では、シングル・マス
ター環境で静止が必要なくなった操作について説明します。各操作に対応するレプリ
ケーション・マネージメント API のプロシージャもリストされています。 

� 全シングル・マスター・レプリケーション環境での可用性の拡張

すべてのシングル・マスター環境で静止の必要性がなくなった操作を、次の表に示
します。この表では、各操作に対応する DBMS_REPCATパッケージのプロシージャ
もリストしています。 さらに、リリース 8.1.7 の DBA Studio または Oracle9i の
Oracle Enterprise Manager のコンソールでレプリケーション・マネージメント・
ツールを使用する場合は、これらの操作で静止は不要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 7 章「レプリケーション・マネージメント・ツールの概要」
およびレプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプ
を参照してください。

注意注意注意注意 : 可用性拡張機能はシングル・マスター・レプリケーションのみに
適用され、マルチマスター環境には適用されません。
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操作操作操作操作 DBMS_REPCAT のプロシージャのプロシージャのプロシージャのプロシージャ

削除の競合の解消方法の指定 ADD_DELETE_RESOLUTION

優先グループへのメンバーの追加 ADD_PRIORITY_datatype

サイト優先グループへの新規サイトの追加 ADD_SITE_PRIORITY_SITE

一意性競合の解消方法の指定 ADD_UNIQUE_RESOLUTION

更新の競合の解消方法の指定 ADD_UPDATE_RESOLUTION

指定された優先グループ・メンバーに対応付けられている優先
レベルの変更

ALTER_PRIORITY

優先グループのメンバーの値の変更 ALTER_PRIORITY_datatype 

指定されたサイトに対応付けられている優先レベルの変更 ALTER_SITE_PRIORITY

指定された優先レベルに対応付けられているサイトの変更 ALTER_SITE_PRIORITY_SITE

更新時および削除時に各マスター・サイトの古い列値をレプリ
ケート表の非キー列と比較するかどうかの指定

COMPARE_OLD_VALUES

オブジェクトのレプリケート・オブジェクトとしての指定 CREATE_MASTER_REPOBJECT

競合解消のための優先グループの作成 DEFINE_PRIORITY_GROUP

競合解消のためのレプリケート・マスター・グループに対する
新しいサイト優先グループの作成

DEFINE_SITE_PRIORITY

削除の競合の解消方法の削除 DROP_DELETE_RESOLUTION

優先グループのメンバーの削除（優先レベルによる削除） DROP_PRIORITY

優先グループのメンバーの削除（値による削除） DROP_PRIORITY_datatype

優先グループの削除 DROP_PRIORITY_GROUP

サイト優先グループの削除 DROP_SITE_PRIORITY

サイト優先グループからの指定サイト削除（名前による削除） DROP_SITE_PRIORITY_SITE

一意性競合解消方法の削除 DROP_UNIQUE_RESOLUTION

更新の競合の解消方法の削除 DROP_UPDATE_RESOLUTION

特定のオブジェクトのレプリケーション・サポートに必要なト
リガー、パッケージおよびプロシージャの生成

GENERATE_REPLICATION_SUPPORT

更新時および削除時にレプリケート表の各非キー列の古い列値
を送信するかどうかの指定

SEND_OLD_VALUES
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� 最小限の通信を使用しないシングル・マスター環境での可用性の拡張

シングル・マスター環境で、どの更新可能マテリアライズド・ビューも競合の検出
に最小限の通信を使用しない場合は、次の表にリストされているマスター・グルー
プに対する特定の管理操作で静止が不要になります。この表では、各操作に対応す
る DBMS_REPCATパッケージのプロシージャもリストしています。さらに、リリー
ス 8.1.7 の DBA Studio または Oracle9i の Oracle Enterprise Manager のコンソール
でレプリケーション・マネージメント・ツールを使用する場合は、これらの操作で
静止は不要です。 

注意注意注意注意 : 更新可能マテリアライズド・ビューのうち少なくとも 1 つで、競
合の検出に最小限の通信を使用するときでも、5-35 ページの「シングル・
マスター・サイト環境での静止の減少とマテリアライズド・ビュー」に説
明されているアクションを実行する場合は、静止が不要です。

操作操作操作操作 DBMS_REPCAT のプロシージャのプロシージャのプロシージャのプロシージャ

既存の列グループへのメンバーの追加 ADD_GROUPED_COLUMN

空の列グループの作成 DEFINE_COLUMN_GROUP

列グループの削除 DROP_COLUMN_GROUP

列グループからのメンバーの削除 DROP_GROUPED_COLUMN

メンバーが 1 つ以上の新規列グループの作成 MAKE_COLUMN_GROUP

行レベル・レプリケーションの使用時に、表のどの列を比較す
るかの判断に、主キーではなく列または列グループを使用する
ことの指定

SET_COLUMNS

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのプロシージャの使用方法の詳細は、『 Oracle9i レプリ
ケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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� パフォーマンスの改善パフォーマンスの改善パフォーマンスの改善パフォーマンスの改善

PL/SQL レプリケーション・パッケージの内部化、およびマテリアライズド・ビュー・
リフレッシュの最適化によって、レプリケーションのパフォーマンスが大幅に向上しま
した。

� 内部適用パッケージ

Oracle8 から続く取組みとして、Oracle8i では、より多くのレプリケーション・
コードがデータベース・エンジン内に移動しました。リモート・サイトにレプリ
ケート・トランザクションを適用するときに使用される PL/SQL 生成パッケージが
内部化されました。その結果、レプリケート・トランザクションはより効率的にリ
モート・サイトで適用されます。また、パッケージが生成されないため、サイトを
さらに短時間でインスタンス化できます。内部パッケージの改ざんが防止されてお
り、セキュリティも高くなっています。

� マテリアライズド・ビューのリフレッシュの高速化

マテリアライズド・ビューは、大規模リフレッシュ・グループをサポートするよう
に最適化されました。副問合せマテリアライズド・ビューおよび NULL リフレッ
シュ（最後のリフレッシュ以降マスター表に変更がない場合）のサポートが改善さ
れました。 1 つのリフレッシュ・グループは最大 400 のマテリアライズド・ビュー
を含むことができ、リフレッシュ・グループ内のマテリアライズド・ビューのリフ
レッシュに必要なラウンドトリップ数が削減されました。

� 大量配布サポートの改善大量配布サポートの改善大量配布サポートの改善大量配布サポートの改善

拡大するフロント・オフィス・アプリケーション市場、特に大量配布アプリケーション
に対するレプリケーション・サポートが改善されました。

� 配置テンプレートを使用したマテリアライズド・ビュー・サイトのインスタンス化

マテリアライズド・ビューの配置テンプレートは、オンラインまたはオフラインで
インスタンス化できます。オンライン・インスタンシエーションの場合は、マテリ
アライズド・ビュー・サイトとターゲット・マスター・サイトが接続された状態で
テンプレートをインスタンス化できます。オンライン・インスタンシエーションの
利点は、データがインスタンス化実行時点のデータである点です。ただし、長時間
にわたってアクティブな接続が必要となる可能性が高いという短所があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 2 章「マスター・レプリケーションの概要とアーキテク
チャ」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3 章「マテリアライズド・ビューの概要とアーキテクチャ」
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オフライン・インスタンシエーションの場合、DBA は、配置テンプレートと必要
なデータをなんらかの記憶メディア（テープ、CD-ROM など）にパッケージ化し
て、マテリアライズド・ビュー・サイトに配布できます。マスター・サイトに接続
する必要はなく、記憶メディアからテンプレートとデータを取り出してインスタン
ス化を実行できます。ユーザーは、オフライン・インスタンシエーションの完了後
すぐに高速リフレッシュを実行できます。完全リフレッシュは必要ありません。オ
フライン・インスタンシエーションは、ネットワークに接続されていない多数の
ラップトップがターゲット・テンプレートをインスタンス化する大量配布環境に理
想的なソリューションです。

� マテリアライズド・ビュー配置テンプレートのパラメータ化

配置テンプレートを使用すると、情報の大量配布が容易になり、フィールド・サー
ビスや営業支援システムなどのアプリケーションをサポートできます。これらのテ
ンプレートは、あるノードでインスタンス化されるマテリアライズド・ビューやそ
の他のデータベース・オブジェクトをグループ化したものです。DBA は、これら
のテンプレートを使用することで、マテリアライズド・ビュー環境を一元的にパッ
ケージ化し、1 つ以上のサイトに簡単かつ安全にユーザー定義を配布できます。目
標は、環境を一度作成した後で、テンプレートを必要なときにいつでも配置できる
ようにすることです。 

テンプレートのパラメータを使用することで、テンプレートを再定義せずにリモー
ト・サイトでデータをサブセット化できます。また、テンプレートはパブリックま
たはプライベートとして定義できます。パブリック・テンプレートはどのサイトで
もインスタンス化できますが、プライベート・テンプレートは事前定義された認証
サイトでのみインスタンス化できます。DBA は「Deployment Template Wizard」
を使用して、テンプレートに追加するスキーマ・オブジェクトの選択、パラメータ
の選択および認可の定義を実行できます。配置テンプレートを使用すると、Oracle 
Enterprise Edition、Oracle Standard Edition および Oracle Personal Edition のマテ
リアライズド・ビュー・サイトにマテリアライズド・ビュー環境を作成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-9 ページ「配置テンプレートのパッケージ化とインスタンス
化」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4 章「配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ」
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� 更新可能マテリアライズド・ビューの列のサブセット化

更新可能マテリアライズド・ビューを行または列によりサブセット化できるように
なりました。前のリリースでは行のサブセット化のみが可能でした。列のサブセッ
ト化により、リモート・サイトで必要な最小限のデータを配置できるため、接続時
間が短縮されました。また、対応付けられたマスター・サイトが変更されても、マ
テリアライズド・ビュー・サイトは保護されます。マスター・サイトで列を追加し
てもマテリアライズド・ビュー・サイトに影響しません。また、マテリアライズ
ド・ビュー・サイトである列を参照していない場合は、マスター・サイトでその列
を削除してもマテリアライズド・ビュー・サイトに影響しません。

� セキュリティの改善セキュリティの改善セキュリティの改善セキュリティの改善

マテリアライズド・ビュー・サイトでのインスタンス化に使用されるスクリプトはマス
ター・サイトで生成され、データへのアクセスを制御できますが、受信者とプロキシ・
マテリアライズド・ビュー管理者に接続して、レプリケート・トランザクションの伝播
やマテリアライズド・ビューのリフレッシュを行う必要があります。Oracle8i では、レ
プリケーションのセキュリティ・モデルが拡張され、信頼されないサイトへの権限の付
与に関するセキュリティの問題点が排除されました。

– マスター・サイトでのリモート・プロシージャ・コール（RPC）の受信者に必要な
オブジェクトの権限は自動的に管理されるようになりました。信頼されないサイト
には、必要なオブジェクト権限しか付与されません。

– プロキシ・マテリアライズド・ビュー管理者は、余分な権限が付与されていなくて
も、レプリケーション・グループ内のオブジェクトにアクセスできるようになりま
した。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 3-18 ページ「マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセッ
ト化」

� 4-21 ページ「配置テンプレートを使用した列のサブセット化」

� 4-22 ページ「行のサブセット化」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』
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� レプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツール

Oracle レプリケーション・マネージメント・ツールの機能が大幅に改善されました。主
な拡張は、Oracle Enterprise Manager の新しい Java インタフェースに準拠するように
再作成されたことです。レプリケーション・マネージメント・ツールは、ネットワーク
上のどこからでも、また Windows プラットフォーム以外でも実行できます。レプリ
ケーション・マネージメント・ツールは、標準の Web ブラウザを使用して実行するこ
ともできます。さらに、Oracle Enterprise Manager にはレプリケーション用のイベン
ト・クラスも含まれており、これを使用すると、エラーやマテリアライズド・ビューの
リフレッシュ不履行などを監視できます。

Oracle8i のレプリケーション・マネージメント・ツールには、新たに次のウィザードが
追加されました。

– 「Deployment Template Wizard」。配置テンプレートを作成するときに使用します。

– 「Offline Instantiation Wizard」。オフライン・インスタンシエーション用の配置テ
ンプレートをパッケージ化するときに使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 7 章「レプリケーション・マネージメント・ツールの概要」
およびレプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプ
を参照してください。
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Oracle8 のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能のレプリケーションの新機能
以降に示す Oracle8 リリース 8.0 のレプリケーション機能と拡張機能は、マルチマスター・
レプリケーションのパフォーマンスを最適化し、特定のタイプのマテリアライズド・ビュー
のサブセットを高速リフレッシュすることを目的としています。Oracle8 では、LOB のサ
ポートが追加されました。また、Oracle8 では管理性とセキュリティも向上しました。次の
項で説明する機能はすべて Oracle8i および Oracle9i にも適用されます。

� パフォーマンスの強化パフォーマンスの強化パフォーマンスの強化パフォーマンスの強化

Oracle8 では、次の新機能によってパフォーマンスが大幅に改善されました。 

� 遅延トランザクションのパラレル伝播

データの整合性とトランザクション依存性を維持しながら、レプリケーション・ト
ランザクション・ストリームの伝播をパラレル化することによって、スループッ
ト・パフォーマンスが大幅に向上しました。

� レプリケーション・トリガーの内部化

Oracle8 の古いバージョンでは外部化されていたレプリケーション・トリガーが内
部化されました。内部トリガーには次の利点があります。 

* 応答時間パフォーマンスの改善

* 処理オーバーヘッドの削減

* 管理作業の低減

� データ伝播の削減

Oracle8 では、ネットワークを介して伝播されるレプリケート・データの量が削減
されました。伝播されるのは次の値のみです。 

* 更新された列の新しい値

* 競合の検出および解消のために必要な列の古い値

* 主キー値

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6-21 ページ「スケジュール・リンクのガイドライン」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 2 章「マスター・レプリケーションの概要とアーキテク
チャ」
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これを行うには次のようにします。

* DBMS_REPCATパッケージおよび DBMS_OFFLINE_SNAPSHOTパッケージ内の
様々なプロシージャでの min_communicationパラメータの使用

* DBMS_REPCATパッケージの SEND_OLD_VALUESプロシージャおよび
COMPARE_OLD_VALUESプロシージャの使用

この機能は、LOB をレプリケートするときのパフォーマンスを改善するのに特に重
要です。 

� 副問合せに基づくデータのサブセット化副問合せに基づくデータのサブセット化副問合せに基づくデータのサブセット化副問合せに基づくデータのサブセット化

特定のタイプの副問合せを使用して定義されているマテリアライズド・ビューを高速リ
フレッシュできるようになりました。これにより、データのサブセットの定義とメンテ
ナンスが容易になりました。この機能は、営業支援システムや支部の自動化などのよう
な大量配布アプリケーションでは重要です。

� ラージ・オブジェクト・データ型（ラージ・オブジェクト・データ型（ラージ・オブジェクト・データ型（ラージ・オブジェクト・データ型（Large Object: LOB）のサポート）のサポート）のサポート）のサポート

Oracle8 では、次の LOB 型のレプリケーションをサポートしています。

– バイナリ・ラージ・オブジェクト（Binary Large Object: BLOB）

– キャラクタ・ラージ・オブジェクト（Character Large Object: CLOB）

– キャラクタ・ラージ・オブジェクトのグローバリゼーション・サポート（NCLOB）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-47 ページ「最小限の通信」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-18 ページ「マテリアライズド・ビューを使用したデータの
サブセット化」

注意注意注意注意 : Oracle9i でのグローバリゼーション・サポートの旧称は、
National Language Support です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マスター・サイトへのオブジェクト定義のレプリケーション
の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘ
ルプを参照してください。また、6-2 ページの「データ型に関する考慮事
項」を参照してください。
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� 管理方法の改善と使用方法の簡易化管理方法の改善と使用方法の簡易化管理方法の改善と使用方法の簡易化管理方法の改善と使用方法の簡易化

Oracle8 では、次の機能によってデータベースの管理が簡単になりました。

� ファイングレイン機能

レプリケーション・マスター・グループは、他のレプリケーション・グループに影
響を与えずに個々に静止できます。マスター・グループは、他のマスター・グルー
プが静止している間も更新処理を継続できます。 

� 主キー・マテリアライズド・ビュー

主キー・マテリアライズド・ビューを使用すると、高速リフレッシュ機能を保持し
ながら、マスター表を再編成できます。Oracle8 では、デフォルトで主キー・マテ
リアライズド・ビューを追加するとともに、引き続き ROWIDマテリアライズド・
ビューをサポートしています。 

� マスター・サイトでのマテリアライズド・ビューの登録

Oracle8 では、マテリアライズド・ビューと対応付けられたマスター・サイトにマ
テリアライズド・ビューの情報が自動的に登録されます。これは、監視および分散
管理に役立ちます。

� 高速リフレッシュ機能での表の再編成

Oracle8 には、マスター・マテリアライズド・ビュー・ログの整合性を保持しなが
らマスター表を再編成できるユーティリティが用意されています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-30 ページ「レプリケーションの操作モード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-7 ページ「使用可能なマテリアライズド・ビュー」を参照し
てください。 また、Oracle8 以上での ROWIDマテリアライズド・ビューの
使用方法の詳細は、『Oracle9i データベース移行ガイド』を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-43 ページ「マスター・サイトまたはマスター・マテリアラ
イズド・ビュー・サイトでのマテリアライズド・ビューの登録」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マスター表の再編成の詳細は、『 Oracle9i レプリケーション・
マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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� エクスポート / インポートを使用したオフライン・インスタンシエーションのサ
ポート

エクスポート / インポートを使用したスキーマおよびデータベースのオフライン・
インスタンシエーションがさらに自動化されました。

� 更新可能マテリアライズド・ビューでの遅延制約

更新可能マテリアライズド・ビューで、宣言参照制約と一意性制約がサポートされ
るようになりました。

� パーティション表と索引

Oracle8 では、パーティション表および索引のレプリケーションをサポートしてい
ます。マスター定義サイトの表と同一のパーティションをレプリケート表に作成す
る場合にこの機能を使用します。 

� システムベースのセキュリティ・モデルの強化システムベースのセキュリティ・モデルの強化システムベースのセキュリティ・モデルの強化システムベースのセキュリティ・モデルの強化

Oracle8 のシステムベースのセキュリティ・モデルでは、次の点が強化されました。

– 1 つのシステムレベル・モデルが同期環境でも非同期環境でも同一の動作をするこ
とにより、整合性が向上しました。

– 受信サイトでの権限の不足によるトランザクションの失敗の可能性が低くなったた
め、信頼性が向上しました。

– 1 人のユーザーが repadminとしても repsysとしても動作できるようになり、リ
ンクが単純化されました。

– ユーザーレベル・モデルが必要なくなりました。

– 1 人以上のマテリアライズド・ビュー所有者がマテリアライズド・ビューのリフ
レッシュを実行できるようになりました。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  エクスポート / インポートを使用した新規マスター・サイト
の追加方法の詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API
リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』
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� レプリケーション・マネージメント・ツールの新機能レプリケーション・マネージメント・ツールの新機能レプリケーション・マネージメント・ツールの新機能レプリケーション・マネージメント・ツールの新機能

新しいレプリケーション・マネージメント・ツールには、システムを迅速に構成するの
に役立つウィザードがいくつか用意されています。

– アカウント、スキーマおよびリンクの作成を含め、マルチマスター構成を設定する
ための「Setup Wizard」

– アカウント、スキーマおよびリンクの作成を含め、マテリアライズド・ビュー・サ
イト構成を設定するための「Setup Wizard」

– マテリアライズド・ビュー・グループを設定するための「Materialized View Group 
Wizard」

レプリケーション・マネージメント・ツールは、次のような Oracle8 レプリケーション
の新機能の大部分をサポートしています。

– 各サイトのデータベースのバージョンの自動認識と、リリース 9.x、リリース 8.x お
よびリリース 7.3 のデータベースを管理する動的構成

– マテリアライズド・ビュー・ログの管理サポート

– ジョブ、リフレッシュ・グループおよびスケジュール・リンクの日付式および間隔
式の簡単な入力

– レプリケーション・サポートの再生成が必要な表を示すフラグ（Oracle8 のデータ
ベースの場合）

– サイトのレプリケーション管理者およびプロパゲータの登録のサポート

– マスター・グループのデータベース・オブジェクトを表示するデータベース・オブ
ジェクト・フォルダ

– すべてのマスター・サイトのマスター・グループの妥当性チェックのサポート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 7 章「レプリケーション・マネージメント・ツールの概要」
およびレプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプ
を参照してください。
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Advanced Replication の
1

Advanced Replication の概要の概要の概要の概要

この章では、Advanced Replication に関する基本的な概念および用語について説明します。
この章の内容は、次のとおりです。 

� レプリケーションの概要

� レプリケーションを使用するアプリケーション

� レプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイト

� レプリケーション環境のタイプ

� レプリケーション環境の管理ツール

� レプリケーションの競合

� マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション

注意注意注意注意 : Trusted Oracle を使用している環境でレプリケーションを使用する
方法は、Oracle セキュリティ関連製品のドキュメントを参照してくださ
い。
概要 1-1



レプリケーションの概要
レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要
レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーションとは、分散データベース・システムを構成する複数のデータベースのデー
タベース・オブジェクト（表など）をコピーおよびメンテナンスするプロセスです。1 つの
サイトに適用された変更は、ローカルで取得および格納された後、リモートの各場所に転送
され、適用されます。 Advanced Replication は、Oracle サーバーの完全に統合された機能
で、別の独立したサーバーではありません。

レプリケーションは、分散データベース・テクノロジを使用して複数サイト間でデータを共
有する機能です。ただし、レプリケート・データベースと分散データベースは同じものでは
ありません。分散データベースの場合は、多くの場所からデータを使用できますが、特定の
表が存在するのは 1 つの場所のみです。たとえば、employees表は分散データベース・シ
ステム内の ny.worldデータベースのみに含まれますが、この分散データベース・システム
には hk.worldデータベースと la.worldデータベースも含まれています。レプリケー
ションでは、複数の場所で同一のデータを使用できます。たとえば、employees表は、
ny.world、hk.worldおよび la.worldで使用できます。

レプリケーションを使用するのは、次の理由によります。

可用性 レプリケーションを使用すると、様々な方法でデータにアクセスで
きるので、アプリケーションの可用性が向上します。1 つのサイト
が使用できなくなった場合でも、それ以外の場所に対して問合せや
更新を続行できます。 つまり、レプリケーションを使用することで、
フェイルオーバーによる完全な保護を確立できます。

パフォーマンス レプリケーションを行うと、複数サイト間でアクティビティを均衡
化できるので、共有データに高速にローカル・アクセスできます。
各ユーザーは同時に別々のサーバーにアクセスでき、その結果全
サーバーの負荷が軽減されます。また、ユーザーはアクセス・コス
トが最も低いレプリケーション・サイト（通常、ユーザーから地理
的に最も近いサーバー）のデータを利用できます。 

モバイル・
コンピューティング

マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューとは、ある一時点におけるターゲット表
の完全または部分的なコピー（レプリカ）です。マテリアライズ
ド・ビューを使用すると、ユーザーは中央のデータベース・サー
バーに接続せずにデータベースのサブセットを操作できます。その
後、中央のデータベース・サーバーとの接続が確立された時点で、
必要に応じてマテリアライズド・ビューを同期化（リフレッシュ）
できます。ユーザーがマテリアライズド・ビューをリフレッシュす
ると、マテリアライズド・ビュー・サイトのすべての変更が中央の
データベースに反映されます。また、ユーザーが接続されていない
間に中央のデータベースで発生した変更が、マテリアライズド・
ビューに反映されます。

ネットワーク負荷の
軽減

レプリケーションを使用すると、複数の場所にデータを分散できま
す。したがって、アプリケーションは中央の 1 つのサーバーではな
く様々な地域サーバーにアクセスできます。 このように構成するこ
とで、ネットワーク負荷は大幅に軽減されます。
1-2　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



レプリケーションを使用するアプリケーション
レプリケーションの使用方法の詳細は、以降の章で説明します。

レプリケーションを使用するアプリケーションレプリケーションを使用するアプリケーションレプリケーションを使用するアプリケーションレプリケーションを使用するアプリケーション
レプリケーションは、要件が異なる様々なアプリケーションをサポートしています。アプリ
ケーションの中には、比較的自律的な個別のマテリアライズド・ビュー・サイトに適してい
るものもあります。たとえば、営業支援システム、フィールド・サービス、小売りなどの大
量配布アプリケーションでは、通常、中央のデータベース・システムと、中央のデータベー
スと非接続状態にあることが多い多数の小規模リモート・サイトとの間で定期的にデータを
同期化する必要があります。営業担当員は、中央のデータベースに接続されているかどうか
に関係なく、トランザクションを完了できる必要があります。この場合、リモート・サイト
は自律的である必要があります。

これに対し、コール・センターやインターネット・システムなどのアプリケーションでは、
複数のサーバー上のデータを継続的かつほぼ即時に同期化し、常に同じ内容のサービスを利
用できる必要があります。たとえば、インターネット上の小売り Web サイトでは、顧客が
閲覧する情報がどのサイトのオンライン・カタログでも同じであることが必要です。この場
合、サイトの自律性よりもデータ整合性が重要です。

Advanced Replication は、前述の 2 種類のアプリケーションでそれぞれに使用することも、
2 種類のアプリケーションを組み合せたシステムで使用することもできます。 実際、1 つのア
ドバンスト・レプリケーション環境で、大量配布レプリケーションとサーバー / サーバー・
レプリケーションの両方をサポートできるので、一貫した環境に統合することが可能です。
このような環境では、たとえば、営業支援システムと顧客サービスのコールセンターの間で
データを共有できます。

Advanced Replication は、異なるリリースの Oracle を使用する環境や別々のオペレーティ
ング・システムで Oracle を実行する環境でデータをレプリケートできます。 したがって、こ
のような環境でデータを使用するアプリケーションは、Advanced Replication を使用できま
す。

大量配布 組織では、データの使用や操作の能力が高いアプリケーションを多
数配置する必要性が高まってきています。 Advanced Replication で
は、配置テンプレートを使用することで、複数のマテリアライズ
ド・ビュー環境を迅速に作成できます。個々のニーズにあわせてマ
テリアライズド・ビュー環境をカスタマイズするには、変数を使用
します。たとえば、営業部門の自動化のために配置テンプレートを
使用できます。 この場合、このテンプレートには様々な販売地域や
営業担当者を示す変数を含めることができます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 分散データベースの詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガ
イド 』を参照してください。
Advanced Replication の概要 1-3



レプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイト
レプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイトレプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイトレプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイトレプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイト
次の項では、レプリケーション・オブジェクト、レプリケーション・グループおよびレプリ
ケーション・サイトなど、レプリケーション・システムの基本構成要素について説明しま
す。

レプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクト
レプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトは、分散データベース・システム内の複数のサーバーに存
在するデータベース・オブジェクトです。レプリケーション環境では、1 つのサイトのレプ
リケーション・オブジェクトに加えられた更新がすべて、その他の各サイトにあるコピーに
適用されます。 Advanced Replication を使用すると、次のタイプのオブジェクトをレプリ
ケートできます。

� 表

� 索引

� ビューおよびオブジェクト・ビュー

� パッケージおよびその本体

� プロシージャおよびファンクション

� ユーザー定義型および型の本体

� トリガー

� シノニム

� 索引タイプ

� ユーザー定義演算子

表に関しては、レプリケーションでは高度な機能（パーティション表、索引構成表、ユー
ザー定義型を基にした列を含む表およびオブジェクト表など）をサポートしています。 

レプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループ
レプリケーション環境では、レプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループを使用してレプリケーション・オ
ブジェクトを管理します。レプリケーション・グループは、論理的に関連付けられたレプリ
ケーション・オブジェクトの集合です。 

レプリケーション・グループ内に関連するデータベース・オブジェクトを編成すると、多数
のオブジェクトをまとめて簡単に管理できます。通常、レプリケーション・グループを作成
および使用して、特定のデータベース・アプリケーションのサポートに必要なスキーマ・オ
ブジェクトを編成します。ただし、レプリケーション・グループおよびスキーマは、相互に
対応している必要はありません。レプリケーション・グループには、複数のスキーマのオブ
ジェクトを含めることができます。また 1 つのスキーマには、複数のレプリケーション・グ
ループ内のオブジェクトを含めることができます。ただし、各レプリケーション・オブジェ
クトは、1 つのレプリケーション・グループのメンバーにしかなれません。 
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レプリケーションのオブジェクト、グループおよびサイト
レプリケーション・サイトレプリケーション・サイトレプリケーション・サイトレプリケーション・サイト
レプリケーション・グループは、複数のレプリケーション・サイトレプリケーション・サイトレプリケーション・サイトレプリケーション・サイトに存在できます。レプリ
ケーション環境では、2 つの基本的なタイプのサイトがサポートされます。マスター・サイマスター・サイマスター・サイマスター・サイ
トトトトとマテリアライズド・ビュー・サイトマテリアライズド・ビュー・サイトマテリアライズド・ビュー・サイトマテリアライズド・ビュー・サイトです。1 つのサイトは、1 つのレプリケーション・
グループのマスター・サイトであり、同時に別のレプリケーション・グループのマテリアラ
イズド・ビュー・サイトにもなることができます。ただし、同一レプリケーション・グルー
プ内のマスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトになることはできません。

マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの違いは次のとおりです。

� マスター・サイトのレプリケーション・グループは、マスター・グループマスター・グループマスター・グループマスター・グループと呼ばれま
す。マテリアライズド・ビュー・サイトのレプリケーション・グループはマスター・グ
ループを基にしており、マテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループと呼ばれます。また、す
べてのマスター・グループには、マスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイトが 1 つずつ存在します。レプリ
ケーション・グループのマスター定義サイトは、レプリケーション・グループおよびグ
ループ内のオブジェクトを管理する制御センターとして機能するマスター・サイトで
す。

� マスター・サイトでは、レプリケーション・グループ内のすべてのオブジェクトの完全
なコピーがメンテナンスされます。一方、マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリ
アライズド・ビューには、マスター・グループ内のすべての表データまたは表データの
サブセットを含めることができます。たとえば、hr_repgマスター・グループに表
employeesおよび departmentsが含まれている場合、マスター・グループに含まれ
ているすべてのマスター・サイトでは、employeesおよび departmentsの完全なコ
ピーをメンテナンスする必要があります。ただし、あるマテリアライズド・ビュー・サ
イトには employees表のマテリアライズド・ビューのみが含まれ、別のマテリアライ
ズド・ビュー・サイトには employees表と departments表が両方とも含まれている
ことがあります。

� マルチマスター・レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトは、相互に直接通
信を行って、レプリケーション・グループのデータの変更を絶えず伝播します。マテリ
アライズド・ビュー・サイトには、ある一時点における表データのイメージ、すなわち
マテリアライズド・ビューが含まれています。通常、マテリアライズド・ビューは、定
期的にリフレッシュされてマスター・サイトと同期化されます。マテリアライズド・
ビューはリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループに編成できます。リフレッシュ・グループ内のマテリ
アライズド・ビューは、1 つ以上のマテリアライズド・ビュー・グループに含めること
ができます。各マテリアライズド・ビューは、リフレッシュ・グループ内のすべてのマ
テリアライズド・ビューのデータがトランザクションの一貫性を保つ特定の時点と一致
するように、同時にリフレッシュされます。
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レプリケーション環境のタイプ
レプリケーション環境のタイプレプリケーション環境のタイプレプリケーション環境のタイプレプリケーション環境のタイプ
Advanced Replication は、次のタイプのレプリケーション環境をサポートしています。

� マルチマスター・レプリケーション

� マテリアライズド・ビュー・レプリケーション

� マルチマスターとマテリアライズド・ビューのハイブリッド構成

マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション（peer-to-peer レプリケーションまたは n-way レプリ
ケーションとも呼ばれます）を使用すると、同等ピアとして機能する複数サイトでレプリ
ケート・データベース・オブジェクトのグループを管理できます。マルチマスター・レプリ
ケーション環境では各サイトがマスター・サイトで、各サイトが他のマスター・サイトと通
信します。

アプリケーションは、マルチマスター構成のサイトにある任意のレプリケート表を更新でき
ます。マルチマスター環境でマスター・サイトとして機能している Oracle データベース・
サーバーで、すべての表レプリカのデータが自動的に収集され、グローバルなトランザク
ション一貫性およびデータ整合性が保証されます。

マルチマスター・レプリケーションを実装する最も一般的な方法は非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション
です。その他の方法としては、同期レプリケーションおよびプロシージャ・レプリケーショ
ンがあります。これらについてはこの章で後述します。非同期レプリケーションを使用する
場合、データ操作言語（DML）による表の更新に関する情報は、変更が発生したマスター・
サイトの遅延トランザクション・キューに格納されます。このような変更は、遅延トランザ遅延トランザ遅延トランザ遅延トランザ
クションクションクションクションと呼ばれます。遅延トランザクションは、関係する他のマスター・サイトに一定の
間隔でプッシュ（または伝播）されます。伝播間隔は、変更できます。

非同期レプリケーションを使用すると、同じ行の値が 2 つの別のマスター・サイトでほぼ同
時に更新される場合があるため、データ競合が発生する可能性があります。ただし、競合は
技術によって回避することができます。競合が発生した場合は、Oracle が提供する組込みメ
カニズムにより問題を解決できます。解消されない競合に関する情報は、エラー・ログに格
納されます。
1-6　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



レプリケーション環境のタイプ
図図図図 1–1 マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション

マスター・グループの静止マスター・グループの静止マスター・グループの静止マスター・グループの静止
マスター・グループで管理作業を実行するために、マスター・グループのレプリケーショ
ン・アクティビティをすべて停止することが必要な場合があります。たとえば、新しいマス
ター・グループ・オブジェクトを追加するには、マスター・グループのレプリケーション・
アクティビティをすべて停止する必要があります。マスター・グループのレプリケーショ
ン・アクティビティをすべて停止することを、グループの静止静止静止静止といいます。マスター・グ
ループの静止中は、マスター・グループ内のオブジェクトに対して DML 文を発行できませ
ん。また、マスター・グループを静止する前に、遅延トランザクションをすべて伝播してお
く必要があります。ユーザーは静止中のマスター・グループ内の表に対して、問合せを引き
続き実行できます。

マスター�
・サイト�
�

マスター�
・サイト�
�

マスター�
・サイト�
�

TableTable表�
Table表�

レプリケーション・�
グループ�

TableTable表�
Table表�

レプリケーション・�
グループ�

TableTable表�
Table表�

レプリケーション・�
グループ�
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レプリケーション環境のタイプ
マテリアライズド・ビュー・レプリケーションマテリアライズド・ビュー・レプリケーションマテリアライズド・ビュー・レプリケーションマテリアライズド・ビュー・レプリケーション
マテリアライズド・ビューには、ある一時点におけるターゲット・マスターマスターマスターマスター表の完全コピー
または部分的なコピーが含まれます。ターゲット・マスターは、マスター・サイトのマス
ター表またはマテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・マテリアライズド・ビューの
いずれかです。マスター・マテリアライズド・ビューマスター・マテリアライズド・ビューマスター・マテリアライズド・ビューマスター・マテリアライズド・ビューは、別のマテリアライズド・ビューの
マスターとして機能するマテリアライズド・ビューです。多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー
は、マスター表ではなく他のマテリアライズド・ビューを基にしたマテリアライズド・
ビューです。

マテリアライズド・ビューには、次の利点があります。

� ローカル・アクセスが可能なため、応答時間を短縮し、可用性を向上できます。

� ユーザーはローカルなマテリアライズド・ビューに問合せを実行できるため、マス
ター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトに対する問合せ負荷
が軽減されます。

� ターゲット・マスターのデータ・セットのうち、選択したサブセットのみをレプリケー
ト可能にすることにより、データ・セキュリティを高めることができます。

マテリアライズド・ビューは、読取り専用、更新可能または書込み可能のいずれかで、この
ようなマテリアライズド・ビューには前述したリストにない他の利点があります。

読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー
基本的な構成では、マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイト
のデータを基に作成された表データに対して、マテリアライズド・ビューは読取り専用アク
セスを提供します。アプリケーションでは読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビューからデータ
を問い合せることにより、ネットワークが使用できるかどうかに関係なくマスター・サイト
へのネットワーク・アクセスを回避できます。ただし、アプリケーションでデータ操作言語

（DML）による変更を実行する場合は、システムのあらゆる場所からマスター・サイトの
データにアクセスする必要があります。図 1–2 は、基本的な読取り専用レプリケーションを
示します。読取り専用マテリアライズド・ビューのマスター表およびマスター・マテリアラ
イズド・ビューは、レプリケーション・グループに属する必要はありません。 

読取り専用マテリアライズド・ビューには、次の利点があります。

� 更新できないため、競合の可能性がありません。

� 複合マテリアライズド・ビューをサポートします。複合マテリアライズド・ビューの例
として、集合演算または CONNECT BY句を含むマテリアライズド・ビューがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複合マテリアライズド・ビューの詳細は、3-7 ページの「使用
可能なマテリアライズド・ビュー」を参照してください。
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レプリケーション環境のタイプ
図図図図 1–2 読取り専用マテリアライズド・ビューのレプリケーション読取り専用マテリアライズド・ビューのレプリケーション読取り専用マテリアライズド・ビューのレプリケーション読取り専用マテリアライズド・ビューのレプリケーション

更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー
より高度な構成では、更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビューを作成できます。更新可能マテリ
アライズド・ビューを使用すると、ユーザーはマテリアライズド・ビューに対して行の挿
入、更新および削除の操作を実行することで、ターゲット・マスター表またはマスター・マ
テリアライズド・ビューの行を挿入、更新および削除できます。更新可能マテリアライズ
ド・ビューには、ターゲット・マスター内のデータのサブセットも含められます。図 1–3
は、更新可能マテリアライズド・ビューを使用したレプリケーション環境を示します。

更新可能マテリアライズド・ビューは、レプリケーションをサポートするように設定されて
いる表やその他のマテリアライズド・ビューに基づいています。実際、更新可能マテリアラ
イズド・ビューは、別のレプリケーション・グループに基づいたマテリアライズド・
ビュー・グループに含まれている必要があります。

表データのレプリケート�
�

ネットワーク�

リフレッシュ�

マテリアライズド・�
ビュー（読取り専用）�
�

マスター・�
データベース�

�

マスター表�
（更新可能）�
�

クライアント・アプリケーション�
�

リモートの更新�
�

ローカルな�
問合せ�
�

マテリア�
ライズド・�
ビュー・�

データベース�
�
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レプリケーション環境のタイプ
図図図図 1–3 更新可能マテリアライズド・ビューのレプリケーション更新可能マテリアライズド・ビューのレプリケーション更新可能マテリアライズド・ビューのレプリケーション更新可能マテリアライズド・ビューのレプリケーション

更新可能マテリアライズド・ビューには、次の特性があります。

� 常に 1 つの表に基づいています。ただし、副問合せで複数の表を参照できます。

� 増分リフレッシュ（または高速リフレッシュ）を実行できます。

� 更新可能マテリアライズド・ビューに加えられた変更は、マテリアライズド・ビューの
リモートのマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに伝播されます。次
に、マスターへの更新が他のすべてのレプリケーション・サイトにカスケードして伝播
されます。
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リフレッシュ�

マテリア�
ライズド・�
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レプリケーション環境のタイプ
更新可能マテリアライズド・ビューには、次の利点があります。

� マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトに接続されてい
ない状態でも、ローカルのレプリケート・データ・セットに対して問合せおよび更新が
できます。

� データの更新をサポートしていますが、リソースはマルチマスター・レプリケーション
の場合よりも少なくて済みます。マルチマスター・レプリケーションでは定期的な間隔
で変更が伝播されますが、マテリアライズド・ビューは必要に応じてリフレッシュでき
るため、ネットワーク・リソースにかかる負荷を軽減できます。さらに、マテリアライ
ズド・ビューは非常に少ないデータしか含まないデータベース内にも常駐させることが
可能なため、マテリアライズド・ビュー・クライアントのためのディスク領域とメモ
リー要件は、マスター・サイトを含む Oracle サーバーに対する要件より少なくて済み
ます。

書込み可能マテリアライズド・ビュー書込み可能マテリアライズド・ビュー書込み可能マテリアライズド・ビュー書込み可能マテリアライズド・ビュー
FOR UPDATE句を使用してマテリアライズド・ビューを作成し、このマテリアライズド・
ビューをマテリアライズド・ビュー・グループに追加しないことが可能です。この場合、
ユーザーはこのマテリアライズド・ビューに対してデータ操作言語（DML）による変更を実
行できますが、この変更はマスターにプッシュされず、マテリアライズド・ビューがリフ
レッシュされた場合は変更が失われます。このようなマテリアライズド・ビューは、書込み書込み書込み書込み
可能マテリアライズド・ビュー可能マテリアライズド・ビュー可能マテリアライズド・ビュー可能マテリアライズド・ビューと呼ばれます。

マテリアライズド・ビューを使用した行と列のサブセット化マテリアライズド・ビューを使用した行と列のサブセット化マテリアライズド・ビューを使用した行と列のサブセット化マテリアライズド・ビューを使用した行と列のサブセット化
行と列のサブセット化により、マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューの
データの部分的なコピーを含むマテリアライズド・ビューを作成できます。このようなマテ
リアライズド・ビューは、すべてのデータ・セットを必要としない地域事業所や営業担当員
に役立ちます。

行のサブセット化を使用すると、マスターの必要な行のみをマテリアライズド・ビューに含
めることができます。これには WHERE句を使用します。列のサブセット化を使用すると、
マスターの必要な列のみをマテリアライズド・ビューに含めることができます。これを行う
には、マテリアライズド・ビューの作成中に、SELECT文に該当する列を指定します。

注意注意注意注意 : 更新可能マテリアライズド・ビューの列のサブセット化は、配置
テンプレートおよびレプリケーション・マネージメント・ツールを使用す
る場合にのみサポートされます。この制限は、読取り専用マテリアライズ
ド・ビューの列のサブセット化にはあてはまりません。
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レプリケーション環境のタイプ
マテリアライズド・ビューのリフレッシュマテリアライズド・ビューのリフレッシュマテリアライズド・ビューのリフレッシュマテリアライズド・ビューのリフレッシュ
マテリアライズド・ビューとマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューとの間
で一貫性を保つには、マテリアライズド・ビューを定期的にリフレッシュリフレッシュリフレッシュリフレッシュする必要がありま
す。マテリアライズド・ビューをリフレッシュするには、次の 3 つの方法があります。

� マテリアライズド・ビュー・ログを使用して、最後のリフレッシュ以降に変更されてい
る行のみを更新する高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ。

� マテリアライズド・ビュー全体を更新する完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ。

� 可能なときに高速リフレッシュを実行する強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ。高速リフレッシュが実行
できない場合は、完全リフレッシュが実行されます。

リフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループ
マテリアライズド・ビュー間のトランザクションの一貫性を保つことが重要なときは、マテ
リアライズド・ビューをリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループに編成できます。リフレッシュ・グループ
をリフレッシュすることで、リフレッシュ・グループ内のすべてのマテリアライズド・
ビューのデータが、トランザクションの一貫性を保つ特定の時点のデータと確実に一致しま
す。読取り専用マテリアライズド・ビューと更新可能マテリアライズド・ビューは、どちら
もリフレッシュ・グループに含められます。リフレッシュ・グループ内のマテリアライズ
ド・ビューを個別にリフレッシュすることも可能です。ただし、リフレッシュ・グループ内
のその他のマテリアライズド・ビューはリフレッシュされないため、リフレッシュ・グルー
プを編成する意味がなくなります。 

マテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログ
マテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログは、マテリアライズド・ビューのマスター・サイトまたは
マスター・マテリアライズド・ビュー・サイトにある表で、DML によってマスター表また
はマスター・マテリアライズド・ビューに加えられたすべての変更を記録します。マテリア
ライズド・ビュー・ログは 1 つのマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューと
対応付けられます。それぞれのマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに
は、マスターからリフレッシュされるマテリアライズド・ビューの数に関係なく、1 つのマ
テリアライズド・ビュー・ログがあります。マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ
は、マテリアライズド・ビューのマスターにマテリアライズド・ビュー・ログがある場合に
のみ可能です。マテリアライズド・ビューを高速リフレッシュすると、マテリアライズド・
ビューと対応付けられたマテリアライズド・ビュー・ログのエントリで、最後のリフレッ
シュ以降に追加されたエントリがマテリアライズド・ビューに適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 3-18 ページ「マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセッ
ト化」

� 配置テンプレートを使用した列のサブセット化の詳細は、4-21 ページ
の「配置テンプレートを使用した列のサブセット化」を参照してくだ
さい。
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レプリケーション環境のタイプ
配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート
配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレートを使用すると、多くのリモート・マテリアライズド・ビュー・サイトの配
置およびメンテナンス作業が簡単になります。また、配置テンプレートを使用すると、マス
ター・サイトでマテリアライズド・ビュー定義の集合を定義でき、その定義中のパラメータ
を使用してマテリアライズド・ビューを個々のユーザーまたはユーザーのタイプにあわせて
カスタマイズできます。 

たとえば、営業用に 1 つのテンプレートを作成し、サービス技術員用に別のテンプレートを
作成する場合などです。この場合、販売地域または顧客サポート・レベルなどのパラメータ
値を使用できます。リモート・ユーザーは、マスター・サイトに接続するときに、使用可能
なテンプレートのリストを問い合せることができます。ユーザーがテンプレートをインスタインスタインスタインスタ
ンス化ンス化ンス化ンス化すると、リモート・サイトで適切なマテリアライズド・ビューが作成され、データが
移入されます。パラメータ値は、リモート・ユーザーが指定するか、マスター・サイトに保
持されている表の値を利用します。

オンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーション  ユー
ザーがマテリアライズド・ビュー・サイトでテンプレートをインスタンス化すると、オブ
ジェクト DDL（たとえば、CREATE MATERIALIZED VIEW文や CREATE TABLE文）が実行
されて、マテリアライズド・ビュー・サイトに適切なスキーマ・オブジェクトが作成され、
そのオブジェクトに適切なデータが移入されます。テンプレートのインスタンス化は、マス
ター・サイトに接続した状態でネットワークを介して行うことも（オンライン・インスタン
シエーション）、あるいはマスター・サイトから切断された状態で行うこともできます（オ
フライン・インスタンシエーション）。 

オフライン・インスタンシエーションは、ピーク期間中のサーバー負荷を軽減したり、リ
モート接続時間を短縮するために使用されます。テンプレートをオフラインでインスタンス
化するには、テンプレートおよび必要なデータをテープや CD-ROM などの記憶メディアに
パッケージ化します。そして、マスター・サイトではなく、テンプレートとデータが入った
記憶メディアからデータをプルします。
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レプリケーション環境のタイプ
マルチマスターとマテリアライズド・ビューのハイブリッド構成マルチマスターとマテリアライズド・ビューのハイブリッド構成マルチマスターとマテリアライズド・ビューのハイブリッド構成マルチマスターとマテリアライズド・ビューのハイブリッド構成
マルチマスター・レプリケーションとマテリアライズド・ビューは、様々なアプリケーショ
ンの要件を満たすようにハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド（複合）構成として組み合せられます。ハイブリッド
構成では、マスター・サイトの数に制限がなく、各マスターに複数のマテリアライズド・
ビュー・サイトを対応付けられます。

たとえば、図 1–4 に示すように、2 つのマスター間のマルチマスター（または n-way）レプ
リケーションでは、2 つの地域をサポートするデータベース間の全表レプリケーションをサ
ポートできます。マテリアライズド・ビューをマスター上に定義すると、全表または表のサ
ブセットを各地域内のサイトにレプリケートできます。

図図図図 1–4 ハイブリッド構成ハイブリッド構成ハイブリッド構成ハイブリッド構成
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レプリケーション環境の管理ツール
マテリアライズド・ビューとレプリケート・マスター表との主な違いは次のとおりです。

� レプリケート・マスター表にはレプリケートされている表全体のデータが含まれている
必要がありますが、マテリアライズド・ビューはマスター表のデータのサブセットをレ
プリケートできます。

� マルチマスター・レプリケーションを使用すると、変更が発生するたびに各トランザク
ションの変更内容をレプリケートできます。マテリアライズド・ビューのリフレッシュ
を使用すると、一定の間隔でバッチ処理されるため、マルチマスター・レプリケーショ
ンより少ない頻度で複数のトランザクションの内容をより効率的に伝播できます。 

� 同一データの複数のコピーに変更が加えられることにより競合が発生する場合は、競合
の検出と解消は常にマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サ
イトで発生します。

スケジュール・リンクスケジュール・リンクスケジュール・リンクスケジュール・リンク
マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトは、スケジュール・リンクスケジュール・リンクスケジュール・リンクスケジュール・リンクを使用し
て他のサイトにデータの変更を伝播します。スケジュール・リンクは、ユーザー定義スケ
ジュールを使用して遅延トランザクションをプッシュするデータベース・リンクです。スケ
ジュール・リンクによって、あるマスター・サイトから別のマスター・サイトへの遅延トラ
ンザクション・キューの伝播方法、あるいは、あるマテリアライズド・ビュー・サイトから
そのマスター・サイトへの遅延トランザクション・キューの伝播方法が決定されます。スケ
ジュール・リンクを作成すると、遅延トランザクション・キューをシステムの別のサイトに
プッシュするジョブがローカル・ジョブ・キューに作成されます。 

レプリケーション環境の管理ツールレプリケーション環境の管理ツールレプリケーション環境の管理ツールレプリケーション環境の管理ツール
レプリケーション環境を構成、管理および監視するために、いくつかのツールを使用できま
す。Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールでは、レプリ
ケーション環境の管理に役立つ強力な GUI インタフェースが提供されます。また、レプリ
ケーション・マネージメント API では、使い慣れた API を使用してレプリケーション管理
のためのカスタマイズ・スクリプトを作成できます。レプリケーション・カタログを使用し
て、レプリケーション環境に関する情報を管理することもできます。
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レプリケーション環境の管理ツール
Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツール
レプリケーション環境の構成と管理に役立つように、Oracle Enterprise Manager のコンソー
ルには洗練されたレプリケーション・マネージメント・ツールが提供されています。このマ
ニュアルの他の項には、このツールに関する情報と使用例が含まれていますが、このツール
の詳細は、主にこのツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

図図図図 1–5 Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツール

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント・ツールの概要は、第 7
章「レプリケーション・マネージメント・ツールの概要」を参照してくだ
さい。レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、
レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照
してください。
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レプリケーション環境の管理ツール
レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API
レプリケーション・マネージメント API は、アドバンスト・レプリケーション環境を構成す
る際に使用するプロシージャおよびファンクションをカプセル化した PL/SQL パッケージの
セットです。レプリケーション・マネージメント API は、レプリケーション・マネージメン
ト・ツールの機能をコマンドラインで実行します。つまり、レプリケーション・マネージメ
ント・ツールは、レプリケーション・マネージメント API のプロシージャとファンクション
を使用して処理を実行します。たとえば、レプリケーション・マネージメント・ツールを使
用して新しいマスター・グループを作成する場合、このツールは DBMS_REPCATパッケージ
内の CREATE_MASTER_REPGROUPプロシージャをコールして作業を完了します。レプリ
ケーション・マネージメント API を使用すると、レプリケーション環境を管理するカスタ
ム・スクリプトを簡単に作成できます。

レプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログ
レプリケーション環境の各マスター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイトに
は、それぞれレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログがあります。サイトのレプリケーション・カタロ
グは、そのサイトのレプリケーション・オブジェクトとレプリケーション・グループに関す
る管理情報をメンテナンスしている、データ・ディクショナリの表およびビューの固有の
セットです。レプリケーション環境に関係する各サーバーでは、そのレプリケーション・カ
タログの情報を使用して、レプリケーション・グループのオブジェクトのレプリケーション
を自動化できます。

分散スキーマ管理分散スキーマ管理分散スキーマ管理分散スキーマ管理
レプリケーション環境では、すべての DDL 文は、Oracle Enterprise Manager のレプリケー
ション・マネージメント・ツールまたはレプリケーション・マネージメント API の DBMS_
REPCATパッケージを使用して発行する必要があります。具体的には、DBMS_REPCATパッ
ケージを使用する場合、マスター・グループにオブジェクトを追加するには CREATE_
MASTER_REPOBJECTプロシージャを、レプリケート・オブジェクトを変更するには
ALTER_MASTER_REPOBJECTプロシージャを使用します。EXECUTE_DDLプロシージャを使
用することもできます。

レプリケーション・マネージメント・ツールまたは DBMS_REPCATパッケージのいずれかを
使用する場合、レプリケーション環境に属するすべてのサイトにすべての DDL 文がレプリ
ケートされます。レプリケート・オブジェクトの作成にエクスポート / インポートを使用で
きる場合もあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API の使用方法の詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス 』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・カタログの詳細は、『Oracle9i レプリケー
ション・マネージメント API リファレンス 』を参照してください。
Advanced Replication の概要 1-17



レプリケーションの競合
レプリケーションの競合レプリケーションの競合レプリケーションの競合レプリケーションの競合
非同期のマルチマスター・レプリケーション環境および更新可能マテリアライズド・
ビュー・レプリケーション環境では、たとえば異なるサイトから発行された 2 つのトランザ
クションがほぼ同時に同じ行を更新する場合などに発生するレプリケーション競合に対処す
る必要があります。データ競合が発生した場合は、ビジネス・ルールに従って競合を解消
し、すべてのサイトを適正に収束するためのメカニズムが必要です。

Advanced Replication では、レプリケート環境で発生したすべての競合がログに記録される
のみでなく、様々なビルトインの競合解消方法が用意されています。これらの方法を使用し
てデータベースの競合解消システムを定義すると、ビジネス・ルールに従って競合を解消で
きます。ビルトインの競合解消方法によって競合を解消できない場合は、独自の競合解消方
法を作成して使用することもできます。

注意注意注意注意 : SQL*Plus などのツールを使用して直接 DDL 文を発行する場合は、
その他のサイトにレプリケートされません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� データ競合が発生しないようにデータベースを設計する方法、および
競合が発生した場合に使用する競合解消方法を作成する方法の詳細
は、第 5 章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を参照してくだ
さい。

� レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して競合解消方法
を構成する方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツー
ルのオンライン・ヘルプを参照してください。

� レプリケーション・マネージメント API を使用して競合解消方法を作
成する方法の詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント 
API リファレンス』を参照してください。
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マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
マルチマスター・レプリケーションのその他のオプションマルチマスター・レプリケーションのその他のオプションマルチマスター・レプリケーションのその他のオプションマルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
マルチマスター・レプリケーションを実装する最も一般的な方法は非同期レプリケーション
です。ただし、他にもオプションが 2 つあります。同期レプリケーションとプロシージャ・
レプリケーションです。

同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション
マルチマスター・レプリケーション環境では、非同期レプリケーションまたは同期レプリ
ケーションを使用してデータをコピーできます。非同期レプリケーションを使用する場合、
1 つのマスター・サイトに加えられた変更は、一定時間後に関係するすべてのマスター・サ
イトに反映されます。同期レプリケーションの場合は、1 つのマスター・サイトに加えられ
た変更は即時に、関係するすべてのマスター・サイトに反映されます。

同期レプリケーションを使用して表を更新すると、関係するすべてのマスター・サイトで更
新内容が即時にレプリケートされます。つまり、それぞれのトランザクションはすべてのマ
スター・サイトと関連があります。したがって、なんらかの理由から 1 つのマスター・サイ
トでトランザクションを処理できなかった場合、そのトランザクションはすべてのマス
ター・サイトでロールバックされます。

同期レプリケーションを使用して競合の発生を回避できますが、処理を円滑に行うには非常
に安定した環境が必要です。たとえば、ネットワーク上の問題により 1 つのマスター・サイ
トと通信できない場合、ユーザーがレプリケート表を問い合せることはできますが、通信が
再び確立されるまではどのトランザクションも完了しません。また、同期レプリケーション
をシミュレートするように非同期レプリケーションを構成することもできます。

プロシージャ・レプリケーションプロシージャ・レプリケーションプロシージャ・レプリケーションプロシージャ・レプリケーション
バッチ処理アプリケーションでは、1 つのトランザクション内で大量のデータを変更できま
す。この場合、通常の行レベル・レプリケーションを実行すると、大量のデータ変更のため
にネットワークの負荷が増大する可能性があります。このような問題を回避するために、レ
プリケーション環境で動作するバッチ処理アプリケーションでは、プロシージャ・レプリプロシージャ・レプリプロシージャ・レプリプロシージャ・レプリ
ケーションケーションケーションケーションを使用して、データ・レプリカを収集する簡単なストアド・プロシージャ・コー
ルをレプリケートできます。プロシージャ・レプリケーションでは、アプリケーションが表
の更新に使用するストアド・プロシージャのコールのみがレプリケートされます。データの
変更自体はレプリケートされません。 

プロシージャ・レプリケーションを使用するには、システムのデータを変更するパッケージ
をすべてのサイトにレプリケートする必要があります。パッケージをレプリケートした後
に、各サイトでこのパッケージ用のラッパーラッパーラッパーラッパーを生成する必要があります。アプリケーション
がデータを変更するパッケージ・プロシージャをローカル・サイトでコールすると、ラッ
パーにより、最終的にレプリケーション環境内の他のすべてのサイトで同じパッケージ・プ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 非同期レプリケーション環境での同期レプリケーションのシ
ミュレーション方法の詳細は、6-23 ページの「連続的なプッシュのスケ
ジューリング」を参照してください。
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マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
ロシージャがコールされます。プロシージャ・レプリケーションは、非同期または同期で実
行できます。

競合の検出とプロシージャ・レプリケーション競合の検出とプロシージャ・レプリケーション競合の検出とプロシージャ・レプリケーション競合の検出とプロシージャ・レプリケーション
プロシージャ・レプリケーションを使用してデータをレプリケートする場合、データをレプ
リケートするプロシージャにより、レプリケート・データの整合性が保証される必要があり
ます。つまり、このようなプロシージャは、レプリケーションの競合を回避または検出し、
競合を適切に解消するように設計する必要があります。したがって、プロシージャ・レプリ
ケーションは、主に大規模バッチ操作によってのみデータベースを変更する場合に使用され
ます。このような状況では、多数のトランザクションが同じデータで競合することはないた
め、レプリケーションの競合はほとんど発生しません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロシージャ・レプリケーションの詳細は、『Oracle9i レプリ
ケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概要とマスター・レプリケーションの概要とマスター・レプリケーションの概要とマスター・レプリケーションの概要と

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

この章では、シングル・マスター・レプリケーション環境およびマルチマスター・レプリ
ケーション環境での、Oracle のマスター・レプリケーション・サイトの概念およびアーキテ
クチャについて説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� マスター・レプリケーションの概念

� マスター・レプリケーションのアーキテクチャ
とアーキテクチャ 2-1



マスター・レプリケーションの概念
マスター・レプリケーションの概念マスター・レプリケーションの概念マスター・レプリケーションの概念マスター・レプリケーションの概念
マスター・レプリケーションのアーキテクチャの詳細を理解するには、マスター・レプリ
ケーションの概念について知っておく必要があります。マスター・レプリケーションの使用
方法と目的がわかると、アーキテクチャの個々の要素がどのように相互に作用してマルチマ
スター・レプリケーション環境が作成されるのか理解が深まります。

マスター・レプリケーションについてマスター・レプリケーションについてマスター・レプリケーションについてマスター・レプリケーションについて
Oracle には、シングル・マスター・レプリケーションとマルチマスター・レプリケーション
という、2 つのタイプのマスター・レプリケーションがあります。マルチマスター・レプリ
ケーションは、複数のマスター・サイトを含んでおり、各マスター・サイトが同等ピアとし
て機能します。シングル・マスター・レプリケーションでは、マテリアライズド・ビュー・
レプリケーションをサポートする 1 つのマスター・サイトが、数百、数千のマテリアライズ
ド・ビュー・サイトをサポートします。また、1 つ以上のマテリアライズド・ビュー・サイ
トをサポートする 1 つのマスター・サイトが、複数マスター・サイト環境の一部として含ま
れるハイブリッド・レプリケーション環境（マルチマスター・レプリケーションとマテリア
ライズド・ビュー・レプリケーションの組合せ）を構成することも可能です。

マテリアライズド・ビューは、マスター・サイトのマスター表またはマテリアライズド・
ビュー・サイトのマテリアライズド・ビューのいずれかに基づきます。マテリアライズド・
ビューがマテリアライズド・ビューに基づいている場合は、多重化マテリアライズド・
ビュー環境が作成されます。このような環境では、他のマテリアライズド・ビューの基にな
るマテリアライズド・ビューがマスター・マテリアライズド・ビューと呼ばれます。

マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
マルチマスター・レプリケーション（peer-to-peer レプリケーションまたは n-way レプリ
ケーションとも呼ばれます）は、同等な複数のマスター・サイトから構成されており、どの
マスター・サイトでも更新が可能です。個々のマスター・サイトに対する更新処理は、関係
するすべてのマスター・サイトに伝播されます。図 2-1 は、マルチマスター・レプリケー
ション・システムを示します。

マルチマスター・レプリケーション環境でマスター・サイトとして機能している Oracle
データベース・サーバーで、すべての表レプリカのデータが自動的に収束され、グローバル
なトランザクション一貫性とデータ整合性が保証されます。競合解消は、各マスター・サイ
トで独自に行われます。マルチマスター・レプリケーションでは、各マスター・サイトのレ
プリケート表の完全なレプリカが提供されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 多重化マテリアライズド・ビューの詳細は、第 3 章「マテリ
アライズド・ビューの概要とアーキテクチャ」を参照してください。
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ハイブリッド・レプリケーション環境（複数のマスター・サイトと各マスター・サイトがサ
ポートする 1 つ以上のマテリアライズド・ビュー・サイトから構成される環境）の場合、
ターゲット・マスター・サイトからマルチマスター・レプリケーション環境の他のすべての
マスター・サイトにマテリアライズド・ビューのすべての更新内容が伝播されます。次に、
各マスター・サイトが、マテリアライズド・ビューのリフレッシュ時に変更をマテリアライ
ズド・ビューに伝播します。

図図図図 2-1 マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション

シングル・マスター・レプリケーションシングル・マスター・レプリケーションシングル・マスター・レプリケーションシングル・マスター・レプリケーション
1 つのマスター・サイトを、1 つ以上のマテリアライズド・ビュー・サイトのターゲット・
マスター・サイトとして機能させることもできます。マルチマスター・レプリケーションで
は、1 つのサイトに対して行った更新処理はその他のすべてのマスター・サイトに伝播され
ましたが、シングル・マスター・レプリケーションでは、マテリアライズド・ビューによ
り、更新がそのターゲット・マスター・サイトにのみ反映されます。

競合解消は、マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでのみ
処理されます。マテリアライズド・ビュー・レプリケーションには、レプリケート表の全部
または一部のレプリカを含めることができます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 1 つのマスター・サイトを使用するマテリアライズド・
ビュー・レプリケーションの詳細は、第 3 章「マテリアライズド・ビュー
の概要とアーキテクチャ」を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト
マスター・サイトは、マルチマスター・レプリケーション環境のノード、あるいはシング
ル・マスター・レプリケーション環境またはマルチマスター・レプリケーション環境の 1 つ
以上のマテリアライズド・ビュー・サイトのマスター（あるいはその両方）として設定でき
ます。レプリケート・オブジェクトはマスター・サイトに格納され、ユーザーがアクセスで
きます。

マスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイト  マルチマスター・レプリケーション環境では、1 つのマスター・サイト
がマスター・グループのマスター定義サイトとして機能します。この特定のサイトで、マル
チマスター・レプリケーション環境の管理作業やメンテナンス作業の多くが実行されます。

マスター定義サイトはマルチマスター環境のどのマスター・サイトでもかまいませんが、各
マスター・グループ内に設定できるのは 1 つのみです。また、必要に応じて、マスター定義
サイトを別のマスター・サイトに変更することもできます。

マテリアライズド・ビュー・レプリケーションをサポートするシングル・マスター・サイト
は、デフォルトでマスター定義サイトになります。

マルチマスター・レプリケーションの使用目的マルチマスター・レプリケーションの使用目的マルチマスター・レプリケーションの使用目的マルチマスター・レプリケーションの使用目的
基本的に、レプリケーションを使用するのは、必要なときに必要な場所でデータを確実に使
用するためです。次の項では、情報の配布要件が異なるいくつかの環境について説明しま
す。使用するレプリケーション環境には、次のような要件が 1 つ以上ある可能性がありま
す。

フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー
マルチマスター・レプリケーションは、ミッション・クリティカルなデータベースの可用性
を保護するのに役立ちます。たとえば、マルチマスター・レプリケーション環境では、シス
テムまたはネットワーク障害が発生してプライマリ・サイトが使用できなくなった場合に備
え、データベース内のデータをレプリケートしてフェイルオーバー・サイトを確立できま
す。このようなフェイルオーバー・サイトは、プライマリ・サイトが同時に稼働していると
きでも、アプリケーションからアクセスできる完全に機能したデータベースとして機能しま
す。

Oracle Net を使用すると、接続時に自動的に起動されるフェイルオーバーを構成できます。
この機能により、最初のマスター・サイトに障害が発生した場合、Oracle Net は別のマス
ター・サイトに接続を切り替えることができます。接続時自動フェイルオーバーを構成する
には、tnsnames.oraファイルで、FAILOVER_MODEパラメータを onに設定し、複数の接
続記述子を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 接続時フェイルオーバーの構成方法の詳細は、『Oracle9i Net 
Services 管理者ガイド 』を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング
マルチマスター・レプリケーションは、次のような目的で複数ポイントのデータベース情報
にアクセスすることが必要なトランザクション処理アプリケーションに役立ちます。

� 過度のアプリケーション負荷の分散

� 連続的な可用性の保証

� よりローカライズされたデータ・アクセスの提供

アプリケーション負荷を分散することが必要なアプリケーションとして一般的なものに、
サービス指向のアプリケーションがあります。

図図図図 2-2 複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション

 

CS_DL

CS_SF CS_NY
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マスター・レプリケーションの概念
   

非接続マテリアライズド・ビュー環境のサポート非接続マテリアライズド・ビュー環境のサポート非接続マテリアライズド・ビュー環境のサポート非接続マテリアライズド・ビュー環境のサポート
マテリアライズド・ビュー・レプリケーションを使用すると、ユーザーは、マスター・サイ
トに接続せずに、マスター・サイトからのレプリケート・データの全部またはサブセットを
リモートで格納できます。たとえば、営業支援システムでは、個人のラップトップ（非接続
デバイス）に個々の営業担当員に関連するデータのサブセットを格納します。

マスター・サイトは、マテリアライズド・ビュー環境のターゲットとして機能します。マス
ター・サイトのサポートには、次のものがあります。

� すべてのマテリアライズド・ビュー・サイトをサポートするシングル・マスター・サイ
ト。競合解消がマスター・サイトまたは（多重化マテリアライズド・ビュー環境の）マ
スター・マテリアライズド・ビュー・サイトでのみ実行されるため、データの不一致が
発生する確率が低下します。

� マルチマスター・レプリケーションとマテリアライズド・ビュー・レプリケーションの
組合せ。この組合せでは、マルチマスター構成の様々なマスターがマテリアライズド・
ビュー・グループのターゲットになります。この構成を使用すると、ネットワーク負荷
が複数のマスター・ノードに分散され、いずれかのマスター・ノードが使用できなく
なった場合に備えて拡張性と可用性を向上できます。

Oracle Real Application Clusters とととと Advanced Replication との比較との比較との比較との比較

Advanced Replication と Oracle Real Application Clusters のどちらを使用するかを検討す
る必要があるのは、ロード・バランシングと耐障害性の分野です。

ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング : Advanced Replication は複数のデータベースに対する読取りロー
ド・バランシングを提供し、Oracle Real Application Clusters は複数のインスタンスに対
する読取りおよび書込みロード・バランシングを提供します。 書込みはそれぞれ各レプリ
ケーション・サイトで実行する必要があるため、レプリケーションでは書込みロード・バ
ランシングは提供されていません。

耐障害性耐障害性耐障害性耐障害性 : Advanced Replication の場合、各レプリケーション・サイトが地理的に異なる
地域に置かれている可能性があるため、自然災害、停電またはサボタージュに対する耐障
害性は高くなります。 Oracle Real Application Clusters は、物理的に同一の環境にあるクラ
スタまたはその他の大規模パラレル・システム上で動作するため、Oracle Replication では
対処できる物理的問題に対する耐障害性はありません。

相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性 : Advanced Replication は、Oracle が稼働している様々なプラットフォームお
よびオペレーティング・システム間でデータをレプリケートできます。 Oracle Real 
Application Clusters 環境内のインスタンスは、同一プラットフォーム上で実行する必要が
あります。
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マルチマスター・レプリケーション・プロセスマルチマスター・レプリケーション・プロセスマルチマスター・レプリケーション・プロセスマルチマスター・レプリケーション・プロセス
マルチマスター・レプリケーションには、非同期と同期という 2 つのタイプがあります。

非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション（ストア / フォワード・レプリケーションとも呼ばれます）では、
ローカルで加えられたすべての変更を取得してキューに格納し、一定の間隔でリモート・サ
イトに伝播して変更を適用します。この形式のレプリケーションでは、すべてのサイトで
データが収束するまでに一定の時間がかかります。

同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション（リアルタイム・レプリケーションとも呼ばれます）では、1 つのト
ランザクションの一部として、レプリケーション環境に関係するすべてのサイトで変更を適
用し、レプリケート・プロシージャを実行します。いずれかのサイトでデータ操作言語

（DML）文またはプロシージャが失敗すると、トランザクション全体がロールバックされま
す。同期レプリケーションを使用すると、各サイトのデータ整合性がリアルタイムで保証さ
れます。

マスター・サイトの伝播モードは、非同期から同期に、または同期から非同期に変更できま
す。マスター・グループ内のマスター・サイトの伝播モードを変更した場合、すべてのマス
ター・グループ・オブジェクトに対してレプリケーション・サポートを再度生成する必要が
あります。レプリケーション・サポートを再生成すると、内部トリガーがアクティブ化さ
れ、内部パッケージが再生成されて、すべてのマスター・サイトにあるオブジェクトのレプ
リケーションがサポートされます。また、マルチマスター・レプリケーション環境では、同
期レプリケーションおよび非同期レプリケーションの両方を混在させることも可能です。

非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション
非同期レプリケーションでは、DML またはレプリケート・プロシージャを実行すると、マ
ルチマスター・レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトに個別に伝播されます。
各トランザクションにおいてデータが伝播されるのは、DML またはレプリケーション・プ
ロシージャをローカルで実行した後です。

非同期レプリケーションがデフォルトのレプリケーション・モードです。非同期レプリケー
ションでは、同期レプリケーションの場合よりもネットワーク・リソースやハードウェア・
リソースの使用を抑えることができるため、可用性およびパフォーマンスが高くなります。

ただし、非同期レプリケーションを使用すると、変更内容が伝播されるまでの一定時間、レ
プリケーション環境にある別のマスター・サイトのデータ・セットと一致しません。また、
非同期レプリケーションでは、データの競合が発生する可能性もあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-42 ページの「複合モードのマルチマスター・シス
テムについて」を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
非同期レプリケーション・プロセスは次のとおりです。

1. DML 文を発行または、レプリケート・プロシージャのラッパーを実行します。

表がレプリケーション用に設定された後、ユーザーがこの表に対してコミットした
DML は、他のすべてのマスター・サイトへのレプリケーション用に取得されます。

挿入、更新または削除の対象となる各行に対して、内部トリガーによって遅延リモーリモーリモーリモー
ト・プロシージャ・コール（ト・プロシージャ・コール（ト・プロシージャ・コール（ト・プロシージャ・コール（RPC））））が作成され、遅延トランザクション・キューに入れ
られます。遅延トランザクション・キューには、すべての遅延 RPC が入っています。

プロシージャがレプリケートされており、そのラッパーがマスター・サイトで実行され
ると、プロシージャ・コールが遅延トランザクション・キューに入れられます。

2. 遅延 RPC を遅延トランザクション・キューに格納します。

遅延トランザクション・キュー内の各トランザクションには接続先リストがあり、遅延
トランザクションの伝播先が定義されています。このリストには、発行元サイト以外の
全マスター・サイトが記載されています。各サイトには遅延トランザクション・キュー
が 1 つあり、この 1 つのキューが複数のレプリケーション・グループにより使用されま
す。

3. 接続先へ遅延トランザクション・キューのエントリを送信します。

スケジュールした間隔で、または必要に応じて、遅延トランザクション・キュー内の遅
延トランザクションがターゲットの接続先に伝播されます。接続先ごとにスケジュール
間隔を変えられます。

4. 遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されます。

遅延トランザクションがターゲットの接続先へ伝播されると、接続先サイトで内部パッ
ケージがコールされて各遅延 RPC が適用されます。接続先サイトで遅延トランザク
ションの適用に失敗した場合、遅延トランザクションは再送されて、接続先サイトのエ
ラー・キューに入れられます。DBA は、このエラー・キューを使用してエラー条件を
修正し、遅延トランザクションを再び適用できます。

遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されるときに、
データ競合がないかがチェックされます。データ競合が検出された場合、その競合はリ
モートの接続先でログに記録され、オプションで競合解消方法が起動します。

5. 遅延トランザクションがすべてのリモート・マスター・サイトに正常にプッシュされた
後、元のサイトではこのトランザクションが遅延トランザクション・キューからすぐに
はパージされません。ユーザーが定義した間隔で実行されるパージ・ジョブにより、後
でパージできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、第 5 章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を
参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション
同期レプリケーションでは、1 つのトランザクションが終了するまでの間に、ローカル・サ
イトで加えられた変更をレプリケーション環境内の同期リンクしたマスター・サイトに伝播
します。いずれかのマスター・サイトで伝播に失敗した場合、ローカルのマスター・サイト
で最初に加えられた変更を含め、トランザクション全体がロールバックされます。この厳し
い規則により、レプリケーション環境全体のデータ整合性を保つことができます。非同期レ
プリケーションとは異なり、マスター・サイト間のデータが一致しない時間はありません。

同期レプリケーションでは、レプリケーション環境でデータ競合が発生しないことも保証さ
れています。このようなメリットがある一方で、停止時間に関する制限が多いハードウェ
ア・リソースやネットワーク・リソースを必要とするというデメリットもあります。たとえ
ば、ノードが 6 つあるマルチマスター環境で、1 つのマスター・サイトが使用できなくなっ
た場合、どのマスター・サイトでもトランザクションは完了しません。 

ただし、非同期レプリケーションでは、ダウンしたサイトが使用可能になるまで元のサイト
で遅延トランザクションが保持されます。その間に、他のレプリケーション・サイトにはト
ランザクションが正常に伝播され適用されます。

また、同期レプリケーションを使用すると、問合せがローカルで実行されるため高パフォー
マンスを維持できるのに対して、更新処理には時間がかかります。これは、すべての更新内
容が正しく伝播され、リモートの接続先サイトへ正しく適用できるように、2 フェーズ・コ
ミット・プロトコルを使用しているためです。

同期レプリケーション・プロセスは次のとおりです。

1. DML 文を発行または、レプリケート・プロシージャのラッパーを実行します。

表がレプリケーション用に設定された後、ターゲット表に対してユーザーがコミットし
た DML が、他のすべてのマスター・レプリケーション・サイトへのレプリケーション
用に取得されます。

プロシージャがレプリケートされており、そのラッパーがマスター・サイトで実行され
ると、プロシージャ・コールがレプリケーション用に取得されます。

2. DML またはラッパーを実行すると即時に接続先のサイトに伝播されます。

内部トリガーは、DML を取得し、これらのアクションを即時にレプリケーション環境
の各マスター・サイトに伝播します。そして、これらのアクションをプロパゲータの
データベース・リンクのセキュリティ・コンテキストで適用し、内部 RPC を使用して
接続先サイトにこれらのアクションを適用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 1 つの環境で同期レプリケーションと非同期レプリケーション
を混在させる方法の詳細は、2-42 ページの「複合モードのマルチマス
ター・システムについて」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  2 フェーズ・コミットの詳細は、『Oracle9i データベース管理
者ガイド』を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
内部トリガーと同様に、レプリケート・プロシージャのラッパーは、レプリケーション
環境の各マスター・サイトにプロシージャ・コールを即時に伝播します。

いずれかのマスター・レプリケーション・サイトでトランザクションが失敗した場合、
すべてのマスター・サイトでトランザクションがロールバックされます。この方法によ
り、すべてのマスター・サイト間でのデータ整合性が保証されます。トランザクション
がいずれかのサイトで失敗するとロールバックを実行する必要があるので、同期レプリ
ケーションは、可用性の高いネットワーク、データベースおよびそれに関連するハード
ウェアに大きく依存します。

競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念
表がレプリケートされるときに、任意のレプリケーション・サイト（マスター・サイトまた
はマテリアライズド・ビュー・サイトのいずれか）のレプリケート表に適用される DML の
うち、接続先サイトでデータ競合を引き起こす DML は、接続先サイトの Oracle サーバーに
よって自動的に検出されます。マテリアライズド・ビュー・サイトで発生したデータ競合
は、マテリアライズド・ビューのターゲット・マスター・サイトまたはマスター・マテリア
ライズド・ビュー・サイトで検出され、解消されます。

たとえば、次のマスター・グループが 1 時間に 1 回変更を伝播するようにスケジュールされ
ていると仮定します。

2 つのデータ伝播の間の時間を伝播間隔とみなした場合、1 つの間隔中に複数のサイトが同
じ行を更新すると競合が発生します。

前述した更新の競合のみでなく、挿入および削除時にも競合が発生します。次のようなタイ
プの競合について考えてみます。 各競合は、同じ間隔内に競合するアクションが起こると発
生します。

時間時間時間時間 マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト A マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト B ステータスステータスステータスステータス

午前 8:00 マスター・サイト B に変更を

伝播

マスター・サイト A に変更を

伝播

データの収束

午前 8:15 行 1 を更新 - -

午前 8:30 - 行 1 を更新 -

午前 9:00 マスター・サイト B に変更を

伝播

マスター・サイト A に変更を

伝播

行 1 で競合検出
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マスター・レプリケーションの概念
データ競合が検出されると、次のアクションが発生します。

1. 競合解消方法によって、データ競合の解消が試みられます。

2. 競合が解消されない場合は、接続先サイトのエラー・キューでデータ競合がログに記録
されます。

エラー・キューにデータ競合がログされた場合、データベース管理者はデータ競合を手動で
解消する必要があります。

オラクル社が提供する競合解消方法またはユーザー定義の競合解消方法を使用する場合、
Oracle サーバーはデータ競合の自動的な解消を試みます。ユーザーが実装する競合解消方法
は、レプリケーション環境で定義されているビジネス・ルールに準拠し、データ収束を保証
する必要があります。実装する競合解消方法の要件に合うように、表の変更が必要になる可
能性があります。たとえば、最新のタイムスタンプによる競合の解消方法では、実装対象の
表にタイムスタンプ列が必要になります。

競合タイプ競合タイプ競合タイプ競合タイプ 要約要約要約要約

更新の競合 DML 文が他のサイトに伝播される前に、複数の DML 文が複数の

レプリケーション・サイトで同一行に適用される場合。

一意性競合 複数のサイトで挿入を実行した結果、各挿入の主キー（またはその
他の一意の列のセット）に同じ値が存在する場合、またはあるサイ
トで更新を実行した結果、主キー（またはその他の一意の列のセッ
ト）が変更され、その主キーに別のサイトで挿入した値と同じ値が
存在する場合。

削除の競合 あるサイトで行が削除され、別のサイトで同じ行に対して更新が行
われる場合。この結果、存在しない行を更新しようとする可能性
や、または複数のサイトで同じ間隔で同じ行を削除しようとする可
能性があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : その他のタイプのデータ競合の詳細は、第 5 章「競合解消の
概念およびアーキテクチャ」を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
ユーザー定義型のレプリケーションユーザー定義型のレプリケーションユーザー定義型のレプリケーションユーザー定義型のレプリケーション
Oracle のオブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型はユーザー定義データ型で、これを使用すると現実の複雑なエン
ティティ（顧客や注文など）をデータベース内に単一エンティティ（オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト）として
モデル化できます。オブジェクト型は、CREATE TYPE ...AS OBJECT文を使用して作成し
ます。オブジェクト型とオブジェクトは、マルチマスター・レプリケーション環境のマス
ター・サイト間でレプリケートできます。 

表の 1 列を占有する Oracle オブジェクトを、列オブジェクト列オブジェクト列オブジェクト列オブジェクトと呼びます。 一般に、列オブ
ジェクトが含まれている表にはその他の列も含まれており、このような列のデータ型は組込
みデータ型（VARCHAR2や NUMBERなど）の場合があります。オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表とは、各行が
オブジェクトを表す特殊な表です。オブジェクト表の各行は行オブジェクト行オブジェクト行オブジェクト行オブジェクトです。

コレクションコレクションコレクションコレクションをレプリケートすることもできます。コレクションとは、VARRAYデータ型お
よびネストした表のデータ型に基づいたユーザー定義データ型です。VARRAY は CREATE 
TYPE ...AS VARRAY文を、ネストした表は CREATE TYPE ...AS TABLE文を使用して作成
します。

レプリケーション・サイトでの型の一致レプリケーション・サイトでの型の一致レプリケーション・サイトでの型の一致レプリケーション・サイトでの型の一致
ユーザー定義型には、オブジェクト、ネストした表および VARRAYを含み、CREATE TYPE
文で作成された型がすべて含まれます。ユーザー定義型に基づいたスキーマ・オブジェクト
をレプリケートするには、全レプリケーション・サイトに同一のユーザー定義型自体が存在
する必要があります。 

ユーザー定義型とそれに基づいたスキーマ・オブジェクトをレプリケートする場合は、次の
条件が適用されます。

� 全レプリケーション・サイトで、オブジェクト識別子（OID）、スキーマ所有者および
レプリケートされるユーザー定義型のタイプ名が同一である必要があります。

注意注意注意注意 :

� ユーザー定義型とユーザー定義型に基づいたオブジェクトをレプリ
ケートするには、マスター・サイト間の互換性のレベルが 9.0.1 以上
の必要があります。 互換性のレベルは、COMPATIBLE初期化パラメー
タによって制御されます。

� Advanced Replication では、型の継承をサポートしていません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ユーザー定義型、列オブジェクト、オブジェクト表およびコ
レクションの詳細は、『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - オブジェ
クト・リレーショナル機能 』を参照してください。 この項では、このマ
ニュアルに記載されている基本的な情報を理解していることを前提として
います。
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� ユーザー定義型がオブジェクト型の場合は、全レプリケーション・サイトで、オブジェ
クト型の属性の順序とデータ型が一致する必要があります。 属性の順序とデータ型は、
オブジェクト型を作成するときに設定します。たとえば、次のようなオブジェクト型の
場合を考えます。

CREATE TYPE cust_address_typ AS OBJECT
     (street_address     VARCHAR2(40), 
      postal_code        VARCHAR2(10), 
      city               VARCHAR2(30), 
      state_province     VARCHAR2(10), 
      country_id         CHAR(2));
/

全レプリケーション・サイトで、street_addressはこの型の最初の属性で
VARCHAR2(40)、postal_codeは 2 番目の属性で VARCHAR2(10)、cityは 3 番目の
属性で VARCHAR2(30)、というようになっている必要があります。

� 全レプリケーション・サイトで、ユーザー定義型のハッシュコードが一致する必要があ
ります。Oracle では、ユーザー定義型が検査され、ハッシュコードが割り当てられま
す。この検査では、型の属性、属性の順序および型の名前が調べられます。複数の型に
ついてこれらの項目がすべて同じである場合、型のハッシュコードは同じです。型の
ハッシュコードは、DBA_TYPE_VERSIONSデータ・ディクショナリ・ビューを問い合
せて表示できます。

全レプリケーション・サイトでユーザー定義型を同一にするには、次のいずれかの方法で
ユーザー定義型を作成する必要があります。

� レプリケーション・マネージメント API の使用

� CREATE TYPE 文の使用

� エクスポート / インポートの使用

レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API の使用の使用の使用の使用  オラクル社では、ユーザー定義型を含むレプ
リケート・オブジェクトの作成、変更または削除には、レプリケーション・マネージメント
API の使用をお薦めします。レプリケーション・マネージメント API を使用しない場合、レ
プリケーション・エラーが発生することがあります。たとえば、前述の条件を満足するユー
ザー定義型をマスター・グループの全レプリケーション・サイトに追加する場合は、マス
ター定義サイトでその型を作成し、DBMS_REPCATパッケージ内の CREATE_MASTER_
REPOBJECTプロシージャを使用して、マスター・グループにその型を追加します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』
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CREATE TYPE 文の使用文の使用文の使用文の使用  型を作成するには、レプリケーション・サイトで CREATE TYPE文を
使用できます。事前に全レプリケーション・サイトで型を作成し、これをレプリケーショ
ン・グループに追加するときに実行する必要がある場合があります。

この方法を選択する場合は、次のことを確認する必要があります。

� 全レプリケーション・サイトで型が同じスキーマ内にあること。

� 全レプリケーション・サイトで型の属性および順序が同一であること。

� 全レプリケーション・サイトで型の各属性のデータ型が同一であること。

� 全レプリケーション・サイトで型のオブジェクト識別子が同一であること。

型のオブジェクト識別子は、DBA_TYPESデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せると
検出できます。たとえば、cust_address_typのオブジェクト識別子（OID）を検出する
には、次の問合せを入力します。

SELECT TYPE_OID FROM DBA_TYPES WHERE TYPE_NAME = 'CUST_ADDRESS_TYP';

TYPE_OID
--------------------------------
6F9BC33653681B7CE03400400B40A607

または、多数のレプリケーション・サイトに新しい型を作成する場合は、型の作成中に各サ
イトで同一の OID を指定します。この場合、次の問合せを実行すると、グローバルに一意
の OID を識別できます。

SELECT SYS_GUID() OID FROM DUAL;

型の OID を認識した後、次の手順を実行して、型が存在していないレプリケーション・サ
イトで型を作成します。

1. 型を所有するユーザーとしてレプリケーション・サイトにログインします。レプリケー
ション・サイトにこのユーザーがない場合は、ユーザーを作成します。

2. CREATE TYPE文を発行し、OID を指定します。

CREATE TYPE oe.cust_address_typ OID '6F9BC33653681B7CE03400400B40A607' 
     AS OBJECT (
     street_address     VARCHAR2(40), 
     postal_code        VARCHAR2(10), 
     city               VARCHAR2(30), 
     state_province     VARCHAR2(10), 
     country_id         CHAR(2));
/

これで、レプリケーション・サイトで型を使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』
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エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートの使用インポートの使用インポートの使用インポートの使用  エクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユー
ティリティを使用すると、レプリケーション・サイト間の型の一致を維持できます。ユー
ザー定義型に基づいたオブジェクト表またはユーザー定義型に基づいた列オブジェクトを含
む表をエクスポートするとき、エクスポートを実行するユーザーにこれらの型に対するアク
セス権がある場合は、ユーザー定義型も自動的にエクスポートされます。このような表を別
のレプリケーション・サイトでインポートしたときのユーザー定義型は、エクスポートを実
行したサイトと同一の型になります。

したがって、エクスポート / インポートを使用して新規レプリケーション・サイトで事前に
レプリケーション表を作成しておき、これらの表をレプリケーション・グループに追加する
ときに「use existing object」オプションを指定できます。この方法を使用すれば、レプリ
ケーション・サイトで型が一致するようになります。

オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表
オブジェクト表をレプリケートする場合は、次の条件が適用されます。

� 全レプリケーション・サイトでオブジェクト表の OID を同じにする必要があります。

� 全レプリケーション・サイトでオブジェクト表の各行オブジェクトの OID を同じにする
必要があります。

この条件を満たすには、レプリケーション・マネージメント API を使用して、オブジェクト
表をレプリケーション・グループに追加し、オブジェクト表を変更し、さらにレプリケー
ション・グループからオブジェクト表を削除します。たとえば、オブジェクト表をマス
ター・グループに追加するときに DBMS_REPCATパッケージ内の CREATE_MASTER_
REPOBJECTプロシージャを使用すると、この条件が満たされます。この条件を満たすため
に、エクスポート / インポートを使用してレプリケーション・サイトでオブジェクト表を事
前に作成することもできます。

もう 1 つのオプションとしては、複数のレプリケーション・サイトでオブジェクト表を作成
するときにオブジェクト表の OID を指定する方法があります。このオプションを使用する
場合は、次の手順を実行します。

1. DUALビューに対する問合せを実行し、グローバルに一意の OID を求めます。

SELECT SYS_GUID() OID FROM DUAL;

OID
--------------------------------
81D98C325D4A45D0E03408002074B239

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エクスポート / インポートの詳細は、『Oracle9i データベー
ス・ユーティリティ 』を参照してください。
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2. 各レプリケーション・サイトで、手順 1 で戻された OID を使用して categories_tab
オブジェクト表を作成します。

CREATE TABLE categories_tab5 OF category_typ 
   OID '81D98C325D4A45D0E03408002074B239'
   (category_id PRIMARY KEY);

コレクション列を含む表コレクション列を含む表コレクション列を含む表コレクション列を含む表
コレクション列とは、VARRAYデータ型およびネストした表のデータ型に基づいた列です。
Oracle ではコレクション列のレプリケーションをサポートしています。コレクション列を含
む表をレプリケーション・グループに追加すると、コレクション列内のデータは自動的にレ
プリケートされます。コレクション列が VARRAY の場合、4KB より大きい VARRAY は
BLOBとして格納されます。

コレクション列がネストした表の場合は、ネストした表の記憶表内の各行に対して行レベル
のレプリケーションが実行されます。たとえば、記憶表の 5 つの行での変更により、5 つの
別々のリモート・プロシージャ・コール（RPC）が発生し、競合検出およびオプションの競
合解消のフェーズが 5 つになります。記憶表は索引構成表として格納できます。

さらに、ネストした表を含む行に対する DML により、親表に対する RPC と、ネストした表
の記憶表で影響を受ける各行に対する RPC がそれぞれ別々に発生します。Oracle では、親
表の作成中に整合性制約を明示的に指定しないかぎり、親表の行と記憶表の行との間の参照
整合性検査は実行しません。競合をすべて検出するために、レプリケート表にはこのような
制約を指定することをお薦めします。

ネストした表とその記憶表との間の競合が検出されるように、この 2 つの間には遅延可能な
外部キー制約を定義することをお薦めします。遅延可能な外部キー制約がないと、競合によ
り記憶表に行が挿入されアクセスできなくなることがあります。遅延可能な外部キー制約が
定義してあると、このような場合はエラーが発生して競合が検出されます。制約を遅延させ
るには、SET CONSTRAINTS文の DEFERRED句を使用します。

次のアクションは、レプリケート表内のネストした表の記憶表に対して直接実行することは
できません。

� レプリケーション・グループへの記憶表の追加

� 記憶表の変更

� 記憶表の削除

� 記憶表に対するレプリケーション・サポートの生成

これらのアクションは、記憶表の親表に対して実行するときに間接的に発生します。さら
に、記憶表内の列のサブセットはレプリケートできません。
2-16　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



マスター・レプリケーションの概念
REF 列を含む表列を含む表列を含む表列を含む表
REFとは Oracle の組込みデータ型で、オブジェクト表内の行オブジェクトを指す論理的な
ポインタです。有効範囲付 REFは、指定されたオブジェクト表に対する参照のみを含む
REFで、有効範囲なし REFにはデータベース内のすべてのオブジェクト表に対する参照を
含められます。有効範囲付 REFは、有効範囲なし REFと比べて必要とする記憶領域が少な
く、より効率的なアクセスを提供します。Oracle では、REF型の表のレプリケーションをサ
ポートします。

有効範囲付有効範囲付有効範囲付有効範囲付 REF  有効範囲付 REFを含む表がレプリケートされ、REFにより参照されている
オブジェクト表がレプリケートされない場合は、有効範囲付 REFを含む表をレプリケートす
る前に、参照されているオブジェクト表のないサイトに表を作成する必要があります。そう
しないと、有効範囲付 REFにより、参照されているオブジェクト表が検出できないときに、
この表のレプリケートによりエラーが発生します。このような場合は、通常、参照されてい
るオブジェクト表もレプリケートすることが最善の方法です。レプリケートしないと、様々
なレプリケーション・サイトでこの表の同期がなくなる可能性があるためです。

有効範囲なし有効範囲なし有効範囲なし有効範囲なし REF  有効範囲なし REFを含む表がレプリケートされ、REFにより参照されて
いるオブジェクト表がレプリケートされない場合、REFで参照オブジェクトが検出できない
場合に、レプリケート・サイトで参照先がない REFが発生する可能性があります。レプリ
ケートされた REFが有効になるには、参照されているオブジェクト表が各レプリケーショ
ン・サイトに存在する必要があります。

WITH ROWID オプションを使用して作成されたオプションを使用して作成されたオプションを使用して作成されたオプションを使用して作成された REF  REF列に WITH ROWIDオプションを指定
すると、REFで参照されている行オブジェクトの行 ID のヒントがメンテナンスされます。
REFに含まれている行 ID を使用して、参照されているオブジェクトを直接検出できます。
OID 索引から行 ID をフェッチする必要はありません。WITH ROWIDオプションは、有効範
囲付 REFに対してはサポートされていません。

WITH ROWIDオプションを使用して作成された REFをレプリケートすると、REFが最初に作
成または変更されたサイトを除き、各レプリケーション・サイトで行 ID ヒントが正しくな
くなります。他のサイトでは REFに含まれている ROWID情報が無意味になります。行 ID
ヒントは自動的には修正されません。無効な行 ID ヒントは、パフォーマンス上の問題の原
因になります。 この場合は、ANALYZE文を使用して、行 ID ヒントが正しくないレプリケー
ション・サイトで行 ID ヒントを修正する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ANALYZE文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス 』を参照
してください。
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マスター・レプリケーションのアーキテクチャマスター・レプリケーションのアーキテクチャマスター・レプリケーションのアーキテクチャマスター・レプリケーションのアーキテクチャ
レプリケーション環境は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘル
プおよび『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』で説明している
手順や例に従えば作成できますが、レプリケーションのアーキテクチャを理解すると、レプ
リケーションをサポートするデータベース環境の設定、レプリケーション環境のチューニン
グやトラブルシューティングを、必要に応じて実施するための重要な情報が得られます。こ
の項では、メカニズムとプロセスの観点からレプリケーションのアーキテクチャについて説
明します。

マスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズム
Oracle では、レプリケーション環境をサポートするために、マルチマスター・レプリケー
ション環境またはシングル・マスター・レプリケーション環境のいずれかに関係する各マス
ター・サイトで次のメカニズムを使用しています。これらのマスター・サイト・メカニズム
の一部は、特定の環境でのみ必要となります。

マスター・サイトのロールおよびユーザーマスター・サイトのロールおよびユーザーマスター・サイトのロールおよびユーザーマスター・サイトのロールおよびユーザー
セキュリティ要件によっては、管理、伝播および受信の 3 つのロールが 1 人のレプリケー
ション管理者に統合されている場合があります。実際、ほとんどのマルチマスター・レプリ
ケーション環境では、1 人のユーザーがレプリケーションの管理、伝播および受信のロール
を実行します。セキュリティ要件がより厳格な場合は、次のロールを別々のユーザーに割り
当てることができます。

レプリケーション管理者レプリケーション管理者レプリケーション管理者レプリケーション管理者  レプリケーション管理者は、レプリケーション環境のマスター・
サイトに関連するすべての管理機能を実行します。一般的に、1 つのレプリケーション環境
に対して 1 人のレプリケーション管理者を置くことをお薦めします。レプリケーション管理
者は、レプリケーションをサポートするようにデータベースを準備することに加えて次の作
業を実行します。

� 個々のマスター・レプリケーション・グループの作成とメンテナンス

� 各マスター・サイトの追加と削除

� キューの管理

� レプリケーション環境の状態（通常および静止中）の制御

レプリケーション管理者のデフォルトのユーザー名は REPADMINですが、別のユーザー名を
使用することもできます。

注意注意注意注意 : このコンテキストのロールという用語は、SQL 用語のロールとは
関連がありません。 レプリケーションにおけるロールは、PL/SQL のスト
アド・プロシージャまたは個々の権限（あるいはその両方）を使用して付
与されます。
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プロパゲータプロパゲータプロパゲータプロパゲータ  プロパゲータは、遅延トランザクション・キューに含まれる各トランザク
ションを接続先に伝播する作業を実行します。プロパゲータは、各データベースに 1 つ存在
します。つまり、異なるスキーマを管理するために複数のレプリケーション管理者を置くこ
とはできますが、それぞれのデータベースには 1 つのプロパゲータしか配置できません。

受信者受信者受信者受信者  受信者は、プロパゲータから遅延トランザクションを受信し、それを適用します。
受信者に遅延トランザクション内のコールを適用する適切な権限が付与されていない場合、
遅延トランザクション全体が接続先のエラー・キューに入れられます。受信者を登録するに
は、DBMS_REPCAT_ADMINパッケージ内の REGISTER_USER_REPGROUPプロシージャを使
用します。

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク
データベース・リンクは、マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイト間でデー
タをレプリケートするためのパイプを提供します。マルチマスター環境では、各マスター・
サイトからその他の各マスター・サイトに対してデータベース・リンクが存在します。つま
り、各マスター・サイトにつき N - 1 個（N はマスター・サイトの合計数）のデータベー
ス・リンクが存在します。

図図図図 2-3 データベース・リンクを表す矢印データベース・リンクを表す矢印データベース・リンクを表す矢印データベース・リンクを表す矢印

図 2-3 では、各マスター・サイトから他のマスター・サイトに対して 2 つ（N-1、すなわち
この例では 3-1=2）のデータベース・リンクが存在します。この構成では、マルチマス
ター・レプリケーションに必要な両方向通信チャネルがマスター・サイト間で保証されま
す。マテリアライズド・ビュー・サイトの場合は、マテリアライズド・ビュー・サイトから
マスター・サイトへのリンクのみが必要な点に注意してください。マスター・サイトからマ
テリアライズド・ビュー・サイトへのデータベース・リンクは不要です。
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最も基本的なデータベース・リンクは、個々のマスター・サイトのレプリケーション管理者
と、関係する他のマスター・サイトのレプリケーション管理者とを結ぶデータベース・リン
クです。

ただし、通常はレプリケーション環境にデータベース・リンクのセットを追加します。レプ
リケーション管理者のデータベース・リンクを作成する前に、CONNECT TO句を指定せずに
各マスター・サイト間にパブリック・データベース・リンクを作成します。パブリック・
データベース・リンクは、リモート・データベースのサービス名を指定する USING句を使
用して各データベース・リンクのターゲットを指定します。

パブリック・データベース・リンクを作成した後で、レプリケーション管理者のプライベー
ト・データベース・リンクを作成できます。プライベート・データベース・リンクの作成時
は CONNECT TO句を指定しますが、対応付けられたパブリック・データベース・リンクによ
り、USING句の指定が不要になります。

パブリック・データベース・リンクとプライベート・データベース・リンクの両方を使用す
ると、データベース・リンクの管理に必要な労力が軽減されます。次の利点もあります。

� 複数のセットのプライベート・データベース・リンクで同じパブリック・データベー
ス・リンクを共有でき、しかもデータベース・リンクの管理が簡単になります。

� データベース・リンクのターゲット・データベースを変更した一方で、ターゲット・
データベースのサービス名がそのままの場合、変更する必要があるのは
tnsnames.oraファイルのターゲット・データベースのエントリのみです。USING句
により指定されるのはリモート・ターゲット・データベースのサービス名であることを
覚えておいてください。ターゲットが同じプライベート・データベース・リンクはすべ
て、パブリック・データベース・リンクの USING句で定義した接続先にリンクされま
す。 

たとえば、データベースを別のサーバーに移動しても同じサービス名をそのまま使用す
る場合は、各レプリケーション・サイトで tnsnames.oraファイルのリモート・デー
タベースのエントリを更新すれば、データベース・リンクを再作成する必要はありませ
ん。 

前述のように、レプリケーション管理者は、通常、マルチマスター環境の管理作業および伝
播作業を実行します。これらの作業を実行するのは 1 人のユーザーであるため、レプリケー
ション管理者用にプライベート・データベース・リンクを 1 セットのみ作成する必要があり
ます。

ただし、レプリケーション管理者以外のユーザーが伝播を実行するマルチマスター・レプリ
ケーション環境では、これらのユーザーのそれぞれに対して適切なプライベート・データ
ベース・リンク・セットを作成する必要があります。
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レプリケーション・マネージメント・ツールにより作成されたデータベース・リンクレプリケーション・マネージメント・ツールにより作成されたデータベース・リンクレプリケーション・マネージメント・ツールにより作成されたデータベース・リンクレプリケーション・マネージメント・ツールにより作成されたデータベース・リンク  
Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup 
Wizard」を使用してレプリケーション・サイトを設定する場合、デフォルトでは、
tnsnames.oraファイルまたは Oracle Management Server のサービス名の説明を含む
USING句を使用して、「Setup Wizard」によりデータベース・リンクが作成されます。

たとえば、tnsnames.oraファイルでサイトのエントリが次のように指定されているとし
ます。

HQ.MYCOMPANY.COM = 
(DESCRIPTION=
   (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=server1)(PORT=1521))
   (CONNECT_DATA=(SID=hqdb)(SERVER=DEDICATED)))

ここで、サービス名は HQ.MYCOMPANY.COMで、その説明は最初の等号の後に続くテキスト
です。次の文は、「Setup Wizard」により作成された HQ.MYCOMPANY.COMサイトへのデー
タベース・リンクの例を示します。

CREATE PUBLIC DATABASE LINK "HQ.MYCOMPANY.COM" USING 
(DESCRIPTION=
   (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=server1)(PORT=1521))
   (CONNECT_DATA=(SID=hqdb)(SERVER=DEDICATED)))

「Setup Wizard」はサービス名自体ではなくサービス名の説明を使用しますが、これは、
tnsnames.oraファイル内の情報がサイトごとに異なる可能性があるからです。たとえば、

「Setup Wizard」がサービス名のみを使用し、サービス名の説明を使用しなかった場合は、
全サイトに同一サービス名が存在し、全サイトの tnsnames.oraファイル内の情報が同じ
であることをユーザーが確認する必要があります。レプリケーション・マネージメント・
ツールではこの要件をチェックできません。

「Setup Wizard」は、サービス名の説明を使用することで、データベース・リンクが全レプ
リケーション・サイトで有効なことを保証します。このタイプのデータベース・リンクの弱
点は、まれにデータベースのサービス名の説明が変更された場合に、データベース・リンク
を削除して再作成が必要になることです。説明ではなくサービス名のみを使用してデータ
ベース・リンクを作成した場合は、全サイトで tnsnames.oraファイルを変更してもデー
タベース・リンクをそのまま使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� データベース・リンクおよびその作成方法の詳細は、『Oracle9i デー
タベース管理者ガイド 』を参照してください。

� サービス名と tnsnames.oraファイルの詳細は、『Oracle9i Net 
Services 管理者ガイド 』を参照してください。

注意注意注意注意 : 「Setup Wizard」のデフォルト動作は、このウィザードのカスタマ
イズ画面を編集して上書きできます。
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接続修飾子接続修飾子接続修飾子接続修飾子  接続修飾子を使用すると、同じリモート・データベースにリンクされている複
数のデータベース・リンクに異なるパスを指定して接続を確立できます。たとえば、データ
ベース nyでは、ny.worldという名前の 2 つのパブリック・データベース・リンクに異な
るパスを指定して、リモート・データベースに接続できます。

� ny.world@ethernet: イーサネット・リンクを使用して nyに接続するリンクです。

� ny.world@modem: モデム・リンクを使用して nyに接続する別のリンクです。

レプリケーションでは、接続修飾子の使用により、複数のマスター・グループの伝播特性を
より厳密に制御できます。たとえば、各マスター・サイトに 3 つの別のマスター・グループ
があり、接続修飾子を指定していないと想定します。この場合、遅延トランザクション・
キューの伝播のスケジューリング特性はどのマスター・グループも同じです。この 3 つのマ
スター・グループのうち、1 つのマスター・グループが遅延トランザクションを 1 時間に 1
回伝播し、残りの 2 つのマスター・グループが 1 日に 1 回伝播したとすると、コストが高く
なる可能性があります。

接続修飾子をマスター・グループと対応付けると、遅延トランザクション・キューの伝播の
スケジューリング特性を、前述のようなデータベース・レベルではなくマスター・グルー
プ・レベルで個別に定義できます。

新規マスター・グループを作成するときに、そのグループに対応するすべてのスケジュー
ル・リンクに 1 つの接続修飾子を使用するよう指定できます。ただし、マスター・グループ
に接続修飾子を使用すると、各マスター・サイトで接続修飾子を使用してデータベース・リ
ンクを作成しないと情報が伝播されません。マスター・グループを作成した後は、グループ
の接続修飾子の削除、追加または変更はできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベース・リンク用の接続修飾子の定義の詳細は、
『Oracle9i データベース管理者ガイド 』を参照してください。

注意注意注意注意 :  接続修飾されたリンクと複数のマスター・グループを使用するマ
ルチマスター環境でのトランザクションの一貫性を保持するため、接続修
飾子が異なる複数グループのレプリケーション・オブジェクトを 1 つのト
ランザクションで操作できません。

注意注意注意注意 : 接続修飾子を使用する場合は、すべてのマスター・サイトの
OPEN_LINKS初期化パラメータの値を大きくすることが必要な場合があり
ます。デフォルトでは、プロセスごとのオープン・リンク数は 4 つです。
用途に応じて、必要な値を見積もってください。 OPEN_LINKSの詳細は、
6-4 ページの「初期化パラメータ」および『Oracle9i データベース・リ
ファレンス』を参照してください。
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レプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクト
レプリケーション環境の中で最も理解しやすいのは、レプリケート・オブジェクト自体で
す。レプリケート・オブジェクトの中では、レプリケート表がレプリケーション環境の基盤
です。次の項では、関連するデータベース・オブジェクトのレプリケーションについて説明
します。特に、次のタイプのデータベース・オブジェクトをレプリケートする場合の利点お
よび制限事項を中心に説明します。

� 表

� 索引

� パッケージおよびその本体

� プロシージャおよびファンクション

� ユーザー定義型および型の本体

� トリガー

� ビュー、オブジェクト・ビューおよびシノニム

� 索引タイプ

� ユーザー定義演算子

表表表表  ほとんどの場合、レプリケート表がレプリケーション環境の基盤です。レプリケーショ
ン用の表を選択し、レプリケーション・サポートを生成すると、表に対して DML が適用さ
れているかどうかを検出するために、内部トリガーによって監視が行われます。

表をレプリケートするときは、表構造と表データをリモート・データ・サイトにレプリケー
トすることも、表構造のみをレプリケートすることもできます。 また、同じ名前と構造の表
がターゲットのレプリケーション・サイトにすでに存在する場合は、レプリケーション環境
内の既存のオブジェクトを使用することもできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-28 ページ「内部トリガー」
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索引索引索引索引  レプリケーション用の表が選択され、リモート接続先サイトで作成されると、表内で
の制約の施行に使用する索引がリモート・サイトで自動的に作成されます。ただし、パ
フォーマンス上の理由から索引を使用する場合は、レプリケーション用の索引を明示的に選
択して、レプリケーション環境に関係する他のマスター・サイトに作成する必要がありま
す。索引が別のサイトにレプリケートされると、ローカルで作成されたかのように動作しま
す。索引のレプリケーション・サポートを生成する必要はありません。

Oracle ではドメイン索引のレプリケーションをサポートしています。ドメイン索引の記憶表
の定義はレプリケートできますが、記憶表には通常は ROWID情報が含まれているため、記
憶表自体はレプリケートできません。

注意注意注意注意 :

� 自己参照型整合性制約がある表では、正しい順序で削除が実行される
保証はありません。このような表で削除を実行する場合は、プロシー
ジャ・レプリケーションを使用します。 詳細は、『Oracle9i レプリケー
ション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

� 循環依存性を持つ表または自己参照型制約のある表を含むマスター・
グループに新規マスター・サイトを追加する場合は、新規マスター・
サイトで表定義を再作成し、データを手動でロードする必要がありま
す。循環依存性の例としては、「表 A には表 B に対する外部キー制約
があり、表 B には表 A に対する外部キー制約がある」などがありま
す。

表レプリケーションのその他の用途表レプリケーションのその他の用途表レプリケーションのその他の用途表レプリケーションのその他の用途

表のレプリケーションは、表データに加えられたすべての変更をレプリケーション環境に
関係するすべてのサイトにレプリケートすることを目的としていますが、これ以外の用途
もあります。

オブジェクトおよびデータのトランスポートオブジェクトおよびデータのトランスポートオブジェクトおよびデータのトランスポートオブジェクトおよびデータのトランスポート : オブジェクトがターゲットの接続先サイト
にレプリケートされると、それ以降レプリケーション・サポートは自動的には生成されま
せん。オブジェクトとデータのトランスポートにより、オブジェクトとデータをリモート
の接続先に簡単に配布できます。レプリケーション・オブジェクトの削除およびレプリ
ケーション・サポートの生成を行っていない場合は、表（またはその他のオブジェクト）
およびデータはリモートの接続先サイトに残り、リモートの接続先サイトの変更は一切レ
プリケートされません。 この方法により、標準のデータベース環境とデータ・セットを新
しいデータベース環境に配布できます。

オブジェクトのトランスポートオブジェクトのトランスポートオブジェクトのトランスポートオブジェクトのトランスポート : 同様に、データをコピーせずにターゲットの接続先サイ
トに表をレプリケートできます。この方法により、接続先サイトにオブジェクトが作成さ
れますが、データは移入されません。 したがって、空のデータベース環境を即時に配布で
きます。
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パッケージおよびその本体パッケージおよびその本体パッケージおよびその本体パッケージおよびその本体  レプリケーション用のパッケージとパッケージ本体を選択し、
必要なレプリケーション・サポートを生成すると、プロシージャ・レプリケーションを実行
できます。プロシージャ・レプリケーションを使用すると、レプリケーション環境でシリア
ルに実行されて大量の行を処理する、大規模なバッチ指向操作のパフォーマンスが向上しま
す。 

レプリケーション・サポートを使用するプロシージャのパラメータはすべて、INパラメー
タであることが必要です。OUTモードおよび IN/OUTモードはサポートされていません。こ
れらのパラメータには次のデータ型がサポートされています。

� VARCHAR2

� NVARCHAR2

� NUMBER

� DATE

� RAW

� ROWID

� CHAR

� NCHAR

� バイナリ・ラージ・オブジェクト（Binary Large Object: BLOB）

� キャラクタ・ラージ・オブジェクト（Character Large Object: CLOB）

� 各国語キャラクタ・ラージ・オブジェクト（National Character Large Object: NCLOB）

� ユーザー定義データ型

レプリケート・プロシージャは、パッケージ内で宣言する必要があります。スタンドアロ
ン・プロシージャにはレプリケーション・サポートはありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 外部キー列に対する索引のレプリケーションの詳細は、6-2 ページの
「外部キー」を参照してください。

� 拡張索引の詳細は、『Oracle9i  Data Cartridge Developer’s Guide 』を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロシージャ・レプリケーションの使用方法の詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス 』を参照
してください。
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プロシージャおよびファンクションプロシージャおよびファンクションプロシージャおよびファンクションプロシージャおよびファンクション  パッケージの一部として宣言されていないプロシー
ジャおよびファンクションは、レプリケーション・サポートされません。スタンドアロンの
プロシージャとファンクションを使用してプロシージャ・レプリケーション環境を作成でき
ませんが、レプリケーションを使用してこれらのスタンドアロンのプロシージャとファンク
ションをレプリケーション環境の各サイトに配布することはできます。スタンドアロンのプ
ロシージャまたはファンクションがレプリケーションを使用してリモート・サイトで作成さ
れると、作成されたオブジェクトはレプリケーション・サポートされず、ローカルで作成さ
れたかのように動作します。

ユーザー定義型および型の本体ユーザー定義型および型の本体ユーザー定義型および型の本体ユーザー定義型および型の本体  ユーザー定義型を含むスキーマ・オブジェクトをレプリ
ケートするには、全レプリケーション・サイトに同一のユーザー定義型が存在する必要があ
ります。

トリガートリガートリガートリガー  各マスター・サイトにアプリケーション・ロジックまたはデータベース・ロジッ
クがあることを確認するために、レプリケーション用のトリガーを選択できます。トリガー
のレプリケーションの重要な例として、DML が表に適用されたときに表に自動的にタイム
スタンプを挿入するトリガーのレプリケーションがあります。

トリガーが再起動されないようにするには、API コールをトリガーに挿入して、トリガーが
ローカル・コールまたはリモート・コールによって起動されているかどうかを検出すること
が重要です。これにより、トリガーが行を更新して、その更新が別のマスターサイトに伝播
されたときトリガー再起動の原因となる状況を回避できます。次のコード例の 5 行目を見て
ください。

1) CREATE OR REPLACE TRIGGER hr.insert_time
2)    BEFORE
3)       INSERT OR UPDATE ON hr.employees FOR EACH ROW
4)    BEGIN
5)       IF DBMS_REPUTIL.FROM_REMOTE = FALSE THEN
6)          :NEW.TIMESTAMP := SYSDATE;
7)       END IF;
8)    END;

注意注意注意注意 : 2-24 ページの「表レプリケーションのその他の用途」で説明した
概念と同様に、レプリケーション・サポートを生成せずにレプリケーショ
ン用のパッケージおよびパッケージ本体を選択すると、このオブジェクト
をリモート・サイトに簡単に配布できます。ただしその場合、パッケージ
に対するコールはレプリケートされません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-12 ページ「ユーザー定義型のレプリケーション」
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DBMS_REPUTIL.FROM_REMOTEファンクションによって挿入または更新がローカルで開始
されたと判断された場合、定義されているアクション（タイムスタンプ割当て）が発生しま
す。挿入または更新がリモート・サイトから開始されたと判断された場合は、タイムスタン
プ値は割り当てられません。

ビュー、オブジェクト・ビューおよびシノニムビュー、オブジェクト・ビューおよびシノニムビュー、オブジェクト・ビューおよびシノニムビュー、オブジェクト・ビューおよびシノニム  ビュー、オブジェクト・ビューまたはシノ
ニムをレプリケーション環境に関係する他のマスター・サイトに配布するには、レプリケー
ションを使用します。オブジェクトが他のサイトにレプリケートされると、そのオブジェク
トはローカルで作成されたかのように動作します。変更を取得するためにオブジェクトを監
視する内部トリガーまたはパッケージはありません。ただし、オブジェクトはレプリケー
ト・オブジェクトなので、レプリケーション・マネージメント・ツールまたはレプリケー
ション・マネージメント API を使用して削除または変更できます。

索引タイプ索引タイプ索引タイプ索引タイプ  Oracle では索引タイプのレプリケーションをサポートしています。レプリケー
ション・マネージメント・ツールまたは DBMS_REPCATパッケージ内の CREATE_MASTER_
REPOBJECTプロシージャを使用して、索引タイプの実装に使用するタイプとタイプ本体の
ファンクションを明示的にレプリケートする必要があります。

ユーザー定義演算子ユーザー定義演算子ユーザー定義演算子ユーザー定義演算子  オブジェクト指向アプリケーションの開発者は、ユーザー定義演算子
と呼ばれるドメイン固有の演算子（Contains、Within_Distance、Similarなど）を使
用して、組込みのリレーショナル演算子（+、-、/、*、LIKEなど）のリストを拡張できま
す。ユーザー定義演算子をレプリケーション環境に関係する他のマスター・サイトに配布す
るには、レプリケーションを使用します。オブジェクトが他のサイトにレプリケートされる
と、演算子はローカルで作成されたかのように動作します。変更を取得するためにオブジェ
クトを監視する内部トリガーまたはパッケージはありません。ただし、レプリケート・オブ
ジェクトであるため、レプリケーション・マネージメント API を使用して削除または変更で
きます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケート・トリガーの作成方法の詳細は、『Oracle9i レプ
リケーション・マネージメント API リファレンス 』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 拡張索引の詳細は、『Oracle9i  Data Cartridge Developer’s 
Guide 』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle9i  Data Cartridge Developer’s Guide』
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順序のレプリケーションの代替方法順序のレプリケーションの代替方法順序のレプリケーションの代替方法順序のレプリケーションの代替方法
異なるデータベースの 2 つの順序で同じ値が生成されることがあるため、順序のレプリケー
ションはサポートしていません。 

順序のレプリケーションの代替方法が 3 つあり、これらの方法を使用すると、一意の値の生
成と一意性のデータ競合が確実に回避されます。次の SELECT 文を実行すれば、一意識別子
を取り出せます。

SELECT SYS_GUID() OID FROM DUAL;

この SQL 演算子は、グローバルに一意な 16 バイトの識別子を返します。この値は、タイム
スタンプと日付スタンプおよびマシン識別子を使用してグローバルに一意な識別子を生成す
るアルゴリズムに基づいています。グローバルに一意な識別子は、次の形式で表示されま
す。

4595EF13AB785E73E03400400B40F58B

sys_guid()ファンクションを使用する第 2 の方法として、各マスター・サイトに順序を作
成し、サイト名（またはその他のグローバルに一意な値）とローカルの順序を連結する方法
があります。この方法は、順序の値の重複や、2-10 ページの「競合解消の概念」で説明して
いる挿入競合の発生を回避するのに役立ちます。

さらに、レプリケーション環境内で一意の値を生成するように各マスター・サイトで順序を
作成する方法があります。これを実現するには、CREATE SEQUENCE文で開始値、増分値お
よび最大値の組合せを使用します。 たとえば、次のように設定すると想定します。

同様の方法を使用して、各サイトに対して一意の範囲を生成する START WITHと MAXVALUE
を指定することにより、各マスター・サイトごとに異なる範囲を定義できます。

内部トリガー内部トリガー内部トリガー内部トリガー
内部トリガーは、レプリケート・データの更新に関する情報の取得および格納に使用しま
す。内部トリガーによって、ローカル・サイトで加えられたデータ変更をリモート・サイト
で再生成するリモート・プロシージャ・コール（RPC）が作成されます。遅延 RPC は、遅
延トランザクション・キューに格納され、レプリケーション環境に関係する他のマスター・
サイトに伝播されます。データ・レプリケーションをサポートする内部トリガーは、Oracle
サーバー実行モジュール内の必須コンポーネントです。したがって、システム・リソースを
最小限に使用して、レプリケート・データへの更新内容を高速に取得し、格納できます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト A マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト B マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト C

START WITH 1 3 5

INCREMENT BY 10 10 10

範囲の例 1, 11, 21, 31, 41,... 3, 13, 23, 33, 43,... 5, 15, 25, 35, 45,...
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遅延トランザクション遅延トランザクション遅延トランザクション遅延トランザクション
前述の内部トリガーによって生成される RPC を伝播（送信および実行）することにより、
データ・レプリケーション情報が転送されます。この RPC は、遅延トランザクション・
キューに格納されます。各 RPC には、接続先サイトでの内部プロシージャの実行コマンド
のみでなく、ターゲット・サイトにレプリケートされるデータも含まれています。Oracle で
は分散トランザクション・プロトコルを使用しているため、グローバルなデータベース整合
性が自動的に保護され、データの耐障害性が保証されます。

内部プロシージャ内部プロシージャ内部プロシージャ内部プロシージャ
内部トリガーによって作成された遅延 RPC がレプリケーション環境に関係する他のマス
ター・サイトに伝播されると、遅延 RPC は接続先サイトの内部プロシージャによってリ
モート・サイトで適用されます。この内部プロシージャは、表のレプリケーション・サポー
トを生成するときに自動的にアクティブ化されます。また、この内部プロシージャは、発行
元サイトの遅延トランザクション・キューから受信される RPC に基づいて実行されます。

キューキューキューキュー
次のキューは、Advanced Replication によって生成されるトランザクションを管理します。

遅延トランザクション・キュー遅延トランザクション・キュー遅延トランザクション・キュー遅延トランザクション・キュー  このキューには、マスター・グループ内の別の接続先に伝
播されるトランザクション（たとえば、DML）が格納されます。遅延伝播用に、サイトの遅
延トランザクション・キューの内部トリガーによって生成される RPC が格納されます。ま
た、トランザクションを構成するすべての RPC がトランザクションとして伝播されてリ
モートで適用されるように、開始トランザクションに関する情報も記録されます。Oracle の
レプリケーション機能では、Oracle Advanced Queuing のメカニズムを使用して遅延トラン
ザクション・キューが実装されます。 

エラー・キューエラー・キューエラー・キューエラー・キュー  このキューには、ローカル・サイトでの適用に失敗した遅延トランザク
ションに関する情報が格納されます。エラー・キューにはレプリケーション環境のその他の
各マスター・サイトのエラー情報は表示されません。エラー状態が解消されると、トランザ
クションを再度実行するか、エラー・キューからトランザクションを削除できます。

注意注意注意注意 : ENABLE RESTRICTED SESSION句を指定した SQL 文 ALTER 
SYSTEMで制限付きセッションを使用可能にすると、遅延トランザクショ
ンは伝播されません。 制限付きセッションが使用禁止になっている場合は、
伝播されます。
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ジョブ・キュージョブ・キュージョブ・キュージョブ・キュー  伝播プロセスは、ジョブ・キュー・メカニズムジョブ・キュー・メカニズムジョブ・キュー・メカニズムジョブ・キュー・メカニズムおよび遅延トランザクショ遅延トランザクショ遅延トランザクショ遅延トランザクショ
ンンンンを使用して管理されます。各サーバーには、ローカル・ジョブ・キューがあります。サー
バーのジョブ・キューは、ジョブの実行を要求する PL/SQL コールやジョブの実行時期な
ど、ローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベース表です。レプリケーション環境
の一般的なジョブには、遅延トランザクションをリモートのマスター・サイトにプッシュす
るジョブ、遅延トランザクション・キューから適用済みのトランザクションをパージする
ジョブおよびマテリアライズド・ビューのリフレッシュ・グループをリフレッシュするジョ
ブがあります。

管理メカニズム管理メカニズム管理メカニズム管理メカニズム
通常はレプリケーション環境をサポートする管理作業を処理するために、いくつかのメカニ
ズムが必要です。このメカニズムを使用すると、レプリケーション環境をオンまたはオフに
したり、レプリケーション環境の作成時または変更時に生成される管理作業を監視できま
す。

レプリケーションの操作モードレプリケーションの操作モードレプリケーションの操作モードレプリケーションの操作モード
レプリケーション環境の操作モードは 3 つあります。

通常通常通常通常  通常モードのレプリケーション環境では、レプリケーションを使用できます。レプリ
ケーション環境はこのモードで実行されます。レプリケート・オブジェクトに対してトラン
ザクションを実行でき、トランザクションは適切に伝播されます。

静止静止静止静止  静止モードは、レプリケーション環境が通常モードから静止中モードに移行する段階
のモードです。レプリケーション環境の静止中は、ユーザーは、レプリケート・オブジェク
トに対してトランザクションを実行できませんが、既存の遅延トランザクションは伝播され
ます。静止表に対する問合せはできます。各接続先へのすべての遅延トランザクションが正
しく伝播終了すると、レプリケーション環境は静止中モードに変わります。 

静止中静止中静止中静止中  静止中モードのレプリケーション環境は、通常のレプリケーションが使用禁止に
なっており、主に管理目的（レプリケート・オブジェクトの追加や削除など）に使用されて
いる状態と考えられます。このモードでは、レプリケーションが停止されます。静止中状態
では、レプリケーションをオフにしないかぎり、ユーザーは静止中のマスター・グループの
レプリケート・オブジェクトに対してトランザクションを実行できません。レプリケーショ
ンをオフにすると、レプリケーションが再開されたときにデータの不一致が発生することが
あります。トランザクションには、レプリケート表に対する DML またはレプリケート・プ
ロシージャのラッパーの実行が含まれます。マスター表が静止中の場合は、そのマスター表
に基づくマテリアライズド・ビューからターゲットのマスター表に変更内容を伝播できませ
んが、マテリアライズド・ビューをローカルで変更することはできます。 
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レプリケーション環境は、マスター・グループ・レベルで静止します。マスター・グループ
に含まれているすべてのマスター・サイトが影響を受けます。マスター・グループが静止中
状態になると、遅延トランザクション・キューのトランザクションが他のマスター・サイト
に正常に伝播されたか、エラー・キューに入れられたことを確認できます。ユーザーは静止
中のマスター・グループに属する表に対しては、引き続き問合せを実行できます。 

1 つのマスター・グループを静止しても、その他のマスター・グループには影響しません。
通常モードのマスター・グループでは、その他のマスター・グループの静止中も更新処理を
継続できます。 

レプリケーション・モードの制御レプリケーション・モードの制御レプリケーション・モードの制御レプリケーション・モードの制御
レプリケーションの 3 つの操作モードは、中断および再開の 2 つのメカニズムで制御されま
す（静止モードは通常モードから静止中モードへの移行段階のモードです）。

中断中断中断中断  中断メカニズムを実行すると、マスター・グループのレプリケーション操作モードが、
通常から静止中への移行モードである静止モードになります。遅延トランザクション・
キューに、マスター・グループへ未伝播の遅延トランザクションがないときは、レプリケー
ション環境は静止中モードに変わります。

中断メカニズムを実行できるのは、レプリケーション環境が通常モードの場合のみです。レ
プリケーション環境を変更する必要がある場合は、中断メカニズムを実行します。

再開再開再開再開  再開メカニズムを実行すると、マスター・グループのレプリケーション操作モードが
静止中モードから通常モードに変わります。レプリケーション環境で管理作業（たとえば、
レプリケート・オブジェクトの追加）を実行していた場合は、再開メカニズムを実行する前
に管理要求キュー（DBA_REPCATLOG）が空であることを確認する必要があります。

管理要求管理要求管理要求管理要求
レプリケーション環境を構成および管理するために、関係する各サーバーは Oracle のレプ
リケーション・マネージメント API を使用します。サーバーのレプリケーション・マネージ
メント API は、レプリケーション機能を構成するために管理者が使用できるプロシージャお
よびファンクションをカプセル化した PL/SQL パッケージのセットです。また、レプリケー
ション・マネージメント・ツールでは、各サイトのレプリケーション・マネージメント API
のプロシージャおよびファンクションを使用して作業を実行します。

管理要求管理要求管理要求管理要求とは、Oracle のレプリケーション・マネージメント API のプロシージャまたは
ファンクションをコールすることです。たとえば、レプリケーション・マネージメント・
ツールを使用して新しいマスター・グループを作成するときに、このツールは、DBMS_
REPCAT.CREATE_MASTER_REPGROUPプロシージャをコールして作業を完了させます。管
理要求には、追加のレプリケーション・マネージメント API コールを生成して要求を処理す
るものもあります。
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管理要求のメカニズム管理要求のメカニズム管理要求のメカニズム管理要求のメカニズム  レプリケーション・マネージメント・ツールを使用するか、DBMS_
REPCATパッケージのプロシージャをコールしてレプリケーション・システムを管理する場
合、内部メカニズムによって要求は同期ブロードキャストされます。なんらかの理由で同期
でのブロードキャストが失敗した場合は、エラー・メッセージが戻され、それを含むトラン
ザクションがロールバックされます。

Oracle サーバーが管理要求を受信すると、DBA_REPCATLOGビューに要求が記録され、対応
する DDL 文が DBA_REPCATLOGビューの子表に記録されます。マスター・サイトのマス
ター・グループの管理要求を表示すると、別のマスター・サイトからのコールバックを待機
している要求が含まれる場合があります。このような要求は、AWAIT_CALLBACK要求と呼
ばれます。DBA_REPCATLOGビュー内の管理要求がすべて適用され、エラーがすべて解決さ
れるまで、マスター・レプリケーション・アクティビティは再開できません。

レプリケーション・マネージメント・ツールを使用してレプリケーション・グループの管理
要求を作成するたびに、そのグループに対してジョブが存在しない場合はローカル・ジョ
ブ・キューにジョブが自動的に挿入されます。このジョブは定期的に DBMS_REPCAT.DO_
DEFERRED_REPCAT_ADMINプロシージャを実行します。要求を同期ブロードキャストする
と、レプリケートされた変更を各マスター・サイトに適用するためにこのジョブが即時に開
始されます。 

エラーがない場合、バックグラウンド・プロセスがジョブ実行用に使用可能なときは DO_
DEFERRED_REPCAT_ADMINが実行されます。バックグラウンド・プロセスの実行頻度は自
動的に判断されます。未処理ジョブを実行するために十分な数のバックグラウンド・プロセ
スを使用できない場合、処理が遅れることがあります。 

マスター・サイトで DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINをコールするたびに、DBA_
REPCATLOGビューがチェックされ、実行が必要な要求があるかどうかが確認されます。管
理要求が 1 つでも存在すると、要求が適用され、ローカル・ビューが適切に更新されます。
このイベントは、各マスター・サイトで非同期に起こります。 

DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINは、所定の順序でローカルの管理要求を実行します。DO_
DEFERRED_REPCAT_ADMINがマスター定義サイトではないマスター・サイトで実行される
場合、可能な範囲で処理が実行されます。ただし、レプリケート表へのデータの移入などの
いくつかの非同期アクティビティでは、マスター定義サイトとの通信が必要になります。通
信が不可能な場合は、DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINによって管理要求の実行が停止され、
管理要求が順序を無視して実行されるのを防ぎます。マスター定義サイトで管理要求を更新
または削除する最終ステップなど、マスター定義サイトとの通信の中には遅延可能なものも

注意注意注意注意 : サイトで JOB_QUEUE_PROCESSESがゼロに設定されている場合
は、そのサイトのすべてのグループに対して管理要求を手動で適用する必
要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : JOB_QUEUE_PROCESSESの詳細は、6-4 ページの「初期化パ
ラメータ」および『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してく
ださい。
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ありますが、そのような通信によって DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINによる追加の要求の
実行が妨げられることはありません。 

各マスター・サイトで管理要求が成功または失敗したことが、各サイトの DBA_REPCATLOG
ビューに記述されます。マスター・グループごとに、各管理要求に対応する状態がレプリ
ケーション・マネージメント・ツールに表示されます。最後に、各マスター・サイトは、そ
の管理要求の状態をマスター定義サイトに伝播します。マスター・サイトで要求が正常に完
了した場合、マスター定義サイトの DBA_REPCATLOGビューからサイトのコールバックが削
除されます。 

すべてのサイトで要求が正常に完了した場合は、マスター定義サイトを含むすべてのサイト
の DBA_REPCATLOGビューのエントリがすべて削除されます。マスター定義サイト以外のサ
イトで要求が失敗した場合は、マスター・サイトの要求が削除され、マスター定義サイト内
の対応する AWAIT_CALLBACK要求が ERRORステータスと失敗の理由で更新されます。

変更を同期でブロードキャストすることで、すべてのサイトで変更を確実に認識し、同期が
取れた状態に保持できます。後の特定の時点でサイトに変更を適用でき、変更の適用に最も
適した時点を自由に選択できます。

オブジェクトにレプリケーション・サポートが必要な場合、オブジェクトの変更後にレプリ
ケーション・サポートを再生成する必要があります。Oracle では、内部トリガーをアクティ
ブ化し、パッケージを再生成して、すべてのマスター・サイトにある変更後のオブジェクト
のレプリケーションをサポートしています。

DDL 変更によって影響を受けるマテリアライズド・ビュー・サイトは、そのマテリアライ
ズド・ビュー・サイトのリフレッシュを次に実行するときに更新されます。すべてのマス
ター・サイトが他のマスター・サイトと通信できるのに対して、マテリアライズド・
ビュー・サイトが通信できるのは、対応付けられたマスター・サイトのみです。 

マテリアライズド・ビューのマスターに変更を加えた結果、マテリアライズド・ビューの形
式を変更する必要がある場合は、マテリアライズド・ビューを削除してから再作成します。

注意注意注意注意 : エラーなしにこれらのプロシージャを完了させるには DDL をマス
ター定義サイトで正常に適用する必要がありますが、これによって、DDL
が各マスター・サイトで正常に適用されることが保証されるわけではあり
ません。レプリケーション・マネージメント・ツールにより、すべての管
理要求の状態が表示されます。また、DBA_REPCATLOGビューには、一時
的な状態および要求によって生成される非同期のエラー・メッセージが含
まれます。
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管理要求キュー管理要求キュー管理要求キュー管理要求キュー
DBA_REPCATLOGビュー（通常、管理要求キューと呼ばれます）には、レプリケーション環
境を管理および変更する管理要求が格納されます。一部の DBMS_REPCATプロシージャは、
実行すると管理要求キューにリストされます。たとえば、既存のマスター・グループにレプ
リケート表を追加すると、DBMS_REPCAT.CREATE_MASTER_REPOBJECTプロシージャとい
う要求が表示されます。

管理要求キューを表示するには、DBA_REPCATLOGビューを問い合せるか、レプリケーショ
ン・マネージメント・ツールの「Administrative Requests」ダイアログ・ボックスを表示し
ます。

各要求には、要求の状態を表すステータスがあります。状態は、次のとおりです。

� READY: READY状態は、要求を実行する準備が整っている状態を示します。管理要求
キューを監視しているときに、ある要求がしばらくの間 READY状態である場合、その
要求の前にコールバック待機中の要求が存在している可能性があります。通常、READY
状態の管理要求は、ジョブが要求を実行するのを待機しています。このような要求は、
DBMS_REPCATパッケージ内の DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINプロシージャを使用し
て手動で実行できます。

� AWAIT_CALLBACK: AWAIT_CALLBACK状態は、ある要求が別のサイトで実行され、そ
の実行が確認されるまで待機している状態を示します。要求がコールバックを受信する
と、その要求は削除されるか、状態が変更されます。要求が正常に適用された場合はそ
の要求キューから削除され、失敗した場合はそのステータスが ERRORに変更されます。
この状態は、マスター定義サイトでのみ発生します。

� ERROR: 要求を正常に実行できない場合、ERROR状態になります。エラー番号が ERRNUM
列に表示され、エラー・メッセージが管理要求キューの MESSAGE列（レプリケーショ
ン・マネージメント・ツールを使用している場合は Error 列）に表示されます。

� DO_CALLBACK: マスター・サイトの要求が DO_CALLBACK状態にある場合、要求が成功
したか失敗したかどうかをマスター・サイトからマスター定義サイトに通知する必要が
あります。この状態は、マスター定義サイト以外のマスター・サイトでのみ発生しま
す。

各マスター・サイトの管理要求キューには、そのマスター・サイトで実行される管理要求の
みがリストされています。ただし、マスター・グループのマスター定義サイトには、各マス
ター・サイトで実行される管理要求がリストされています。 DBA は、マスター定義サイトの
管理要求キューを使用すると、レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトの管理要
求を監視できます。

注意注意注意注意 : 要求が ERROR状態にある場合は、エラー番号による説明に従って
エラー状態を解消し、要求を再送信してください。
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編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム
Oracle では、編成メカニズムを使用して前述のマスター・サイトを編成し、管理メカニズム
を使用して個別のレプリケーション・グループを作成します。編成メカニズムの中で最も重
要なのは、マスター・グループです。追加の編成メカニズムは、レプリケート表の競合解消
に使用する列をグループ化するのに役立ちます。

マスター・グループマスター・グループマスター・グループマスター・グループ
レプリケーション環境では、レプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループを使用してレプリケーション・オ
ブジェクトを管理します。レプリケーション・グループは、常にトランザクションの一貫性
を保つように更新されるレプリケーション・オブジェクトの集合です。 

レプリケーション・グループ内に関連するデータベース・オブジェクトを編成すると、多数
のオブジェクトをまとめて簡単に管理できます。通常、レプリケーション・グループを作成
および使用して、特定のデータベース・アプリケーションのサポートに必要なスキーマ・オ
ブジェクトを編成します。ただし、レプリケーション・グループとスキーマが相互に対応し
ている必要はありません。レプリケーション・グループのオブジェクトは、複数のデータ
ベース・スキーマから作成でき、スキーマには異なるレプリケーション・グループのメン
バーであるオブジェクトを入れることができます。制限は、レプリケーション・オブジェク
トが 1 つのグループのメンバーにしかなれないことです。 

マルチマスター・レプリケーション環境では、レプリケーション・グループはマスター・グマスター・グマスター・グマスター・グ
ループループループループと呼ばれます。 異なるサイトの対応するマスター・グループには、レプリケーショ
ン・オブジェクトの同一のセットが含まれている必要があります（2-23 ページの「レプリ
ケーション・オブジェクト」を参照してください）。図 2-4 は、各マスター・サイトにレプリ
ケート・オブジェクトの同一のレプリカが含まれているマスター・グループ hr_mgを示し
ます。

注意注意注意注意 : ENABLE RESTRICTED SESSION句を指定した SQL 文 ALTER 
SYSTEMで制限付きセッションを使用可能にすると、管理要求は実行され
ません。 制限付きセッションが使用禁止になっている場合は、実行されま
す。
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図図図図 2-4 すべてのサイトで同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループすべてのサイトで同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループすべてのサイトで同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループすべてのサイトで同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループ hr_mg

マスター・サイトのマスター・グループ編成は、マテリアライズド・ビュー・サイトでのレ
プリケーション・オブジェクトの編成に不可欠です。

また、各マスター・サイトに複数のレプリケーション・グループが含まれている例を図 2-5
に示します。各マスター・サイトの各グループに含まれているオブジェクトのセットは、同
一であることが必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マテリアライズド・ビュー・サイトでの編成メカニズムの詳
細は、3-53 ページの「編成メカニズム」を参照してください。
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図図図図 2-5 各マスター・サイトで同一のマスター・グループ各マスター・サイトで同一のマスター・グループ各マスター・サイトで同一のマスター・グループ各マスター・サイトで同一のマスター・グループ

列グループ列グループ列グループ列グループ
列グループは、競合解消ルーチンと関係するすべての列をグループ化する編成メカニズムを
提供します。グループのいずれかの列で競合が発生した場合、残りの列を使用して競合を解
消できます。たとえば、表の列グループに min_price、list_price、cost_priceおよ
び timestampというフィールドが含まれており、list_priceフィールドで競合が発生し
た場合、タイムスタンプによる競合解消ルーチンを使用していたと想定すると、
timestampフィールドを使用して競合を解消できます。

表のすべての列を 1 つの列グループにまとめる必要はありません。すべての列を 1 つの列グ
ループにまとめれば設定や管理は簡単になりますが、レプリケート表のパフォーマンスが低
下し、データ競合が発生する可能性が高くなることがあります。「パフォーマンス・メカニ
ズム」の項で説明しているように、表の 1 つの列グループで競合が発生した場合、最小限の
通信機能によって、表のその他の列グループからはデータが送信されません。したがって、
すべての列を 1 つの列グループにまとめると、DBMS_REPCATパッケージ内の SEND_OLD_
VALUESプロシージャおよび COMPARE_OLD_VALUESプロシージャを使用しないかぎり、最
小限の通信機能の利点がなくなってしまう可能性があります。

マスター・サイト1
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hr.jobs
hr.job_history
hr.locations
hr.countries
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伝播メカニズム伝播メカニズム伝播メカニズム伝播メカニズム
伝播は、レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトにすべてのアクションを送信ま
たは配布するメカニズムであり、レプリケーションにおいて不可欠な要素です。

伝播のタイプ伝播のタイプ伝播のタイプ伝播のタイプ
内部トリガーはレプリケート表に適用されるすべての DML を取得するため、レプリケー
ション環境の他のマスター・サイトに DML を伝播伝播伝播伝播（送信）する必要があります。 内部トリ
ガーの詳細は、2-28 ページの「内部トリガー」を参照してください。

Advanced Replication では、非同期レプリケーションおよび同期レプリケーションの両方を
サポートしています。

非同期非同期非同期非同期  一般的なレプリケーション構成では、非同期データ・レプリケーション非同期データ・レプリケーション非同期データ・レプリケーション非同期データ・レプリケーションを使用しま
す。非同期データ・レプリケーションは、アプリケーションで表のローカル・レプリカを更
新し、レプリケーション情報をローカル・キューに格納し、その後で他のレプリケーショ
ン・サイトにレプリケーション情報を転送する場合に発生します。このため、非同期デー
タ・レプリケーションはストアストアストアストア / フォワード・レプリケーションフォワード・レプリケーションフォワード・レプリケーションフォワード・レプリケーションとも呼ばれます。

図 2-6 に示すように、Oracle では内部トリガー、遅延トランザクション、遅延トランザク
ション・キューおよびジョブ・キューを使用して、更新可能マテリアライズド・ビューから
マスター表に対する伝播の他、レプリケーション環境のマスター・サイト間でも、データレ
ベルの変更を非同期に伝播します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 列グループの詳細は、第 5 章「競合解消の概念およびアーキ
テクチャ」を参照してください。
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図図図図 2-6 非同期データ・レプリケーションのメカニズム非同期データ・レプリケーションのメカニズム非同期データ・レプリケーションのメカニズム非同期データ・レプリケーションのメカニズム
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同期同期同期同期  Oracle では、特定の要件を持つアプリケーションに対しては同期データ伝播もサポー
トしています。同期データ伝播同期データ伝播同期データ伝播同期データ伝播は、アプリケーションによって表のローカル・レプリカが更
新され、同じトランザクション内で同じ表の少なくとも 1 つの他のレプリカも更新されたと
きに発生します。したがって、同期データ・レプリケーションはリアルタイム・データ・レリアルタイム・データ・レリアルタイム・データ・レリアルタイム・データ・レ
プリケーションプリケーションプリケーションプリケーションとも呼ばれます。アプリケーションでレプリケート・サイトを継続的に同期
化する必要があるとき以外は、同期レプリケーションを使用しないでください。

図図図図 2-7 同期データ・レプリケーションのメカニズム同期データ・レプリケーションのメカニズム同期データ・レプリケーションのメカニズム同期データ・レプリケーションのメカニズム

図 2-7 に示すように、同じ内部トリガーを使用して、データレベルの変更をその他のレプリ
ケーション・サイトに非同期にレプリケートして、行レベルの同期データ・レプリケーショ
ンをサポートするリモート・プロシージャ・コール（RPC）を生成します。ただし、この
RPC の実行は延期されません。かわりに、データ・レプリケーション RPC は、ローカル・
レプリカを変更する同一のトランザクションの境界内で実行されます。したがって、レプリ
ケート表を管理する同期リンクされたすべてのサイトで、データレベルの変更が可能な必要
があります。可能でない場合は、トランザクションはロールバックされます。
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同期データ伝播同期データ伝播同期データ伝播同期データ伝播
図 2-8 に示すように、アプリケーションによってローカルのレプリケート表に DML による
変更が加えられ、レプリケーション・グループで行レベルの同期レプリケーションを使用し
ているときは常に、変更内容は内部トリガーによってレプリケーション環境の他のマス
ター・サイトに同期伝播されます。アプリケーションでローカルな変更が適用されると、内
部トリガーからリモート・マスター・サイトで生成されたプロシージャに対して、レプリ
ケーション・プロパゲータのセキュリティ・コンテキストでコールが発行されます。障害が
発生した場合は、すべての分散トランザクションがコミットまたはロールバックされます。 

図図図図 2-8 行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 分散トランザクションの詳細は、『Oracle9i データベース管理
者ガイド』参照してください。

UPDATE employees SET department_id=20
   WHERE last_name='Jones';  

サイトA サイトB
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パッケージ�

update(oldargs newargs)
     UPDATE employees ...
 
insert(newargs)
     INSERT INTO employees ...
 
delete(oldargs)
     DELETE FROM employees ...

if updating
     update@dbs1(oldargs newargs)

if inserting
     insert@dbs1(newargs)

 
if deleting
     delete@dbs1(oldargs)

内部トリガー�
�

     update@dbs2(oldargs newargs)

     insert@dbs2(newargs)

     delete@dbs2(oldargs)
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制限事項制限事項制限事項制限事項  2 つの異なるサイトで同じ行が同時に更新されるときは、同期レプリケーションで
使用されるロック・メカニズムにより、デッドロックが発生することがあります。アプリ
ケーションでレプリケート表への同期更新が実行されると、まずローカル行がロックされ、
次に AFTER ROWトリガーを使用して対応するリモート行がロックされます。各サイトでト
ランザクションがコミットされると、ロックは解放されます。 

同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先  同期レプリケーションのサ
ポートに必要なリモート・プロシージャ・コールは、各オブジェクトの内部トリガーに組み
込まれています。レプリケート・オブジェクトのレプリケーション・サポートを生成する
と、すべてのマスター・サイトでトリガーがアクティブ化され、新しいサイトに必要なリ
モート・プロシージャ・コールが追加されます。反対に、マスター・グループからマス
ター・サイトを削除すると、内部トリガーからコールが削除されます。 

競合の検出競合の検出競合の検出競合の検出  マスター・グループのすべてのサイトが互いに同期通信している場合は、アプ
リケーションでレプリケーションの競合が発生することはありません。ただし、別のサイト
に非同期で変更を送信するサイトが 1 つでもあると、レプリケーション環境のいずれかのサ
イトで競合が発生する可能性があります。 

変更が同期伝播されている場合は、エラーが発生し、ロールバックが必要になります。変更
内容が非同期で伝播されている場合は、競合が自動的に検出されてエラー・キューでログに
記録されるか、適切な解消方法を指定している場合にはその競合が解消されます。 

複合モードのマルチマスター・システムについて複合モードのマルチマスター・システムについて複合モードのマルチマスター・システムについて複合モードのマルチマスター・システムについて
状況によっては、一部のマスター・サイトでマスター・グループの変更内容を非同期で伝播
し、他のマスター・サイトでは同期伝播するような複合モード環境の設定が必要な場合があ
ります。新規マスター・サイトをデータ伝播モードが異なるグループに追加するときは、そ
の順番が重要となることがあります。

たとえば、A、B および C の 3 つのマスター・サイトがあると想定します。まずマスター定
義サイトとしてサイト A を作成し、次に同期伝播モードでサイト B を追加した場合、サイ
ト A からサイト B へも、サイト B からサイト A へも変更は同期を取って送信されます。ど
のサイトでも遅延トランザクションは作成されないため、どちらかのサイトでリンクをスケ
ジュールする必要はありません。

次に、非同期伝播モードでマスター・サイト C を作成するとします。伝播モードは、図 2-9
に示すようになります。

注意注意注意注意 : レプリケーション・データのリアルタイム伝播を使用するレプリ
ケーション・システムは、システム内のすべてのサイトが同時に使用可能
な場合にのみ機能するため、システムとネットワークの可用性に大きく依
存します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 5 章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」
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図図図図 2-9 伝播モードの選択伝播モードの選択伝播モードの選択伝播モードの選択 

次に、サイト A からサイト C、サイト B からサイト C、サイト C からサイト A およびサイ
ト B への遅延トランザクション・キューの伝播をスケジュールする必要があります。

別の例として、サイト A をマスター定義サイトとして作成し、サイト C を非同期伝播モー
ドで追加した後、サイト B を同期伝播モードで追加する場合を考えてみます。伝播モード
は、図 2-10 に示すようになります。

図図図図 2-10 順序に関する考慮事項順序に関する考慮事項順序に関する考慮事項順序に関する考慮事項
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複合モードのマルチマスター・システムに新規マスター・サイトを追加するときは、その追
加が既存のサイトとのデータ伝播モードに与える影響を考慮してください。 

伝播の開始伝播の開始伝播の開始伝播の開始
同期伝播を使用する場合、DML が即時に伝播され、自動的に開始されます。非同期伝播を
使用する場合は、2 つの方法で遅延トランザクションを伝播できます。 

� スケジュール・ジョブスケジュール・ジョブスケジュール・ジョブスケジュール・ジョブ : 通常、設定したスケジュール間隔に従って遅延トランザクショ
ンを自動的に伝播するには、スケジュール・ジョブを使用します。 

� 手動による伝播手動による伝播手動による伝播手動による伝播 : ストアド・プロシージャを実行したり、レプリケーション・マネージ
メント・ツールを使用して、変更を手動で伝播することもできます。遅延トランザク
ションがジョブ・キューによって自動的に伝播されるまで待機しない場合は、遅延トラ
ンザクションを手動で伝播する必要があります。

パフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズム
他のエンタープライズ・データベース・ソリューションと同様に、データベース管理者に
とってパフォーマンスは常に重要な課題です。 Advanced Replication には、レプリケーショ
ン環境のパフォーマンスを高めるいくつかのメカニズムがあります。

パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播
パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播では、スループットを向上させるため、複数のパラレル伝送ストリームを使用
してレプリケート・トランザクションを非同期で伝播します。必要に応じて依存トランザク
ションの実行が命令され、グローバルなデータベースの整合性が保証されます。

パラレル伝播では、使用可能なパラレル処理のプールが使用されます。これは、パラレル問
合せ、パラレル・ロードおよびパラレル・リカバリなどの他のパラレル操作に使用される
プールと同じです。各サーバー・プロセスでは、シングル・ストリームを介してトランザク
ションが伝播されます。これらのサーバー・プロセスは、パラレル・コーディネータ・プロ
セスにより制御されます。コーディネータでは、トランザクション依存性を追跡しサー
バー・プロセスに作業を割り当て、その進行状況を追跡します。 

操作の実行中は、パラレル処理がサーバーのパラレル操作に対応付けられた状態になりま
す。操作が完了すると、サーバー・プロセスは他のパラレル操作の処理に使用できます。た
とえば、接続先への遅延トランザクション・キューのパラレル・プッシュが実行されるとき
は、キューのプッシュに使用されるすべてのパラレル処理は、プッシュが完了するまで占有
されます。

サーバー用のパラレル処理のプールを正しく構成するには、レプリケーション・システムの
構成に関する問題を考慮する必要があります。

� シリアル伝播を使用するようにすべてのスケジュール・リンクを構成すると、レプリ
ケーション・システムではパラレル処理は使用されません。したがって、レプリケー
ションを考慮して、パラレル処理のプールのサイズを調整する必要はありません。シリ
アル伝播は、通常、下位互換性が必要な場合にのみ使用します。
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� 1 つ以上のスケジュール・リンクをパラレル伝播を使用するように構成する場合、それ
ぞれのリンクが変更を接続先にプッシュするために使用するパラレル処理の数を考慮す
る必要があります。さらに、別の操作によって使用されないように、各プッシュでパラ
レル・サーバーを保持する時間を考慮する必要があります。たとえば、遅延秒数値を大
きくして連続的な伝播用にスケジュール・リンクを構成すると、接続先にトランザク
ションをプッシュするために使用するパラレル処理が保持されます。したがって、サー
バーの他のパラレル操作で使用するプロセスを十分に確保するために、対応するデータ
ベース・サーバーのパラレル処理の数を増やす必要があります。

パラレル問合せプロセスのデータベース・サーバーのプールを構成するには、次の初期化パ
ラメータを使用します。

� PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING

� PARALLEL_MAX_SERVERS 

� PARALLEL_MIN_SERVERS 

パラレル伝播の実装パラレル伝播の実装パラレル伝播の実装パラレル伝播の実装  ほとんどのユーザーの場合、パラレル伝播パラメータ値を 1 に設定す
ると、十分なパフォーマンスが得られます。1 に設定すると、シリアル伝播ではなく、前項
で説明した最適化されたデータの交換方式が使用されます。ただし、一部のユーザーは、パ
ラレル伝播値をさらにチューニングすることが必要な場合があります。

パラレル伝播値をさらにチューニングする場合、次の手順の実行をお薦めします。

1. パラレル伝播値を 1 に設定します。

2. 使用しているデータベース環境をテストし、伝播スループットを慎重に測定します。

パラレル伝播値が 1 でパフォーマンス目標が達成される場合は、パラレル伝播が実装さ
れたことになるため、残りの手順を実行する必要はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 6-4 ページ 「初期化パラメータ」

� 『Oracle9i データベース・リファレンス 』

� 『Oracle9i データベース移行ガイド』 

注意注意注意注意 : パラレル伝播値を大きくすると、パラレル伝播のパフォーマンス
が向上する一方で、追加のパラレル・スレーブのサポートに必要なリソー
スが増大します。
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3. パラレル伝播値を 1 に設定した場合よりもスループットを向上させたい場合は、パラレ
ル伝播値を 2 に設定します。

4. 使用しているデータベース環境をテストし、伝播スループットを慎重に測定します。

通常、伝播値を 2 に設定すると、伝播スループットは低下します。これは、依存トラン
ザクションを使用可能なスレーブに割り当て、追加トランザクションを割り当てる前に
必要なコミットを待機しているコーディネータに関連したラウンドトリップ遅延による
ものです。

パラレル伝播値を 4 に設定して手順 3 と 4 を繰り返し、さらに、パラレル伝播値を 8 に
設定して同じ手順を繰り返します。それでもスループットが改善されない場合は、使用
している環境のトランザクションの相互依存性が非常に高いことが考えられます。パラ
レル伝播値を 1 に下げ、手順 5 に進んでください。 

パラレル伝播値を 2、4 または 8 のいずれかに設定することでパフォーマンスが向上し
た場合は、トランザクションの相互依存性は低いといえます。パラレル伝播値は 9 以上
の値に設定してもかまいません。必ず使用している環境を完全にテストしてください。
パラレル化が増大すれば、追加のパラレル・スレーブのサポートに必要なリソースも増
大することに注意してください。

5. テスト結果に基づき、使用している環境でパフォーマンスが最善になる値にパラレル伝
播を設定します。

パラレル伝播のチューニングパラレル伝播のチューニングパラレル伝播のチューニングパラレル伝播のチューニング  パラレル伝播のパフォーマンス上の利点を最大限に活用する
には、作成する依存トランザクションの数を減らします。トランザクションは、依存関係に
あるトランザクションがすべてがコミットされるまで開始できません。

依存トランザクションの数を減らすには、次のようにします。

� 可能であれば、トランザクションを小さくします（つまり、自律性を損なわない範囲
で、コミットの回数を増やします）。

� 挿入を受け取る各表の空きリスト数を増やします。

� ホットスポット（頻繁に変更される行。同じ行に対して操作が行われる場合、そのトラ
ンザクションはシリアル化されます）を回避します。たとえば、行のカウンタを使用し
て手動で増分するのではなく、Oracle の順序を使用します。

� 行レベルの依存性の追跡を行うようにします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : トランザクション依存性を下げるテクニックの詳細は、2-46
ページの「パラレル伝播のチューニング」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-51 ページ「パラレル化を改善するための行レベルでの依存
性の追跡の使用」
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最小限の通信最小限の通信最小限の通信最小限の通信
表のレプリケーション・パフォーマンスを向上させるには、レプリケート表のレプリケー
ション・サポートを生成するときに、必ず最小限の通信の設定を使用可能にしておきます。

行の更新の競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信サイトに新旧の行に関する
データを送信する必要があります。使用している環境によって、更新の競合の検出および解
消をサポートするために伝播されるデータの量は異なります。 

たとえば、関係するすべてのサイトが Oracle リリース 8.0 以上のデータベースを使用してい
る環境でレプリケート表を作成する場合は、レプリケート表内の変更された各行の競合を検
出するために通信する必要があるデータの量を最小化できます。この場合は、次の値が伝播
されます。 

� 主キー値および変更された各列グループの各列の古い値（変更前の値） 

� それぞれの更新された列の新しい値

 

一般的に、Oracle リリース 8.0 以上のレプリケーション環境では、データ伝播を最小化し
て、ネットワーク上で送信されるデータの量を減らすことが可能です。それにより、システ
ム全体のパフォーマンスが向上します。 

これに対して、レプリケーション環境で Oracle7 のサイトと Oracle リリース 8.0 以上のサイ
トが混在している場合は、更新の競合を検出するために通信する行データの量を最小化する
ことはできません。この場合、競合を検出するためには、変更された各行の新旧のデータを
すべて伝播する必要があります。

遅延秒数遅延秒数遅延秒数遅延秒数
パフォーマンスに直接かかわるメカニズムではありませんが、delay_secondsパラメータ
値を適切に設定すると、遅延トランザクションの伝播のタイミングをより詳細に制御できま
す。 

遅延トランザクションをプッシュする場合は、SCHEDULE_PUSHプロシージャまたは PUSH
ファンクションに delay_secondsパラメータを設定します。遅延トランザクションをパー
ジする場合は、SCHEDULE_PURGEプロシージャまたは PURGEファンクションに delay_
secondsパラメータを設定します。これらのプロシージャとファンクションは、DBMS_
DEFER_SYSパッケージにあります。

注意注意注意注意 : 挿入された行には古い値はありません。また、削除された行には
新しい値はありません。   

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 競合解消、最小限の通信およびその他の競合解消テクニック
の詳細は、5-34 ページの「パフォーマンスのメカニズムと競合の解消」を
参照してください。
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delay_secondsパラメータは、ジョブが遅延トランザクション・キューを認識し続ける時
間を制御します。delay_secondsパラメータ値を最大限に活用した 2 つの例を次に示しま
す。

delay_seconds = 0（デフォルト）（デフォルト）（デフォルト）（デフォルト）

間隔を 60 分に設定したスケジュール・ジョブが午後 2 時 30 分に起動され、遅延トランザク
ション・キューをチェックする場合、既存の遅延トランザクションはすべて伝播されます。
伝播には 2 分かかるので、ジョブが完了するのは午後 2 時 32 分です。 

遅延トランザクションが午後 2 時 34 分にキューに入れられた場合、ジョブが完了している
ためこの遅延トランザクションは伝播されません。このシナリオでは、遅延トランザクショ
ンは午後 3 時 30 分に伝播されます。

delay_seconds = 300
間隔を 60 分に設定したスケジュール・ジョブが午後 2 時 30 分に起動され、遅延トランザク
ション・キューをチェックする場合、既存の遅延トランザクションはすべて伝播されます。
伝播には 2 分かかるので、ジョブが完了するのは午後 2 時 32 分です。 

遅延トランザクションが午後 2 時 34 分にキューに入れられた場合、既存の遅延トランザク
ションの伝播完了後も 300 秒間（5 分間）はジョブによって遅延トランザクション・キュー
が認識されるので、この遅延トランザクションは伝播されます。このシナリオでは、この遅
延トランザクションは午後 2 時 34 分に伝播されます。

さらに頻繁にジョブが実行されるように設定できないかという疑問が生じます。ジョブを開
始および停止すると、ジョブを開始して一定時間認識し続けるよりもはるかに大きいオー
バーヘッドが発生します。delay_secondsパラメータ値を使用すると、ジョブの開始およ
び停止に伴うオーバーヘッドを削減できるのみでなく、スケジュール・ジョブのサポートに
必要な REDO ロギングの量を減らすことができます。

パフォーマンスにかかわるほとんどの機能と同様に、デメリットもあります。次の理由によ
り、delay_secondsパラメータの長さは常にチェックするようにします。

� パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播 : 遅延トランザクション・キューをプッシュするときに使用する各パラレ
ル処理は、その伝播ジョブが完了するまでその他のパラレル・アクティビティでは使用
できません。長い delay_seconds値を定義すると、他の操作がパラレル処理を使用で
きなくなる可能性があります。パラレル伝播を使用するには、SCHEDULE_PUSHプロ
シージャまたは PUSHファンクションの parallelismパラメータを 1 以上に設定しま
す。

� シリアル伝播シリアル伝播シリアル伝播シリアル伝播 :（パラレル伝播ではなく）シリアル伝播しか使用しない場合、delay_
seconds値を設定するとオープン・セッションが遅延時間中スリープするため、この
値を設定しても前述のようなメリットはありません。シリアル伝播を使用するには、
SCHEDULE_PUSHプロシージャまたは PUSHファンクションの parallelismパラメー
タを 0（ゼロ）に設定します。
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� 精度パージ精度パージ精度パージ精度パージ : DBMS_DEFER_SYS.PURGEプロシージャを使用しているときに purge_
method_preciseメソッドを指定し、delay_seconds値に大きい値を定義した場合、
指定したパージの実行時にパフォーマンスが低下する可能性があります。purge_
method_preciseは別の選択肢（purge_method_quick）よりもコストがかかりま
すが、遅延トランザクションとプロシージャは、正常にプッシュされた後で確実にパー
ジされます。

一般的に、delay_seconds値を 20 分（パラメータ設定では 1200 秒）を超えて設定しても
メリットはありません。 

さらに、parallelismパラメータを 0 に設定してシリアル伝播を使用している場合は、
delay_seconds値はあまり大きくは設定しません。パラレル伝播と異なり、シリアル伝播
では delay_seconds値の時間が経過した後にのみキューがチェックされます。シリアル伝
播を使用し、delay_secondsを 20 分に設定した場合は、スケジュール・ジョブが 20 分間
すべてスリープし、その間に遅延トランザクション・キューに入れられた遅延トランザク
ションは、20 分経過するまでプッシュされません。したがって、シリアル伝播を使用する場
合は、delay_seconds値を 60 秒以下に設定するようにします。

パラレル伝播値を 20 分に設定する場合、パラレル・プッシュによって 1 分に 1 回チェック
されます。リソースを 20 分間ロックしておいてもかまわない場合は、20 分間という比較的
長い delay_seconds値が使用環境で最も効率的と言えます。リソースを 20 分間ロックで
きない場合は、delay_seconds値を 10 秒または 20 秒に設定することを考えます。1200 秒
に設定した場合よりもジョブの実行回数を多くする必要がありますが、delay_seconds機
能を利用するメリットは残ります（デフォルトの 0 秒に設定した場合と比較した場合）。

レプリケーションの保護メカニズムレプリケーションの保護メカニズムレプリケーションの保護メカニズムレプリケーションの保護メカニズム
マルチマスター・レプリケーション環境では、障害の発生時でも、リモート・サイトに伝播
されたトランザクションは消失されず、再伝播されないことが保証されています。トランザ
クションは次の方法で保護されます。

� 1 つのローカル・トランザクション内で発行された複数のプロシージャ・コールは、1 つ
のトランザクションとしてリモートで実行されます。 

� 伝播の実行中にネットワークまたはリモート・データベースに障害が発生した場合、ト
ランザクションはリモート・サイトでロールバックされ、リモート・データベースが再
度アクセス可能になって伝播が正常に完了するまで、レプリケーション元のサイトの
ローカル・キューに残ります。     

� トランザクションがローカル・サイトのキューから削除されるのは、すべての接続先サ
イトへの伝播および適用が正常に完了してからです。トランザクションがすべての接続
先サイトに正常に伝播された後でも、パージ・ジョブによって削除されるまで、トラン
ザクションはキューに残ります。
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パラレル伝播の場合は、パラレル操作用に最適化された特殊な分散トランザクション・プロ
トコルが使用されます。リモート・サイトは、正常に伝播されたトランザクションを記録
し、この情報が要求されたときに情報をローカル・サイトに戻します。ローカル・サイト
は、この情報を記録し、すべての接続先サイトに伝播されたエントリをローカル・キューか
らパージします。障害が発生した場合、ローカル・サイトは、適切な時点から伝播を続行で
きるように、正常に伝播されたトランザクションに関する情報をリモート・サイトに要求し
ます。

データ伝播の依存性の維持データ伝播の依存性の維持データ伝播の依存性の維持データ伝播の依存性の維持
Oracle は、レプリケート・トランザクションがリモート・サイトに伝播されたときの依存性
の順序を維持します。たとえば、次のようなトランザクションがあったとします。

1. トランザクション A が受注を取り消します。

2. トランザクション B が取消しを検出して返金を処理します。

トランザクション B は、ローカル・システムでの受注の取消し（トランザクション A）のコ
ミット済みの更新を参照するので、トランザクション B はトランザクション A に依存して
います。 

トランザクション A（受注の取消し）が正常に伝播された後で、トランザクション B（返
金）が伝播されます。取消しの適用後に返金を処理する更新が適用されます。

パラレル伝播の依存性の追跡パラレル伝播の依存性の追跡パラレル伝播の依存性の追跡パラレル伝播の依存性の追跡  ローカル・システムで新規トランザクションが実行されると
きは、次の処理が実行されます。

1. データを更新した最新トランザクションのシステム変更番号（SCN）が記録されます。
新規トランザクションはこれを依存 SCN として認識します。SCN はデータ・ブロッ
ク・レベルまたは行レベルで記録できます。これについてはこの章で後述します。

2. 依存 SCN 以下の SCN を持つトランザクションが、リモート・システムに正常に伝播さ
れるようにします。

注意注意注意注意 : 伝播が正常に完了しても、必ずしもトランザクションがリモート・
サイトで正常に適用されるとは限りません。解消不能な競合や記憶領域不
足などのエラーが発生すると、トランザクションでエラーが発生すること
があり、そのエラーはエラー・トランザクションとしてリモート・サイト
のログに記録されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 2-44 ページ「パラレル伝播」

� レプリケーション・マネージメント・ツールを使用したエラー・トラ
ンザクションの表示および管理の詳細は、レプリケーション・マネー
ジメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。
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3. 待機中の依存トランザクションが伝播されます。

パラレル伝播は、シリアル伝播とは異なる方法でデータ整合性を保持します。シリアル伝播
では、依存性を維持するために、ローカル・システム上でコミットするときと同じ順序です
べてのトランザクションが適用されます。パラレル伝播では、依存性を追跡し、依存性があ
るときはコミットされた順に実行し、依存性がないときはパラレルで実行します。シリアル
伝播でもパラレル伝播でも、トランザクション内の実行順序は保持されます。遅延トランザ
クションは、各サイトで、ローカル・トランザクション内で実行された順序と同じ順序で、
リモート・プロシージャ・コールを実行します。

パラレル化を改善するための行レベルでの依存性の追跡の使用パラレル化を改善するための行レベルでの依存性の追跡の使用パラレル化を改善するための行レベルでの依存性の追跡の使用パラレル化を改善するための行レベルでの依存性の追跡の使用  表を作成するときは、SCN
を追跡するために次のオプションを指定できます。

� NOROWDEPENDENCIES。SCN がデータ・ブロック・レベルで追跡されることを指定し
ます（デフォルト）。

� ROWDEPENDENCIES。SCN が表の各行に対して追跡されることを指定します。 

表に NOROWDEPENDENCIES句を使用すると、データ・ブロック SCN はデータ・ブロックに
格納されている行の最新の更新を追跡します。その前に更新されている他の行は、同じデー
タ・ブロックに格納されている可能性がありますが、これらの行がいつ更新されたかを示す
情報は、新規 SCN がデータ・ブロック・レベルで適用されたときに失われます。

表に ROWDEPENDENCIES句を使用すると、1 つのデータ・ブロックに複数の SCN を格納で
きます。つまり、1 つの SCN がデータ・ブロック内に格納されている行のそれぞれに対する
変更を追跡します。同一データ・ブロックに格納されている 2 つの行が別々のトランザク
ションにより変更された場合、行のそれぞれにはこの変更を追跡する SCN があります。
SCN を行レベルで追跡するには、表の各行が 6 バイトの記憶領域を追加使用します。

表に ROWDEPENDENCIES句を使用するとパラレル伝播が使用可能になり、遅延トランザク
ション・キューの適用時に、より効率良く依存性を追跡して変更に順序を付けられます。効
率が上がることによりパフォーマンスが向上し、レプリケーション環境での拡張性が高まり
ます。

注意注意注意注意 : トランザクション間で依存関係の可能性がないときは、トランザ
クションはパラレルで伝播されます。

注意注意注意注意 : シングル・コーディネータ・プロセスは、リモート・サイトに対
する各データベース・リンクに存在しています。同じリモート・サイトに
対する各データベース・リンクには、異なる接続修飾子が必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-22 ページ「接続修飾子」
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次の問合せを使用すると、現在 ROWDEPENDENCIES句を使用している表をリストできます。

SELECT OWNER, TABLE_NAME FROM DBA_TABLES 
  WHERE DEPENDENCIES = 'ENABLED'; 

パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化  レプリケート表のいくつか
で ROWDEPENDENCIES句を使用していない場合は、トランザクション依存性を最小化する
ことで、これらの表のパラレル伝播のパフォーマンスを改善できます。 

この場合、アプリケーション条件によっては、トランザクション間に依存関係を確立して、
遅延トランザクションの伝播を強制的にシリアル化できます。複数の非関連トランザクショ
ンによってレプリケート表内の同じデータ・ブロックが変更される場合、対応するトランザ
クションはリモート接続先へシリアル伝播されます。

データ・ブロック・レベルで作成されたトランザクション依存性を最小化するには、デー
タ・ブロックの変更が 1 つまたは少数のデータ・ブロックに集中することを回避します。た
とえば、レプリケート表に INSERTアクティビティが頻繁に発生する場合は、表の空きリス
トを複数作成することで、新しい行の記憶域を複数のデータ・ブロックに分散できます。

多数のトランザクションすべてが同一の小さい表を更新する状態は、できるだけ避けてくだ
さい。たとえば、複数のトランザクションが 1 つの小さい表に読込みと更新を行い、主キー
の順序番号生成をシミュレートするのは、望ましいアプリケーション設計とは言えません。
このように設計すると、すべてのトランザクションが同じデータ・ブロックを更新します。
より優れたソリューションは、順序を作成し順序番号をキャッシュに格納することで、主
キーの生成を最適化し、パラレル伝播のパフォーマンスを改善できます。

注意注意注意注意 : ROWDEPENDENCIES句を使用するには、レプリケーション・サイ
ト間の互換性のレベルがリリース 9.0.1 以上である必要があります。 互換性
のレベルは、COMPATIBLE初期化パラメータによって制御されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ROWDEPENDENCIES句を使用した表の作成方法の詳細は、6-4
ページの「行レベルでの依存性の追跡」を参照してください。
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競合解消メカニズム競合解消メカニズム競合解消メカニズム競合解消メカニズム
レプリケーション環境の受信マスター・サイトでは、次のような更新の競合、一意性競合お
よび削除の競合が検出されます。

� 主キー列または更新された列グループの列のいずれかで、レプリケート行の古い値（変
更前の値）と受信サイトの同じ行の現在の値が異なる場合、受信サイトで更新の競合が
検出されます。

� レプリケート行の INSERTまたは UPDATEの実行中に一意制約違反が発生した場合、受
信サイトで一意性競合が検出されます。

� 行の主キーが存在しないために受信サイトで UPDATE文または DELETE文の対象の行が
見つからない場合、受信サイトで削除の競合が検出されます。 

競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別
レプリケーションの競合を正確に検出するには、データ・レプリケーション時に別々のサイ
トの対応する行を一意に識別し、一致させる必要があります。通常、Oracle のレプリケー
ション機能では、表の主キーを使用して表内の行を一意に識別します。表に主キーがない場
合は、代替キーを指定する必要があります。代替キーとは、データ・レプリケーション時に
表内の行を一意に識別するために使用する列または列のセットです。

注意注意注意注意 : 行の更新の競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信
サイトに新旧の行に関するデータを送信する必要があります。パフォーマ
ンスを最大にするには、更新の競合の検出および解消サポートに使用する
データの量をチューニングします。 詳細は、5-34 ページの「最小限の通信」
を参照してください。

注意注意注意注意 : アプリケーションで表の主キーまたは代替キーを更新しないよう
にしてください。これにより、行を識別し、レプリケート・データの整合
性を保つことができます。
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上書きによる競合解消方法上書きによる競合解消方法上書きによる競合解消方法上書きによる競合解消方法
Oracle には、データ競合が検出されたときに競合解消方法を定義するメカニズムがありま
す。ビルトインの競合解消方法は次のとおりです。

� 最新のタイムスタンプおよび最も古いタイムスタンプ

� 上書きおよび廃棄

� 最大値および最小値

� 加算および平均

� タイムスタンプ

� 優先グループ

� サイト優先順位

ビルトインの競合解消方法ではレプリケーション環境のニーズが満たされない場合、
PL/SQL を使用して独自の競合解消方法を作成し、ユーザー定義の競合解消方法として実装
できます。競合解消の仕組みの詳細は、第 5 章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を
参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント・ツールを使用した競合
解消の実装方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールの
オンラインヘルプを参照してください。レプリケーション・マネージメン
ト API を使用した競合解消の実装方法の詳細は、『Oracle9i レプリケー
ション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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マテリアライズド・ビューの概要とマテリアライズド・ビューの概要とマテリアライズド・ビューの概要とマテリアライズド・ビューの概要と

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

この章では、マテリアライズド・ビューの概念およびアーキテクチャについて説明します。
この章の内容は、次のとおりです。

� マテリアライズド・ビューの概要

� マテリアライズド・ビューのアーキテクチャ
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マテリアライズド・ビューの概要
マテリアライズド・ビューの概要マテリアライズド・ビューの概要マテリアライズド・ビューの概要マテリアライズド・ビューの概要
Oracle では、マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビュー（Oracle8i ではスナップショットと呼ばれていたも
の）を使用して、レプリケーション環境のマスター・サイト以外のサイトにデータをレプリ
ケートし、コストのかかる問合せをデータ・ウェアハウス環境にキャッシュします。この章
およびこのマニュアル全体では、レプリケーション環境で使用するマテリアライズド・
ビューについて説明します。

マテリアライズド・ビューについてマテリアライズド・ビューについてマテリアライズド・ビューについてマテリアライズド・ビューについて
マテリアライズド・ビューとは、ある一時点におけるターゲット・マスターのレプリカのこ
とです。マスターは、マスター・サイトのマスター表またはマテリアライズド・ビュー・サ
イトのマスター・マテリアライズド・ビューのいずれかです。マルチマスター・レプリケー
ションでは、表は他のマスター・サイトによって連続的に更新されますが、マテリアライズ
ド・ビュー・レプリケーションでは、シングル・マスター・サイトまたはマスター・マテリ
アライズド・ビュー・サイトからバッチ更新（リフレッシュリフレッシュリフレッシュリフレッシュとも呼ばれます）が実行される
たびに、1 つ以上のマスターから更新されます。図 3-1 を参照してください。図 3-1 の矢印
は、データベース・リンクを表します。

図図図図 3-1 1 つのマスター・サイトに接続されたマテリアライズド・ビューつのマスター・サイトに接続されたマテリアライズド・ビューつのマスター・サイトに接続されたマテリアライズド・ビューつのマスター・サイトに接続されたマテリアライズド・ビュー

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データ・ウェアハウスでのマテリアライズド・ビューの詳細
は、『Oracle9i データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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マテリアライズド・ビューの概要
マテリアライズド・ビューが高速リフレッシュされると、Oracle では最後のリフレッシュ以
降にマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに加えられたすべての変更を
チェックして、マテリアライズド・ビューに適用される変更があるかどうかを調べる必要が
あります。したがって、最後のリフレッシュ以降にマスターに対して変更が加えられている
場合は、マテリアライズド・ビューのリフレッシュでは変更を適用する時間がかかります。
ただし、最後のリフレッシュ以降にマスターに対して何も変更が加えられていない場合は、
マテリアライズド・ビューのリフレッシュはすばやく行われます。

マテリアライズド・ビューの使用目的マテリアライズド・ビューの使用目的マテリアライズド・ビューの使用目的マテリアライズド・ビューの使用目的
マテリアライズド・ビューを使用する目的には、次のようなものがあります。

� ネットワーク負荷の軽減

� 大量配布環境の作成

� データのサブセット化の有効化

� モバイル・コンピューティングの有効化

ネットワーク負荷の軽減ネットワーク負荷の軽減ネットワーク負荷の軽減ネットワーク負荷の軽減
ネットワーク負荷の軽減が目的の一つである場合は、マテリアライズド・ビューを使用して
会社のデータベースを地域サイトに分散できます。会社全体で 1 つのデータベース・サー
バーにアクセスするのではなく、ユーザーの負荷を複数のデータベース・サーバーに分散し
ます。多重化マテリアライズド・ビューを使用すると、他のマテリアライズド・ビューに基
づいたマテリアライズド・ビューを作成できます。これにより、クライアントはマスター・
サイトのかわりにマテリアライズド・ビューにアクセスできるため、ユーザーの負荷をさら
に分散させることができます。レプリケートされるデータ量を減らすために、マテリアライ
ズド・ビューをマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューのサブセットにでき
ます。

マルチマスター・レプリケーションでも会社のデータベースが複数のサイトに分散されます
が、マルチマスター・レプリケーションはトランザクションごとに処理を行うため、マテリ
アライズド・ビューを使用したレプリケーションよりもネットワーク要件が多くなります。
また、マルチマスター・レプリケーションではリアルタイムまたはほぼリアルタイムにレプ
リケーションが提供されるため、ネットワークの通信量が増大する結果となり、専用のネッ
トワーク・リンクが必要となることもあります。

マテリアライズド・ビューは、1 つのマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトから効率的なバッチ処理を使用して更新されます。マテリアライズド・
ビュー・レプリケーションでは一定時間おきにデータが更新されるので、マルチマスター・
レプリケーションの場合よりもネットワーク要件が少なく、依存性も高くありません。マル
チマスター・レプリケーションではネットワーク上で常に通信が行われますが、マテリアラ
イズド・ビュー・レプリケーションでは定期的なリフレッシュのみが必要になります。 

マテリアライズド・ビューを使用したデータのレプリケーションでは、専用のネットワーク
接続が不要なうえ、ターゲット・データへのローカル・アクセスを実行できるためデータの
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可用性が高くなります。これらのメリットに加え、大量配布およびデータのサブセット化
（いずれもネットワーク負荷を軽減します）というメリットにより、レプリケート・データ
ベースのパフォーマンスと信頼性が大幅に向上します。

大量配布環境の作成大量配布環境の作成大量配布環境の作成大量配布環境の作成
配置テンプレートを使用すると、マテリアライズド・ビュー環境をローカルで事前作成でき
ます。また、配置テンプレートを使用すれば、マテリアライズド・ビュー環境を迅速かつ簡
単に配置でき、営業支援システムやその他の大量配布環境をサポートできます。パラメータ
を使用すると、配置テンプレートを変更せずに個々のユーザー用のカスタム・データ・セッ
トを作成できます。このテクノロジによって、データベースのインフラストラクチャを数百
人または数千人のユーザーに提供できます。

データのサブセット化の有効化データのサブセット化の有効化データのサブセット化の有効化データのサブセット化の有効化
マルチマスター・レプリケーションでは、表全体をレプリケートする必要がありますが、マ
テリアライズド・ビューでは、列レベルまたは行レベル（あるいはその両方）でのサブセッ
ト化に基づいたデータをレプリケートできます。データのサブセット化により、特定のサイ
トのみに関係する情報をレプリケートできます。たとえば、各地の営業所ではその地域に必
要なデータのみをレプリケートし、不要なネットワークの通信量を減らすことができます。 

モバイル・コンピューティングの有効化モバイル・コンピューティングの有効化モバイル・コンピューティングの有効化モバイル・コンピューティングの有効化
マテリアライズド・ビューは専用のネットワーク接続を必要としません。マテリアライズ
ド・ビューでは、ジョブをスケジュールしてリフレッシュ処理を自動化するというオプショ
ンもありますが、必要に応じて手動でリフレッシュできます。これは、ラップトップ上で実
行される販売アプリケーションなどには理想的です。たとえば、開発者は、必要なときにリ
フレッシュを実行するレプリケーション・マネージメント API を販売アプリケーションに統
合できます。1 日の受注業務を終えた営業担当員は、ネットワークにダイアルアップ接続し、
統合されたメカニズムを使用してデータベースをリフレッシュすることによって、本社に受
注を転送できます。

読取り専用、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・ビュー読取り専用、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・ビュー読取り専用、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・ビュー読取り専用、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビューは読取り専用、更新可能または書込み可能のいずれかです。読取
り専用マテリアライズド・ビューに対してはデータ操作言語（DML）文を実行できません
が、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・ビューに対しては実行できます。

注意注意注意注意 : 読取り専用、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・
ビューでは、マテリアライズド・ビューの定義問合せでマスター内の主
キー列をすべて参照する必要があります。 
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読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー読取り専用マテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビューの作成中に、FOR UPDATE句を指定しないか、レプリケーショ
ン・マネージメント・ツールでこれと同等のオプションを使用禁止にすると、マテリアライ
ズド・ビューを読取り専用にできます。読取り専用マテリアライズド・ビューでは更新可能
マテリアライズド・ビューと同じメカニズムを多数使用しますが、読取り専用の場合は、マ
テリアライズド・ビュー・グループに属する必要がありません。

また、読取り専用マテリアライズド・ビューを使用すると、マテリアライズド・ビューが原
因でマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでデータ競合が
発生することを回避できますが、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトでの更新は
できなくなります。読取り専用マテリアライズド・ビューの例を次に示します。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.employees AS
  SELECT * FROM hr.employees@orc1.world;

更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー更新可能マテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビューの作成中に、FOR UPDATE句を指定するか、レプリケーション・
マネージメント・ツールでこれと同等のオプションを使用可能にすると、マテリアライズ
ド・ビューを更新可能にできます。更新可能マテリアライズド・ビューへの変更をリフレッ
シュ中にマスターにプッシュするには、更新可能マテリアライズド・ビューがマテリアライ
ズド・ビュー・グループに属する必要があります。

更新可能マテリアライズド・ビューを使用すると、ユーザーがマテリアライズド・ビュー・
サイトでデータを変更できるため、マスター・サイトの負荷が軽減されます。更新可能マテ
リアライズド・ビューの例を次に示します。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.departments FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM hr.departments@orc1.world;

次の文ではマテリアライズド・ビュー・グループが作成されます。

BEGIN
   DBMS_REPCAT.CREATE_MVIEW_REPGROUP (
      gname => 'hr_repg',
      master => 'orc1.world',
      propagation_mode => 'ASYNCHRONOUS');
END;
/

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 読取り専用、更新可能および書込み可能のマテリアライズド・ビュー
の概要は、1-8 ページの「マテリアライズド・ビュー・レプリケー
ション」を参照してください。

� マテリアライズド・ビューでのデータ型に関する考慮事項の詳細は、
6-2 ページの「データ型に関する考慮事項」を参照してください。
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次の文では、hr.departmentsマテリアライズド・ビューがマテリアライズド・ビュー・
グループに追加され、このマテリアライズド・ビューが更新可能になります。

BEGIN
   DBMS_REPCAT.CREATE_MVIEW_REPOBJECT (
      gname => 'hr_repg',
      sname => 'hr',
      oname => 'departments',
      type => 'SNAPSHOT',
      min_communication => TRUE);
END;
/

マテリアライズド・ビュー・グループを作成し、これにマテリアライズド・ビューを追加す
るには、レプリケーション・マネージメント・ツールを使用することもできます。

注意注意注意注意 :

� 更新可能マテリアライズド・ビューを作成するときは、列別名を使用
しないでください。CREATE_MVIEW_REPOBJECTプロシージャを使
用してマテリアライズド・ビューをマテリアライズド・ビュー・グ
ループに追加しようとしたときに、列の別名が原因でエラーが発生し
ます。

� マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューの列にデフォ
ルト値が定義されていても、これらに基づいた更新可能マテリアライ
ズド・ビューがそのデフォルト値を自動的に使用するわけではありま
せん。

� 更新可能マテリアライズド・ビューは、DELETE CASCADE制約をサ
ポートしません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 詳細は、3-53 ページの「マテリアライズド・ビュー・グループ」を参
照してください。

� 列別名の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス 』を参照してください。
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書込み可能マテリアライズド・ビュー書込み可能マテリアライズド・ビュー書込み可能マテリアライズド・ビュー書込み可能マテリアライズド・ビュー
書込み可能マテリアライズド・ビューとは、FOR UPDATE句を使用して作成されるが、マテ
リアライズド・ビュー・グループには属さないマテリアライズド・ビューです。ユーザーは
書込み可能マテリアライズド・ビューに対して DML 操作を実行できますが、マテリアライ
ズド・ビューをリフレッシュしたときに、この変更はマスターにプッシュされず、マテリア
ライズド・ビュー自体からも変更が失われます。通常、高速リフレッシュが可能な読取り専
用マテリアライズド・ビューが使用できる場合は、書込み可能マテリアライズド・ビューも
使用できます。

使用可能なマテリアライズド・ビュー使用可能なマテリアライズド・ビュー使用可能なマテリアライズド・ビュー使用可能なマテリアライズド・ビュー
Oracle では、様々なレプリケーション環境（および非レプリケーション環境）で使用できる
いくつかのタイプのマテリアライズド・ビューを用意しています。次の項では、それぞれの
タイプのマテリアライズド・ビューと、各マテリアライズド・ビューに最適な環境について
説明します。

次の項では、様々なタイプのマテリアライズド・ビューの作成例を示しています。

� 主キー・マテリアライズド・ビュー

� オブジェクト・マテリアライズド・ビュー

� ROWID マテリアライズド・ビュー

� 複合マテリアライズド・ビュー

どのタイプのマテリアライズド・ビューを作成する場合でも、マテリアライズド・ビューの
問合せで表所有者のスキーマ名を指定します。たとえば、次の CREATE MATERIALIZED 
VIEW文について考えます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.employees
  AS SELECT * FROM hr.employees@orc1.world;

この文では、問合せにスキーマ hrが指定されています。

主キー・マテリアライズド・ビュー主キー・マテリアライズド・ビュー主キー・マテリアライズド・ビュー主キー・マテリアライズド・ビュー
主キー・マテリアライズド・ビューがマテリアライズド・ビューのデフォルト・タイプで
す。マテリアライズド・ビューがマテリアライズド・ビュー・グループの一部として作成さ
れ、マテリアライズド・ビューの定義で FOR UPDATEを指定した場合、マテリアライズド・
ビューは更新可能です。更新可能マテリアライズド・ビューは、マスター・サイトまたはマ
スター・マテリアライズド・ビュー・サイトでレプリケーション・グループと同じ名前のマ
テリアライズド・ビュー・グループに属する必要があります。さらに、更新可能マテリアラ

注意注意注意注意 : 書込み可能マテリアライズド・ビューはほとんど使用されないた
め、マテリアライズド・ビューに関するドキュメントのほとんどは、読取
り専用および更新可能マテリアライズド・ビューのみを説明しています。
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イズド・ビューは、マスター・レプリケーション・グループと別のデータベースに配置する
必要があります。 

変更は、（ROWIDではなく）行の主キー値によって識別される、行レベルの変更に従って伝
播されます。更新可能な主キー・マテリアライズド・ビューを作成する SQL 文の例を次に
示します。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.customers FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.customers@orc1.world;

リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトで行のサブセットを作成できるように、主
キー・マテリアライズド・ビューには副問合せを含められます。副問合せは主問合せに埋め
込まれた問合せで、CREATE MATERIALIZED VIEW文に複数の SELECT文が使用されます。
この副問合せには、基本的な WHERE句のように単純なものと、マルチレベルの WHERE 
EXISTS句のように複雑なものとがあります。参照される各マスターにマテリアライズド・
ビュー・ログがある場合は、選択されたクラスの副問合せを含む主キー・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトに高速リフレッシュを実行できます。高速リフレッシュでは、マテリア
ライズド・ビュー・ログを使用して、最後のリフレッシュ以降に変更が加えられた行のみを
更新します。 

次のマテリアライズド・ビューは、副問合せを含む WHERE句を使用して作成されています。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.orders REFRESH FAST AS
 SELECT * FROM oe.orders@orc1.world o
 WHERE EXISTS
   (SELECT * FROM oe.customers@orc1.world c
    WHERE o.customer_id = c.customer_id AND c.credit_limit > 10000);

このタイプのマテリアライズド・ビューは、副問合せマテリアライズド・ビューと呼ばれま
す。

注意注意注意注意 : この oe.ordersマテリアライズド・ビューを作成するには、マ
スターのマテリアライズド・ビュー・ログに credit_limitをロギング
する必要があります。 詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・
ビュー・ログへの列のロギング」を参照してください。
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オブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビューがオブジェクト表に基づいて OF type 句を使用して作成されてい
る場合、このマテリアライズド・ビューはオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューと呼ば
れます。オブジェクト・マテリアライズド・ビューは、オブジェクト表と同じ構造です。つ
まり、オブジェクト・マテリアライズド・ビューは行オブジェクトから構成され、各行オブ
ジェクトはオブジェクト識別子（OID）列により識別されます。

ROWID マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビュー
Oracle では、下位互換性のために、デフォルトの主キー・マテリアライズド・ビューの他
に、ROWIDマテリアライズド・ビューもサポートしています。ROWIDマテリアライズド・
ビューは、マスター表の行の物理的な行識別子（ROWID）に基づいて作成されます。
ROWIDマテリアライズド・ビューを使用するのは、Oracle7 データベースのマスター表に基
づいたマテリアライズド・ビューの場合のみです。Oracle8 以上のデータベースのマスター
に基づいて新しいマテリアライズド・ビューを作成するときは使用しないでください。

ROWIDマテリアライズド・ビューを作成する CREATE MATERIALIZED VIEW文の例を次に
示します。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.orders REFRESH WITH ROWID AS
 SELECT * FROM oe.orders@orc1.world;

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� マテリアライズド・ビュー・グループの詳細は、3-53 ページの「マテ
リアライズド・ビュー・グループ」を参照してください。

� 副問合せを含むマテリアライズド・ビューの詳細は、3-19 ページの
「副問合せを使用するマテリアライズド・ビュー」を参照してくださ
い。

� 高速リフレッシュの詳細は、3-59 ページの「リフレッシュ・タイプ」
を参照してください。

� マテリアライズド・ビュー・ログの詳細は、3-47 ページの「マテリア
ライズド・ビュー・ログ」を参照してください。

�  副問合せの詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-36 ページ「オブジェクト表に基づいたマテリアライズド・
ビュー」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ROWIDマテリアライズド・ビューと主キー・マテリアライズ
ド・ビューの相違点の詳細は、3-47 ページの「マテリアライズド・
ビュー・ログ」を参照してください。
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複合マテリアライズド・ビュー複合マテリアライズド・ビュー複合マテリアライズド・ビュー複合マテリアライズド・ビュー
高速リフレッシュを実行するには、マテリアライズド・ビューの定義問合せで一定の制限事
項を守る必要があります。マテリアライズド・ビューの定義問合せが汎用的なものであり、
制限事項を守ることができない場合は、そのマテリアライズド・ビューは複合マテリアライ
ズド・ビューであり、高速リフレッシュを実行できません。

具体的には、マテリアライズド・ビューの定義問合せに次のものが含まれる場合、そのマテ
リアライズド・ビューは複合マテリアライズド・ビューとみなされます。

� CONNECT BY句

たとえば、次の文では複合マテリアライズド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.emp_hierarchy AS
  SELECT LPAD(' ', 4*(LEVEL-1))||email USERNAME 
    FROM hr.employees@orc1.world START WITH manager_id IS NULL 
    CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id;

� INTERSECT、MINUSまたは UNION ALL集合演算

たとえば、次の文には UNION ALL集合演算が含まれているため、複合マテリアライズ
ド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.mview_employees AS
  SELECT employees.employee_id, employees.email 
  FROM hr.employees@orc1.world
UNION ALL
  SELECT new_employees.employee_id, new_employees.email 
  FROM hr.new_employees@orc1.world;

� DISTINCTまたは UNIQUEキーワード（場合による）。ただし、DISTINCTまたは
UNIQUEキーワードを定義問合せに指定して、単純マテリアライズド・ビューを作成す
ることもできます。

たとえば、次の文では複合マテリアライズド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.employee_depts AS
  SELECT DISTINCT department_id FROM hr.employees@orc1.world 
  ORDER BY department_id; 

� 集計関数

たとえば、次の文では複合マテリアライズド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.average_sal AS
  SELECT AVG(salary) "Average" FROM hr.employees@orc1.world;
3-10　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



マテリアライズド・ビューの概要
� 副問合せ以外で指定される結合

たとえば、次の文では複合マテリアライズド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.emp_join_dep AS
  SELECT last_name 
  FROM hr.employees@orc1.world e, hr.departments@orc1.world d
  WHERE e.department_id = d.department_id; 

� UNION演算（場合による）。具体的には、次の条件のいずれかが満たされた場合に、
UNION演算を指定したマテリアライズド・ビューは複合マテリアライズド・ビューにな
ります。

– UNION内の問合せが複合問合せの場合。ここまでの箇条書きの項目は、問合せによ
りマテリアライズド・ビューが複合マテリアライズド・ビューになる場合を示しま
す。

– 1 番外側の SELECTリスト列が、UNION内の問合せに一致しない場合。次の例で、
最初の問合せの 1 番外側の SELECTリストには order_totalのみが含まれ、2 番
目の問合せの 1 番外側の SELECTリストには customer_idが含まれています。し
たがって、マテリアライズド・ビューは複合マテリアライズド・ビューです。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.orders AS
  SELECT order_total 
  FROM oe.orders@orc1.world o
  WHERE EXISTS
    (SELECT cust_first_name, cust_last_name
       FROM oe.customers@orc1.world c
       WHERE o.customer_id = c.customer_id 
       AND c.credit_limit > 50)
UNION    
  SELECT customer_id 
  FROM oe.orders@orc1.world o
  WHERE EXISTS
    (SELECT cust_first_name, cust_last_name 
       FROM oe.customers@orc1.world c
       WHERE o.customer_id = c.customer_id 
       AND c.account_mgr_id = 30);  

1 番内側の SELECTリストは、マテリアライズド・ビューが複合マテリアライズ
ド・ビューであるかどうかには関係しません。この例では、UNION内の両方の問合
せで、1 番内側の SELECTリストは cust_first_nameと cust_last_nameで
す。 

� 3-24 ページの「副問合せを使用するマテリアライズド・ビューでの制限事項」で説明さ
れている要件に適合しない句。
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単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較  アプリケーション
によっては、複合マテリアライズド・ビューの使用を考慮することが必要な場合がありま
す。図 3-2 とその後に続く本文では、考慮の必要な場合について説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 集計関数を含むマテリアライズド・ビューおよび複合マテリアライズ
ド・ビューの詳細は、『Oracle9i データ・ウェアハウス・ガイド』を
参照してください。

� CONNECT BY句、集合演算、DISTINCTキーワードおよび集計関数の
詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : 複合マテリアライズド・ビューでは高速リフレッシュができず、
ネットワークのパフォーマンスが低下する場合があるため、できるだけ使
用しないでください（詳細は、3-58 ページの「リフレッシュ処理」を参照
してください）。
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図図図図 3-2 単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較単純マテリアライズド・ビューと複合マテリアライズド・ビューの比較

� 複合マテリアライズド・ビュー複合マテリアライズド・ビュー複合マテリアライズド・ビュー複合マテリアライズド・ビュー : 図 3-2 の方法 A は、複合マテリアライズド・ビューを示
しています。データベース II 内のマテリアライズド・ビューでは、マテリアライズド・
ビューのリフレッシュ中に結合操作が完了しているので、非常に効率的に問合せが行わ
れます。ただし、複合マテリアライズド・ビューであるため完全リフレッシュを実行す
る必要があります。多くの場合、完全リフレッシュは、高速リフレッシュに比べ実行速
度が遅くなります。

� 結合ビューを含む単純マテリアライズド・ビュー結合ビューを含む単純マテリアライズド・ビュー結合ビューを含む単純マテリアライズド・ビュー結合ビューを含む単純マテリアライズド・ビュー : 図 3-2 の方法 B は、データベース II 内
の 2 つの単純マテリアライズド・ビューと、マテリアライズド・ビューのデータベース
内で結合を実行するビューを示しています。ビューに対する問合せのパフォーマンス
は、方法 A の複合マテリアライズド・ビューに対する問合せのパフォーマンスに比べよ
くありません。ただし、単純マテリアライズド・ビューの方が、高速リフレッシュとマ
テリアライズド・ビュー・ログを使用してより高速にリフレッシュできます。
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要約すると、使用する方法は次のようにして判断できます。

� リフレッシュを実行する頻度が少なく、より高速な問合せのパフォーマンスを優先する
場合は、方法 A（複合マテリアライズド・ビュー）を使用します。

� 頻繁にリフレッシュを実行し、問合せのパフォーマンスを優先する必要がない場合は、
方法 B（単純マテリアライズド・ビュー）を使用します。

マテリアライズド・ビューの操作に必要な権限マテリアライズド・ビューの操作に必要な権限マテリアライズド・ビューの操作に必要な権限マテリアライズド・ビューの操作に必要な権限
マテリアライズド・ビューに対しては、次の 3 種類のユーザーが操作を実行します。

� 作成者作成者作成者作成者 : マテリアライズド・ビューを作成するユーザー。

� リフレッシャリフレッシャリフレッシャリフレッシャ : マテリアライズド・ビューをリフレッシュするユーザー。

� 所有者所有者所有者所有者 : マテリアライズド・ビューを所有するユーザー。マテリアライズド・ビューは、
このユーザーのスキーマ内に入れられます。

1 人のユーザーが特定のマテリアライズド・ビューに対してこのすべての操作を実行できま
す。ただし、レプリケーション環境によっては、特定のマテリアライズド・ビューに対して
別々のユーザーがこの操作を実行します。これらの操作の実行に必要な権限は、1 人のユー
ザーが操作を実行するか別々のユーザーが実行するかにより異なります。以降の項で、権限
要件を詳しく説明します。

作成者が所有者である場合作成者が所有者である場合作成者が所有者である場合作成者が所有者である場合
マテリアライズド・ビューの作成者が所有者でもある場合、このユーザーには、マテリアラ
イズド・ビューを作成する次の権限が必要です。これらの権限は明示的に付与されるか、
ロールを介して付与されます。

� CREATE MATERIALIZED VIEWまたは CREATE ANY MATERIALIZED VIEW

� CREATE TABLEまたは CREATE ANY TABLE

� CREATE VIEWまたは CREATE ANY VIEW（データベースの互換性のレベルがリリース 8.1
より低い場合）

注意注意注意注意 : 以降の項では、クエリー・リライトが使用可能なマテリアライズ
ド・ビューの作成に必要な要件については説明されていません。 詳細は、

『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 以降の項ではデータベース・リンクについて説明しています。 
データベース・リンクの使用方法の詳細は、『Oracle9i データベース管理
者ガイド』を参照してください。
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� マスターおよびマスターのマテリアライズド・ビュー・ログに対する SELECTオブジェ
クト権限または SELECT ANY TABLEシステム権限。マスター・サイトまたはマスター・
マテリアライズド・ビュー・サイトがリモートの場合は、マテリアライズド・ビュー・
サイトのユーザーがデータベース・リンクを介して接続する先のマスター・サイトまた
はマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーに、SELECTオブジェクト
権限を付与する必要があります。 

マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビューの所有者に、マス
ター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトへのプライベート・
データベース・リンクがある場合は、このデータベース・リンクがマスター・サイトま
たはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマスターの所有者に接続します。
それ以外の場合は、データベース・リンク経由の接続に関する通常の規則が適用されま
す。

作成者が所有者でない場合作成者が所有者でない場合作成者が所有者でない場合作成者が所有者でない場合
マテリアライズド・ビューの作成者が所有者でない場合は、マテリアライズド・ビューを作
成する権限を作成者と所有者に付与する必要があります。作成者の権限は、明示的にまたは
ロールを介して付与できますが、所有者の権限は明示的に付与する必要があります。つま
り、所有者に付与する権限は、ロールを介して付与できません。

表 3-1 は、マテリアライズド・ビューの作成者が所有者でない場合に必要な権限を示します。
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リフレッシャが所有者である場合リフレッシャが所有者である場合リフレッシャが所有者である場合リフレッシャが所有者である場合
マテリアライズド・ビューのリフレッシャが所有者でもある場合、このユーザーには、マス
ターおよびマスターのマテリアライズド・ビュー・ログに対する SELECTオブジェクト権限
または SELECT ANY TABLEシステム権限が必要です。マスター・サイトまたはマスター・
マテリアライズド・ビュー・サイトがリモートの場合は、マテリアライズド・ビュー・サイ
トのユーザーがデータベース・リンクを介して接続する先のマスター・サイトまたはマス
ター・マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーに、SELECTオブジェクト権限を付与
する必要があります。この権限は、明示的にまたはロールを介して付与できます。 

マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビューの所有者に、マスター・サ
イトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトへのプライベート・データベー
ス・リンクがある場合は、このデータベース・リンクがマスター・サイトまたはマスター・

表表表表 3-1 マテリアライズド・ビューの作成に必要な権限（作成者が所有者でない場合）マテリアライズド・ビューの作成に必要な権限（作成者が所有者でない場合）マテリアライズド・ビューの作成に必要な権限（作成者が所有者でない場合）マテリアライズド・ビューの作成に必要な権限（作成者が所有者でない場合）

作成者作成者作成者作成者 所有者所有者所有者所有者

CREATE ANY MATERIALIZED VIEW CREATE TABLEまたは CREATE ANY TABLE

CREATE VIEWまたは CREATE ANY VIEW
（データベースの互換性のレベルがリリース 8.1
より低い場合）

マスターおよびマスターのマテリアライズド・
ビュー・ログに対する SELECTオブジェクト権

限または SELECT ANY TABLEシステム権限。

マスター・サイトまたはマスター・マテリアラ
イズド・ビュー・サイトがリモートの場合は、
マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザー
がデータベース・リンクを介して接続する先の
マスター・サイトまたはマスター・マテリアラ
イズド・ビュー・サイトのユーザーに、
SELECTオブジェクト権限を付与する必要があ

ります。

マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリア
ライズド・ビューの所有者に、マスター・サイ
トまたはマスター・マテリアライズド・
ビュー・サイトへのプライベート・データベー
ス・リンクがある場合は、このデータベース・
リンクがマスター・サイトまたはマスター・マ
テリアライズド・ビュー・サイトのマスターの
所有者に接続します。それ以外の場合は、デー
タベース・リンク経由の接続に関する通常の規
則が適用されます。

注意注意注意注意 : 所有者のこれらの権限は、ロールを介し

てではなく、明示的にユーザーに付与する必要
があります。
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マテリアライズド・ビュー・サイトのマスターの所有者に接続します。それ以外の場合は、
データベース・リンク経由の接続に関する通常の規則が適用されます。

リフレッシャが所有者でない場合リフレッシャが所有者でない場合リフレッシャが所有者でない場合リフレッシャが所有者でない場合
マテリアライズド・ビューのリフレッシャが所有者でない場合は、リフレッシャと所有者に
権限を付与する必要があります。これらの権限は、明示的にまたはロールを介して付与でき
ます。

表 3-2 は、マテリアライズド・ビューのリフレッシャが所有者でない場合に必要な権限を示
します。

表表表表 3-2 マテリアライズド・ビューのリフレッシュに必要な権限マテリアライズド・ビューのリフレッシュに必要な権限マテリアライズド・ビューのリフレッシュに必要な権限マテリアライズド・ビューのリフレッシュに必要な権限

（リフレッシャが所有者でない場合）（リフレッシャが所有者でない場合）（リフレッシャが所有者でない場合）（リフレッシャが所有者でない場合）

リフレッシャリフレッシャリフレッシャリフレッシャ 所有者所有者所有者所有者

ALTER ANY MATERIALIZED VIEW マスター・サイトまたはマスター・マテリアラ
イズド・ビュー・サイトがローカルの場合は、
マスターおよびマスターのマテリアライズド・
ビュー・ログに対する SELECTオブジェクト権

限または SELECT ANY TABLEシステム権限。 

マスター・サイトまたはマテリアライズド・
ビュー・サイトがリモートの場合は、マテリア
ライズド・ビュー・サイトのユーザーがデータ
ベース・リンクを介して接続する先のマス
ター・サイトまたはマスター・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトのユーザーに、SELECTオ

ブジェクト権限を付与する必要があります。マ
テリアライズド・ビュー・サイトのマテリアラ
イズド・ビューの所有者に、マスター・サイト
またはマスター・マテリアライズド・ビュー・
サイトへのプライベート・データベース・リン
クがある場合は、このデータベース・リンクが
マスター・サイトまたはマスター・マテリアラ
イズド・ビュー・サイトのマスターの所有者に
接続します。それ以外の場合は、データベー
ス・リンク経由の接続に関する通常の規則が適
用されます。
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マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセット化マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセット化マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセット化マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセット化
マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューのデータのサブセットをマテリアラ
イズド・ビューに反映させる場合があります。行のサブセット化を使用すると、マスターか
らマテリアライズド・ビューで必要な行のみを含めることができます。これには WHERE句
を使用します。列のサブセット化を使用すると、マスターからマテリアライズド・ビューで
必要な列のみを含めることができます。これを行うには、マテリアライズド・ビューの作成
中に、SELECT文に該当する列を指定します。配置テンプレートを使用してマテリアライズ
ド・ビューを作成する場合は、更新可能マテリアライズド・ビューに対して列のサブセット
を定義できます。 

データのサブセット化の使用目的には、次のようなものがあります。

� ネットワークの通信量の軽減ネットワークの通信量の軽減ネットワークの通信量の軽減ネットワークの通信量の軽減 : 列のサブセットを含むマテリアライズド・ビューでは、
マテリアライズド・ビューの定義問合せの WHERE句を満たす変更のみがマテリアライ
ズド・ビュー・サイトに伝播されます。このため、転送データ量が減少し、ネットワー
ク通信量が軽減されます。

� 機密データの保護機密データの保護機密データの保護機密データの保護 : マテリアライズド・ビューの定義問合せを満たすデータ以外は表示
できません。

� リソース要件の削減リソース要件の削減リソース要件の削減リソース要件の削減 : マテリアライズド・ビューがラップトップに格納される場合は、
一般にハード・ディスクは会社のサーバーよりもはるかに小さくなります。サブセット
化したマテリアライズド・ビューにより、使用する記憶領域をかなり小さくすることが
できます。

� リフレッシュ時間の短縮リフレッシュ時間の短縮リフレッシュ時間の短縮リフレッシュ時間の短縮 : マテリアライズド・ビュー・サイトに伝播されるデータが少
なくなるため、リフレッシュ処理が高速になります。これは、ラップトップからダイア
ルアップ接続を使用してマテリアライズド・ビューをリフレッシュする必要のあるユー
ザーにとって不可欠です。

たとえば、次の文では、oe.orders@orc1.worldマスター表に基づいたマテリアライズ
ド・ビューが作成され、sales_rep_id番号が 173の営業担当員の行のみが含まれます。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.orders REFRESH FAST AS
 SELECT * FROM oe.orders@orc1.world
 WHERE sales_rep_id = 173;

受注表で sales_rep_id番号が 173以外の行は、このマテリアライズド・ビューからは除
外されます。

注意注意注意注意 : 以降の項では、副問合せを使用した行のサブセット化について説
明します。 列のサブセット化の詳細は、4-21 ページの「配置テンプレート
を使用した列のサブセット化」を参照してください。
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副問合せを使用するマテリアライズド・ビュー副問合せを使用するマテリアライズド・ビュー副問合せを使用するマテリアライズド・ビュー副問合せを使用するマテリアライズド・ビュー
前述の例は、他のマテリアライズド・ビューへの参照制約がない個別のマテリアライズド・
ビューでは非常にうまく機能します。しかし、複数の表の情報に基づいたデータをレプリ
ケートする場合は、これらのマテリアライズド・ビューのメンテナンスと定義が難しくなり
ます。次の項では、副問合せが役立つ場合の例を示します。

多対多対多対多対 1 副問合せ副問合せ副問合せ副問合せ  oeスキーマに customers表と orders表が含まれている場合に、
orders表と customers表の両方のデータに基づいた orders表のマテリアライズド・
ビューを作成するとします。 たとえば、営業担当員が、信用限度額が 10,000 ドルを超える顧
客の注文をすべて調べる必要があるとすると、ordersマテリアライズド・ビューを作成す
る CREATE MATERIALIZED VIEW文には、多対 1 関係の副問合せが含まれます。これは、そ
れぞれの顧客が多数の注文をしている可能性があるためです。 

図 3-3 では、customers表と orders表は customer_id列を介して関係していることが
示されています。営業担当員の目的は、次の文で達成されます。つまり、次の文では、信用
限度額が 10,000 ドルより大きい顧客の注文が含まれたマテリアライズド・ビューが作成され
ます。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.orders REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.orders@orc1.world o
  WHERE EXISTS
    (SELECT * FROM oe.customers@orc1.world c
     WHERE o.customer_id = c.customer_id AND c.credit_limit > 10000);

注意注意注意注意 : この oe.ordersマテリアライズド・ビューを作成するには、マ
スターのマテリアライズド・ビュー・ログに credit_limitをロギング
する必要があります。 詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・
ビュー・ログへの列のロギング」を参照してください。
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マテリアライズド・ビューの概要
図図図図 3-3 多対多対多対多対 1 副問合せを使用した行のサブセット化副問合せを使用した行のサブセット化副問合せを使用した行のサブセット化副問合せを使用した行のサブセット化

この文により作成されるマテリアライズド・ビューは、高速リフレッシュが可能で更新も可
能です。 信用限度額が 10,000 ドルを超える新規顧客が発生した場合は、後続のリフレッシュ
処理中に新規データがこのマテリアライズド・ビュー・サイトに伝播されます。 同様に、顧
客の信用限度額が 10,000 ドル以下になった場合は、後続のリフレッシュ処理中に、その顧客
のデータがこのマテリアライズド・ビューから削除されます。

1 対多副問合せ対多副問合せ対多副問合せ対多副問合せ  oeスキーマに customers表と orders表が含まれている場合に、
customers表と orders表の両方のデータに基づいた customers表のマテリアライズ
ド・ビューを作成するとします。たとえば、営業担当員が、受注合計額が 20,000 ドル以上の
全顧客を調べる必要があるとすると、最も効率的な方法は、定義問合せに 1 対多副問合せを
指定したマテリアライズド・ビューを作成することです。 

customers表に対する CREATE MATERIALIZED VIEW文の定義問合せには、1 対多関係を
持つ副問合せが含まれます。つまり、それぞれの顧客が多数の注文をしている可能性があり
ます。

図 3-4 では、orders表と customers表は customer_id列を介して関係していることが
示されています。営業担当員の目的は、次の文で達成されます。つまり、次の文では、受注
合計額が 20,000 ドルより大きい全顧客が含まれたマテリアライズド・ビューが作成されま
す。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.customers REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.customers@orc1.world c
  WHERE EXISTS
    (SELECT * FROM oe.orders@orc1.world o
     WHERE c.customer_id = o.customer_id AND o.order_total > 20000);

ordersマスター表�

order_id customer_id . . .

.

.

.

.

.

.
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.

主キー�
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customer_id credit_limit . . .

.

.

.

.
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.
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.
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マテリアライズド・ビューの概要
図図図図 3-4 1 対多副問合せを使用した行のサブセット化対多副問合せを使用した行のサブセット化対多副問合せを使用した行のサブセット化対多副問合せを使用した行のサブセット化

この文により作成されるマテリアライズド・ビューは、高速リフレッシュが可能で、更新も
可能です。 受注合計額が 20,000 ドルを超える新規顧客が発生した場合は、後続のリフレッ
シュ処理中に新規データがこのマテリアライズド・ビュー・サイトに伝播されます。 同様に、
20,000 ドルを超える受注合計額に含まれている注文を顧客が取り消して、受注合計額が
20,000 ドルより低くなった場合は、後続のリフレッシュ処理中に、その顧客のデータがこの
マテリアライズド・ビューから削除されます。

注意注意注意注意 : この oe.customersマテリアライズド・ビューを作成するには、
orders表のマテリアライズド・ビュー・ログに customer_idと
order_totalをロギングする必要があります。 詳細は、6-16 ページの

「マテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギング」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : リリース 1（9.0.1）より前の Oracle では、1 対多の副問合せを使
用するマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュがサポートされてい
ないため、このマテリアライズド・ビュー・サイトの互換性のレベルはリ
リース 9.0.1 以上である必要があります。 互換性のレベルは、COMPATIBLE
初期化パラメータによって制御されます。
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多対多副問合せ多対多副問合せ多対多副問合せ多対多副問合せ  oeスキーマに order_items表と inventories表が含まれている場合
に、inventories表と order_items表の両方のデータに基づいた inventories表のマ
テリアライズド・ビューを作成するとします。たとえば、営業担当員が、現在のインベント
リ数が 1 以上の各製品で、製品の product_idが order_items表に含まれている全製品
のインベントリを調べる必要があるとします。つまり、営業担当員は、顧客が注文した全製
品について、インベントリが 1 以上の製品を調べる必要があります。ここで、インベントリ
とは、特定の倉庫にある製品の数です。このため、特定の製品は多数の受注項目と多数のイ
ンベントリに含まれる可能性があります。

この営業担当員の目的を達成するには、order_items表と inventories表との間の多対
多関係に対する副問合せを使用したマテリアライズド・ビューを作成します。 

inventoriesマテリアライズド・ビューを作成する場合は、order_items表に含まれて
いる製品に関して、現在の数量が 1 以上のインベントリを取り出します。図 3-5 では、
inventories表と order_items表は product_id列を介して関係していることが示さ
れています。次の文によりこのマテリアライズド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.inventories REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.inventories@orc1.world i
  WHERE i.quantity_on_hand > 0 AND EXISTS
    (SELECT * FROM oe.order_items@orc1.world o
     WHERE i.product_id = o.product_id);

注意注意注意注意 : この oe.inventoriesマテリアライズド・ビューを作成するに
は、マスターのマテリアライズド・ビュー・ログに order_items表の
product_id列をロギングする必要があります。 詳細は、6-16 ページの

「マテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギング」を参照してくださ
い。
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図図図図 3-5 多対多副問合せを使用した行のサブセット化多対多副問合せを使用した行のサブセット化多対多副問合せを使用した行のサブセット化多対多副問合せを使用した行のサブセット化

この文により作成されるマテリアライズド・ビューは、高速リフレッシュが可能で、更新も
可能です。製品に対して 1 以上のインベントリが order_items表で見つかった場合は、後
続のリフレッシュ処理中に新規データがこのマテリアライズド・ビュー・サイトに伝播され
ます。同様に、顧客が製品の注文を取り消して、その製品に対する他の注文が order_
items表にない場合は、後続のリフレッシュ処理中に、その製品のインベントリがこのマテ
リアライズド・ビューから削除されます。

注意注意注意注意 : リリース 1（9.0.1）より前の Oracle では、多対多の副問合せを使
用するマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュがサポートされてい
ないため、このマテリアライズド・ビュー・サイトの互換性のレベルはリ
リース 9.0.1 以上である必要があります。 互換性のレベルは、COMPATIBLE
初期化パラメータによって制御されます。
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マテリアライズド・ビューの概要
副問合せを使用するマテリアライズド・ビューでの制限事項副問合せを使用するマテリアライズド・ビューでの制限事項副問合せを使用するマテリアライズド・ビューでの制限事項副問合せを使用するマテリアライズド・ビューでの制限事項
副問合せを使用するマテリアライズド・ビューの定義問合せには、マテリアライズド・
ビューの高速リフレッシュ機能を保つためのいくつかの制限事項があります。 

副問合せを使用する高速リフレッシュ・マテリアライズド・ビューの制限事項は、次のとお
りです。

� マテリアライズド・ビューは、主キー・マテリアライズド・ビューである必要がありま
す。 

� マスターのマテリアライズド・ビュー・ログに、副問合せで参照されている列が含まれ
ている必要があります。 含める列の詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・
ビュー・ログへの列のロギング」を参照してください。 

� 副問合せが多対多または 1 対多の場合は、主キーの一部ではない結合列をマスターのマ
テリアライズド・ビュー・ログに含める必要があります。この制限は、多対 1 の副問合
せには適用されません。

� 副問合せは、肯定副問合せであることが必要です。たとえば、EXISTSは使用できます
が、NOT EXISTSは使用できません。

� 副問合せは、EXISTSを使用して各ネスト・レベルを接続する必要があります（INは使
用できません）。

� 各表は 1 つの EXISTS式にのみ含められます。 

� 結合式では、完全一致または等価比較（等価結合）を使用する必要があります。 

� 各表は副問合せ内で 1 回のみ結合できます。 

� 各ネスト・レベルの各表に、主キーが存在している必要があります。

� 各ネスト・レベルでは、上位のレベルの表のみを参照できます。

� 副問合せには AND演算子を含められますが、各 OR演算子は 1 行に含まれている列のみを
参照できます。1 つの副問合せ内の複数の OR演算子は、AND演算子を使用して接続で
きます。 

� 副問合せ内で参照されている表はすべて、同一のマスター・サイトまたはマスター・マ
テリアライズド・ビュー・サイト内にある必要があります。 

注意注意注意注意 : CREATE MATERIALIZED VIEW文に ON PREBUILT TABLE句およ
び副問合せが含まれている場合、この副問合せは多対多として扱われま
す。したがって、この場合は、結合列をマテリアライズド・ビュー・ログ
に記録する必要があります。 CREATE MATERIALIZED VIEW文の ON 
PREBUILT TABLE句の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照して
ください。
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マテリアライズド・ビューの概要
マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ機能に関する判断マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ機能に関する判断マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ機能に関する判断マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ機能に関する判断
マテリアライズド・ビューの副問合せが前述の制限事項を満たすかどうかを判断するには、
高速リフレッシュを指定してマテリアライズド・ビューを作成します。副問合せマテリアラ
イズド・ビューに関する制限事項に違反している場合は、エラーが戻されます。強制リフ
レッシュを指定した場合、Oracle では高速リフレッシュが実行できなければ完全リフレッ
シュが自動的に実行されるため、エラーは戻されません。

また、DBMS_MVIEWパッケージ内の EXPLAIN_MVIEWプロシージャを使用して、既存のマ
テリアライズド・ビュー、あるいはまだ作成されていないマテリアライズド・ビューに関し
て次の情報を判断できます。

� マテリアライズド・ビューの機能

� 各機能を使用できるかどうか

� 機能を使用できない理由（機能を使用できない場合）

この情報は、VARRAY または MV_CAPABILITIES_TABLEに格納できます。この表に情報
を格納する場合は、EXPLAIN_MVIEWプロシージャを実行する前に、$ORACLE_
HOME/rdbms/adminディレクトリにある utlxmv.sqlスクリプトを実行してこの表を作
成する必要があります。

たとえば、oe.ordersマテリアライズド・ビューの機能を判断するには、次のように入力
します。

EXECUTE DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW ('oe.orders');

または、マテリアライズド・ビューがまだ作成されていない場合は、その作成に使用する問
合せを指定できます。

BEGIN
  DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW ('SELECT * FROM oe.orders@orc1.world o
    WHERE EXISTS (SELECT * FROM oe.customers@orc1.world c
    WHERE o.customer_id = c.customer_id AND c.credit_limit > 500)');
END;
/

MV_CAPABILITIES_TABLEを問い合せて結果を表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 主キー・マテリアライズド・ビューの詳細は、3-7 ページの
「主キー・マテリアライズド・ビュー」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : EXPLAIN_MVIEWプロシージャの詳細は、『Oracle9i データ・
ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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マテリアライズド・ビューの概要
多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー
他のマテリアライズド・ビューに基づいたマテリアライズド・ビューを作成する機能によ
り、多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビューを作成できます。他のマテリアライズド・ビューに基
づいたマテリアライズド・ビューは、読取り専用または更新可能です。図 3-6 の矢印は、
データベース・リンクを表します。

図図図図 3-6 多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー多重化マテリアライズド・ビュー

多重化マテリアライズド・ビューを使用する場合、マスター表に基づいたマテリアライズ
ド・ビューはレベル 1 のマテリアライズド・ビューと呼ばれます。次に、レベル 1 のマテリ
アライズド・ビューに基づいたマテリアライズド・ビューは、レベル 2 のマテリアライズ
ド・ビューと呼ばれます。その次はレベル 3 というようになります。図 3-7 は、これらのレ
ベルを示します。

orc1.world orc2.world

mv1.worldmv2.world orc3.world

マテリア�
ライズド・�
ビュー・�
サイト�

マテリア�
ライズド・�
ビュー・�
サイト�

マスター・�
サイト�
�

マスター・�
サイト�
�

マスター・�
サイト�
�

3-26　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



マテリアライズド・ビューの概要
図図図図 3-7 マテリアライズド・ビューのレベルマテリアライズド・ビューのレベルマテリアライズド・ビューのレベルマテリアライズド・ビューのレベル

他のマテリアライズド・ビューのマスターとして機能するマテリアライズド・ビューは、ママママ
スター・マテリアライズド・ビュースター・マテリアライズド・ビュースター・マテリアライズド・ビュースター・マテリアライズド・ビューと呼ばれます。どのレベルのマテリアライズド・ビュー
でもマスター・マテリアライズド・ビューにできます。図 3-7 に示したように、マスター・
マテリアライズド・ビューに基づいたマテリアライズド・ビューは複数あります。図 3-7 で
は、レベル 2 の 2 つのマテリアライズド・ビューがレベル 1 の 1 つのマテリアライズド・
ビューに基づいています。図 3-8 は、レベル 1（orders_1）とレベル 2（orders_2）にあ
るマスター・マテリアライズド・ビューを示します。 
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マテリアライズド・ビューの概要
図図図図 3-8 マスター・マテリアライズド・ビューマスター・マテリアライズド・ビューマスター・マテリアライズド・ビューマスター・マテリアライズド・ビュー
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マテリアライズド・ビューの概要
レベル 1 のマテリアライズド・ビュー orders_1のマスターは、マスター・サイトにあるマ
スター表 ordersですが、レベル 2 から開始すると、各マテリアライズド・ビューにはその
上のレベルにマスター・マテリアライズド・ビューがあります。たとえば、レベル 2 のマテ
リアライズド・ビュー orders_2のマスターは、レベル 1 のマテリアライズド・ビュー
orders_1です。 

マスター・マテリアライズド・ビューは、マスター・サイトのマスター表と同じように機能
します。つまり、レベル 2 のマテリアライズド・ビューからレベル 1 のマテリアライズド・
ビューにプッシュされる変更は、レベル 1 のマテリアライズド・ビューからマスター表に
プッシュされる変更とまったく同じ方法で処理されます。

マスター・マテリアライズド・ビュー・サイトには受信者を登録する必要があります。受信
者は、マスター・マテリアライズド・ビューに基づいた多重化マテリアライズド・ビュー・
サイトのプロパゲータから遅延トランザクションを受信し、それを適用する必要がありま
す。

多重化マテリアライズド・ビューを使用すると、レプリケーション環境を柔軟に設計できま
す。マテリアライズド・ビュー・サイトによっては、マスター表のデータをすべてレプリ
ケートする必要のないサイトもあり、実際、このようなサイトにはすべてのデータを格納す
る記憶域容量がない場合があります。さらに、レプリケートするデータが少ないことによ
り、ネットワーク上のアクティビティも減少します。

多重化マテリアライズド・ビューは、3 レベル以上の構造を持つ組織や、ネットワーク・リ
ソースの制約がある組織に理想的です。たとえば、統合本社、各国本社、各国支店を持つ会
社があるとします。この会社では、各国本社レベルと支店レベルにデータをレプリケートす
るコンピュータが多数あります。この場合、レプリケーション環境は、統合本社にマス
ター・サイトを、各国本社レベルにマテリアライズド・ビューを配置して構成できます。各
国本社レベルのマテリアライズド・ビューは、それぞれの国にあてはまるデータ・サブセッ
トのみをマスター表からレプリケートします。ここで多重化マテリアライズド・ビューを使
用すると、各国本社レベルのマテリアライズド・ビューに基づいて支店レベルのマテリアラ
イズド・ビューを配置できます。支店レベルのマテリアライズド・ビューには、レベル 1 の
マテリアライズド・ビューからのデータで、ローカルな顧客にあてはまるデータ・サブセッ
トのみが含まれます。 

多重化マテリアライズド・ビューの使用例多重化マテリアライズド・ビューの使用例多重化マテリアライズド・ビューの使用例多重化マテリアライズド・ビューの使用例
全社員の情報を本社（米国）でメンテナンスする多国籍企業があったとします。この会社で
は、hrスキーマ内の表を使用して社員情報をメンテナンスします。この会社には 14 か国に
本店がそれぞれ 1 つと、その 14 か国の主要都市に地区オフィスが多数あります。 

たとえば、英国全体で本店が 1 つありますが、ロンドンにもオフィスが 1 つあります。英国
本店では英国全土の全社員の情報をメンテナンスし、ロンドン・オフィスではこのオフィス
の社員のみの社員情報をメンテナンスします。この例では、hr.employeesマスター表が
米国の本社にあり、各地区オフィスには必要な社員情報のみを含む hr.employeesマテリ
アライズド・ビューがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-19 ページ「受信者」
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マテリアライズド・ビューの概要
次の文では、英国本店の hr.employeesマテリアライズド・ビューを作成します。この文
は、本社のデータベース内のマスター表 orc1.worldに問い合せます。この文では、
country_idが UKの社員のみがマテリアライズド・ビューに含まれるように、副問合せを
使用しています。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.employees REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM hr.employees@orc1.world e
    WHERE EXISTS
      (SELECT * FROM hr.departments@orc1.world d
       WHERE e.department_id = d.department_id
       AND EXISTS
         (SELECT * FROM hr.locations@orc1.world l
          WHERE l.country_id = 'UK'
          AND d.location_id = l.location_id));

次の文では、英国本店のレベル 1 のマテリアライズド・ビューに基づいてロンドン・オフィ
スの hr.employeesマテリアライズド・ビューを作成します。この文は、英国本店のデー
タベースにあるマテリアライズド・ビュー reg_uk.worldに問い合せます。この文では、
city_idが Londonの社員のみがマテリアライズド・ビューに含まれるように、副問合せ
を使用しています。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.employees REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM hr.employees@reg_uk.world e
    WHERE EXISTS
      (SELECT * FROM hr.departments@reg_uk.world d
       WHERE e.department_id = d.department_id
       AND EXISTS
         (SELECT * FROM hr.locations@reg_uk.world l
          WHERE l.city = 'London'
          AND d.location_id = l.location_id));

注意注意注意注意 : この hr.employeesマテリアライズド・ビューを作成するには、
次の列をロギングする必要があります。

� department_id列を、orc1.worldにある hr.employeesマス
ター表のマテリアライズド・ビュー・ログにロギングする必要があり
ます。

� country_id列を、orc1.worldにある hr.locationsマスター表
のマテリアライズド・ビュー・ログにロギングする必要があります。 

詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギン
グ」を参照してください。
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マテリアライズド・ビューの概要
多重化マテリアライズド・ビューの使用上の制限事項多重化マテリアライズド・ビューの使用上の制限事項多重化マテリアライズド・ビューの使用上の制限事項多重化マテリアライズド・ビューの使用上の制限事項
マスター・マテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビューに基づいたマテリア
ライズド・ビューには、次の制限事項があります。

� どちらも主キー・マテリアライズド・ビューである必要があります。

� どちらもリリース 9.0.1 以上の互換性のレベルのデータベースに入れる必要があります。

多重化マテリアライズド・ビューに対するその他の制限事項多重化マテリアライズド・ビューに対するその他の制限事項多重化マテリアライズド・ビューに対するその他の制限事項多重化マテリアライズド・ビューに対するその他の制限事項  次のタイプのマテリアライズ
ド・ビューは、更新可能マテリアライズド・ビューのマスターとしては指定できません。 

� ROWIDマテリアライズド・ビュー 

� 複合マテリアライズド・ビュー

� 読取り専用マテリアライズド・ビュー

ただし、これらのマテリアライズド・ビューは、読取り専用マテリアライズド・ビューのマ
スターとして指定できます。

マテリアライズド・ビューに基づいた更新可能マテリアライズド・ビューに対するその他のマテリアライズド・ビューに基づいた更新可能マテリアライズド・ビューに対するその他のマテリアライズド・ビューに基づいた更新可能マテリアライズド・ビューに対するその他のマテリアライズド・ビューに基づいた更新可能マテリアライズド・ビューに対するその他の
制限事項制限事項制限事項制限事項  マテリアライズド・ビューに基づいた更新可能マテリアライズド・ビューには、
次の制限事項があります。 

� マスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビュー・グループ
と同じ名前のマテリアライズド・ビュー・グループに属する必要があります。

� マスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビュー・グループ
とは別のデータベースに入れる必要があります。

注意注意注意注意 : この hr.employeesマテリアライズド・ビューを作成するには、
次の列をロギングする必要があります。

� department_id列を、reg_uk.worldにある hr.employeesマス
ター表のマテリアライズド・ビュー・ログにロギングする必要があり
ます。

� country_id列を、reg_uk.worldにある hr.locationsマスター
表のマテリアライズド・ビュー・ログにロギングする必要がありま
す。 

詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギン
グ」を参照してください。

注意注意注意注意 : COMPATIBLE初期化パラメータにより、データベースの互換性の
レベルを制御されます。
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マテリアライズド・ビューの概要
� 読取り専用マテリアライズド・ビューではなく、別の更新可能マテリアライズド・
ビュー（複数も可）に基づいている必要があります。

� マスター・マテリアライズド・ビュー・サイトの PUBLICにより所有されるマテリアラ
イズド・ビュー・グループ内のマテリアライズド・ビューに基づいている必要がありま
す。 

ユーザー定義型を含むマテリアライズド・ビューユーザー定義型を含むマテリアライズド・ビューユーザー定義型を含むマテリアライズド・ビューユーザー定義型を含むマテリアライズド・ビュー
Oracle のオブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型はユーザー定義データ型で、これを使用すると現実の複雑なエン
ティティ（顧客や注文など）をデータベース内に単一エンティティ（オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト）として
モデル化できます。オブジェクト型は、CREATE TYPE ...AS OBJECT文を使用して作成し
ます。オブジェクト型とオブジェクトは、レプリケーション環境のマスター・サイトとマテ
リアライズド・ビュー・サイト間でレプリケートできます。 

表の 1 列を占有する Oracle オブジェクトを、列オブジェクト列オブジェクト列オブジェクト列オブジェクトと呼びます。 一般に、列オブ
ジェクトが含まれている表にはその他の列も含まれており、このような列のデータ型は組込
みデータ型（VARCHAR2や NUMBERなど）の場合があります。オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表とは、各行が
オブジェクトを表す特殊な表です。オブジェクト表の各行は行オブジェクト行オブジェクト行オブジェクト行オブジェクトです。

コレクションコレクションコレクションコレクションをレプリケートすることもできます。コレクションとは、VARRAYデータ型お
よびネストした表のデータ型に基づいたユーザー定義データ型です。VARRAY は CREATE 
TYPE ...AS VARRAY文を、ネストした表は CREATE TYPE ...AS TABLE文を使用して作成
します。

注意注意注意注意 :

� ユーザー定義型とユーザー定義型に基づいたオブジェクトをレプリ
ケートするには、マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サ
イトの互換性のレベルが、どちらもリリース 9.0.1 以上である必要が
あります。 互換性のレベルは、COMPATIBLE初期化パラメータによっ
て制御されます。

� ON COMMIT オプションが指定されたマテリアライズド・ビューを、
ユーザー定義型のマスターに基づいて作成することはできません。
ON COMMIT オプションが指定されたマテリアライズド・ビューと
は、CREATE MATERIALIZED VIEW文で ON COMMIT REFRESH句を使
用して作成するマテリアライズド・ビューです。

� Advanced Replication では、型の継承をサポートしていません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ユーザー定義型、Oracle オブジェクトおよびコレクションの
詳細は、『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - オブジェクト・リレー
ショナル機能 』を参照してください。 この項では、このマニュアルに記載
されている基本的な情報を理解していることを前提としています。
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マテリアライズド・ビューの概要
レプリケーション・サイトでの型の一致レプリケーション・サイトでの型の一致レプリケーション・サイトでの型の一致レプリケーション・サイトでの型の一致
ユーザー定義型には、オブジェクト、ネストした表、VARRAYおよび索引タイプなど、
CREATE TYPE文で作成された型がすべて含まれます。ユーザー定義型に基づいたスキーマ・
オブジェクトをレプリケートするには、全レプリケーション・サイトに同一のユーザー定義
型自体が存在する必要があります。さらに、ユーザー定義型が使用されるレプリケーショ
ン・グループにユーザー定義型を追加することをお薦めします。ただし、これは必須ではあ
りません。 

ユーザー定義型とそれに基づいたスキーマ・オブジェクトをレプリケートする場合は、次の
条件が適用されます。

� マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトでレプリケートされるユーザー
定義型は、これらの型に依存するマテリアライズド・ビューを作成する前にマテリアラ
イズド・ビュー・サイトで作成する必要があります。

� ユーザー定義型を持つマテリアライズド・ビューを作成するには、マテリアライズド・
ビューの基になるマスターがすべて同一マスター・サイト上にある必要があります。

� ユーザー定義型は全レプリケーション・サイトで同一にする必要があります。

– レプリケートされる各ユーザー定義型について、オブジェクト識別子（OID）、ス
キーマ所有者および型の名前を全レプリケーション・サイトで同一にする必要があ
ります。

– ユーザー定義型がオブジェクト型の場合は、全レプリケーション・サイトで、オブ
ジェクト型の属性の順序とデータ型が一致する必要があります。 属性の順序とデー
タ型は、オブジェクト型を作成するときに設定します。たとえば、次のようなオブ
ジェクト型の場合を考えます。

CREATE TYPE cust_address_typ AS OBJECT
     (street_address     VARCHAR2(40), 
      postal_code        VARCHAR2(10), 
      city               VARCHAR2(30), 
      state_province     VARCHAR2(10), 
      country_id         CHAR(2));
/

全レプリケーション・サイトで、street_addressはこの型の最初の属性で
VARCHAR2(40)、postal_codeは 2 番目の属性で VARCHAR2(10)、cityは 3 番
目の属性で VARCHAR2(30)、というようになっている必要があります。

– 全レプリケーション・サイトで、ユーザー定義型のハッシュコードが一致する必要
があります。Oracle では、ユーザー定義型が検査され、ハッシュコードが割り当て
られます。この検査では、型の属性、属性の順序および型の名前が調べられます。
複数の型についてこれらの項目がすべて同じである場合、型のハッシュコードは同
じです。型のハッシュコードは、DBA_TYPE_VERSIONSデータ・ディクショナリ・
ビューを問い合せて表示できます。
マテリアライズド・ビューの概要とアーキテクチャ 3-33



マテリアライズド・ビューの概要
全レプリケーション・サイトでユーザー定義型を同一にするには、次のいずれかの方法でマ
テリアライズド・ビュー・サイトにユーザー定義型を作成する必要があります。

� レプリケーション・マネージメント API の使用

� CREATE TYPE 文の使用

レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API の使用の使用の使用の使用  マテリアライズド・ビュー・サイトでユー
ザー定義型を含むレプリケート・オブジェクトを作成、変更または削除する場合は、レプリ
ケーション・マネージメント API の使用をお薦めします。レプリケーション・マネージメン
ト API を使用しない場合、レプリケーション・エラーが発生することがあります。

マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトで同一のユーザー定義型を作成する
には、DBMS_REPCATパッケージ内の CREATE_MVIEW_REPOBJECTプロシージャを使用し
ます。このプロシージャは型を作成してマテリアライズド・ビュー・グループに追加しま
す。マテリアライズド・ビュー・サイトからユーザー定義型を削除するには、DBMS_
REPCATパッケージ内の DROP_MVIEW_REPOBJECTプロシージャを使用します。

CREATE TYPE 文の使用文の使用文の使用文の使用  型を作成するには、マテリアライズド・ビュー・サイトで CREATE 
TYPE文を使用できます。型を使用する読取り専用マテリアライズド・ビューを作成し、こ
の読取り専用マテリアライズド・ビューをマテリアライズド・ビュー・グループに追加しな
い場合は、この方法が必要になることがあります。

この方法を選択する場合は、次のことを確認する必要があります。

� マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイトで型が同一スキーマ内にあるこ
と。

� マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイトで型の属性および順序が同一で
あること。

� マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイトで属性の型が同一のデータ型で
あること。

� マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイトで型のオブジェクト識別子が同
一であること。

型のオブジェクト識別子は、DBA_TYPESデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せると
検出できます。たとえば、cust_address_typのオブジェクト識別子（OID）を検出する
には、次の問合せを入力します。

SELECT TYPE_OID FROM DBA_TYPES WHERE TYPE_NAME = 'CUST_ADDRESS_TYP';

TYPE_OID
--------------------------------
6F9BC33653681B7CE03400400B40A607

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』
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マテリアライズド・ビューの概要
これで、マスター・サイトでの型の OID が認識できたため、次の手順を実行して、マテリ
アライズド・ビュー・サイトでこの型を作成します。

1. マスター・サイトでこの型を所有するユーザーとして、マテリアライズド・ビュー・サ
イトにログインします。マテリアライズド・ビュー・サイトにこのユーザーがない場合
はユーザーを作成します。

2. CREATE TYPE文を発行し、OID を指定します。

CREATE TYPE oe.cust_address_typ OID '6F9BC33653681B7CE03400400B40A607' 
     AS OBJECT (
     street_address     VARCHAR2(40), 
     postal_code        VARCHAR2(10), 
     city               VARCHAR2(30), 
     state_province     VARCHAR2(10), 
     country_id         CHAR(2));
/

これで、マテリアライズド・ビュー・サイトでこの型を使用できます。

列オブジェクトを使用したマスターの列のサブセット化列オブジェクトを使用したマスターの列のサブセット化列オブジェクトを使用したマスターの列のサブセット化列オブジェクトを使用したマスターの列のサブセット化
読取り専用マテリアライズド・ビューでは、その他の属性はレプリケートせずに列オブジェ
クトの特定の属性のみをレプリケートできます。たとえば、前述の cust_address_typ
ユーザー定義データ型を使用して、customersマスター表がマスター・サイト
orc1.worldに作成されているとします。

CREATE TABLE oe.customers (
      customer_id        NUMBER(6), 
      cust_first_name    VARCHAR2(20), 
      cust_last_name     VARCHAR2(20),
      cust_address       cust_address_typ);

次の読取り専用マテリアライズド・ビューをリモート・マテリアライズド・ビュー・サイト
に作成できます。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.customers_mv1 AS
   SELECT customer_id, cust_last_name, c.cust_address.postal_code
   FROM oe.customers@orc1.world c;

ここでは、postal_code属性が cust_address列オブジェクト内に指定されています。

更新可能マテリアライズド・ビューでは列オブジェクト全体をレプリケートします。列オブ
ジェクトの属性を部分的にレプリケートすることはできません。次の文は cust_address
列オブジェクト全体を指定しているため有効です。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.customers_mv1 FOR UPDATE AS
   SELECT customer_id, cust_last_name, cust_address
   FROM oe.customers@orc1.world;
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マテリアライズド・ビューの概要
オブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビューオブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビューオブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビューオブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビューがオブジェクト表に基づいて OF type 句を使用して作成されてい
る場合、このマテリアライズド・ビューはオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューオブジェクト・マテリアライズド・ビューと呼ば
れます。オブジェクト・マテリアライズド・ビューは、オブジェクト表と同じ構造です。つ
まり、オブジェクト・マテリアライズド・ビューは行オブジェクトで構成されます。オブ
ジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビューが OF type 句を使用せずに作成されている
場合、このマテリアライズド・ビューは読取り専用で、オブジェクト・マテリアライズド・
ビューではありません。つまり、このようなマテリアライズド・ビューには、行オブジェク
トではなく通常の行が含まれています。

オブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビューを作成するには、マテリアライズド・
ビューが依存する型がマテリアライズド・ビュー・サイトに必要で、それぞれの型にはマス
ター・サイトと同じオブジェクト識別子が必要です。 

OF type 句を使用したオブジェクト・マテリアライズド・ビューの作成句を使用したオブジェクト・マテリアライズド・ビューの作成句を使用したオブジェクト・マテリアライズド・ビューの作成句を使用したオブジェクト・マテリアライズド・ビューの作成  必要な型をマテリア
ライズド・ビュー・サイトに作成した後、OF type 句を指定してオブジェクト・マテリアラ
イズド・ビューを作成できます。

たとえば、次の SQL 文で orc1.worldマスター・サイトに categories_tabオブジェク
ト表を作成するとします。

CREATE TYPE category_typ AS OBJECT
   (category_name           VARCHAR2(50), 
    category_description    VARCHAR2(1000), 
    category_id             NUMBER(2))
NOT FINAL;
/

CREATE TABLE categories_tab OF category_typ
    (category_id    PRIMARY KEY);

categories_tabマスター表に基づいて高速リフレッシュが可能なマテリアライズド・
ビューを作成するには、この表のマテリアライズド・ビュー・ログを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON categories_tab WITH OBJECT ID;

オブジェクト表に対するマテリアライズド・ビュー・ログを作成する場合には、WITH 
OBJECT ID句が必要です。

category_typタイプをマテリアライズド・ビュー・サイトに作成した後、次の SQL 文の
ように OF type 句を使用して、categories_tabオブジェクト表に基づいたオブジェクト・
マテリアライズド・ビューを作成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  配置テンプレートを使用した列のサブセット化の詳細は、
4-21 ページの「配置テンプレートを使用した列のサブセット化」を参照し
てください。列のサブセット化は、配置テンプレートを使用した場合にの
みサポートされます。
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CREATE MATERIALIZED VIEW categories_objmv OF category_typ 
   REFRESH FAST FOR UPDATE
   AS SELECT * FROM categories_tab@orc1.world;

ここで、type は category_typです。

オブジェクト表に基づいてオブジェクト表に基づいてオブジェクト表に基づいてオブジェクト表に基づいて OF type 句を使用せずに作成したマテリアライズド・ビュー句を使用せずに作成したマテリアライズド・ビュー句を使用せずに作成したマテリアライズド・ビュー句を使用せずに作成したマテリアライズド・ビュー  オブ
ジェクト表に基づいて OF type 句を使用せずにマテリアライズド・ビューを作成した場合、
このマテリアライズド・ビューは読取り専用となり、基になるオブジェクト表のオブジェク
ト・プロパティは失われます。つまり、作成された読取り専用マテリアライズド・ビューに
はマスターの列が 1 つ以上含まれますが、それぞれの行はリレーショナル表の行として機能
します。行は行オブジェクトではありません。

たとえば、次の SQL 文を使用して、categories_tabマスター表に基づいたマテリアライ
ズド・ビューを作成できます。

CREATE MATERIALIZED VIEW categories_relmv
   AS SELECT * FROM categories_tab@orc1.world;

この場合、categories_relmvマテリアライズド・ビューは読取り専用で、このマテリア
ライズド・ビューの行は、リレーショナル表の行と同じように機能します。

オブジェクト・マテリアライズド・ビューでのオブジェクト・マテリアライズド・ビューでのオブジェクト・マテリアライズド・ビューでのオブジェクト・マテリアライズド・ビューでの OID の保持の保持の保持の保持  オブジェクト・マテリアライズ
ド・ビューは、マスターのオブジェクト識別子（OID）指定を継承します。マスターに主
キー・ベースの OID がある場合、マテリアライズド・ビューの行オブジェクトの OID は主
キー・ベースになります。マスターにシステム生成された OID がある場合、マテリアライ
ズド・ビューの行オブジェクトの OID はシステム生成された OID です。また、オブジェク
ト・マテリアライズド・ビューの各行の OID は、マスター内の同じ行の OID と一致し、マ
テリアライズド・ビューのリフレッシュ中、OID は保持されます。この結果、オブジェクト
表の行に対する REFは、マテリアライズド・ビュー・サイトでも有効になります。

注意注意注意注意 : 型は、マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイトで
同一にする必要があります。 詳細は、3-33 ページの「レプリケーション・
サイトでの型の一致」を参照してください。
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コレクション列を含むマテリアライズド・ビューコレクション列を含むマテリアライズド・ビューコレクション列を含むマテリアライズド・ビューコレクション列を含むマテリアライズド・ビュー
コレクション列とは、VARRAY データ型およびネストした表のデータ型に基づいた列です。
Oracle ではコレクション列を含むマテリアライズド・ビューの作成をサポートしています。 

コレクション列がネストした表の場合は、マテリアライズド・ビューの作成中にオプション
として nested_table_storage_clause を指定できます。nested_table_storage_clause を使用すると、
ネストした表用の記憶表の名前をマテリアライズド・ビューに指定できます。たとえば、マ
スター・サイト orc1.worldにマスター表 people_reltabを作成し、この表にネストし
た表 phones_ntabが含まれているとします。

CREATE TYPE phone_typ AS OBJECT (
   location    VARCHAR2(15),
   num         VARCHAR2(14));
/

CREATE TYPE phone_ntabtyp AS TABLE OF phone_typ;
/

CREATE TABLE people_reltab (
   id               NUMBER(4) CONSTRAINT pk_people_reltab PRIMARY KEY,
   first_name       VARCHAR2(20),
   last_name        VARCHAR2(20),
   phones_ntab      phone_ntabtyp)
   NESTED TABLE phones_ntab STORE AS phone_store_ntab
   ((PRIMARY KEY (NESTED_TABLE_ID, location)));

この SQL 文の最後の行の PRIMARY KEY指定に注意してください。親表に基づいてマテリア
ライズド・ビューを作成する場合は、記憶表に主キーを指定する必要があります。この例で
は、記憶表は phone_store_ntabで、親表は people_reltabです。

高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューを作成する場合は、親表と記憶表の両方
にマテリアライズド・ビュー・ログを作成し、ネストした表の列を親表のマテリアライズ
ド・ビュー・ログのフィルタ列として指定します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON people_reltab;

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG ON people_reltab ADD(phones_ntab);

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON phone_store_ntab WITH PRIMARY KEY;

マテリアライズド・ビュー・サイトで必要な型を作成し、それぞれの型のオブジェクト識別
子がマスター・サイトのオブジェクト識別子と同じになるようにします。この後、people_
reltabに基づいてマテリアライズド・ビューを作成し、次の文を使用してその記憶表を指
定できます。

CREATE MATERIALIZED VIEW people_reltab_mv
   NESTED TABLE phones_ntab STORE AS phone_store_ntab_mv 
   REFRESH FAST AS SELECT * FROM people_reltab@orc1.world;
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この例では、nested_table_store_clause は前の例で「NESTED TABLE」で始まる行で、記憶表
の名前が phone_store_ntab_mvであることを指定します。nested_table_storage_clause は
オプションです。この句を指定しない場合、記憶表には自動的に名前が付けられます。記憶
表の名前を表示するには、DBA_NESTED_TABLESデータ・ディクショナリ・ビューを問い
合せます。

記憶表には次の特性があります。

� 個別のセカンダリ・マテリアライズド・ビューです。

� ネストした表を含むマテリアライズド・ビューをリフレッシュすると、自動的にリフ
レッシュされます。

� ネストした表を含むマテリアライズド・ビューを削除すると、自動的に削除されます。

� マスターの記憶表の主キー制約を継承します。

記憶表はマスターの記憶表の主キー制約を継承するため、STORE AS句には PRIMARY KEY
を指定しないでください。

マテリアライズド・ビュー内のネストした表の記憶表に対して次のアクションを直接実行す
ることはできません。

� 記憶表のリフレッシュ

� レプリケーション・グループへの記憶表の追加

� 記憶表の変更

� 記憶表の削除

� 記憶表に対するレプリケーション・サポートの生成

これらのアクションは、ネストした表を含むマテリアライズド・ビューに対する実行時に間
接的に発生します。さらに、記憶表内の列のサブセットはレプリケートできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  nested_table_storage_clause の詳細は、『Oracle9i SQL リファレ
ンス』を参照してください。CREATE TABLE文に詳しく説明されていま
す。
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コレクション列を含むマテリアライズド・ビューに関する制限事項コレクション列を含むマテリアライズド・ビューに関する制限事項コレクション列を含むマテリアライズド・ビューに関する制限事項コレクション列を含むマテリアライズド・ビューに関する制限事項  コレクション列を含む
マテリアライズド・ビューには、次の制限事項があります。

� コレクション列の行のサブセット化はできません。ただし、ネストした表の親表に対し
ては行のサブセット化を使用でき、その結果、マスター・マテリアライズド・ビューの
ネストした表がサブセット化されます。

� コレクション列の列のサブセット化はできません。

� ネストした表の記憶表には主キーが必要です。

� ネストした表の親表で高速リフレッシュ可能にするには、親表とネストした表の両方の
記憶表にマテリアライズド・ビュー・ログが必要です。

REF 列を含むマテリアライズド・ビュー列を含むマテリアライズド・ビュー列を含むマテリアライズド・ビュー列を含むマテリアライズド・ビュー
REF列を含むマテリアライズド・ビューを作成できます。REFとは Oracle の組込みデータ
型で、オブジェクト表内の行オブジェクトを指す論理的なポインタです。有効範囲付 REF
は、指定された表のみへの参照を含む REFで、有効範囲なし REFは、データベース内で対
応するオブジェクト型に基づいたすべてのオブジェクト表に対する参照を含められます。 有
効範囲付 REFは、有効範囲なし REFと比べて必要とする記憶領域が少なく、より効率的な
アクセスを提供します。

次の項からわかるように、マテリアライズド・ビューの作成中に REF列の有効範囲を変更し
て、マテリアライズド・ビュー・サイトのローカルなマテリアライズド・ビューまたは表を
指すように変更できます。REF列の有効範囲を変更しないと、リモートのマスターを指した
ままになります。有効範囲なし REF列は、常にマスターを指します。マテリアライズド・
ビューの REF列がリモート・マスターを指す場合、REFには参照先がないとみなされます。
SQL では、参照先がない REFを参照解除すると、NULLが返されます。また、PL/SQL では
UTL_OBJECTパッケージを使用した REFの参照解除のみがサポートされ、参照先がない
REFに対しては例外が発生します。

有効範囲付有効範囲付有効範囲付有効範囲付 REF 列列列列  有効範囲付 REF列を含むマスターに基づいてマテリアライズド・ビュー
を作成する場合は、REFの有効範囲をマテリアライズド・ビュー・サイトの別のオブジェク
ト表またはオブジェクト・マテリアライズド・ビューに変更できます。通常、REF列の有効
範囲は、元のリモート・オブジェクト表ではなくローカル・オブジェクト・マテリアライズ
ド・ビューに変更します。マテリアライズド・ビューの有効範囲を変更するには、CREATE 
MATERIALIZED VIEW文に SCOPE FOR句を使用するか、マテリアライズド・ビューを作成
した後で ALTER MATERIALIZED VIEW文を使用します。REF列の有効範囲を変更しないと、
マテリアライズド・ビューはマスターの REF列をそのまま保持します。
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たとえば、次の文を使用して orc1.worldマスター・サイトに customers_with_refマ
スター表を作成するとします。

-- Create the user-defined datatype cust_address_typ.
CREATE TYPE cust_address_typ AS OBJECT
   (street_address     VARCHAR2(40),
    postal_code        VARCHAR2(10),
    city               VARCHAR2(30),
    state_province     VARCHAR2(10),
    country_id         CHAR(2));
/

-- Create the object table cust_address_objtab.
CREATE TABLE cust_address_objtab OF cust_address_typ;

-- Create table with REF to cust_address_typ.
CREATE TABLE customers_with_ref (
     customer_id        NUMBER(6) PRIMARY KEY, 
     cust_first_name    VARCHAR2(20), 
     cust_last_name     VARCHAR2(20),
     cust_address       REF cust_address_typ SCOPE IS cust_address_objtab);

cust_address_typがマテリアライズド・ビューにあると仮定した場合、次の文を使用す
ると cust_address_objtab_mvオブジェクト・マテリアライズド・ビューを作成できま
す。

CREATE MATERIALIZED VIEW cust_address_objtab_mv OF cust_address_typ AS 
   SELECT * FROM oe.cust_address_objtab@orc1.world;

次に、次の文を使用して customers_with_refマスター表のマテリアライズド・ビューを
作成し、REFの有効範囲を cust_address_objtab_mvマテリアライズド・ビューに変更
できます。

CREATE MATERIALIZED VIEW customers_with_ref_mv
   (SCOPE FOR (cust_address) IS oe.cust_address_objtab_mv)
   AS SELECT * FROM oe.customers_with_ref@orc1.world;

マテリアライズド・ビューを作成するときに SCOPE FOR句を使用する場合は、SCOPE FOR
句に指定するマテリアライズド・ビューまたは表を先に作成する必要があります。そうしな
いと、マテリアライズド・ビューの作成中に SCOPE FOR句を指定できません。たとえば、
cust_address_objtab_mvマテリアライズド・ビューを作成する前に customers_
with_ref_mvを作成した場合は、customers_with_ref_mvマテリアライズド・ビュー
を作成するときに SCOPE FOR句を使用できません。この場合、REFはリモート・マス
ター・サイトのオブジェクト表を指すため、参照先がないとみなされます。

ただし、マテリアライズド・ビューを作成するときに SCOPE FOR句を使用しない場合でも、
SCOPE FOR句を指定するようにマテリアライズド・ビューを変更できます。たとえば、次の
文で customers_with_ref_mvマテリアライズド・ビューを変更できます。
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ALTER MATERIALIZED VIEW customers_with_ref_mv
   MODIFY SCOPE FOR (cust_address) IS oe.cust_address_objtab_mv;

有効範囲なし有効範囲なし有効範囲なし有効範囲なし REF 列列列列  有効範囲なし REF列を含むリモート・マスターに基づいてマテリアラ
イズド・ビューを作成した場合、マテリアライズド・ビューに REF列は作成されますが、
REFはリモート・データベースを指すため参照先がないとみなされます。

マテリアライズド・ビュー・ログへのマテリアライズド・ビュー・ログへのマテリアライズド・ビュー・ログへのマテリアライズド・ビュー・ログへの REF 列のロギング列のロギング列のロギング列のロギング  必要であれば、REF列をマテリア
ライズド・ビュー・ログにロギングできます。

WITH ROWID 句を使用して作成された句を使用して作成された句を使用して作成された句を使用して作成された REF  REF列に対して WITH ROWID句を指定すると、
REFで参照されているオブジェクトの行 ID がメンテナンスされます。REFに含まれている
行 ID を使用して、参照されているオブジェクトを直接検出できます。OID 索引から行 ID
をフェッチする必要はありません。したがって、WITH ROWID句は行 ID ヒントを指定する
ために使用します。WITH ROWID句は、有効範囲付 REFに対してはサポートされていませ
ん。

WITH ROWID句を使用して作成された REFをレプリケートすると、REFが最初に作成または
変更されたサイトを除き、各レプリケーション・サイトでは行 ID ヒントが正しくなくなり
ます。他のサイトでは REFに含まれている ROWID情報が無意味になります。行 ID ヒント
は自動的には修正されません。無効な行 ID ヒントは、パフォーマンス上の問題の原因にな
ります。 この場合は、ANALYZE文を使用して、行 ID ヒントが正しくないレプリケーショ
ン・サイトで行 ID ヒントを修正する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログへ
の列のロギング」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ANALYZE文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス 』を参照
してください。
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マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトで
のマテリアライズド・ビューの登録のマテリアライズド・ビューの登録のマテリアライズド・ビューの登録のマテリアライズド・ビューの登録

マスター・サイトとマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでは、マテリアライズ
ド・ビューに関する情報がマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに基づい
て自動的に登録されます。次の項では、マテリアライズド・ビューの登録メカニズムについ
て説明します。

登録されたマテリアライズド・ビューに関する情報の表示登録されたマテリアライズド・ビューに関する情報の表示登録されたマテリアライズド・ビューに関する情報の表示登録されたマテリアライズド・ビューに関する情報の表示
レベル 1 のマテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・グループは、マス
ター・サイトに登録されます。レベル 2 以上の多重化マテリアライズド・ビューまたはマテ
リアライズド・ビュー・グループは、マスター・サイトではなくマスター・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトに登録されます。マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトで DBA_REGISTERED_MVIEWSデータ・ディクショナリ・ビューを問い
合せると、リモート・マテリアライズド・ビューに関する次の情報を表示できます。

� 所有者、名前およびマテリアライズド・ビューを含むデータベース

� マテリアライズド・ビューの定義問合せ

� マテリアライズド・ビューのその他の特性（リフレッシュ方式など）

さらに、マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトで DBA_
MVIEW_REFRESH_TIMESビューを問い合せると、各リモート・マテリアライズド・ビュー
の最新リフレッシュ時刻を取得できます。管理者は、この情報を使用してマテリアライズ
ド・ビューのアクティビティを監視し、マスター表またはマスター・マテリアライズド・
ビューの削除、変更または再配置が必要な場合にマテリアライズド・ビュー・サイトへの変
更を調整できます。

内部メカニズム内部メカニズム内部メカニズム内部メカニズム
Oracle では、マテリアライズド・ビューが作成されると、それをマスター・サイトまたはマ
スター・マテリアライズド・ビュー・サイトに登録し、マテリアライズド・ビューが削除さ
れるとその登録を解除します。同じことがマテリアライズド・ビュー・グループにも当ては
まります。

マスター・マテリアライズド・ビューを削除した場合、これに基づいたマテリアライズド・
ビューは自動的には削除されません。これらのマテリアライズド・ビューは手動で削除する
必要があります。このようなマテリアライズド・ビューを削除せずに、すでに削除されてい
るマスター・マテリアライズド・ビューに対してそのマテリアライズド・ビューからリフ
レッシュしようとすると、エラーが戻されます。

たとえば、orders_lev1というマテリアライズド・ビューが oe.ordersマスター表に基
づいており、orders_lev2というマテリアライズド・ビューが orders_lev1に基づいて
いるとします。orders_lev1を削除しても、orders_lev2はそのまま残ります。ここで、
orders_lev2をリフレッシュしようとすると、orders_lev1はすでに存在しないため、
エラーが戻されます。
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マテリアライズド・ビューの手動による登録マテリアライズド・ビューの手動による登録マテリアライズド・ビューの手動による登録マテリアライズド・ビューの手動による登録
必要な場合は、登録を手動でメンテナンスできます。マテリアライズド・ビューの登録情報
を追加、変更または削除するには、DBMS_MVIEWパッケージにある REGISTER_MVIEWおよ
び UNREGISTER_MVIEWプロシージャを使用します。

マテリアライズド・ビューのアーキテクチャマテリアライズド・ビューのアーキテクチャマテリアライズド・ビューのアーキテクチャマテリアライズド・ビューのアーキテクチャ
図 3-9 は、マテリアライズド・ビューのレプリケーションに使用されるオブジェクトを示し
ます。これらのオブジェクトの一部はオプションで、作成したマテリアライズド・ビュー環
境のサポートに必要な場合にのみ使用します。たとえば、読取り専用マテリアライズド・
ビューがある場合は、マテリアライズド・ビュー・サイトには更新可能マテリアライズド・
ビュー・ログや内部トリガーはありません。また、高速リフレッシュができない複合マテリ
アライズド・ビューがある場合は、マスター・サイトにマテリアライズド・ビュー・ログが
ない可能性があります。

注意注意注意注意 : マテリアライズド・ビューを作成（または削除）するとき、この
マテリアライズド・ビューがマスター・サイトまたはマスター・マテリア
ライズド・ビュー・サイトに登録（または登録解除）されるとはかぎりま
せん。マテリアライズド・ビューを作成中に Oracle で正常に登録できな
い場合は、DBMS_MVIEWパッケージ内の REGISTER_MVIEWプロシージャ
を使用して手動で登録を完了する必要があります。マテリアライズド・
ビューを削除するときに Oracle で正常にその登録を解除できない場合は、
手動で登録を解除するまで、そのマテリアライズド・ビューの登録情報が
マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトに
残ります。複合マテリアライズド・ビューは登録されない場合がありま
す。

注意注意注意注意 : Oracle7 のマスター・サイトでは、マテリアライズド・ビューは登
録できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : REGISTER_MVIEWプロシージャおよび UNREGISTER_MVIEW
プロシージャの詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント 
API リファレンス』を参照してください。
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図図図図 3-9 マテリアライズド・ビューのレプリケーション・オブジェクトマテリアライズド・ビューのレプリケーション・オブジェクトマテリアライズド・ビューのレプリケーション・オブジェクトマテリアライズド・ビューのレプリケーション・オブジェクト
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マスター・マテリアライズド・ビューには、マテリアライズド・ビュー・ログと更新可能マ
テリアライズド・ビュー・ログの両方が含まれている場合があります。マスター・マテリア
ライズド・ビュー・サイトを計画する場合は、この 2 つのログに必要な追加領域を考慮して
ください。

マスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトの
メカニズムメカニズムメカニズムメカニズム

マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュをサポートするために、図 3-10 に示されてい
る 3 つのメカニズムがマスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの両方で必要
です。

図図図図 3-10 マスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのオブジェクトマスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのオブジェクトマスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのオブジェクトマスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのオブジェクト

マスター表およびマスター・マテリアライズド・ビューマスター表およびマスター・マテリアライズド・ビューマスター表およびマスター・マテリアライズド・ビューマスター表およびマスター・マテリアライズド・ビュー
マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューは、マテリアライズド・ビューの基
礎です。マスター表はターゲット・マスター・サイトにあり、マスター・マテリアライズ
ド・ビューはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトにあります。マスターがマス
ター表の場合、この表はマテリアライズド・ビュー・レプリケーションとマルチマスター・
レプリケーションの両方に関与している可能性があります。マテリアライズド・ビューが指
すマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトは 1 つのみです。

マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに加えられた変更はマテリアライズ
ド・ビュー・ログに記録され、リフレッシュ処理中にマテリアライズド・ビューに伝播され
ます。

注意注意注意注意 : マスター・マテリアライズド・ビューには、この項で説明されて
いるメカニズムの他に、3-50 ページの「マテリアライズド・ビュー・サイ
トのメカニズム」で説明されているメカニズムも含まれています。
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マテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガーマテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガーマテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガーマテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガー
DML を使用してマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに変更が加えられ
ると、内部トリガーにより、影響を受けた行に関する情報がマテリアライズド・ビュー・ロ
グに記録されます。 この情報には、主キー、行 ID またはオブジェクト識別子（あるいはこ
れらすべて）の値のみでなく、マテリアライズド・ビュー・ログにロギングされる他の列の
値も含まれます。これは、ターゲットのマスター表またはマスター・マテリアライズド・
ビューのマテリアライズド・ビュー・ログを作成するときに自動的にアクティブになる
AFTER ROW内部トリガーです。このトリガーは、INSERT文、UPDATE文または DELETE文
により表のデータが変更されるたびに、マテリアライズド・ビュー・ログに行を挿入しま
す。このトリガーは、常に最後に起動されるトリガーです。

マテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログ
マスターに基づいてマテリアライズド・ビューを高速リフレッシュする場合は、マスター上
にマテリアライズド・ビュー・ログが必要です。マスター表またはマスター・マテリアライ
ズド・ビューにマテリアライズド・ビュー・ログを作成すると、基になる表がマテリアライ
ズド・ビュー・ログとして作成されます。 マテリアライズド・ビュー・ログには、マスター
表またはマスター・マテリアライズド・ビューで更新された行の主キー、行 ID またはオブ
ジェクト識別子（あるいはこれらすべて）を含められます。マテリアライズド・ビュー・ロ
グには、副問合せを含むマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュをサポートする他の
列を含めることもできます。 

マテリアライズド・ビュー・ログの表の名前は、MLOG$_master_name です。マテリアライズ
ド・ビュー・ログは、ターゲット・マスターと同じスキーマ内に作成されます。1 つのマテ
リアライズド・ビュー・ログは、マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに
対する複数のマテリアライズド・ビューをサポートできます。前の項で説明したように、
ターゲット・マスターに対して DML トランザクションが発生するたびに、内部トリガーに
よってマテリアライズド・ビュー・ログに変更情報が追加されます。

注意注意注意注意 : 高速リフレッシュ可能マテリアライズド・ビューは、マスター表
とマスター・マテリアライズド・ビューのみに基づいて作成できます。シ
ノニムまたはビューに基づいたマテリアライズド・ビューは、完全リフ
レッシュを行う必要があります。

注意注意注意注意 : マテリアライズド・ビューに副問合せが含まれている場合は、副
問合せで参照される列のログが必要になることがあります。 副問合せマテ
リアライズド・ビューの詳細は、3-18 ページの「マテリアライズド・
ビューを使用したデータのサブセット化」、ログが必要になる列の詳細は、
6-16 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギング」を参
照してください。
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マテリアライズド・ビュー・ログには次のタイプがあります。

� 主キー主キー主キー主キー : マテリアライズド・ビューは、マスター表またはマスター・マテリアライズ
ド・ビューが変更されると、影響を受けた行の主キーに基づいて変更内容を記録しま
す。

� ROWID: マテリアライズド・ビューは、マスター表またはマスター・マテリアライズ
ド・ビューが変更されると、影響を受けた行の行 ID に基づいて変更内容を記録します。

� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID: マテリアライズド・ビューは、マスター・オブジェクト表またはマス
ター・オブジェクト・マテリアライズド・ビューが変更されると、影響を受けた行オブ
ジェクトのオブジェクト識別子に基づいて変更内容を記録します。

� 組合せ組合せ組合せ組合せ : マテリアライズド・ビューは、マスター表またはマスター・マテリアライズド・
ビューが変更されると、前述の 3 つのオプションの組合せに基づいて変更内容を記録し
ます。影響を受けた行の主キー、ROWIDおよびオブジェクト識別子に基づいて変更内容
が記録される可能性もあります。このようなマテリアライズド・ビュー・ログは、主
キー、ROWIDおよびオブジェクトの各マテリアライズド・ビューをサポートします。こ
れは、1 つのマスターに基づいた 3 種類のマテリアライズド・ビューがすべて含まれて
いる環境に役立ちます。

組合せマテリアライズド・ビュー・ログは、1 種類のタイプの値を追跡するマテリアライズ
ド・ビュー・ログと同じように機能しますが、複数のタイプの値が記録されるという点のみ
が異なります。たとえば、組合せマテリアライズド・ビュー・ログは、影響を受けた行の主
キーと行 ID の両方を追跡および記録できます。

主キーに基づいたマテリアライズド・ビュー・ログと行 ID に基づいたマテリアライズド・
ビュー・ログの間に大きな違いはありませんが（影響を受けた行を記録する際に、主キーと
物理行 ID のどちらを使用するかという点のみが異なります）、実際に与える影響は非常に大
きくなります。ROWID マテリアライズド・ビューとマテリアライズド・ビュー・ログを使
用すると、マスター表の再編成および切捨てが難しくなります。これは、ROWIDマテリアラ
イズド・ビューを高速リフレッシュできなくなるためです。マスター表の再編成または切捨
てを実行した場合はマスター表の行 ID が変更されるため、ROWID マテリアライズド・
ビューは完全リフレッシュする必要があります。
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オブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビュー・ログオブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビュー・ログオブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビュー・ログオブジェクト表に基づいたマテリアライズド・ビュー・ログ  オブジェクト表に対してマテ
リアライズド・ビュー・ログを作成できます。たとえば、次の SQL 文は categories_
typeユーザー定義型を作成します。

CREATE TYPE category_typ AS OBJECT
   (category_name           VARCHAR2(50), 
    category_description    VARCHAR2(1000), 
    category_id             NUMBER(2))
NOT FINAL;
/

この型に基づいてオブジェクト表を作成するとき、オブジェクト識別子がシステム生成のも
のか主キーに基づいたものかを指定できます。

CREATE TABLE categories_tab_sys OF category_typ 
    (category_id    PRIMARY KEY)
    OBJECT ID SYSTEM GENERATED;

CREATE TABLE categories_tab_pkbased OF category_typ 
    (category_id    PRIMARY KEY)
    OBJECT ID PRIMARY KEY;

オブジェクト表に基づいてマテリアライズド・ビューを作成するときは、WITH OBJECT ID
句を指定してオブジェクト識別子をロギングする必要がありますが、オブジェクト識別子が
主キー・ベースの場合は、主キーもロギングされるように指定できます。 

たとえば、次の文では categories_tab_sysオブジェクト表のマテリアライズド・
ビュー・ログを作成し、オブジェクト識別子列をロギングするように指定します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON categories_tab_sys
   WITH OBJECT ID;

注意注意注意注意 :

� マスター表の再編成には、DBMS_MVIEWパッケージの BEGIN_
TABLE_REORGANIZATIONおよび END_TABLE_REORGANIZATIONプ
ロシージャを使用します。 詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マ
ネージメント API リファレンス』を参照してください。

� マスター表を再編成するもう 1 つの方法としては、表のオンライン再
定義がありますが、オンライン再定義は、マテリアライズド・
ビュー・ログ、マスター・マテリアライズド・ビューおよびマテリア
ライズド・ビューを持つマスター表に対しては使用できません。オン
ライン再定義は、マテリアライズド・ビュー・ログを持たないマス
ター表に対して実行できます。 表のオンライン再定義の詳細は、

『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。
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次の文では、categories_tab_pkbasedオブジェクト表のマテリアライズド・ビュー・
ログを作成し、オブジェクト識別子列とともに主キー列をロギングするように指定します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON categories_tab_pkbased
   WITH OBJECT ID, PRIMARY KEY;

マテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・ログの異なるスキーマへのイマテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・ログの異なるスキーマへのイマテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・ログの異なるスキーマへのイマテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・ログの異なるスキーマへのイ
ンポートに関する制限事項ンポートに関する制限事項ンポートに関する制限事項ンポートに関する制限事項  マテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・
ログは、DDL 文で明示的に指定されたスキーマ名でエクスポートされます。したがって、
マテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・ログをエクスポート元のス
キーマと異なるスキーマにインポートすることはできません。FROM USERおよび TO USER
インポート・オプションを使用してマテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・
ビュー・ログを含むエクスポート・ダンプ・ファイルをインポートしようとすると、イン
ポート・ログ・ファイルにエラーが書き込まれ、インポートは実行されません。

マテリアライズド・ビュー・サイトのメカニズムマテリアライズド・ビュー・サイトのメカニズムマテリアライズド・ビュー・サイトのメカニズムマテリアライズド・ビュー・サイトのメカニズム
マテリアライズド・ビューを作成すると、マテリアライズド・ビューをサポートするため
に、いくつかのメカニズムがマテリアライズド・ビュー・サイトで作成されます。具体的に
は、1 つの実表、1 つ以上の索引および場合によっては 1 つのビューが作成されます。更新
可能なマテリアライズド・ビューを作成する場合は、マテリアライズド・ビュー・サイトに
内部トリガーとローカル・ログ（更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログ）も作成され
ます。

実表実表実表実表
マテリアライズド・ビューの実表の機能は、マテリアライズド・ビュー・データベースの互
換性のレベルに依存します。互換性設定は、初期化パラメータ・ファイルの COMPATIBLE
初期化パラメータによって定義されます。 

注意注意注意注意 : マテリアライズド・ビュー・サイトがマスター・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトの場合は、この項で説明されているメカニズムに加え
て、前項で説明されているメカニズムも含まれています。 3-46 ページの

「マスター・サイトおよびマスター・マテリアライズド・ビュー・サイト
のメカニズム」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-45 ページ図 3-9「マテリアライズド・ビューのレプリケー
ション・オブジェクト」
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リリースリリースリリースリリース 8.1 以上の互換性を持つ実表以上の互換性を持つ実表以上の互換性を持つ実表以上の互換性を持つ実表  互換性設定がリリース 8.1 以上の場合は、次の条件が
適用されます。

� 実表が実際のマテリアライズド・ビューです（追加のビューは不要です）。 

� マテリアライズド・ビュー名のサイズの上限は 30 バイトです。31 バイト以上の名前で
マテリアライズド・ビューを作成しようとすると、エラーが戻されます。

� マテリアライズド・ビューには、マテリアライズド・ビューの作成時に指定した名前が
付きます。

リリースリリースリリースリリース 8.1 より低い互換性を持つ実表より低い互換性を持つ実表より低い互換性を持つ実表より低い互換性を持つ実表  互換性設定がリリース 8.1 より低い場合は、次の条
件が適用されます。

� 実表はビューの基になるサポート・オブジェクトで、ビューがマテリアライズド・
ビューです。 

� マテリアライズド・ビューの作成時に生成される索引は、実表に作成されます。

� マテリアライズド・ビュー名のサイズの上限は 30 バイトです。31 バイト以上の名前で
マテリアライズド・ビューを作成しようとすると、エラーが戻されます。

� マテリアライズド・ビューには、マテリアライズド・ビューの作成時に指定した名前が
付きます。

� マテリアライズド・ビューの名前が 19 バイト以下の場合は、実表の名前は SNAP$_
materialized_view_name になります。 

� マテリアライズド・ビューの名前が 20 バイトから 30 バイトまでの場合は、実表の名前
は 20 バイトに切り捨てられ、SNAP$_という接頭辞が付きます。数字の接尾辞が付く
場合もあります。マテリアライズド・ビュー・サイトで、切り捨てられた名前と同じ名
前の実表が他にない場合、切り捨てられた名前には何も追加されません。マテリアライ
ズド・ビュー・サイトで、切り捨てられた名前と同じ名前の実表がある場合は、作成さ
れる実表には接尾辞が 1、2 というように最高 9999 まで付けられます。したがって、実
表の名前は、SNAP$_、マテリアライズド・ビュー名の最初の 20 バイト、さらに何も付
けられないか、あるいは 1 桁から 4 桁の数字になります。

たとえば、abcdefghijklmnopqrstuvwxyzという名前のマテリアライズド・ビュー
に SNAP$_abcdefghijklmnopqrstという実表があり、これと同じ名前の実表が他に
ないとします。このマテリアライズド・ビュー・サイトでこの後作成される
abcdefghijklmnopqrstuvwxyという名前のマテリアライズド・ビューの実表の名前
は、SNAP$_abcdefghijklmnopqrst1になります。 

注意注意注意注意 : Oracle8 リリース 8.0 のデータベースの互換性設定は、Oracle8i リ
リース 8.1 より低くする必要があります。
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ビュービュービュービュー
ビューが作成されるのは、Oracle8 リリース 8.0 以下のデータベースとのマテリアライズド・
ビューのレプリケーションをサポートする必要がある場合、あるいは Oracle8i リリース 8.1
以上のマテリアライズド・ビュー・サイトの互換性設定が Oracle8i リリース 8.1 より低く
なっている場合のみです。ビューが作成される場合、ビューの名前は CREATE 
MATERIALIZED VIEW文で指定された名前と同じになります。たとえば、CREATE 
MATERIALIZED VIEW sales.mview_customer AS .... 文は、mview_customerという名
前のビューを作成します。

索引索引索引索引
リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトでは、各主キー・マテリアライズド・ビュー
に少なくとも 1 つの索引が作成されます。この索引は、ターゲット・マスター表またはマス
ター・マテリアライズド・ビューの主キーと対応しており、名前は I_SNAP$_materialized 
view_name になります。副問合せを使用するマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ
をサポートするために、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトに追加の索引が作成
されることもあります。

更新可能マテリアライズド・ビュー・ログ更新可能マテリアライズド・ビュー・ログ更新可能マテリアライズド・ビュー・ログ更新可能マテリアライズド・ビュー・ログ
更新可能マテリアライズド・ビュー・ログ（USLOG$_materialized_view_name）は、高速リフ
レッシュ中にマテリアライズド・ビューで上書きまたは削除する行を判断するために使用さ
れます。このログは読取り専用マテリアライズド・ビューでは作成されず、また完全リフ
レッシュ中にはこのログは使用されません。完全リフレッシュの場合はマテリアライズド・
ビュー全体が置き換えられるためです。 

更新可能マテリアライズド・ビューとマスターとの間に競合がある場合は、マスター・サイ
トまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビュー・ログ
には存在しないエントリが、リフレッシュ中に更新可能マテリアライズド・ビュー・ログに
残ることがあります。この場合は、更新可能マテリアライズド・ビュー・ログを使用してマ
テリアライズド・ビューの行が削除または上書きされます。

更新可能マテリアライズド・ビュー・ログは、次のように、書込み可能マテリアライズド・
ビューの高速リフレッシュにも使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : COMPATIBLEパラメータの詳細は、6-4 ページの「初期化パ
ラメータ」および『Oracle9i データベース移行ガイド』を参照してくださ
い。8.1.0 より前のバージョンと互換性を持つマテリアライズド・ビューを
サポートして作成されるビューの詳細は、3-52 ページの「ビュー」を参照
してください。

注意注意注意注意 : I_SNAP$_materialized view_name が 32 文字を超える場合、表名が
切り捨てられ、順序番号が追加されます。
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1. ユーザーが、リモート・マスターを持つ書込み可能マテリアライズド・ビューに行を挿
入します。このビューは書込み可能であり更新可能ではないため、このトランザクショ
ンはマテリアライズド・ビュー・サイトの遅延トランザクション・キューには格納され
ません。

2. この挿入に関する情報が、更新可能マテリアライズド・ビュー・ログにロギングされま
す。

3. ユーザーがマテリアライズド・ビューを高速リフレッシュします。

4. 更新可能マテリアライズド・ビュー・ログの情報を使用して、挿入された行が削除され
ます。高速リフレッシュの完了後、マテリアライズド・ビューはマスターと同一である
必要があります。このため、挿入された行を削除する必要があります。

更新可能マテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガー更新可能マテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガー更新可能マテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガー更新可能マテリアライズド・ビュー・ログの内部トリガー
マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでの内部トリガーと
同じように、マテリアライズド・ビュー・サイトの内部トリガーも更新可能マテリアライズ
ド・ビューに適用される DML による変更を USLOG$_materialized_view_name ログに記録し
ます。読取り専用マテリアライズド・ビューではこのトリガーは作成されません。

編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム
前項で説明されているメカニズムに加えて、マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリア
ライズド・ビューを編成するメカニズムが他にもいくつかあります。このメカニズムによっ
て、マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイトまたはマスター・マテリアライ
ズド・ビュー・サイト間の編成上の整合性、およびターゲット・レプリケーション・グルー
プとのトランザクション（読込み）一貫性が保たれます。これらのメカニズムは、マテリア
ライズド・ビュー・グループとリフレッシュ・グループです。

マテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループ
レプリケーション・システム内のマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループは、ターゲット・レ
プリケーション・グループにあるオブジェクトの一部または完全なコピーをマスター・サイ
トまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでメンテナンスします。マテリアラ
イズド・ビュー・グループは、マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・
ビュー・サイトのレプリケーション・グループの境界を超えられません。図 3-11 は、マス
ター・サイトのグループ A およびグループ B と、マテリアライズド・ビュー・サイトのグ
ループ A およびグループ B との相関関係を示します。
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図図図図 3-11 マテリアライズド・ビュー・グループとマスター・グループの対応マテリアライズド・ビュー・グループとマスター・グループの対応マテリアライズド・ビュー・グループとマスター・グループの対応マテリアライズド・ビュー・グループとマスター・グループの対応

マテリアライズド・ビュー・サイトのグループ A（図 3-11 を参照）には、マスター・サイト
の対応するグループ A にあるオブジェクトの一部しか含まれていません。マテリアライズ
ド・ビュー・サイトのグループ B には、マスター・サイトのグループ B のオブジェクトがす
べて含まれています。しかし、マテリアライズド・ビュー・サイトのグループ B にマス
ター・サイトのグループ A のオブジェクトが含まれることはありません。図 3-11 に示され
ているように、マテリアライズド・ビュー・グループの名前は、その基になるマスター・グ
ループと同じ名前になります。たとえば、personnelマスター・グループに基づいたマテ
リアライズド・ビュー・グループは、personnelという名前です。

マテリアライズド・ビュー・グループは、マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・
サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイト間の編成上の整合性を維持する
という目的のみでなく、更新可能マテリアライズド・ビューのサポートでも必要になりま
す。マテリアライズド・ビューがマテリアライズド・ビュー・グループに属していない場合
は、読取り専用または書込み可能マテリアライズド・ビューです。
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マテリアライズド・ビューのグループ所有者マテリアライズド・ビューのグループ所有者マテリアライズド・ビューのグループ所有者マテリアライズド・ビューのグループ所有者  マテリアライズド・ビューのグループ所有者
により、マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトの単一のレ
プリケーション・グループに基づいた複数のマテリアライズド・ビュー・グループが使用可
能になります。たとえば、マテリアライズド・ビュー・サイトと同じデータベース内で複数
のユーザーをサポートする必要がある場合は、1 つのターゲット・マスター・グループに複
数のマテリアライズド・ビュー・グループを作成できます。複数のマテリアライズド・
ビュー・グループを作成すると、各マテリアライズド・ビュー・グループのマテリアライズ
ド・ビュー定義に異なる副問合せを定義でき、各ユーザーは自分用のデータのサブセットの
みにアクセスできます。

複数のマテリアライズド・ビュー・グループを定義すると、グループ・レベルでデータ・
セットを制御できます。たとえば、hr、personnelおよび manufacturingという名前の
異なるマテリアライズド・ビュー・グループをそれぞれの部門用に作成した場合、各部門を
個々のオブジェクトではなくグループとして管理でき、複数のオブジェクトをグループとし
て削除できます。 

マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトの単一のレプリケー
ション・グループに基づいた複数のマテリアライズド・ビュー・グループを同一マテリアラ
イズド・ビュー・サイトで使用できるようにするには、マテリアライズド・ビュー・グルー
プを定義するときにグループ所有者を追加識別子として指定します。

グループ所有者を指定してマテリアライズド・ビュー・グループを定義した後、同じグルー
プ所有者を定義してマテリアライズド・ビュー・オブジェクトをターゲット・マテリアライ
ズド・ビュー・グループに追加します。グループ所有者を使用する場合は、各マテリアライ
ズド・ビュー・オブジェクトが一意の名前を持つ必要があります。1 つのマテリアライズ
ド・ビュー・サイトに、マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サ
イトの同一レプリケーション・グループに基づいたマテリアライズド・ビュー・グループが
複数ある場合は、マテリアライズド・ビュー・グループのオブジェクト名に、別のマテリア
ライズド・ビュー・グループのマテリアライズド・ビュー・オブジェクトと同じ名前を使用
することはできません。名前の競合を避けるには、オブジェクト名の最後にグループ所有者
を追加します。たとえば、hrと acというグループ所有者がいる場合は、employeesマテ
リアライズド・ビュー・オブジェクトには、それぞれ employees_hrおよび employees_
acという名前を付けます。

また、1 つのマテリアライズド・ビュー・サイトの同じレプリケーション・グループに基づ
いたマテリアライズド・ビュー・グループはすべて、同じマスター・サイトまたはマス
ター・マテリアライズド・ビュー・サイトを指す必要があります。たとえば、hrと
personnelにより所有されるグループが同一マテリアライズド・ビュー・サイトにあると
想定して、hrにより所有されている hr_repgマテリアライズド・ビュー・グループが
orc1.worldマスター・サイトの対応するマスター・グループに基づいている場合、
personnelにより所有されている hr_repgマテリアライズド・ビュー・グループも、
orc1.worldの対応するマスター・グループに基づいている必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用したグループ
所有者の定義方法の詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメン
ト API リファレンス』を参照してください。
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リフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループ
複数のマテリアライズド・ビュー間の参照整合性およびトランザクション（読込み）一貫性
を保つために、Oracle では、個々のマテリアライズド・ビューをリフレッシュ・グループの
一部としてリフレッシュできます。リフレッシュ・グループ内のすべてのマテリアライズ
ド・ビューのリフレッシュが終了すると、グループ内のすべてのマテリアライズド・ビュー
のデータはトランザクションの一貫性を保つ特定の時点のデータに対応します。

図 3-12 に示すように、リフレッシュ・グループには複数のマテリアライズド・ビュー・グ
ループのマテリアライズド・ビューを含めることができるため、レプリケーション・グルー
プ境界にまたがってトランザクション（読込み）一貫性を保つことができます。

図図図図 3-12 複数のマテリアライズド・ビュー・グループのオブジェクトを含むリフレッシュ複数のマテリアライズド・ビュー・グループのオブジェクトを含むリフレッシュ複数のマテリアライズド・ビュー・グループのオブジェクトを含むリフレッシュ複数のマテリアライズド・ビュー・グループのオブジェクトを含むリフレッシュ
グループグループグループグループ

マテリアライズド・ビュー・グループごとに 1 つのリフレッシュ・グループを定義するより
も、複数のマテリアライズド・ビュー・グループのオブジェクトを含む 1 つの大きなリフ
レッシュ・グループを使用するほうが効率的な場合があります。このように構成すると、マ
テリアライズド・ビューのリフレッシュに必要なオーバーヘッドの量が削減されます。リフ
レッシュ・グループには、マテリアライズド・ビューを最大 400 個まで含められます。
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1 つのマテリアライズド・ビュー・グループの内容をリフレッシュするために複数のリフ
レッシュ・グループを使用する構成は避けてください。複数のリフレッシュ・グループを使
用して 1 つのマテリアライズド・ビュー・グループの内容をリフレッシュすると、マテリア
ライズド・ビュー・データの整合性が失われる原因となり、マテリアライズド・ビュー・サ
イトで参照整合性の問題が発生することがあります。このような構成は、データベース環境
について十分な知識があり、参照整合性の問題の発生を回避できる場合にのみ使用してくだ
さい。

リフレッシュ・グループのサイズリフレッシュ・グループのサイズリフレッシュ・グループのサイズリフレッシュ・グループのサイズ
リフレッシュ・グループのサイズを決定するときは、サイズの違いによるメリットとデメ
リットの両方を考慮する必要があります。Oracle は、大規模リフレッシュ・グループに対応
できるように最適化されています。したがって、大規模リフレッシュ・グループと小規模リ
フレッシュ・グループを比較した場合、グループ内のマテリアライズド・ビューが類似して
いると想定すると、大規模リフレッシュ・グループのほうが同じ数のマテリアライズド・
ビューを高速にリフレッシュできます。たとえば、マテリアライズド・ビューを 20 ずつ含
む 5 つのリフレッシュ・グループよりも、100 のマテリアライズド・ビューを含む 1 つのリ
フレッシュ・グループのほうが高速にリフレッシュできます。また、大規模リフレッシュ・
グループを使用すると、1 回のレプリケーション・マネージメント API コールで、より多く
のマテリアライズド・ビューをリフレッシュできます。

リフレッシュ・グループのリフレッシュ時に、グループ内の各マテリアライズド・ビュー
は、マテリアライズド・ビュー・サイトでグループ内のすべてのマテリアライズド・ビュー
のリフレッシュが終了するまでロックされます。リフレッシュ操作中にユーザーがマテリア
ライズド・ビューを更新するとデータの整合性が損なわれる可能性があるので、これを回避
するためにマテリアライズド・ビューのロックは必須です。したがって、リフレッシュ・グ
ループの規模が小さいということは、リフレッシュ実行時のマテリアライズド・ビューの
ロック時間が短くなることを意味します。

リフレッシュの実行時は、ネットワーク接続を維持する必要があります。リフレッシュ実行
時にネットワーク接続が切断または妨害されると、データベースの整合性を保つためにすべ
ての変更がロールバックされます。したがって、ネットワーク接続を維持することが困難な
場合は、リフレッシュ・グループの規模を小さくします。

Advanced Replication では、NULL リフレッシュの最適化が行われます。つまり、特定のマ
テリアライズド・ビューの最後のリフレッシュ以降にマスター表またはマスター・マテリア
ライズド・ビューが変更されなかった場合、このマテリアライズド・ビューに対してマテリ
アライズド・ビュー・グループのリフレッシュ時に余分な時間はほとんどかかりません。た
だし、リリース 8.1 より前のデータベースにあるマテリアライズド・ビューでは、更新頻度
が少ないマスター表のマテリアライズド・ビューを、別の独立したリフレッシュ・グループ
に分割することを検討してください。それによって、更新頻度が高いマスター表のマテリア
ライズド・ビューを含む他のマテリアライズド・ビュー・グループのリフレッシュ時間を短
縮できます。

表 3-3 に、大規模リフレッシュ・グループと小規模リフレッシュグループの利点をまとめま
す。
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リフレッシュ処理リフレッシュ処理リフレッシュ処理リフレッシュ処理
マテリアライズド・ビューのデータは、そのマスター表またはマスター・マテリアライズ
ド・ビューの現行のデータと常に一致しているとはかぎりません。マテリアライズド・
ビューは、ある一時点（作成時またはリフレッシュ時）に存在していたデータとして、トラ
ンザクション（読込み）一貫性を保ってマスターを反映したものです。マテリアライズド・
ビューのデータをマスターのデータとほぼ一致させるには、マテリアライズド・ビューを定
期的にリフレッシュする必要があります。マテリアライズド・ビュー・リフレッシュマテリアライズド・ビュー・リフレッシュマテリアライズド・ビュー・リフレッシュマテリアライズド・ビュー・リフレッシュは、よ
り新しい状態のマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューをマテリアライズ
ド・ビューに反映させる効果的なバッチ操作です。

更新可能マテリアライズド・ビューのリフレッシュでは、まず、マテリアライズド・
ビュー・サイトの遅延トランザクションがマスター・サイトまたはマスター・マテリアライ
ズド・ビュー・サイトにプッシュされます。 次に、マスター・サイトまたはマスター・マテ
リアライズド・ビュー・サイトのデータがプルされ、マテリアライズド・ビューに適用され
ます。 

マスター表の 1 行は、マテリアライズド・ビューのリフレッシュとリフレッシュの間に何度
も更新される場合がありますが、リフレッシュでは、その行はマテリアライズド・ビュー内
で現行のデータを使用して 1 回のみ更新されます。 たとえば、マテリアライズド・ビューの
前回のリフレッシュ以降に、マスター表の 1 行が 10 回更新されても、次回のリフレッシュ
ではマテリアライズド・ビュー内の対応する行は 1 度のみ更新されます。

より新しいマスター・データを反映するために、各マテリアライズド・ビューのリフレッ
シュ間隔およびリフレッシュ方法を決定します。たとえば、アプリケーションで頻繁に更新
されるマスター表に基づいたマテリアライズド・ビューは、頻繁にリフレッシュする必要が
あります。これに対して、比較的静的なマスターに基づいたマテリアライズド・ビューは、
あまり頻繁にリフレッシュする必要はありません。つまり、アプリケーションの特性および
要件を分析して、マテリアライズド・ビューの適切なリフレッシュ間隔を判断します。

マテリアライズド・ビューのリフレッシュには、いくつかのリフレッシュ・タイプとリフ
レッシュ開始方法がサポートされています。

表表表表 3-3 大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ

大規模リフレッシュ・グループの利点大規模リフレッシュ・グループの利点大規模リフレッシュ・グループの利点大規模リフレッシュ・グループの利点 小規模リフレッシュ・グループの利点小規模リフレッシュ・グループの利点小規模リフレッシュ・グループの利点小規模リフレッシュ・グループの利点

� 同数のマテリアライズド・ビューを複数の
リフレッシュ・グループに分けてリフレッ
シュするよりも高速にリフレッシュできま
す。

� マテリアライズド・ビューのロック時間が
短くなります。

� 1 回のレプリケーション・マネージメント

API コールでリフレッシュできます。

� ネットワーク接続が失われたことが原因で
リフレッシュ実行時に変更がロールバック
される可能性が低くなります。
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リフレッシュ・タイプリフレッシュ・タイプリフレッシュ・タイプリフレッシュ・タイプ
マテリアライズド・ビューをリフレッシュするには、高速リフレッシュ、完全リフレッシュ
または強制リフレッシュのいずれかを使用できます。

完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ  マテリアライズド・ビューの完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュを実行するには、マテリ
アライズド・ビューを管理するサーバーがマテリアライズド・ビューの定義問合せを実行し
ます。これは基本的に、マテリアライズド・ビューを再作成する処理です。マテリアライズ
ド・ビューをリフレッシュするために、問合せの結果セットが現在のマテリアライズド・
ビュー・データを置き換えます。完全リフレッシュはあらゆるマテリアライズド・ビューで
実行できます。定義問合せを満たすデータの量によっては、完全リフレッシュの実行に高速
リフレッシュの場合よりもかなり長い時間がかかる場合があります。

マスター・マテリアライズド・ビューの完全リフレッシュを実行した場合、それ以降にこの
マスター・マテリアライズド・ビューに基づいたマテリアライズド・ビューに対して実行す
るリフレッシュは、完全リフレッシュにする必要があります。マスター・マテリアライズ
ド・ビューが完全リフレッシュを実行した後でこのようなマテリアライズド・ビューに高速
リフレッシュを実行しようとすると、次のエラーが戻されます。

ORA-12034 マテリアライズド・ビュー・ログは最新のリフレッシュよりも新しいものです。

高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ  高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュを実行するには、マテリアライズド・ビューを管理し
ているマスターが、マテリアライズド・ビューの最新リフレッシュ後にマスターに加えられ
た変更を識別し、その変更内容をマテリアライズド・ビューに適用します。高速リフレッ
シュは、関係する各サーバーおよびネットワークでレプリケートするデータが少なくて済む
ため、マスターに加えられた変更が少ないときは完全リフレッシュよりも効率的です。 

マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュは、マスター表またはマスター・マテリアラ
イズド・ビューにマテリアライズド・ビュー・ログがある場合にのみ可能です。また、高速
リフレッシュを完全リフレッシュより高速にするには、CREATE MATERIALIZED VIEW文の
各結合列に対して索引が必要です。

SQL*Loader を使用してマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューでダイレク
ト・パス・ロードを行うと、それ以後は高速リフレッシュを実行してもダイレクト・パス・
ロード中に発生した変更は適用されません。また、マスターに対してその他のバルク・ロー
ド操作を行った結果加えられた変更も適用されません。このような操作の例としては、
APPENDヒントを指定した INSERT文と、いくつかの INSERT ...SELECT * FROM文があり
ます。

注意注意注意注意 : マテリアライズド・ビューが完全リフレッシュされる場合は、効
率を最大化するために、PCTFREEを 0に、PCTUSEDを 99に設定します。
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図図図図 3-13 マテリアライズド・ビューの高速リフレッシュマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュ

更新可能な多重化マテリアライズド・ビューがある場合、多重化マテリアライズド・ビュー
に対して加えられた DML 変更はこのマテリアライズド・ビューに複数回取り出され、マテ
リアライズド・ビューがリフレッシュされるたびにデータ整合性が保たれます。次に、この
動作をわかりやすく説明します。次のような特性を持つレプリケーション環境の例について
考えます。

� マスター・サイト orc1.worldに oe.customers表があります。

� レベル 1 のマテリアライズド・ビュー・サイト ca.usに、orc1.worldの
oe.customers表に基づいた oe.customers_region更新可能マテリアライズド・
ビューがあります。

� レベル 2 の更新可能マテリアライズド・ビュー・サイト sf.caに、ca.usの
oe.customers_regionマテリアライズド・ビューに基づいた oe.customers_sf更
新可能マテリアライズド・ビューがあります。

いいえ�
�

更新可能�
マテリアライズド・�

ビュー?�
�

マテリアライズド・�
ビュー・ログを使用して、�
マスター表に加えられた�
変更を識別する。�
�

識別した変更を�
マテリアライズド・ビュー�
に伝播する。�
�

高速リフレッシュ�
の終了�
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はい�

* このステップは、DBMS_DEFER_SYS.PUSH関数を使用して�
�別に実行することもできます。�

高速リフレッシュの開始�

マテリアライズド・ビューの�
遅延トランザクション・�
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マスター表を更新する。*
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前述の内容を前提として、次のような使用例が考えられます。

1. sf.caの oe.customers_sf更新可能マテリアライズド・ビューで、顧客の credit_
limitが 3000から 5000に変更されました。

2. この変更が、sf.caの遅延トランザクション・キューに入れられます。

3. レベル 2 のマテリアライズド・ビュー oe.customers_sfの高速リフレッシュにより、
credit_limitの新しい値が ca.usの oe.customers_regionマテリアライズド・
ビューにプッシュされます。

4. この変更が、ca.usの oe.customers_regionマテリアライズド・ビューに適用され
ます。

5. ca.usサイトでの credit_limitに対する更新が、レベル 1 のマテリアライズド・
ビュー・サイトの遅延トランザクション・キューとマテリアライズド・ビュー・ログの
両方に記録されます。

6. レベル 2 のマテリアライズド・ビュー oe.customers_sfの高速リフレッシュにより、
この sf.caのマテリアライズド・ビューに credit_limitの 5000という値がプルさ
れます。

7. レベル 1 のマテリアライズド・ビュー oe.customers_regionの高速リフレッシュに
より、credit_limitの新しい値が orc1.worldの oe.customersマスター表に
プッシュされます。

8. この変更が、orc1.worldの oe.customersマスター表に適用されます。

9. orc1.worldサイトでの credit_limitに対する更新が、このマスター・サイトの遅
延トランザクション・キューとマテリアライズド・ビュー・ログの両方に記録されま
す。

10. レベル 1 のマテリアライズド・ビュー oe.customers_regionが新しく高速リフレッ
シュされ、ca.usのこのマテリアライズド・ビューに credit_limitの 5000という
値がプルされます。

11. ca.usサイトでの credit_limitに対する更新が、このレベル 1 のマテリアライズ
ド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビュー・ログに記録されます。

12. レベル 2 のマテリアライズド・ビュー oe.customers_sfの高速リフレッシュにより、
sf.caのこのマテリアライズド・ビューに credit_limitの 5000という値が再度プ
ルされます。

強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ  マテリアライズド・ビューの強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュを実行するために、マテ
リアライズド・ビューを管理するサーバーは高速リフレッシュの実行を試みます。高速リフ
レッシュが実行できない場合は、完全リフレッシュが実行されます。高速リフレッシュが実
行できない場合にマテリアライズド・ビューのリフレッシュを実行するには、強制リフレッ
シュの設定を使用します。
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リフレッシュの開始リフレッシュの開始リフレッシュの開始リフレッシュの開始
管理者は、リフレッシュ・グループを作成するときに、スケジュールした間隔でマテリアラ
イズド・ビューを自動的にリフレッシュするようにグループを構成できます。逆に、リフ
レッシュ・グループを手動または必要に応じてリフレッシュするように、スケジュール情報
を省略することもできます。ダイアルアップ・ネットワーク接続を使用してリフレッシュを
実行する場合は、手動リフレッシュが理想的なソリューションになります。

スケジュールしたリフレッシュスケジュールしたリフレッシュスケジュールしたリフレッシュスケジュールしたリフレッシュ  自動リフレッシュのためのリフレッシュ・グループを作成
するには、作成プロセスで、スケジュールしたリフレッシュ間隔をグループに指定する必要
があります。グループのリフレッシュ間隔を設定するときは、次の特性を考慮してくださ
い。

� リフレッシュ間隔を指定する日付または日付式の値は、将来の特定の時点である必要が
あります。

� リフレッシュ間隔は、リフレッシュの実行に必要な時間よりも長くする必要がありま
す。

� 相対日付式の値は、最新のリフレッシュ日付から計算される特定の時点である必要があ
ります。ネットワークまたはシステムの障害により、グループのリフレッシュがスケ
ジュールどおりに実行されない場合、相対日付式の結果は状況に応じて変更されること
があります。

� 明示的日付式の値は、最新のリフレッシュ日付に関係なく特定の時点である必要があり
ます。

� 古いデータに対する環境の許容度を考慮してください。許容度が低い場合はリフレッ
シュ間隔を小さくし、許容度が高い場合はリフレッシュ間隔を大きくします。

リフレッシュ間隔の指定に使用できる単純な日付式の例を、次に示します。

� 1 時間間隔の指定 :

SYSDATE + 1/24

� 7 日間隔の指定 :

SYSDATE + 7

 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 日付算術の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』お
よび『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してください。
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必要に応じたリフレッシュ必要に応じたリフレッシュ必要に応じたリフレッシュ必要に応じたリフレッシュ  環境や状況によっては、スケジュールしたマテリアライズド・
ビュー・リフレッシュの実行が適切でない場合もあります。たとえば、マスター表にバル
ク・データをロードした直後は、依存マテリアライズド・ビューにマスター表のデータは反
映されていません。次に実行予定の自動グループ・リフレッシュを待たずに、対応付けられ
たマテリアライズド・ビューにマスター表の新規行をすぐに伝播するために、依存マテリア
ライズド・ビュー・グループを手動でリフレッシュすることもできます。

マテリアライズド・ビューが非接続環境のラップトップの営業支援システムと統合されてい
る場合は、マテリアライズド・ビューを必要に応じてリフレッシュすることもできます。営
業支援ソフトウェアを設計する開発者がアプリケーション・コントロール（ボタンなど）を
作成します。営業担当員は、1 日の受注をサーバーに転送するときに、ダイアルアップ・
ネットワーク接続を確立し、アプリケーション・コントロールを使用してマテリアライズ
ド・ビューをリフレッシュできます。

hr_refgリフレッシュ・グループを必要に応じてリフレッシュする例を次に示します。

EXECUTE DBMS_REFRESH.REFRESH('hr_refg');
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配置テンプレートの概要および配置テンプレートの概要および配置テンプレートの概要および配置テンプレートの概要および

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

この章では、配置テンプレートの概要と、配置テンプレートを使用して簡単かつ効率的にマ
テリアライズド・ビュー・サイトを配布する方法について説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� 大量配布の課題

� Oracle 配置テンプレートの概念

� 配置テンプレートのアーキテクチャ

� 配置テンプレートの設計

� マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御

注意注意注意注意 : 配置テンプレートを作成する前に、第 3 章「マテリアライズド・
ビューの概要とアーキテクチャ」を読んでください。マテリアライズド・
ビューについての理解は、配置テンプレートを作成する際に役立ちます。 
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大量配布の課題大量配布の課題大量配布の課題大量配布の課題
Oracle 配置テンプレートは、広範囲に分散したマテリアライズド・ビュー環境を効率的に配
置し、管理するためのツールです。配置テンプレートの概念、アーキテクチャおよび使用方
法について説明する前に、大量配布の環境の課題について検討します。

時と場所を問わず正確な情報を入手する必要性は、ますます強くなっています。また、情報
は分散し、ユーザーもネットワークに接続されていない環境にいることが多く、実際に利用
する場所に情報を配布する必要があります。

たとえば、モバイル端末を使用する営業担当員の場合を考えます。 正確な顧客情報をラップ
トップ上で自由自在に参照したいと考えている営業担当員の数は、数百名あるいは数千名に
も及ぶ可能性があります。これに応えるため、DBA は、データおよびデータベース・イン
フラストラクチャ（表、索引、制約、トリガーなど）を適切なタイミングで効率よくすべて
のサイトに提供する必要があります。

これまで DBA は、独自の配置方法を開発する必要がありました。一般に、DBA は、リモー
ト・マテリアライズド・ビュー・サイトにマテリアライズド・ビュー環境を作成するための
非常に複雑なスクリプトを作成する必要がありました。さらに、それに加えて、DBA は
データ・セットをマテリアライズド・ビュー・サイトでカスタマイズすることが必要な場合
もありました。スクリプトを作成した後も、スクリプトを配置するために手動でパッケージ
化し、実装する必要があり、多くの場合その両方に多大なトラブルシューティングが必要で
した。

このような問題点をもとに、効率的な大量配布を行うための新しいテクノロジとリソースが
生まれました。大量配布とは、データベース・インフラストラクチャ、データおよびフロン
トエンド・アプリケーションを多数のユーザーに配布するプロセスのことです。 Advanced 
Replication では、大量配布という用語はデータおよびデータ・インフラストラクチャの配布
のみを指します。

配置テンプレートおよび大量配布の目標配置テンプレートおよび大量配布の目標配置テンプレートおよび大量配布の目標配置テンプレートおよび大量配布の目標
大量配布のツールおよびテクノロジは、データおよびデータベース・インフラストラクチャ
を配布する DBA を支援する必要があります。配置テンプレートの目標は、一度定義した環
境をもとに必要な数の配置テンプレートのインスタンスを作成し、個々のサイトでカスタマ
イズを行えるようにすることです。 

この目標を実現するために、Oracle の配置テンプレートでは次のことをサポートしていま
す。

1 回のマテリアライズド・
ビュー環境の定義

配置テンプレートを使用してマテリアライズド・ビュー環境の
構造を 1 回定義することにより、各ユーザー（サイト）がフロ
ントエンド・アプリケーションをサポートするデータベース・
インフラストラクチャを利用できるようにします。

個別のマテリアライズド・
ビュー・サイトのカスタ
マイズ

配置テンプレートのパラメータを使用して各マテリアライズ
ド・ビュー環境をカスタマイズし、各ユーザーが必要な特定の
データ・サブセットを受信できるようにします。
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大量配布には、モバイル端末を使用する営業担当員やサービス技術員、小売店およびリモー
トの在庫保管サイトなどへの情報の配布といった様々な用途があります。このような環境で
は、配置テンプレートを使用してリモート・サイトにデータベース・インフラストラクチャ
を作成します。これは主に、配置テンプレートがデータのサブセット化、非接続環境でのレ
プリケーション、および少ないリソース要件をサポートしているからです（これはラップ
トップ・ユーザーに最適です）。

Oracle 配置テンプレートの概念配置テンプレートの概念配置テンプレートの概念配置テンプレートの概念
DBA は、Oracle から提供されている配置テンプレートを使用して、マテリアライズド・
ビュー環境をパッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化し、安全性の高いカスタム配置を簡単に実行できます。配置テン
プレートのパッケージ化とは、配置テンプレートにより作成されるマテリアライズド・
ビュー環境を定義するプロセスです。配置テンプレートのパッケージ化により、テンプレー
トをリモート・マテリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化インスタンス化インスタンス化インスタンス化する準備が整います。
インスタンス化によって、マテリアライズド・ビュー・サイトのオブジェクトが作成され、
マテリアライズド・ビューにデータが移入されます。 

配置テンプレートには、固定データ・セットを使用する 1 つのマテリアライズド・ビューの
みを含む単純なものも、1 つ以上の変数に基づく動的データ・セットを使用する数百のマテ
リアライズド・ビューを含む複雑なものもあります。配置テンプレートには、次の機能があ
ります。

� 集中制御

� マテリアライズド・ビュー環境を繰り返し配置する機能

� リモート・サイトでのデータのサブセット化およびカスタマイズを可能にする、テンプ
レート・パラメータ

� テンプレートのインスタンス化およびデータ・アクセスを制御する、認証ユーザー・リ
スト

マテリアライズド・ビュー環境を配置するには、その前にマスター・サイトに配置テンプ
レートを作成します。このテンプレートには、リモート・サイトのオブジェクトやターゲッ
ト・リフレッシュ・グループを作成するデータ定義言語（DDL）など、マテリアライズド・
ビュー環境を配置するために必要なすべての情報を格納します。また、このテンプレートに
は、ユーザーのセキュリティ情報へのリンクや、カスタム・マテリアライズド・ビュー作成
のためのテンプレート・パラメータも格納します。 
配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ 4-3



Oracle 配置テンプレートの概念
配置テンプレートの要素配置テンプレートの要素配置テンプレートの要素配置テンプレートの要素
各配置テンプレートには、マテリアライズド・ビュー・サイトに必要なマテリアライズド・
ビューおよびそれに関連するオブジェクトを作成するための設計図を含めます。具体的に
は、配置テンプレートをマスター・サイトに作成し、マテリアライズド・ビュー環境を作成
するために必要なマテリアライズド・ビュー、トリガー、ビューなどをこの配置テンプレー
トに追加します。また、オプションでテンプレート・パラメータや認証ユーザーを定義し
て、インスタンス化プロセス実行時の柔軟性や安全性を大幅に向上させることもできます。 

配置テンプレートの要素は、次の 4 つのカテゴリに分類できます。

� テンプレート一般情報

� テンプレートのオブジェクト定義

� テンプレート・パラメータ

� ユーザー認証

テンプレート一般情報テンプレート一般情報テンプレート一般情報テンプレート一般情報
テンプレート名、ターゲット・リフレッシュ・グループ、およびプライベートまたはパブ
リックの状態から構成されるテンプレート一般情報は、Oracle 配置テンプレートの基礎にな
る情報です。図 4-1 に示すように、REFRESH_TEMPLATE_NAMEは、配置テンプレートの
データ・ディクショナリ・ビューのどの場面でも使用します。DBA は、マテリアライズド・
ビュー環境のオブジェクトをテンプレートに追加し、その後、指定されたテンプレートの識
別に応じて配布するテンプレートをリリースします（図 4-2 を参照してください）。 

配置テンプレートは、1 つのマスター・サイトで定義します。マスター・サイトに同じ名前
の配置テンプレートを 2 つ定義することはできませんが、配置テンプレートを同じ名前で他
のサイトにコピーすることはできます。
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図図図図 4-1 配置テンプレートのビューの関係配置テンプレートのビューの関係配置テンプレートのビューの関係配置テンプレートのビューの関係

DBA_REPCAT_USER_PARM_VALUES

REFRESH_TEMPLATE_NAME
OWNER
REFRESH_GROUP_NAME
TEMPLATE_COMMENT
PUBLIC_TEMPLATE
PARAMETER_NAME
DEFAULT_PARM_VALUE
PROMPT_STRING
PARM_VALUE
USER_NAME

DBA_REPCAT_USER_AUTHORIZATIONS

REFRESH_TEMPLATE_NAME
OWNER
REFRESH_GROUP_NAME
TEMPLATE_COMMENT
PUBLIC_TEMPLATE
USER_NAME

DBA_REPCAT_TEMPLATE_SITES

REFRESH_TEMPLATE_NAME
REFRESH_GROUP_NAME
TEMPLATE_OWNER
USER_NAME
SITE_NAME
REPAPI_SITE_NAME
STATUS

DBA_REPCAT_REFRESH_TEMPLATES

REFRESH_TEMPLATE_NAME
OWNER
REFRESH_GROUP_NAME
TEMPLATE_COMMENT
PUBLIC_TEMPLATE

DBA_REPCAT_TEMPLATE_OBJECTS

REFRESH_TEMPLATE_NAME
OBJECT_NAME
OBJECT_TYPE
DDL_TEXT
MASTER_ROLLBACK_SEGMENT
DERIVED_FROM_SNAME
DERIVED_FROM_ONAME
FLAVOR_ID

DBA_REPCAT_TEMPLATE_PARMS

REFRESH_TEMPLATE_NAME
OWNER
REFRESH_GROUP_NAME
TEMPLATE_COMMENT
PUBLIC_TEMPLATE
PARAMETER_NAME
DEFAULT_PARM_VALUE
PROMPT_STRING
USER_OVERRIDE
配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ 4-5



Oracle 配置テンプレートの概念
図図図図 4-2 配置テンプレートに追加するテンプレートの要素配置テンプレートに追加するテンプレートの要素配置テンプレートに追加するテンプレートの要素配置テンプレートに追加するテンプレートの要素

テンプレートのオブジェクト定義テンプレートのオブジェクト定義テンプレートのオブジェクト定義テンプレートのオブジェクト定義
配置テンプレートを定義した後で、テンプレートにオブジェクトを追加します。テンプレー
トがマテリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化されると、オブジェクト DDL

（CREATE MATERIALIZED VIEW、CREATE TABLEなど）が実行され、適切なオブジェクトが
マテリアライズド・ビュー・サイトに作成されます。

配置テンプレートには既存のマスター・オブジェクトに基づいたオブジェクトを追加できま
すが、必要な場合は、DDL を定義し、新しいテンプレート・オブジェクトを作成してオブ
ジェクトを作成することもできます。新しいオブジェクト DDL を作成した場合は、実行エ
ラーを防ぐために DDL が字句規則に適合しているかどうかのチェックが行われます。配置
テンプレートに追加する更新可能マテリアライズド・ビューはマスター・グループ内の表に
基づいている必要がありますが、読取り専用マテリアライズド・ビューなどのその他のオブ

DDL 1
CREATE MATERIALIZED VIEW hr.mv_employees AS
SELECT employee_id, last_name, job_id, manager_id, 
hire_date, salary, commission_pct, department_id
FROM hr.employees@:dblink WHERE department_id = :dept;

DDL 2

DDL 3

DDL 4

DT_PERSONNEL
（テンプレート名）�

�

テンプレート・パラメータ�

:dblink
:dept

ユーザー・パラメータ値�
�

認証ユーザー�

Sally, DT_PERSONNEL
Bob, DT_PERSONNEL

USER PARAMETER NAME VALUE

SALLY
SALLY
BOB
BOB

:DBLINK
:DEPT
:DBLINK
:DEPT

HQDB
20
REG2DB
30

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.mv_locations AS
SELECT location_id, city, state_provence, country_id
FROM hr.locations@:dblink;

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.mv_jobs AS
SELECT job_id, job_title, max_salary
FROM hr.jobs@:dblink;

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.mv_departments AS
SELECT department_id, department_name, location_id
FROM hr.departments@:dblink;
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ジェクトは、マスター・グループに属していないオブジェクトに基づいていてもかまいませ
ん。

通常、テンプレートにはマテリアライズド・ビューを追加しますが、必要な場合はその他の
オブジェクトも追加できます。たとえば、マテリアライズド・ビュー・サイトでのデータ整
合性を規定するための制約、データ表示のためのビュー、あるいはローカルなデータ記憶域
に格納するための表などを追加できます。場合によっては、配置テンプレートにアプリケー
ションのすべてのオブジェクトを含めることもできます。配置テンプレートを使用して作成
したマテリアライズド・ビューは、テンプレートに定義されたリフレッシュ・グループに自
動的に追加されます。

配置テンプレートを使用してインスタンス化できないオブジェクト型は、次のとおりです。

� ユーザー定義型

� ユーザー定義型の本体

� ユーザー定義演算子

� 索引タイプ

配置テンプレートを使用して、これらのオブジェクト型に基づいたオブジェクトをインスタ
ンス化することもできません。 

テンプレート・パラメータテンプレート・パラメータテンプレート・パラメータテンプレート・パラメータ
各ターゲット・マテリアライズド・ビュー・サイトで一意のデータ・セットが必要な場合
は、オブジェクト DDL で変数を定義できます。変数を定義してパラメータ付きテンプレー
トを作成すると、テンプレートをインスタンス化するときにカスタム・データ・セットを使
用できるため、マテリアライズド・ビュー・サイトごとに異なるデータ・セットを使用でき
ます。これらのパラメータは、オブジェクト DDL に組み込まれます。テンプレートのイン
スタンス化時に、個別のユーザー値がパラメータに代入されます。 

Oracle では、テンプレートにデフォルト値およびユーザー固有のパラメータ値を指定できま
す。パラメータ値は、配置テンプレートの作成時または作成後に指定できますが、テンプ
レートをインスタンス化する前に指定する必要があります。テンプレートのインスタンス化
時にパラメータの値を指定することはできません。

ユーザー固有のパラメータ値を使用した場合は、指定されたユーザーがテンプレートをイン
スタンス化するときにそのパラメータ値が自動的に使用されます。たとえば、変数 region
について考えます。テンプレート sales_tempに対して次のようなユーザー固有のパラ
メータ値を指定したとします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リフレッシュ・グループの詳細は、4-4 ページの「テンプレー
ト一般情報」を参照してください。
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この場合、マテリアライズド・ビューの定義 SELECT文は次のようになります。

SELECT cust_id, sales_to_date, status FROM table_x WHERE region_id=:region;

ユーザー fayおよび baerがテンプレート sales_tempをインスタンス化すると、作成さ
れるマテリアライズド・ビュー・データ・セットは次のようになります。

WHERE 句のテンプレート・パラメータとセキュリティ句のテンプレート・パラメータとセキュリティ句のテンプレート・パラメータとセキュリティ句のテンプレート・パラメータとセキュリティ
カスタマイズしたデータ・サブセットを作成する他に、CREATE MATERIALIZED VIEW文の
WHERE句でテンプレート・パラメータを指定して、マテリアライズド・ビュー・サイトでは
WHERE句の条件を満たすデータのみを表示および変更するようにできます。たとえば、ユー
ザー固有のパラメータ・リストの regionパラメータに次のように指定したとします。

ユーザー fayがインスタンス化したマテリアライズド・ビューにアクセスするユーザーは、
地域 eastのデータのみを参照でき、この WHERE句に適合するデータのみを表示、更新ま
たは削除できます。つまり、このマテリアライズド・ビューには地域 eastのデータしか含
まれていないため、このマテリアライズド・ビューのユーザーは地域 westのデータを表
示、更新または削除できません。

ユーザーユーザーユーザーユーザー 地域地域地域地域

fay east

baer west

ユーザーユーザーユーザーユーザー fay - ユーザーユーザーユーザーユーザー baer

cust_id region - cust_id region

a123 east - b123 west

a234 east - b234 west

a345 east - b345 west

a456 east - b456 west

ユーザーユーザーユーザーユーザー 地域地域地域地域

fay east

baer west
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ユーザー認証ユーザー認証ユーザー認証ユーザー認証
配置テンプレートは、パブリックまたはプライベートのいずれかとして定義できます。これ
は、テンプレートの作成時に設定します。パブリック・テンプレートは、マスター・サイト
へのアクセス権を持つすべてのユーザーがインスタンス化できます。

テンプレートがプライベート用として作成されている場合は、認証ユーザーのみがターゲッ
ト・テンプレートをインスタンス化できます。プライベート用として規定する場合は、マス
ター・サイトに認証されたユーザーのリストを作成します。認証されていないユーザーが
ターゲット・テンプレートをインスタンス化しようとすると、そのインスタンス化プロセス
は失敗します。

配置サイト配置サイト配置サイト配置サイト
集中制御の目的で、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化された
環境の特性の一部を監視および管理できます。具体的には、配置テンプレートをインスタン
ス化したサイトを監視できます（配置テンプレート名、認証ユーザーおよびインスタンス化
された環境の状態を含みます）。

配置テンプレートのパッケージ化とインスタンス化配置テンプレートのパッケージ化とインスタンス化配置テンプレートのパッケージ化とインスタンス化配置テンプレートのパッケージ化とインスタンス化
配置テンプレートの定義が完了した後で、テンプレートをパッケージ化して、リモート・マ
テリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化できます。パッケージ化した配置テンプ
レートがマテリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化されると、マテリアライズ
ド・ビュー・サイト・オブジェクトが作成され、マテリアライズド・ビューにデータが移入
されます。リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトは、オンライン・インスタンシ
エーションまたはオフライン・インスタンシエーションのいずれかを使用して作成できま
す。 

オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーション
オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションでは、マテリアライズド・ビュー・サイトはターゲッ
ト・マスター・サイトに接続した状態で配置テンプレートをインスタンス化できます。オン
ライン・インスタンシエーション・プロセスでは、マテリアライズド・ビュー・サイトの構
造が作成され、指定したデータ・サブセットがマスター・サイトから取り出されて適切なマ
テリアライズド・ビューに格納されます。

図図図図 4-3 オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーション

マテリアライズド・ビュー・サイト�
�

専用データベース・リンクを�
使用したテンプレートの�
オンライン・インスタンシエーション�
� マスター・�

サイト�
�
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Oracle Enterprise Edition、Oracle Standard Edition または Oracle Personal Edition を使用す
るマテリアライズド・ビュー・クライアントの場合、オンライン・インスタンシエーション
用の配置テンプレートのパッケージ化は、スクリプト・ファイルの生成を意味します。この
スクリプト・ファイルがマテリアライズド・ビュー・サイトで実行されると、マテリアライ
ズド・ビュー・オブジェクトが作成された後にマスター・サイトに接続され、マテリアライ
ズド・ビューにデータが移入されます。 マスター・サイトからネットワーク経由でマテリア
ライズド・ビューにデータを移入するには、CREATE MATERIALIZED VIEW ... AS SELECT
などの SQL 文を使用します。 

オンライン・インスタンシエーションのメリットの 1 つは、データ・サブセットがインスタ
ンス化プロセス実行時点の最新の状態である点です。ただし、これにはデメリットもありま
す。オンライン・インスタンシエーションの実行中はマテリアライズド・ビュー・サイトと
マスター・サイトが接続されている必要があるため、作成するマテリアライズド・ビュー環
境のサイズによっては、ネットワークの通信量が増大する可能性があります。 

また、モデム接続を使用しているラップトップ・ユーザーは、接続時間が長くなることがあ
ります。接続時間は、作成されるオブジェクトの数、マテリアライズド・ビューの副問合せ
の複雑さ、送信されるデータの量によって変わります。低帯域幅のモデムで接続している場
合、これらの要素による影響は特に大きくなります。

オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション
ピーク使用期間中のサーバー負荷を小さくし、リモートの接続時間を短縮するには、使用環
境のテンプレートのオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションを選択します。オフライン・イン
スタンシエーション用のテンプレートのパッケージ化は、DDL およびデータ操作言語

（DML）を含むスクリプトまたはバイナリ・ファイルの生成を意味します。このスクリプト
またはバイナリ・ファイルによって、配置テンプレートに定義したマテリアライズド・
ビュー環境が作成され、データが移入されます。DBA は、スクリプトまたはバイナリ・
ファイルをパッケージ化して記憶メディア（テープ、CD-ROM など）に保存し、マテリア
ライズド・ビュー・サイトに転送する方法を提供します。各マテリアライズド・ビュー・サ
イトで、それぞれのオフライン・インスタンシエーション・スクリプトが必要です。

インスタンス化用のテンプレートをパッケージ化すると、マテリアライズド・ビューの基に
なっているテンプレートの各マスター表のマテリアライズド・ビュー・ログに対して、変更
のロギングが開始されます。特定のマスター表のマテリアライズド・ビュー・ログに記録さ
れた変更内容は、マスター表に基づくすべてのマテリアライズド・ビューがインスタンス化
後にリフレッシュされるまで消去されません。したがって、テンプレートをパッケージ化し
た後で、テンプレートのインスタンス化とマテリアライズド・ビューのリフレッシュをでき
るだけ早く実行して、マテリアライズド・ビュー・ログが大きくなりすぎないようにする必
要があります。

インスタンス化時は、テンプレートとデータがマスター・サイトではなく記憶メディアから
プルされます。この操作により、ネットワークの通信量を軽減でき、ネットワークに常時接
続する必要がなくなります。ただし、インスタンス化後は、マテリアライズド・ビュー・サ
イトにはパッケージ化した時点のマスター・サイトのデータが反映されているので、リフ
レッシュによって更新する必要があります。 
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図図図図 4-4 オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション

オフライン・インスタンシエーションは、多数のラップトップやその他の非接続環境のコン
ピュータでターゲット・テンプレートをインスタンス化する大量配布に最適なソリューショ
ンです。

多重化マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンシエーション多重化マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンシエーション多重化マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンシエーション多重化マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンシエーション  配置テンプレー
トのオフライン・インスタンシエーションを使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを
作成すると、マスター表に定義されている競合解消方法がマテリアライズド・ビュー・サイ
トにプルされません。このマテリアライズド・ビュー・サイトに基づいてマテリアライズ
ド・ビュー（多重化マテリアライズド・ビュー）を作成する場合は、データ整合性を保つた
めにこれらの競合解消方法が必要になることがあります。オンライン・インスタンシエー
ションを使用すると、インスタンス化中に競合解消方法がプルされます。

配置テンプレートのインスタンス化の使用例配置テンプレートのインスタンス化の使用例配置テンプレートのインスタンス化の使用例配置テンプレートのインスタンス化の使用例
インスタンス化のターゲット・サイトで、次のいずれかのデータベース・クライアントが稼
働している必要があります。 

� Oracle Enterprise Edition

� Oracle Standard Edition

� Oracle Personal Edition

表 4-1 に、配置テンプレートのインスタンス化の使用例の概要を示します。

マテリアライズド・ビュー・サイト�
�

記憶メディア�
�

パッケージ化された記憶メディアを�
使用したテンプレートの�
オフライン・インスタンシエーション�
�

配置テンプレートの概要およびアーキテクチャ 4-11



Oracle 配置テンプレートの概念
DBA またはターゲット・ユーザーのいずれかが、配置テンプレートをパッケージ化できま
す。配置テンプレートをパッケージ化するには、レプリケーション・マネージメント・ツー
ルの「Template Script Generation Wizard」（オフライン・インスタンシエーションの場合）
またはレプリケーション・マネージメント API（オフラインまたはオンライン・インスタン
シエーションの場合）を使用します。配置テンプレートをパッケージ化するには、エンド・
ユーザーはパブリック API を使用し、DBA は一般的にプライベート API を使用します。 

通常、配置テンプレートをオフラインでインスタンス化する場合は DBA がパッケージ化を
実行しますが、配置テンプレートをオンラインでインスタンス化する場合はユーザーがパッ
ケージ化を実行する可能性があります。ただし、ユーザーまたは DBA にとっては使用する
API コールが異なること以外に制約はなく、どちらもオンラインまたはオフラインによる
パッケージ化を実行できます。

配置テンプレートをパッケージ化するには、次のレプリケーション・マネージメント API の
ファンクションを使用できます。

プライベート・ファンクション（DBA のみ使用）:

� DBMS_REPCAT_RGT.INSTANTIATE_OFFLINE

� DBMS_REPCAT_RGT.INSTANTIATE_ONLINE

表表表表 4-1 配置テンプレートのインスタンス化の使用例配置テンプレートのインスタンス化の使用例配置テンプレートのインスタンス化の使用例配置テンプレートのインスタンス化の使用例

インスタンス化のインスタンス化のインスタンス化のインスタンス化の
タイプタイプタイプタイプ

マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・
ビュー・クライアントのビュー・クライアントのビュー・クライアントのビュー・クライアントの
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

オフライン Oracle Enterprise Edition

Oracle Standard Edition

Oracle Personal Edition

ユーザーは、SQL*Plus を使用してオフライン・

インスタンシエーション・スクリプトを実行し
ます。オフライン・インスタンシエーション・
スクリプトには、マテリアライズド・ビュー・
サイトのオブジェクトを作成する CREATE文

と、マテリアライズド・ビューにデータを移入
する INSERT文が含まれます。 

オンライン Oracle Enterprise Edition

Oracle Standard Edition

Oracle Personal Edition

ユーザーは、SQL*Plus を使用してオンライン・

インスタンシエーション・スクリプトを実行し
ます。オンライン・インスタンシエーション・
スクリプトには、マテリアライズド・ビュー・
サイトのオブジェクトを作成する CREATE文が

含まれます。マテリアライズド・ビュー・オブ
ジェクトが作成されると、オンライン・インス
タンシエーション・スクリプトがマスター・サ
イトに接続し、CREATE MATERIALIZED VIEW 
...AS SELECT文を使用してマテリアライズ

ド・ビューを作成し、これにデータを移入しま
す。 
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パブリック・ファンクション :

� DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_OFFLINE

� DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_ONLINE

配置テンプレートのアーキテクチャ配置テンプレートのアーキテクチャ配置テンプレートのアーキテクチャ配置テンプレートのアーキテクチャ
Oracle では、マテリアライズド・ビュー環境を迅速かつ効率的に配布するために、配置テン
プレートに標準マテリアライズド・ビュー・アーキテクチャを使用しています。配置テンプ
レートでは、マテリアライズド・ビュー定義の作成、リフレッシュ特性、競合解消およびグ
ループ化に、マテリアライズド・ビュー環境を手動で作成する場合と同じ方法を使用しま
す。ただし、配置テンプレートでは DDL を実行してオブジェクトを即時に作成するのでは
なく、テンプレートをインスタンス化するときに、配置テンプレートに含まれるオブジェク
ト DDL が実行される点が異なります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ファンクションの詳細は、6-28 ページの「配置テンプレート
をインスタンス化するマテリアライズド・ビュー・サイトの準備」および

『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照
してください。

注意注意注意注意 : オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートを
パッケージ化すると、関連するマテリアライズド・ビュー・ログにより、
テンプレートにパッケージ化したマテリアライズド・ビューのロギングが
開始されます。この即時ロギングによって、マテリアライズド・ビュー・
サイトでオフライン・インスタンシエーション完了後に高速リフレッシュ
を実行できます。オフライン・インスタンシエーションの実行後、マテリ
アライズド・ビュー・ログを監視して、リモート・マテリアライズド・
ビュー・サイトのリフレッシュが適切なときに実行されていることを確認
してください。テンプレートをパッケージ化するときにロギングが開始さ
れるため、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトがリフレッシュ
されないとマテリアライズド・ビュー・ログが大きくなりすぎることがあ
ります。
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システム表に格納されたテンプレート定義システム表に格納されたテンプレート定義システム表に格納されたテンプレート定義システム表に格納されたテンプレート定義
配置テンプレートでは、マテリアライズド・ビュー・サイトで DDL を実行してマテリアラ
イズド・ビュー環境を即時に作成するのではなく、マテリアライズド・ビューおよび関連す
るオブジェクト定義が配置テンプレートに格納されます。すべてのオブジェクト定義を配置
テンプレートに追加した後、テンプレートをインスタンス化すると、格納されているすべて
の DDL がリモート・マテリアライズド・ビュー・サイトで実行され、必要なマテリアライ
ズド・ビュー環境が作成されます。

これらのオブジェクト定義はすべて、配置テンプレートの定義サイトにあるシステム表に、
配置テンプレート名をキーにして格納されます。配置テンプレートをパッケージ化すると、
格納されているオブジェクト DDL がシステム表からプルされ、バイナリ・ファイルのイン
スタンス化スクリプトが作成されます。 

標準標準標準標準 DDL の使用の使用の使用の使用
テンプレートのオブジェクト定義は、マテリアライズド・ビュー・サイトでローカルにオブ
ジェクトを作成する場合と同じ DDL を使用して作成されます。たとえば、次の文を発行す
るとマテリアライズド・ビューが作成されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW hr.departments_mv 
      REFRESH FAST WITH PRIMARY KEY FOR UPDATE AS SELECT 
      department_id, department_name, manager_id, location_id
    FROM hr.departments@orc1.world;

これと同じマテリアライズド・ビューを配置テンプレートに追加するには、レプリケーショ
ン・マネージメント・ツールの「Deployment Template Wizard」を使用するか、次の例に示
すように CREATE_TEMPLATE_OBJECTファンクションを使用します。

DECLARE
   tempstring VARCHAR2(3000);
   a NUMBER;
BEGIN
   tempstring := 'CREATE MATERIALIZED VIEW hr.departments_mv 
      REFRESH FAST WITH PRIMARY KEY FOR UPDATE AS SELECT 
      department_id, department_name, manager_id, location_id
      FROM hr.departments@orc1.world';
   a := DBMS_REPCAT_RGT.CREATE_TEMPLATE_OBJECT (
           refresh_template_name => 'hr_refg_dt',
           object_name => 'departments_mv',
           object_type => 'SNAPSHOT',
           ddl_text => tempstring,
           master_rollback_seg => 'rbs');
END;
/
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このファンクションを実行すると、dt_mviewenvという名前の配置テンプレートにマテリ
アライズド・ビュー定義が追加されます。このマテリアライズド・ビューがインスタンス化
されると、マテリアライズド・ビュー mview_testが作成されます。マテリアライズド・
ビューを作成するのみでなく、表、トリガー、プロシージャ、索引およびその他のオブジェ
クト定義を配置テンプレートに追加できます。 

マテリアライズド・ビューを作成するときは、マテリアライズド・ビューの問合せで表所有
者のスキーマ名を必ず指定してください。 前述の例では、employees表の所有者に hrが指
定されています。

パッケージ化およびインスタンス化のプロセスパッケージ化およびインスタンス化のプロセスパッケージ化およびインスタンス化のプロセスパッケージ化およびインスタンス化のプロセス
リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトでのインスタンス化用に配置テンプレートを
パッケージ化するときは、オンライン・インスタンシエーション用とオフライン・インスタ
ンシエーション用のテンプレートを用意します。インスタンス化プロシージャによって、リ
モート・マテリアライズド・ビュー環境が作成され、その環境にデータが移入されます。 

オンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケー
ジ化ジ化ジ化ジ化
オンライン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化すると、リモー
ト・マテリアライズド・ビュー環境の作成に必要な DDL が生成され、 すべてのテンプレー
ト・パラメータが代入されます。生成された DDL が格納される場所は、マテリアライズ
ド・ビュー・クライアントのタイプによって異なります。

オンライン・インスタンシエーション・スクリプトは、テンプレートをパッケージ化するレ
プリケーション・マネージメント API が実行されるコンピュータのハード・ドライブ上に
ローカルに格納されます。このコンピュータがマテリアライズド・ビュー・サイトのコン
ピュータでない場合は、オンライン・インスタンシエーション・ファイルをマテリアライズ
ド・ビュー・サイトに転送する必要があります。

注意注意注意注意 : ddl_textパラメータの一重引用符で囲まれた DDL 文の末尾に
は、セミコロンを付けないでください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CREATE_TEMPLATE_OBJECT ファンクションの使用方法の
詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』
の「DBMS_REPCAT_RGTパッケージ」の「CREATE_TEMPLATE_OBJECT
ファンクション」を参照してください。
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オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケー
ジ化ジ化ジ化ジ化
オフライン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化するときに、リ
モート・マテリアライズド・ビュー環境の作成に必要な DDL とマテリアライズド・ビュー
環境へのデータの移入に必要な DML を、生成したファイルに格納します。また、パッケー
ジ化の最中に、すべてのテンプレート・パラメータの代入が実行されます。 

テンプレートをパッケージ化するときに、オフライン・インスタンシエーション用のスクリ
プトまたはバイナリ・ファイルを作成し、ハード・ディスク、CD-ROM またはテープなど
の記憶デバイスに保存します。オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレート
をパッケージ化するには、レプリケーション・マネージメント・ツールの「Template Script 
Generation Wizard」またはレプリケーション・マネージメント API を使用できます。 

オフライン・インスタンシエーション・スクリプトは、テンプレートをパッケージ化する要
求が発行されるコンピュータのハード・ドライブ上にローカルに格納されます。このコン
ピュータがマテリアライズド・ビュー・サイトのコンピュータでない場合は、オフライン・
インスタンシエーション・ファイルをマテリアライズド・ビュー・サイトに転送する必要が
あります。

リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトでテンプレートをインスタンス化するとき
は、記憶メディアまたはローカルのハード・ドライブからスクリプトまたはバイナリ・ファ
イルが実行されます。これにより、マテリアライズド・ビュー環境が作成され、パッケージ
作成プロセスで定義したデータ・セットが環境に移入されます。前述のように、個々のサイ
ト用のデータ・セットを定義するテンプレート・パラメータはすべて、パッケージ作成プロ
セスで定義します。

オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーション
オンライン・インスタンシエーション・プロセスでは、マテリアライズド・ビュー・サイト
の構造が作成され、指定したデータ・サブセットがマスター・サイトから取り出されて適切
なマテリアライズド・ビューに格納されます。リモート・マテリアライズド・ビュー・サイ
トでオンライン・インスタンシエーション・プロセスを開始すると、配置テンプレート用に
定義したパラメータが評価されます。パラメータに定義した値は、テンプレートのオブジェ
クト DDL を実行するときに、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトにカスタム・
データ・セットをインストールするために使用されます。同時に、マテリアライズド・
ビューがマスター・サイトに登録され、マテリアライズド・ビュー・ログにマスター表への
変更のロギングが開始されます。

テンプレート・パラメータの値を定義するには、デフォルト・パラメータ値とユーザー・パ
ラメータ値という 2 つの方法を使用できます。Oracle はこれらのパラメータ値が存在するか
どうかをチェックし、次の順に使用します。

1. ユーザー・パラメータ値

2. デフォルト・パラメータ値
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ユーザー・パラメータ値が定義してあり、リストに含まれているユーザーがテンプレートを
インスタンス化する場合、テンプレートをインスタンス化するときにユーザー・パラメータ
値が使用されます。ユーザー・パラメータ値を定義していない場合は、デフォルト・パラ
メータ値が使用されます。図 4-5 は、パラメータのチェック・プロセスを示します。

図図図図 4-5 オンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェックオンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェックオンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェックオンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェック

パラメータのチェックが終わると、テンプレートによって作成されたオブジェクトが、テン
プレートの作成時に指定したリフレッシュ・グループに追加されます。

オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション
大量配布の環境では、ほとんどのマテリアライズド・ビュー環境でオフライン・インスタン
シエーションを使用して、必要なマテリアライズド・ビュー環境を作成します。配置テンプ
レートをパッケージ化すると、スクリプトまたはバイナリ・ファイルが作成され、マテリア
ライズド・ビュー環境の作成に必要な DDL、インスタンス化プロセスで使用されるパラ
メータ値およびマテリアライズド・ビュー環境へのデータの移入に必要な DML が格納され
ます。

スクリプトまたはバイナリ・ファイルは、CD-ROM やフロッピィ・ディスクなどの記憶メ
ディアにコピーしたり、Web サイトや FTP サイトに保存してリモート・マテリアライズド・
ビュー・サイトにダウンロードしたりできます。このような柔軟な配布メカニズムによっ
て、管理者とユーザーは最も効率的な方法で配置テンプレートをインスタンス化できます。

いいえ�

テンプレート・�
パラメータが�
存在するか�
?�
�

ユーザー・�
パラメータが�
存在するか�

?�
�いいえ�
�

はい�
�

はい�
�

テンプレートの�
インスタンス化�
�

DBA_REPCAT_
USER_PARM_
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ユーザー値の取出し�
�

デフォルト値の使用�
�

マテリアライズド・�
ビュー環境の作成�
�
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パッケージ化およびインスタンス化のオプションパッケージ化およびインスタンス化のオプションパッケージ化およびインスタンス化のオプションパッケージ化およびインスタンス化のオプション
配置テンプレートのパッケージ化とインスタンス化には、多数のオプションがあります。表
4-2 ではそれらのオプションを示し、パッケージ化とインスタンス化のメカニズムについて
説明し、操作を実行するときに使用するドキュメントをリストしています。

表表表表 4-2 パッケージ化およびインスタンス化のオプションパッケージ化およびインスタンス化のオプションパッケージ化およびインスタンス化のオプションパッケージ化およびインスタンス化のオプション

インスタンス化インスタンス化インスタンス化インスタンス化
のタイプのタイプのタイプのタイプ

インスタンス化を実インスタンス化を実インスタンス化を実インスタンス化を実
行するクライアント行するクライアント行するクライアント行するクライアント
のタイプのタイプのタイプのタイプ

使用する使用する使用する使用する
テンプレートのテンプレートのテンプレートのテンプレートの
パッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化

パッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化
ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

使用する使用する使用する使用する
テンプレートのテンプレートのテンプレートのテンプレートの
インスタンス化インスタンス化インスタンス化インスタンス化

インスタンス化インスタンス化インスタンス化インスタンス化
のドキュメントのドキュメントのドキュメントのドキュメント

オフライン Oracle Enterprise 
Edition

Oracle Standard 
Edition

Oracle Personal 
Edition

レプリケーショ
ン・マネージメン
ト・ツールの

「Template Script 
Generation 
Wizard」

レプリケーショ
ン・マネージメン
ト・ツールのオン
ライン・ヘルプの

「Package for 
Offline 
Instantiation: 
Overview」を参照

（「Help Contents」
で「Deployment 
Templates」→

「Packaging and 
Instantiation」の

順に選択）。

オフライン・イン
スタンシエーショ
ン・スクリプトお
よび SQL*Plus

レプリケーショ
ン・マネージメン
ト・ツールのオン
ライン・ヘルプの

「Instantiate at 
Remote 
Materialized View 
Site」の項目を参

照（「Help 
Contents」で

「Deployment 
Templates」→

「Packaging and 
Instantiation」の

順に選択）。

オフライン Oracle Enterprise 
Edition

Oracle Standard 
Edition

Oracle Personal 
Edition

レプリケーショ
ン・マネージメン
ト API（PL/SQL
パッケージおよび
SQL*Plus）

『Oracle9i レプリ

ケーション・マ
ネージメント API
リファレンス』に
あるパッケージ化
に関する説明を参
照。

オフライン・イン
スタンシエーショ
ン・スクリプトお
よび SQL*Plus

『Oracle9i レプリ

ケーション・マ
ネージメント API
リファレンス』に
ある配置テンプ
レートのインスタ
ンス化に関する説
明を参照。

オンライン Oracle Enterprise 
Edition

Oracle Standard 
Edition

Oracle Personal 
Edition

レプリケーショ
ン・マネージメン
ト API（PL/SQL
パッケージおよび
SQL*Plus）

『Oracle9i レプリ

ケーション・マ
ネージメント API
リファレンス』に
あるパッケージ化
に関する説明を参
照。

オンライン・イン
スタンシエーショ
ン・スクリプトお
よび SQL*Plus

『Oracle9i レプリ

ケーション・マ
ネージメント API
リファレンス』に
ある配置テンプ
レートのインスタ
ンス化に関する説
明を参照。
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インスタンス化の結果インスタンス化の結果インスタンス化の結果インスタンス化の結果
リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトで配置テンプレートのインスタンス化を実行
すると、マテリアライズド・ビュー・サイトでローカルにマテリアライズド・ビュー環境を
作成した場合とまったく同じ構造が作成されます。具体的には、指定した名前でマテリアラ
イズド・ビューが作成され、制約整合性を保つために主キーに基づいて索引が作成されま
す。また、テンプレートのその他のオブジェクトも、マテリアライズド・ビューで手動で作
成した場合と同じように作成されます。

オフライン・インスタンシエーションの場合は、サーバーでパッケージ化してからリモー
ト・マテリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化するまでの時間が長くなると、イ
ンスタンス化後の最初のリフレッシュに必要な時間も長くなります。マテリアライズド・
ビュー・サイトでは、マスター・サイトのマテリアライズド・ビュー・ログを使用して、テ
ンプレートがパッケージ化された時点以降の高速リフレッシュを実行します。前述のよう
に、マスター表に対して行った変更は、配置テンプレートをパッケージ化するとただちにマ
テリアライズド・ビュー・ログに記録されます。

マテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループマテリアライズド・ビュー・グループ
インスタンス化した配置テンプレートによって作成されたオブジェクトは、オブジェクトの
マスター・グループ名と同じ名前のマテリアライズド・ビュー・グループに自動的に追加さ
れます。たとえば、マスター・グループ personnelおよび technicalのオブジェクトを
含む dt_mviewenv配置テンプレートをインスタンス化した場合、テンプレート・オブジェ
クトはマテリアライズド・ビュー・グループ personnelおよび technicalにそれぞれ追
加されます。前述のように、マテリアライズド・ビュー・グループはターゲット・マス
ター・グループと編成上の整合性を保つのみでなく、更新可能マテリアライズド・ビューを
使用するために必要です。

リフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループ
最初に配置テンプレートを作成するときは、テンプレートのマテリアライズド・ビュー・オ
ブジェクトを追加するリフレッシュ・グループの名前を定義する必要があります。インスタ
ンス化プロセスが完了した後で、マスター・サイトに常時ネットワーク接続している場合
は、リフレッシュ・グループ内のマテリアライズド・ビューを設定した間隔で自動的にリフ
レッシュするように指定できます。

Oracle Enterprise Edition、Oracle Standard Edition および Oracle Personal Edition の場合
は、レプリケーション・マネージメント・ツールまたは DBMS_REFRESH.CHANGEプロシー
ジャを使用して、リフレッシュ・グループのリフレッシュ間隔と次回リフレッシュするデー
タを変更できます。レプリケーション・マネージメント・ツールでこれらの設定を変更する
には、リフレッシュ・グループを選択して、「Next Date」フィールドと「Interval」フィー

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、3-44 ページの「マテリアライズド・ビューのアーキ
テクチャ」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、3-53 ページの「マテリアライズド・ビュー・グルー
プ」を参照してください。
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ルドを編集します。DBMS_REFRESH.CHANGEプロシージャを使用してこれらの設定を変更
する場合は、interval パラメータと next_date パラメータを適切に設定します。マテリアラ
イズド・ビュー・サイトからマスター・サイトに常時ネットワーク接続していない場合は、
必要に応じてリフレッシュ・グループをリフレッシュできます。

next_date と interval の指定に使用できる簡単な日付式の例を、次に示します。

� next_date または interval が 1 時間の指定 :

SYSDATE + 1/24

� next_date または interval が 7 日の指定 :

SYSDATE + 7 

 

配置テンプレートの設計配置テンプレートの設計配置テンプレートの設計配置テンプレートの設計
配置テンプレートのパラメータと副問合せによるサブセット化を組み合せることで、DBA
は、副問合せと行がサブセット化されたデータを使用して広範囲に分散したデータベース環
境を管理できます。列のサブセット化の要件およびレプリケーション環境に必要なデータ・
セットについては、さらにいくつかの設計上の考慮事項があります。

マテリアライズド・ビュー・データ・セットはマテリアライズド・ビューの問合せに基づい
て定義されます。つまり、ユーザーに表示されるのは、マテリアライズド・ビューの定義問
合せに適合するデータのみです。行および列のサブセット化により、カスタマイズ・デー
タ・セットを含むマテリアライズド・ビューを作成できます。このようなマテリアライズ
ド・ビューは、すべてのデータ・セットを必要としない地域事業所や営業担当員に役立ちま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 日付算術の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』お
よび『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データのサブセット化の詳細は、3-18 ページの「マテリアラ
イズド・ビューを使用したデータのサブセット化」を参照してください。
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配置テンプレートを使用した列のサブセット化配置テンプレートを使用した列のサブセット化配置テンプレートを使用した列のサブセット化配置テンプレートを使用した列のサブセット化
列のサブセット化を使用すると、マスター表の列をマテリアライズド・ビューから除外でき
ます。これを行うには、マテリアライズド・ビューの作成中に、SELECT文に該当する列を
指定します。列のサブセット化は、配置テンプレートを使用した場合のみ可能です。配置テ
ンプレートを作成する前に、テンプレートの設計を行う必要があります。 

たとえば、多くの軽量なクライアントを含む大量配布の環境では、LOB データ自体を実際に
レプリケートするのではなく、LOB データを含む表をレプリケートすることが必要な場合が
あります。これを行うには、列のサブセットを定義するときに、レプリケート対象として選
択した列から LOB 列を除外します。

読取り専用マテリアライズド・ビューでは列の任意のサブセットを選択できます。更新可能
マテリアライズド・ビューでは、列のサブセットに次の列が含まれている必要があります。

� 主キー列（複数も可）

� レプリケート列の競合解消に使用するすべての列（図 4-6 を参照してください）

図図図図 4-6 列がサブセット化されたデータのレプリケート列がサブセット化されたデータのレプリケート列がサブセット化されたデータのレプリケート列がサブセット化されたデータのレプリケート

注意注意注意注意 : 列のサブセット化は列グループ内に構成することもできますが、
これを行うとサイト間でデータの一貫性がなくなる可能性があるため、こ
の方法はお薦めしません。列のサブセット化を使用する場合は、列グルー
プ・レベルで列を除外するようにしてください。 

Sales
History
(LOB)

Territory Priority
Site*

SalaryEmpIDPK Level Time
Stamp*

レプリケート・データ�

列グループA 列グループB

* 列グループの競合解消に使用される列を示します。�
�
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列 pk、empid、salaryおよび level（図 4-6 を参照してください）をレプリケートする
マテリアライズド・ビューを追加する場合は、Time Stamp列も含める必要があります。こ
の列は、列グループ A に含まれる列の競合解消に使用されるためです。

行のサブセット化行のサブセット化行のサブセット化行のサブセット化
行のサブセット化を使用すると、マスター表の行をマテリアライズド・ビューから除外でき
ます。これには WHERE句を使用します。 たとえば、次の文では、oe.orders@orc1.world
マスター表に基づいたマテリアライズド・ビューが作成され、sales_rep_id番号が 173
の営業担当員の行のみが含まれます。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.orders REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.orders@orc1.world
  WHERE sales_rep_id = 173;

orders表で sales_rep_id番号が 173以外の行は、このマテリアライズド・ビューから
は除外されます。

割当て表を使用した行のサブセット化割当て表を使用した行のサブセット化割当て表を使用した行のサブセット化割当て表を使用した行のサブセット化
行のサブセット化に割当て表割当て表割当て表割当て表を使用する方が役に立つ場合があります。割当て表を使用する
と、データベース内のあるエンティティを別のエンティティに関連付けることができ、どち
らのエンティティの表にも割当て情報を格納する必要がありません。このテクニックについ
て、例を使用してわかりやすく説明します。

oeというスキーマの例を考えます。このスキーマでは、product_id列が product_
information表の主キーで、warehouse_idが warehouses表の主キーです。このス
キーマでは inventories表が割当て表として機能します。この表は product_id列と
warehouse_id列を使用して製品を倉庫に割り当てます。この 2 つの列が、inventories
表の主キーを形成します。 

oeスキーマ内のこの 3 つの表（inventories、product_informationおよび
warehouses）を使用すると、どの製品がどの倉庫にあるかを追跡するために、product_

注意注意注意注意 :

� 列のサブセット化は、レプリケーション・マネージメント・ツールを
使用してマテリアライズド・ビューを配置テンプレートに追加する場
合にのみ使用できます。レプリケーション・マネージメント API を使
用している場合は、列のサブセット化は使用できません。

� 列のサブセット化を定義するときは、マスター定義サイトが使用でき
る必要があります。複数のマスター・グループからの列がサブセット
化されたマテリアライズド・ビューが配置テンプレートに含まれてい
る場合は、各グループのマスター定義サイトが使用できる必要があり
ます。
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id情報を warehouses表に格納する必要も、warehouse_id情報を product_
information表に格納する必要もありません。これがいかに重要かを理解するために、
inventoriesが存在せず、warehouse_id列が product_information表の外部キーで
ある場合の例について考えてみます。

この場合に、営業担当員が最寄の倉庫の製品情報を格納するには、CREATE MATERIALIZED 
VIEW文の WHERE句にその倉庫の warehouse_idを指定する必要があります。たとえば、
営業担当員は、次の文を使用してマテリアライズド・ビューを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.product_information REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.product_information@orc1.world
  WHERE warehouse_id = 1;

この構成のデメリットは、warehouse_idがマテリアライズド・ビュー定義にハードコー
ドされているということです。 会社が倉庫 1 を閉鎖するか、この営業担当員により近い場所
に新しい倉庫を開設した場合、このマテリアライズド・ビュー定義は変更または再作成する
必要があります。これと比べて、副問合せでの行のサブセット化と割当て表を使用する場合
は、マテリアライズド・ビュー環境に対する変更を容易に制御できます。

oeスキーマでは、warehouse_id列は product_information表の一部ではありません。
そのかわり、製品は inventories表を介して倉庫に割り当てられます。製品と倉庫間のこ
の関係を図 4-7 に示します。 
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図図図図 4-7 製品と倉庫の関係製品と倉庫の関係製品と倉庫の関係製品と倉庫の関係
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新しい倉庫が建てられたり他の倉庫が閉鎖された場合は、inventories表を使用して製品
を別の倉庫に割り当てられます。inventories表のような割当て表は、単一の管理点を作
成するのみでなく、副問合せでの行のサブセット化とともに使用して、セキュリティを確保
することもできます。たとえば、必要な場合は、特定の営業担当員が特定の倉庫のデータは
見られるがその他の倉庫のデータは見られないように制限できます。

各営業担当員に特定の地域の担当責任があり、その地域の倉庫に格納されている製品の情報
のみを必要とすると想定した場合、inventories表を割当て表として使用し、それととも
に副問合せでの行のサブセット化を使用して、特定の営業担当員に関係する情報のみを含む
product_informationマテリアライズド・ビューを作成できます。次の文により、適切
なデータが営業担当員に提供されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW oe.product_information REFRESH FAST FOR UPDATE AS
  SELECT * FROM oe.product_information@orc1.world pi
  WHERE EXISTS 
    (SELECT * FROM oe.inventories@orc1.world inv
    WHERE pi.product_id = inv.product_id 
    AND EXISTS
      (SELECT * FROM oe.warehouses@orc1.world w
      WHERE inv.warehouse_id = w.warehouse_id
      AND EXISTS
        (SELECT * FROM hr.locations@orc1.world loc
        WHERE w.location_id = loc.location_id 
        AND loc.postal_code = :p_code)));

product_informationマテリアライズド・ビューは、p_code 変数により指定された郵便
番号が示す倉庫に格納されている製品の製品情報が移入されます。CREATE 
MATERIALIZED VIEW文の最後の行にある p_code 変数に注意してください。 

この柔軟な機能により、管理者は inventories表に簡単な変更を加えるだけで、マテリア
ライズド・ビューのデータ・セットを容易に制御できます。マテリアライズド・ビュー作成
のために SQL 文を変更する必要はありません。たとえば、新製品が特定の倉庫に追加され
た場合、管理者はこの製品を倉庫に割り当てる行を inventories表に追加するのみです。
マテリアライズド・ビューの次のリフレッシュの後、倉庫の製品情報を追跡するマテリアラ
イズド・ビュー・サイトに製品のデータが追加されます。

注意注意注意注意 : この oe.product_informationマテリアライズド・ビューを作
成するには、postal_codeを hr.locations表のマテリアライズド・
ビュー・ログにロギングする必要があります。 詳細は、6-16 ページの「マ
テリアライズド・ビュー・ログへの列のロギング」を参照してください。
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配置テンプレートの設計
データ・セットデータ・セットデータ・セットデータ・セット
配置テンプレートを設計するときは、ターゲット・データにアクセスする様々なユーザーの
タイプを考慮します。たとえば、営業担当員と技術者はいずれも顧客情報を必要とします
が、両方が販売情報を必要とするわけではありません。ユーザーが自分に無関係なデータを
含む配置テンプレートをインスタンス化すると、余分な記憶領域が必要になり、リフレッ
シュ時間が長くなるため、このようなインスタンス化は避けてください。

逆に、販売情報と顧客情報の両方を必要とするユーザーが、重複したデータを共有する複数
の配置テンプレートをインスタンス化する必要があることも不都合です。複数のテンプレー
トをインスタンス化すると、データ整合性の問題が発生することがあります。つまり、各配
置テンプレートが異なるリフレッシュ・グループを使用するため、2 つの配置テンプレート
のデータが別々のタイミングでリフレッシュされてデータ整合性の問題が生じる可能性があ
ります。

この場合は、営業担当員、顧客サービス技術者、および両方のデータ・セットを必要とする
ユーザー向けに、それぞれ 1 つずつ配置テンプレートを作成するのが最善のソリューション
です。

時間と DBA の手間をかけずに 3 種類の配置テンプレートを作成するには、まず両方のデー
タ・セットを含むテンプレートを作成し、それを 2 つコピーして、それぞれ不要な項目を削
除して 2 つのテンプレートを作成するのが最善の方法です。

図図図図 4-8 営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違

設計上のもう 1 つの考慮点は、パラメータの使用です。図 4-8 に示されている表の多くで
customer_idフィールドが使用される場合、テンプレート・オブジェクトのそれぞれに同
じパラメータを定義できます。同じパラメータを使用すると、必要なデフォルト・パラメー
タ値の定義は 1 回のみで、インスタンス化プロセス時にその定義がすべてのオブジェクトに
使用されます。
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4-26　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



配置テンプレートの設計
副問合せに基づくサブセット化を行うマテリアライズド・ビューで使用する場合は、1 つの
テンプレート・パラメータを使用するとさらに便利です。パラメータを 1 つにすることに
よって、ユーザーは必要な顧客に関するデータのみを受け取ることができます。たとえば、
次の CREATE MATERIALIZED VIEW文について考えます。

CREATE MATERIALIZED VIEW sales.orders AS
 SELECT * FROM sales.orders@orc1.world o
  -- conditions for customers
  WHERE EXISTS
  ( SELECT c_id FROM sales.customer@orc1.world c
    WHERE o.c_id = c.c_id
      AND EXISTS
    ( SELECT * FROM sales.assignment@orc1.world a
     WHERE a.c_id = c.c_id
     AND EXISTS
     ( SELECT * FROM sales.salesperson@orc1.world s
       WHERE s.s_id = :salesperson_id)));

CREATE MATERIALIZED VIEW sales.customer AS
SELECT c_id FROM sales.customer@orc1.world c
-- conditions for customers

  WHERE EXISTS
( SELECT * FROM sales.assignment@orc1.world a

     WHERE a.c_id = c.c_id
     AND EXISTS
     ( SELECT * FROM sales.salesperson@orc1.world s
       WHERE s.s_id = :salesperson_id)));

作成する 2 つのマテリアライズド・ビューには明示的な salesperson_idフィールドが含
まれていませんが、副問合せに基づくサブセット化を行うことによって、パラメータを使用
して必要なデータ・セットのみをインスタンス化できるので、非常に効率的です。1 つのパ
ラメータ（:salesperson_id）を使用すると、マテリアライズド・ビューの管理およびインス
タンス化が、DBA および配置テンプレートを使用するユーザーの両方にとって容易になり
ます。

設計に関するその他の考慮事項設計に関するその他の考慮事項設計に関するその他の考慮事項設計に関するその他の考慮事項
最後に、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトで他にどのようなオブジェクトを作
成する必要があるかを考えます。具体的には、次の点を検討してください。

� マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイト間に必要なデータベース・リン
クを作成する DDL を含める必要があるかどうか

� マテリアライズド・ビュー環境で必要となるトリガーまたはプロシージャの種類

� 非レプリケート・データを格納する表を作成する必要があるかどうか

� 索引を追加する必要があるかどうか
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マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御
マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御
配置テンプレートは、マテリアライズド・ビュー環境を作成および配布するための最も効率
的な方法です。配布先が 2 つまたは 3 つのサイトのみの場合でも、配置テンプレートを使用
することによって、個々のサイトにマテリアライズド・ビュー環境を作成するよりもはるか
に少ない手順でマテリアライズド・ビュー環境を作成できます。配置テンプレートを使用す
ると、1 度マテリアライズド・ビュー環境を作成して、必要な数のサイトにそれを配布でき
ます。

ただし、疑問が 1 つ残っています。マテリアライズド・ビュー環境を作成して配布するのに
配置テンプレートを使用することが最も効率的な方法ならば、どのような場合にリモート・
マテリアライズド・ビュー・サイトでローカルにマテリアライズド・ビュー環境を作成する
のかということです。通常、マテリアライズド・ビュー・サイトでローカル制御を維持する
必要がある場合は、「Materialized View Group Wizard」を使用してマテリアライズド・
ビュー環境を作成するか、マテリアライズド・ビュー・サイトでローカルにマテリアライズ
ド・ビュー環境を作成します。

マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御が便利なのは、マテリアライズド・ビュー・
サイトで、受け取るデータを制御することが望ましい場合などです。たとえば、通常は読取
り専用マテリアライズド・ビュー・サイトである意思決定支援サイト（DSS）の場合、特に
便利です。DSS サイトでは複雑な問合せを実行することがありますが、OLTP サイトの速度
を低下させないようにしたり、OLTP サイトの DBA の負担を軽減するにはローカル制御が
必要です。

マテリアライズド・ビューのローカル制御マテリアライズド・ビューのローカル制御マテリアライズド・ビューのローカル制御マテリアライズド・ビューのローカル制御
配置テンプレートの主な利点の 1 つに、DBA が配置テンプレートの作成を集中して管理で
きる点があります。ただし、マテリアライズド・ビュー・サイトでなんらかの制御が必要に
なる場合があります。 

次の場合はローカル制御が必要です。

� マテリアライズド・ビュー・サイトに熟練した DBA がいる場合

� マテリアライズド・ビュー・サイトが信頼できるサイトである場合

� マテリアライズド・ビュー・サイトで行のサブセット化を実行する場合

マテリアライズド・ビュー・グループは、マテリアライズド・ビュー・サイトの DBA また
は SQL の知識を持ったシステム・アナリストがレプリケーション・マネージメント・ツー
ルの「Materialized View Group Wizard」を使用してマテリアライズド・ビュー・サイトで
ローカルに作成するため、マテリアライズド・ビュー・サイトでも制御できます。

ローカル制御を行う最適な例として、次の例を考えます。マルチマスター・レプリケーショ
ンでは行および列のサブセット化ができないため、主にデータのサブセット化のみの目的で
更新可能マテリアライズド・ビュー・サイトが作成されることがあります。これらのサイト
は通常は安全で、熟練した DBA が存在し、ユーザーやアプリケーションの要件を満たすた
めにローカル制御を行う必要があります。「Materialized View Group Wizard」またはレプリ
ケーション・マネージメント API を使用して作成したマテリアライズド・ビュー・グループ
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では、安全性の高い更新可能マテリアライズド・ビュー・サイトの要件を満たすために必要
なローカル制御を実行できます。

また、前述のように、配置テンプレートを使用してマテリアライズド・ビュー環境を作成す
ると、マテリアライズド・ビュー環境のすべてのオブジェクトが同じリフレッシュ・グルー
プに追加されます。このことはほとんどのインストレーションでは問題ありませんが、場合
によってはマテリアライズド・ビュー・グループ内のオブジェクトをいくつかの異なるリフ
レッシュ・グループに割り当てる必要があります。
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マテリアライズド・ビュー作成のローカル制御
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競合解消の概念およびアーキテク
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競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ

レプリケーション環境によっては、複数サイト間でのデータ・レプリケーションによって発
生する可能性のあるデータ競合を解消する競合解消方法を作成する必要があります。この章
の内容は、次のとおりです。

� 競合解消の概念

� 競合解消のアーキテクチャ 
チャ 5-1



競合解消の概念
競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念
レプリケーションの競合は、複数のサイトから同じデータを同時に更新できるレプリケー
ション環境で発生します。たとえば、別々のサイトから発生した 2 つのトランザクションに
よって、同じ行がほとんど同時に更新されたときに競合が発生します。レプリケーション環
境を構成するときは、レプリケーションの競合が発生する可能性の有無を考慮する必要があ
ります。システム設計に競合を発生させる可能性がある場合や、競合が発生した場合には、
なんらかの方法で競合を解消しないかぎりシステム・データは収束しません。 

一般的に、まず必要なのは競合が発生しないレプリケーション環境を設計することです。ほ
とんどのシステム設計では、いくつかのテクニックを使用することによって、レプリケート
するデータの全体または大部分で競合を回避できます。しかし、多くのアプリケーションで
は、データの一部を複数のサイトからいつでも更新できる必要があります。その場合、レプ
リケーションの競合の発生に対処できる必要があります。

次の各項で、競合解消に関する次の項目について説明します。 

� レプリケーションの競合を考慮してレプリケーション・システムを設計する方法

� 使用するレプリケーション環境で発生する可能性のある競合タイプの判別方法

� レプリケーション環境の設計においてレプリケーションの競合を回避する方法

� 競合を回避できない設計で Oracle が競合を検出および解消する方法

データ要件およびアプリケーション要件の理解データ要件およびアプリケーション要件の理解データ要件およびアプリケーション要件の理解データ要件およびアプリケーション要件の理解
どのようなタイプのデータベース・アプリケーションおよびサポート・データベースを設計
する場合でも、データベースまたはアプリケーション自体を構築する前にアプリケーション
要件を理解することは非常に重要です。たとえば、各アプリケーションは、機能境界や依存
性（受注入力、出荷および請求など）が正しく定義され、モジュール化されている必要があ
ります。さらに、サポート・データベースのデータを正規化して、アプリケーション・シス
テムのモジュール間の隠れた依存性を軽減する必要があります。 

レプリケーション環境で動作するデータベースを作成する場合は、基本的なデータベース設
計のルールのみでなく、その他の要件も検討する必要があります。まず、レプリケート・
データを扱うアプリケーションの一般的な要件を考慮します。たとえば、一部のアプリケー
ションは読取り専用マテリアライズド・ビューの使用でも十分に対応できるので、結果的に
レプリケーションの競合の発生を完全に回避できます。これに対して、大部分のレプリケー
ト・データが読取り専用で、一部のデータ（たとえば、1 つまたは 2 つの表、あるいは特定
の表内の 1 つまたは 2 つの列）をすべてのレプリケーション・サイトで更新可能にする必要
があるアプリケーションもあります。この場合は、レプリケーションの競合が発生したとき
にレプリケート・データの整合性が完全に保たれるように、競合解消方法を決定する必要が
あります。
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競合解消の概念
競合の検出と解消の例競合の検出と解消の例競合の検出と解消の例競合の検出と解消の例
競合を考慮したレプリケート・データベースの設計方法をよく理解するために、競合の検出
および解消が可能な場合と不可能な場合がある、次のような環境を考えてみます。

� 通常、同じ商品に対して複数の予約を受け付けることができない予約システムでは、競
合を解消できません。たとえば、コンサートの特定の座席を予約するときには競合を解
消する方法がないため、予約システムの異なるレプリカにアクセスする異なるエージェ
ントが、複数の顧客のために同じ座席を予約できません。 

� 顧客管理システムでは、通常、競合を解消できます。たとえば、複数の営業担当員がレ
プリケーション環境内の異なるデータベースの顧客住所情報をメンテナンスできます。
競合が発生しても、レコードに最新の更新内容を適用することで、更新の競合を解消で
きます。

レプリケーションの競合のタイプレプリケーションの競合のタイプレプリケーションの競合のタイプレプリケーションの競合のタイプ
レプリケート・データベース環境で検出されるデータ競合のタイプは、次のとおりです。 

� 更新の競合

� 一意性競合

� 削除の競合

レプリケーション環境で発生する可能性が最も高いのは更新の競合です。ただし、一意性競
合および削除の競合にも対処できるように準備する必要があります。これらの 3 つのタイプ
の競合を回避できるようにデータベースを設計することをお薦めします。

更新の競合更新の競合更新の競合更新の競合
更新の競合更新の競合更新の競合更新の競合は、ある行に対する更新のレプリケーションが同じ行に対する別の更新と競合し
たときに発生します。異なるサイトから発生した 2 つの異なるトランザクションによって、
同じ行がほとんど同時に更新されたときに発生することがあります。 

一意性競合一意性競合一意性競合一意性競合
一意性競合一意性競合一意性競合一意性競合は、行のレプリケーションによってエンティティの整合性（PRIMARY KEY制約
または UNIQUE制約など）が失われるときに発生します。たとえば、2 つの異なるサイトか
ら発生した 2 つのトランザクションで、同じ主キー値を使用してそれぞれの表レプリカに行
を挿入した場合について考えます。この場合、トランザクションのレプリケーションが原因
で一意性競合が発生します。 

削除の競合削除の競合削除の競合削除の競合
削除の競合削除の競合削除の競合削除の競合は、異なるサイトから発生した 2 つのトランザクションのうち、1 つのトランザ
クションで行が削除され、もう 1 つのトランザクションで同じ行に対して更新または削除が
行われたときに発生します。これは、更新または削除の対象となる行が存在しなくなるため
です。 
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競合の検出競合の検出競合の検出競合の検出
レプリケーション・システムの各マスター・サイトは、レプリケーションの競合が発生する
とそれを自動的に検出し、解消します。たとえば、あるマスター・サイトがシステム内の別
のマスター・サイトに遅延トランザクション・キューをプッシュするときに、レプリケー
ションの競合があれば、その競合は呼び出された受信サイトのリモート・プロシージャに
よって自動的に検出されます。

マテリアライズド・ビュー・サイトが対応するマスター・サイトまたはマスター・マテリア
ライズド・ビュー・サイトに遅延トランザクションをプッシュすると、受信サイトで競合の
検出および解消が行われます。マテリアライズド・ビュー・サイトでは、マテリアライズ
ド・ビューのリフレッシュを実行することによってデータをリフレッシュします。このリフ
レッシュの仕組みによって、リフレッシュ完了後には、競合解消結果を含めたマテリアライ
ズド・ビューのデータが、対応するマスター表またはマスター・マテリアライズド・ビュー
のデータと同一になります。したがって、マテリアライズド・ビュー・サイトでレプリケー
ションの競合の検出または解消を実行する必要はありません。

データの競合およびトランザクションの順序データの競合およびトランザクションの順序データの競合およびトランザクションの順序データの競合およびトランザクションの順序

競合競合競合競合

順序競合は、マスター・サイトが 3 つ以上あるレプリケーション環境で発生します。なん

らかの理由でマスター・サイト X への伝播がブロックされた場合、レプリケート・データ

への更新を他のマスター・サイト間で伝播できます。伝播を再開したときに、これらの更
新がその他のマスターで発生した順序と異なる順序でサイト X に伝播されると、更新の競

合が発生する可能性があります。デフォルトでは、発生した競合はエラー・ログに記録さ
れ、依存関係にあるトランザクションが伝播および適用された後で再実行できます。順序
競合の例は、5-18 ページの表 5-1 を参照してください。

マスター・サイトが 3 つ以上あるレプリケーション環境でデータ収束を保証するには、マ

スター・サイトがいくつあっても確実にデータ収束を行える競合解消方法（最も新しいタ
イムスタンプ、最小値、最大値、優先グループ、加算）を選択する必要があります。

最小値、最大値、優先グループおよび加算による競合解消方法は、一定の条件が存在する
かぎり、マスター・サイトがいくつあってもデータ収束が保証されます。詳細は、5-19
ページの「競合解消のアーキテクチャ」で説明している競合解消方法を参照してください。

参照整合性参照整合性参照整合性参照整合性

サポート・データがリモート・サイトに正常に伝播されなかった場合、レプリケート・ト
ランザクションが順不同に適用されて、データ競合の他に参照整合性の問題が発生する可
能性もあります。新規顧客が受注部門に電話をかけた場合を考えます。この場合、顧客レ
コードが作成され、受注が設定されます。顧客データより先に受注データがリモート・サ
イトに伝播された場合、受注によって参照される顧客がリモート・サイトに存在しないた
め、参照整合性のエラーが発生します。

参照整合性エラーが発生した場合は、エラーが生じたトランザクションをサポート・デー
タがリモート・サイトに伝播された後で再度実行すると、簡単に解決できます。
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異なるタイプの競合の検出方法異なるタイプの競合の検出方法異なるタイプの競合の検出方法異なるタイプの競合の検出方法
レプリケーション・システムでの受信側のマスター・サイトまたはマスター・マテリアライ
ズド・ビュー・サイトでは、次のような更新の競合、一意性競合および削除の競合が検出さ
れます。

� レプリケート行の古い値（変更前の値）と受信サイトの同じ行の現在の値が異なる場
合、受信サイトで更新の競合が検出されます。

� レプリケート行の INSERTまたは UPDATEの実行中に一意制約違反が発生した場合、受
信サイトで一意性競合が検出されます。

� 行の主キーが存在しないために受信サイトで UPDATE文または DELETE文の対象の行が
見つからない場合、受信サイトで削除の競合が検出されます。 

競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別
レプリケーションの競合を正確に検出するには、データ・レプリケーション時に別々のサイ
トの対応する行を一意に識別し、一致させる必要があります。 通常、Advanced Replication
では、表の主キーを使用して表内の行を一意に識別します。表に主キーがない場合は、代替
キーを指定する必要があります。代替キーとは、データ・レプリケーション時に表内の行を
一意に識別するために使用する列または列のセットです。

競合解消競合解消競合解消競合解消
競合が検出された場合は、競合を解消してすべてのサイトでデータ収束を実行します。
Oracle には、更新の競合を解消するビルトインの競合解消方法が用意されています。通常
は、この方法を使用することで、様々なレプリケーション環境のデータ収束を保証できま
す。また、一意性競合に対する競合解消方法もありますが、これはデータ収束を保証しませ
ん。

削除の競合または順序競合については、ビルトインの競合解消方法はありません。ただし、
ビジネス・ルールに固有の競合解消方法を独自に作成できます。データ収束を保証しない競
合解消方法（特に、一意性競合および削除の競合の解消方法）を作成する場合、通知機能を
作成して DBA にデータ収束を手動で実現するように依頼する必要があります。

注意注意注意注意 : 行の更新の競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信
サイトに新旧の行に関するデータを送信する必要があります。パフォーマ
ンスを最大にするには、更新の競合の検出および解消サポートに使用する
データの量をチューニングします。詳細は、5-34 ページの「パフォーマン
スのメカニズムと競合の解消」を参照してください。

注意注意注意注意 : アプリケーションで表の主キーまたは代替キーを更新しないよう
にしてください。これは、Oracle で行を識別し、レプリケート・データの
整合性を保つためです。
競合解消の概念およびアーキテクチャ 5-5



競合解消の概念
ビルトインの競合解消方法またはユーザー定義の競合解消方法のいずれを使用する場合も、
競合が検出されると即時に適用されます。定義した競合解消方法で競合を解消できない場合
は、その競合はエラー・キューにロギングされます。

競合解消が 1 つの時点で失敗するのを回避するために、別の競合解消方法を定義して、主要
な競合解消方法の予備を作成できます。たとえば、タイムスタンプが同一であるため、最も
新しいタイムスタンプによる競合解消方法では競合を解消できない場合（このような状況が
発生することはほとんどありません）、サイト優先の競合解消方法を定義できます。これに
より、タイムスタンプを使用せずにデータ競合を解消できます。

多重化マテリアライズド・ビューと競合解消多重化マテリアライズド・ビューと競合解消多重化マテリアライズド・ビューと競合解消多重化マテリアライズド・ビューと競合解消
マスター表とこのマスター表に基づいた更新可能マテリアライズド・ビューがあった場合、
マテリアライズド・ビューをリフレッシュすると変更がマスター・サイトにプッシュされま
す。プッシュによって競合が発生した場合には、マスター・サイトが構成済みの競合解消方
法を使用して競合を処理します。次に、マテリアライズド・ビューはリフレッシュ完了時に
マスターの変更を取り出します。リフレッシュは、常にマテリアライズド・ビュー・サイト
で開始されます。

同様に、更新可能マテリアライズド・ビューのマスター・マテリアライズド・ビューは、マ
スター表と同じ動作をします。ただし、マスター・マテリアライズド・ビューでは、マテリ
アライズド・ビューからのプッシュによって発生する競合を処理するときに、マスターから
プルした競合解消方法を使用します。ここで、マスターはマスター・サイトのマスター表、
あるいは別のマテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・マテリアライズド・ビューの
いずれかです。競合解消方法をマテリアライズド・ビューに直接構成することはできませ
ん。かわりに、更新可能マテリアライズド・ビューを作成したとき、およびマテリアライズ
ド・ビューのレプリケーション・サポートを生成したときに、上位のマスターから競合解消
方法が自動的にプルされます。読取り専用マテリアライズド・ビューは、マスターから競合
解消方法をプルしません。

たとえば、レベル 3 のマテリアライズド・ビューがレベル 2 のマスター・マテリアライズ
ド・ビューに変更をプッシュしたとします。このプッシュにより、レベル 2 のマテリアライ
ズド・ビューで競合が発生したとします。レベル 2 のマテリアライズド・ビューでは、競合
を処理するために、レベル 1 のマスター・マテリアライズド・ビューから以前にプルした競
合解消方法を使用します。同様に、レベル 1 のマテリアライズド・ビューでは、マスター・
サイトから以前にプルした競合解消方法を使用して競合を処理します。図 5-1 に、この構成
を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  変更をレプリケートせずに表を変更する方法の詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照
してください。自動的に解消されない競合を手動で解消するときに、この
方法が必要になることがあります。
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図図図図 5-1 競合解消と多重化マテリアライズド・ビュー競合解消と多重化マテリアライズド・ビュー競合解消と多重化マテリアライズド・ビュー競合解消と多重化マテリアライズド・ビュー

各更新可能マテリアライズド・ビューは、従属するマテリアライズド・ビューがない場合で
も、マスターから競合解消方法をプルします。読取り専用マテリアライズド・ビューは、マ
スターから競合解消方法をプルしません。

多重化マテリアライズド・ビューが含まれる環境でマスター表の競合解消方法を変更する場
合は、次の一般的な手順を実行します。
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1. 列グループまたはキー列のいずれかを変更する場合で、マスター表に基づいたどの更新
可能マテリアライズド・ビューとも最小限の通信しか実行していない場合は、次のサブ
ステップを実行します。

a. 変更するマスター表から最下位のマテリアライズド・ビューをリフレッシュしま
す。リフレッシュにより、各マテリアライズド・ビューからすべての遅延トランザ
クションがそれぞれのマスターにプッシュされます。たとえば、マテリアライズ
ド・ビューが 3 レベルある場合は、レベル 3 のマテリアライズド・ビューをリフ
レッシュします。

b. 手順 a でリフレッシュしたマテリアライズド・ビューで、データ操作言語（DML）
による変更をすべて停止します。

c. マスター・サイトのマスター表に基づいたレベル 1 のマテリアライズド・ビューに
手順 a および手順 b を実行するまで、各マテリアライズド・ビュー・レベルに対し
てこの 2 つの手順を繰り返します。

2. 必要な場合は、マスター・グループを静止します。静止が必要な場合の詳細は、このマ
ニュアルの最初の方にある「Advanced Replication の新機能」を参照してください。

3. マスター定義サイトで競合解消方法を変更します。 

4. DBMS_REPCATパッケージの GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャまたは
レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して、マスター定義サイトで影響さ
れるオブジェクトのレポート・サポートを再生成します。

5. 手順 2 でマスター・グループを静止した場合は、マスター・グループのレプリケーショ
ン・アクティビティを再開します。

6. レプリケーション・サポートがまだ再生成されていない、最上位のレベル番号のマテリ
アライズド・ビューのレプリケーション・サポートを再生成します。再生成中に、現在
の競合解消方法が上位のマスターからプルされます。 この手順を初めて実行した場合、
これがレベル 1 のマテリアライズド・ビュー用で、2 回目に実行した場合はレベル 2 の
マテリアライズド・ビュー用、というようになります。 DBMS_REPCATパッケージの
GENERATE_MVIEW_SUPPORTプロシージャまたはレプリケーション・マネージメント・
ツールを使用して、マテリアライズド・ビューのレポート・サポートを再生成します。

7. 手順 1 でサブステップを実行した場合は、現在 DML 変更が禁止されている、最上位の
レベル番号のマテリアライズド・ビューで DML 変更を使用できるようにします。この
手順を初めて実行した場合、これがレベル 1 のマテリアライズド・ビュー用で、2 回目
に実行した場合はレベル 2 のマテリアライズド・ビュー用、というようになります。

8. マスター表から最下位のマテリアライズド・ビューに手順 6 および手順 7 を実行するま
で、各マテリアライズド・ビュー・レベルに対してこの 2 つの手順を繰り返します。た
とえば、マテリアライズド・ビューが 3 レベルある場合は、最後の手順はレベル 3 のマ
テリアライズド・ビューに対して実行されます。
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レプリケーション・サポートのこの再生成は、自動的には実行されません。複数のデータ
ベース管理者がマスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトを管理する環境で
は、マスター・サイトのデータベース管理者は影響される全マテリアライズド・ビュー・サ
イトのデータベース管理者に対して、競合解消方法の変更を通知する必要があります。 その
後、すべてのデータベース管理者が協力して、前述の手順を適切に実行する必要がありま
す。

更新可能マテリアライズド・ビューの列のサブセット化と競合解消更新可能マテリアライズド・ビューの列のサブセット化と競合解消更新可能マテリアライズド・ビューの列のサブセット化と競合解消更新可能マテリアライズド・ビューの列のサブセット化と競合解消
列のサブセット化を使用すると、マスター表にある列をマテリアライズド・ビューから除外
できます。これには、マテリアライズド・ビューの作成中に SELECT文に特定の列を指定し
ます。列グループの列のサブセットのみを更新可能マテリアライズド・ビューに含める場
合、廃棄による解消方法およびサイト優先順位による解消方法以外の競合解消方法をこの列
グループに対して作成しないでください。競合解消方法がサイト優先順位による場合は、列
のサブセット化は、マスター・サイトがマテリアライズド・ビュー・サイトよりも優先順位
の高いシングル・マスター・レプリケーション環境でのみ使用する必要があります。

前述の廃棄による解消方法およびサイト優先順位による解消方法以外の競合解消方法の場
合、更新可能マテリアライズド・ビューは列グループ内のいくつかの列に関する変更情報を
送信しますが、その他の列に関しては情報を送信しないため、競合解消方法が適用されると
きにエラーが戻されます。廃棄による解消方法とサイト優先順位による解消方法は列情報に
依存しないため、これらの競合解消方法は列のサブセット化とともに使用できます。 

たとえば、employeesマスター表に列グループがあり、この列グループには employee_
id列、manager_id列、department_id列および timestamp列が含まれているとしま
す。最新のタイムスタンプによる競合解消方法をマスター・サイトの列グループに対して定
義します。次に、employeesマスター表に基づいて employees_mvという更新マテリアラ
イズド・ビューを作成しますが、列のサブセット化を使用して、このマテリアライズド・
ビューから department_id列を除外します。マテリアライズド・ビューで employee_id
列または manager_id列が更新されると、次のリフレッシュ時にこの変更情報がマスター・
サイトに送信されます。マスター・サイトでは、競合解消方法が適用されるときに、列グ
ループの残りの列（department_id）に関する情報がないため、エラーが戻されます。

多重化マテリアライズド・ビューを使用する場合は、前述のことを考慮します。競合解消方
法がマスター・サイトからマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトに取り出されるた
め、マスター・マテリアライズド・ビュー・サイトとそれに基づいた更新可能マテリアライ
ズド・ビューに対しても、これと同じ規則が適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-21 ページ「配置テンプレートを使用した列のサブセット化」
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ネストした表と競合解消ネストした表と競合解消ネストした表と競合解消ネストした表と競合解消
ネストした表の各列に対しては、NESTED_TABLE_ID列という非表示列がその表に作成され
ます。その他、ネストした表の要素を格納する記憶表という表も作成されます。記憶表は、
親表の各行に対して、ネストした表の各要素を 1 行として格納します。記憶表には
NESTED_TABLE_ID列も含まれます。この列は親表の NESTED_TABLE_ID列に対応し、ネ
ストした表の要素を特定の親行に対して識別します。 Advanced Replication では、ネストし
た表の列に対して特別の注意が必要です。競合解消に関しては、基になる記憶表に対して
も、親表と同様の考慮が必要です。さらに、他にも考慮が必要な問題があります。

Oracle Replication では、ネストした表に対するデータ操作言語（DML）文を、親表および
記憶表に対する DML 文とは別に処理します。ネストした表の列に対して DML 文が実行さ
れた場合、DML 文のタイプにより実行されるアクションが異なります。DML 文のタイプと
それぞれのタイプに対して実行されるアクションを、次の表に示します。

ネストした表の競合の例ネストした表の競合の例ネストした表の競合の例ネストした表の競合の例  次の例は、ネストした表に対する DML 文が、解消の困難な競合に
つながる可能性があることを示しています。コード例に続いて、競合を最小化する方法につ
いて説明しています。

各学部の情報を department表に格納する大学があったとします。この表には、各学部の
履修課程の情報を格納するネストした表が含まれています。

CREATE TYPE Course AS OBJECT (
    course_no NUMBER(4),
    title VARCHAR2(35),
    credits NUMBER(1));
/

CREATE TYPE CourseList AS TABLE OF Course;
/

INSERT 文文文文 DELETE 文文文文 UPDATE 文文文文

� 新規行を記憶表に挿入し
ます（ネストした表の値
が NULL でも空でもない

場合）。

� 新規行を親表に挿入し、
NESTED_TABLE_IDの値

は以前に挿入された記憶
表の行を指します。

� 削除される親表に対応付
けられている記憶表の行
を削除します。

� 親表の行を削除します。

� 新規行を記憶表に挿入し
ます（ネストした表の列
が、NULL でも空でもな

い表の値に設定されてい
る場合）。

� 親表の行を更新します。

� 古い記憶表の行を削除し
ます。
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CREATE TABLE department (
      name VARCHAR2(20) primary key,
      director VARCHAR2(20),
      office VARCHAR2(20),
      courses CourseList)
      NESTED TABLE courses STORE AS courses_tab(
        (PRIMARY KEY(nested_table_id,course_no)));

この大学はアメリカ全土にキャンパスがあり、マルチマスター・レプリケーションを使用し
て様々なキャンパスをサポートしています。各キャンパスでは department表を更新でき
ます。この表はレプリケート表です。マスター・サイトの 1 つである univ1.worldで、
Psychology学部に対して情報が挿入されます。

INSERT INTO department
      VALUES('Psychology', 'Irene Friedman', 'Fulton Hall 133',
      CourseList(Course(1000, 'General Psychology', 5),
      Course(2100, 'Experimental Psychology', 4),
      Course(2200, 'Psychological Tests', 3),
      Course(2250, 'Behavior Modification', 4),
      Course(3540, 'Groups and Organizations', 3),
      Course(3552, 'Human Factors in Business', 4),
      Course(4210, 'Theories of Learning', 4)));

Advanced Replication により、この挿入が全マスターに伝播されます。

次に、Psychology クラスに関する変更情報が届きます。つまり、クラスが 1 つ追加されま
す。この情報が univ1.worldで更新されます。

UPDATE department SET courses = CourseList(
      Course(1000, 'General Psychology', 5),
      Course(2100, 'Experimental Psychology', 4),
      Course(2200, 'Psychological Tests', 3),
      Course(2250, 'Behavior Modification', 4),
      Course(3540, 'Groups and Organizations', 3),
      Course(3552, 'Human Factors in Business', 4),
      Course(4210, 'Theories of Learning', 4),
      Course(4320, 'Cognitive Processes', 4)) 
      WHERE name = 'Psychology';

univ1.worldが更新をコミットした後、他のマスター・サイトに変更が伝播される前に、
別のマスター・サイト univ2.worldが、4320および 4410という 2 つのクラスが追加さ
れたという情報を受け取ります。

UPDATE department SET courses = CourseList(
      Course(1000, 'General Psychology', 5),
      Course(2100, 'Experimental Psychology', 4),
      Course(2200, 'Psychological Tests', 3),
      Course(2250, 'Behavior Modification', 4),
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      Course(3540, 'Groups and Organizations', 3),
      Course(3552, 'Human Factors in Business', 4),
      Course(4210, 'Theories of Learning', 4),
      Course(4320, 'Cognitive Processes', 4),
      Course(4410, 'Abnormal Psychology', 4)) 
      WHERE name = 'Psychology';

univ1.worldでの更新と univ2.worldでの更新の両方がプッシュされます。

department表に対する更新の競合が発生します。更新を行った 2 人の各ユーザーは、自分
の更新が INSERT 文以降発生した最初の更新であると考えます。しかし、実際には、最初に
発生するのはローカルな更新であり、したがって、NESTED_TABLE_IDが変更されます。こ
の 2 つの更新は親表に対する更新であるためです。問題になるのは、ネストした表の列に対
する更新（記憶表の行と NESTED_TABLE_IDを変更する更新）です。親表の他の列の更新
では問題はありません。

ローカルな表を最新状態にすることにより、この競合が解消されるとします。ローカルな更
新によりすでに削除されている行を無視するように、記憶表に対して削除による競合解消方
法が必要になります。記憶表に挿入された新規行は、リモート・サイトでの更新のため、親
表に参照先がありません。記憶表のこの新規行も処理する必要があります。そうしない場
合、これらの行が孤立してしまいます。記憶表には、department 表からアクセスできない
course 行が増えてしまいます。 

記憶表の行を操作しながら親表を更新するという競合解消は、マルチマスター・レプリケー
ション環境に 2 つのマスター・サイトがある場合は非常に困難で、マスター・サイトが増え
た場合はほとんど不可能です。このような更新が必要な場合は、ネストした表に競合解消方
法を定義せずに、競合は手動で解消するというのが最善の方法です。競合解消方法が正しく
ない場合、データの相違が発生する可能性があります。つまり、異なるマスター上の表が一
致しなくなる危険性があります。 

問題になる可能性のある更新を回避するための推奨事項問題になる可能性のある更新を回避するための推奨事項問題になる可能性のある更新を回避するための推奨事項問題になる可能性のある更新を回避するための推奨事項  次に示した方法（推奨）により、
前項で説明した更新の問題を回避できます。

� ネストした表に対して、最初は遅延されている外部キー制約を使用します。この制約に
より、記憶表で参照先がない行が発生しません。このような外部キー制約の例を、次に
示します。

ALTER TABLE courses_tab add CONSTRAINT courses_fk 
  FOREIGN KEY(NESTED_TABLE_ID) REFERENCES department(courses) 
  INITIALLY DEFERRED;

� 親表に対するすべての挿入で、空のネストした表が挿入されるようにします。ネストし
た表の値に NULL は使用しないでください。これにより、再利用可能な NESTED_
TABLE_IDを作成できます。空のネストした表を含む挿入の例を、次に示します。

INSERT INTO department (name, director, office, courses) 
   VALUES('Psychology', 'Irene Friedman', 'Fulton Hall 133', CourseList());
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� すべての挿入、削除および更新は、DML を介して親表に実行するのではなく、ネスト
した表に対して直接実行します。これにより、現在の NESTED_TABLE_ID値を再使用
できます。

ネストした表から行を直接削除する例を、次に示します。

DELETE FROM TABLE 
   (SELECT courses FROM department WHERE name = 'Psychology');

univ1.worldのネストした表に次の行が直接挿入される例を考えてみます。

INSERT INTO TABLE 
   (SELECT courses FROM department WHERE name = 'Psychology') 
   VALUES (Course(5000, 'Social Psychology', 5));

INSERT INTO TABLE 
   (SELECT courses FROM department WHERE name = 'Psychology') 
   VALUES (Course(5100, 'Psychology of Personality', 4));

次に、univ1.worldに対する前述の挿入がプッシュされる前に、次の行が
univ2.worldのネストした表に直接挿入されます。

INSERT INTO TABLE 
   (SELECT courses FROM department WHERE name = 'Psychology') 
   VALUES (Course(5000, 'Social Psychology', 5));

INSERT INTO TABLE 
   (SELECT courses FROM department WHERE name = 'Psychology') 
   VALUES (Course(5100, 'Psychology of Personality', 4));

INSERT INTO TABLE 
   (SELECT courses FROM department WHERE name = 'Psychology') 
   VALUES (Course(5500, 'Cognitive Neuroscience', 5));

ここで、course 5000 および 5100 に関して記憶表に挿入された行で主キー競合が発生し
ますが、1 つのサイトからの挿入が失敗しても問題のない競合解消方法を記憶表に定義
すると正しい結果が得られます。ただし、この場合、これらの挿入により 5-10 ページの

「ネストした表の競合の例」で説明された複数の表が関与する複雑な問題は発生せず、
NESTED_TABLE_IDの値も変更されないため、この値が失われることはありません。
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� ネストした表の列の操作を含む挿入および更新を回避するようなトリガーを、親表に対
して使用することを考慮します。このようなトリガーの例を次に示します。

CREATE OR REPLACE TRIGGER depart_trig
  AFTER INSERT OR UPDATE ON department
  FOR EACH ROW
  DECLARE
  new_ntid raw(100);
  old_ntid raw(100);
  BEGIN
-- obtain the nested table ids
  SELECT sys_op_tosetid(:new.courses) INTO new_ntid from dual;
  SELECT _tosetid(:old.courses) INTO old_ntid from dual;
  IF INSERTING THEN
-- raise error on insert of a null nested table column
    IF :new.courses IS NULL THEN
      raise_application_error(-20011, 'inserting null nested table ref');
    END IF;
-- raise error if new rows are inserted in the storage table
-- this is not strictly necessary, but it does enforce DML access
-- semantics of separate DMLS on parent table and storage table
    IF :new.courses.count != 0 THEN
      raise_application_error(-20012, 
      'inserting rows into storage table while inserting parent table row');
    END IF;
  ELSE
-- raise error if update has caused the NESTED_TABLE_ID to change
    IF new_ntid != old_ntid THEN
      raise_application_error(-20013, 
        'updating storage table reference while updating parent table row');
    END IF;
  END IF;
END;
/

前述の推奨事項は、記憶表の行が別の記憶表の行の親になる複数レベルのネストにも適用さ
れます。これらの推奨事項は、ネストの各レベルでの適切な競合対策になります。
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競合回避のテクニック競合回避のテクニック競合回避のテクニック競合回避のテクニック
Oracle ではデータ競合を解消する強力な競合解消方法がありますが、レプリケート・データ
ベースやフロントエンド・アプリケーションの設計時にまず優先する必要があるのは、デー
タ競合を回避することです。以降の項では、レプリケーション競合の一部または全部を回避
するためのテクニックを簡単に説明します。 

列グループの使用列グループの使用列グループの使用列グループの使用
列グループを使用すると、列グループに対して競合解消方法を適用しない場合でも、競合の
回避に役立ちます。レプリケート表に複数列グループが含まれている場合、更新の競合が発
生しているかどうかの分析は各列グループごとに個別に行われます。 

たとえば、列グループ a_cgと列グループ b_cgが含まれているレプリケート表を考えてみ
ます。列グループ a_cgには、a1、a2および a3という列が含まれています。列グループ
b_cgには、b1、b2および b3という列が含まれています。レプリケーション・サイトの
sf.worldと la.worldで次の更新が発生します。

� ユーザー wsmithが sf.worldの 1 つの行の列 a1を更新します。

� 同一時刻に、ユーザー mrothが la.worldの同一行の列 b2を更新します。

この場合、Oracle では列グループ a_cg と b_cg での更新は別々に分析されるため、競合は発
生しません。ただし、列グループ a_cgと b_cgがなかった場合は、表の全列が 1 つの列グ
ループに入ることになり、競合が発生します。また、列グループが存在し、ユーザー mroth
が列 b2ではなく a3を更新した場合は、a1と a3が同じ a_cg列グループにあるため、競
合が発生します。

プライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルの使用プライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルの使用プライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルの使用プライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルの使用
レプリケーションの競合の発生を回避する 1 つの方法として、システム内でレプリケート・
データに同時更新アクセスできるサイトの数を制限する方法があります。レプリケート・
データの 2 つの所有権モデルにより、この方法がサポートされます。プライマリ・サイト所
有権と動的サイト所有権です。

プライマリ・サイト所有権プライマリ・サイト所有権プライマリ・サイト所有権プライマリ・サイト所有権  プライマリ所有権は、読取り専用レプリケーション環境でサ
ポートされるレプリケート・データ・モデルです。プライマリ所有権によって、一連のレプ
リケート・データに更新アクセスできるサーバーは 1 つに限定されるため、すべてのタイプ
のレプリケーションの競合が発生しません。

表レベルでデータの所有権を制御せずに、アプリケーションで行のサブセット化および列の
サブセット化の機能を使用すると、データの静的所有権をより細かく設定できます。たとえ
ば、サイト別の基準でレプリケート表の特定の列または行に更新アクセスできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 列グループの詳細は、5-19 ページの「列グループ」を参照し
てください。
競合解消の概念およびアーキテクチャ 5-15



競合解消の概念
動的サイト所有権動的サイト所有権動的サイト所有権動的サイト所有権  動的所有権レプリケート・データ・モデルは、プライマリ・サイト所有
権よりも制限の少ないモデルです。動的所有権の場合、データ・レプリカを更新する権利は
サイトからサイトへ移動しますが、ある時点で特定のデータに更新アクセスできるサイトは
1 つしかありません。ワークフロー・システムに動的所有権の概念がわかりやすく示されて
います。たとえば、関連する部門のアプリケーションでは、注文を更新できる時期を判断す
るために、製品注文のステータス・コード（enterable、shippable、billableなど）
を使用できます。

特定のタイプの競合の回避特定のタイプの競合の回避特定のタイプの競合の回避特定のタイプの競合の回避
プライマリ・サイト所有権および動的所有権データ・モデルを使用するとアプリケーション
要件に対して制限が多すぎる場合には、共有所有権データ・モデルを使用する必要がありま
す。その場合でも、通常は、特定のタイプの競合を回避するためにいくつかの簡単な方法を
使用する必要があります。

一意性競合の回避一意性競合の回避一意性競合の回避一意性競合の回避  一意性競合が発生しないようにレプリケーション環境を構成するのは非
常に簡単です。たとえば、順序が互いに排他的な一連の順序番号を生成するように、各サイ
トで順序を作成できます。ただし、この方法を使用する場合、サイト数またはレプリケート
表内の項目数が増加するほど問題が多く発生します。 

また、複合主キーの一部として一意のサイト識別子を追加する方法もあります。

さらに、SYS_GUIDファンクションを使用してグローバルに一意の値を選択できます。選択
した値を主キー（または一意の）値として使用すると、一意性競合がグローバルに回避され
ます。 

削除の競合の回避削除の競合の回避削除の競合の回避削除の競合の回避  削除の競合は、レプリケート・データ環境では常に回避する必要があり
ます。一般的に、非同期の共有所有権データ・モデル環境で動作するアプリケーションで
は、DELETE文を使用して行を削除しないでください。かわりに、アプリケーションで行に
削除のマークを付けて、論理的に削除された行をプロシージャ・レプリケーションを使用し
て定期的にパージするようにシステムを構成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  動的所有権データ・モデルの使用方法の詳細は、『Oracle9i レ
プリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 順序は、レプリケーションの有効なオブジェクト型ではありませ
ん。したがって、各サイトで順序を作成する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 順序の詳細は、2-28 ページの「順序のレプリケーションの代
替方法」を、SYS_GUIDファンクションの詳細は『Oracle9i SQL リファレ
ンス』を参照してください。
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更新の競合の回避更新の競合の回避更新の競合の回避更新の競合の回避  レプリケーション・システムでは、一意性競合と削除の競合の発生を回
避するように試みた後、さらに更新の競合の発生数を少なく抑える必要があります。ただ
し、共有所有権データ・モデルでは、更新の競合をすべて回避することはできません。更新
の競合をすべて回避できない場合は、発生する可能性のあるレプリケーションの競合のタイ
プを正確に理解し、競合が発生したときに解消できるようにシステムを構成する必要があり
ます。

順序競合の回避順序競合の回避順序競合の回避順序競合の回避  順序競合はできるかぎり回避するか自動的に解消するようにします。たと
えば、順序競合が発生する可能性のあるマルチマスター構成で収束を保証する競合解消方法
を選択します。 

表 5-1 の例は、3 つのマスター・サイトでどのような場合に順序競合が発生するかを示して
います。マスター・サイト A の優先順位は 30、マスター・サイト B の優先順位は 25、マス
ター・サイト C の優先順位は 10 です。x は、サイト優先順位サイト優先順位サイト優先順位サイト優先順位による競合解消方法が割り当
てられている列グループ内の特定の行の列です。優先順位の値が最も高いサイトに、最も高
い優先順位が割り当てられています。優先順位値は任意の Oracle 番号で、連続する整数で
なくてもかまいません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 削除の競合を防止するように表を準備し、マークされた行を
パージするレプリケート・プロシージャを作成する方法は、『Oracle9i レ
プリケーション・マネージメント API リファレンス』に記載された削除の
競合防止方法の作成手順を参照してください。
競合解消の概念およびアーキテクチャ 5-17



競合解消の概念
表表表表 5-1 例例例例 : サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合

時間時間時間時間 アクションアクションアクションアクション サイトサイトサイトサイト A サイトサイトサイトサイト B サイトサイトサイトサイト C

1 すべてのサイトで x=2 に更新され、一致しています。 2 2 2

2 サイト A で x=5 に更新します。 5 2 2

3 サイト C が使用不可になります。 5 2 ダウン

4 サイト A がサイト B に更新をプッシュします。

サイト A とサイト B が x=5 で一致します。

サイト C は使用不可のままです。

更新トランザクションはサイト A のキューに残っています。

5 5 ダウン

5 サイト C が x=2 で使用可能になります。

サイト A とサイト B が x=5 で一致します。

5 5 2

6 サイト B で x=5 を x=7 に更新します。 5 7 2

7 サイト B がトランザクションをサイト A にプッシュします。

サイト A とサイト B が x=7 で一致します。

サイト C は x=2 のままです。

7 7 2

8 サイト B がトランザクションをサイト C にプッシュします。

サイト C の古い値は x=2 です。

サイト B の古い値は x=5 です。

競合が検出され、サイト C の優先順位（10）より高い優先順位（25）を

持つサイト B の更新を適用することで、競合が解消されます。

すべてのサイトが x=7 で一致します。

7 7 7

9 サイト A がそのトランザクション（x=5）を正常にサイト C にプッシュ

します。
競合が検出され、サイト C の優先順位（10）より高い優先順位（25）を

持つサイト B の更新を適用することで、競合が解消されます。

サイト C（x=7）がサイト A の古い値（x=2）と一致しません。 

サイト A はサイト C（10）より高い優先順位（30）を持ちます。

サイト A（x=5）の古い更新を適用することで、競合が解消されます。 

この競合処理の順序が原因で、サイトのデータは収束しません。

7 7 5
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競合解消のアーキテクチャ競合解消のアーキテクチャ競合解消のアーキテクチャ競合解消のアーキテクチャ
レプリケーション環境に競合解消方法を実装するときに、アーキテクチャ上のメカニズムや
プロセスを意識することはほとんどありません。この項では、競合解消に関連するいくつか
のサポート・メカニズムについて説明し、Oracle に組み込まれている競合解消方法を様々な
観点から説明します。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム
Oracle の競合解消に関連する最も重要なメカニズムは、列グループです。更新の競合の検出
および解消はすべて、列グループに基づいて行われます。また、エラー・キューには、レプ
リケーション環境の競合検出アクティビティを監視するための重要な情報が記録されていま
す。

列グループ列グループ列グループ列グループ
Oracle では、更新の競合を検出および解消するために列グループを使用します。列グループ
は、レプリケート表の 1 つ以上の列を論理的にグループ化したものです。レプリケート表の
各列は、1 つの列グループの一部になります。マスター定義サイトでレプリケート表を構成
するときに、列グループを作成して、各グループに列および対応する競合解消方法を割り当
てることができます。

列グループには次のような特性があります。

� 列が属するのは 1 つの列グループのみです。

� 列グループは、表の 1 つ以上の列で構成できます。

� 競合解消が適用されるのは、列グループ内の列のみです。

複数列グループでのデータ整合性の保証複数列グループでのデータ整合性の保証複数列グループでのデータ整合性の保証複数列グループでのデータ整合性の保証  列グループを使用すると、データのタイプに応じ
て異なる競合解消方法を指定できます。たとえば、数値データの多くには算術的な解決メ
ソッドが適しており、文字データの多くにはタイムスタンプによる解決メソッドが適してい
ます。ただし、列グループの列を選択するときには、十分に考えた上で列をグループ化する
ことが重要です。表内の複数の列で相互に整合性を保つ必要がある場合は、データ整合性を
保証するためにそれらの列を同じ列グループに入れます。 

たとえば、顧客表の郵便番号列で 1 つの解決メソッドを使用し、都市名列には別の解決メ
ソッドを使用している場合、サイトは都市名に一致しない郵便番号に収束します。したがっ
て、一般的には、競合解消方法が住所全体に対して適用されるように、1 つの住所のすべて
の構成要素を 1 つの列グループに入れる必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 列グループを使用した競合回避の詳細は、5-15 ページの「列
グループの使用」を参照してください。
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シャドウ列グループシャドウ列グループシャドウ列グループシャドウ列グループ  デフォルトでは、各レプリケート表にシャドウ列グループがあります。
表のシャドウ列グループには、特定の列グループ内にないすべての列が含まれます。 表の
シャドウ・グループには、競合解消方法を割り当てることはできません。したがって、列に
競合解消方法を使用する必要がある場合は、列グループに必ずその列を入れてください。
シャドウ列グループ内の列に関係する競合は検出されますが、このような競合を解消する競
合解消方法は適用されません。

列オブジェクトと列グループ列オブジェクトと列グループ列オブジェクトと列グループ列オブジェクトと列グループ  ユーザー定義型に基づいた Oracle オブジェクトのうち、表の
1 列を占有する Oracle オブジェクトを列オブジェクトと呼びます。1 つの列オブジェクトは
複数の列グループにまたがることはできません。つまり、1 つの列グループと 1 つの列オブ
ジェクトがあった場合、列オブジェクトとその全属性が列グループに含まれているか、列オ
ブジェクトとその全属性が列グループから除外されているかのいずれかです。

Oracle のビルトインの競合解消方法では、未定義の列オブジェクトの属性値に基づいて競合
を解消することはできません。列オブジェクトが NULLの場合、その属性は未定義です。 

オブジェクト表と列グループオブジェクト表と列グループオブジェクト表と列グループオブジェクト表と列グループ  オブジェクト表とは、各行がユーザー定義型に基づいたオブ
ジェクトを表す特殊な表です。オブジェクト表内の列のサブセットを含む列グループを指定
できます。 

ネストした表と列グループネストした表と列グループネストした表と列グループネストした表と列グループ  ネストした表の記憶表は、競合解消では独立した表として扱わ
れます。したがって、記憶表内の列のサブセットに基づいた列グループを作成できます。 

エラー・キューエラー・キューエラー・キューエラー・キュー
競合解消方法によってデータ競合を解消できない場合、または競合解消方法を定義していな
かった場合は、エラー・キューにデータ競合に関する情報が記録されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エラー・キューの詳細は、2-29 ページの「エラー・キュー」
を参照してください。
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更新の競合の一般的な解消方法更新の競合の一般的な解消方法更新の競合の一般的な解消方法更新の競合の一般的な解消方法
Oracle では更新の競合の解消方法として 8 つのビルトインの方法を用意していますが、この
うち最も一般的に実装されるのは、最新のタイムスタンプによる競合解消方法および上書き
による競合解消方法です。

この 2 つの競合解消方法は使いやすく、適切な環境ではデータ収束が保証されるため、最も
一般的です。最新のタイムスタンプによる競合解消方法および上書きによる競合解消方法の
詳細は、以降の 2 つの項で説明します。

最新のタイムスタンプ最新のタイムスタンプ最新のタイムスタンプ最新のタイムスタンプ
最新のタイムスタンプ最新のタイムスタンプ最新のタイムスタンプ最新のタイムスタンプによる方法を使用すると、更新発生時のタイムスタンプによって識別
された最も新しい更新を原因とする競合を解消できます。 

最新のタイムスタンプを使用した更新の競合解消方法の例を次に示します。

1. フェニックスの顧客が地元の営業担当員に電話をかけ、自分の住所情報を更新します。 

2. 電話を切った後で、営業担当員に伝えた郵便番号が間違っていたことに顧客が気付きま
す。

3. 顧客は営業担当員に電話して正しい郵便番号を伝えようとしますが、担当者に電話がつ
ながりません。

4. 顧客はニューヨーク本社に電話します。フェニックス・サイトではなく、ニューヨー
ク・サイトで住所情報が正しく更新されます。 

5. ニューヨーク本社とフェニックス営業所を接続するネットワークが一時的にダウンしま
す。 

6. ニューヨークとフェニックスを接続するネットワークが回復すると、同じ住所に対する
2 つの更新が認識され、各サイトでの競合が検出されます。 

7. 最新のタイムスタンプによる方法を使用して最新の更新内容が選択され、正しい郵便番
号の住所が適用されます。

表表表表 5-2 更新の競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ更新の競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ更新の競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ更新の競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ

解消方法解消方法解消方法解消方法 複数のマスター・サイトでの収束複数のマスター・サイトでの収束複数のマスター・サイトでの収束複数のマスター・サイトでの収束

最新のタイムスタンプ 収束します
（予備の方法を設定する場合）

上書き 収束しません

注意注意注意注意 : Oracle のビルトインの競合解消方法では、1 つ以上のマテリアラ
イズド・ビュー・サイトを持つシングル・マスター・サイト環境での収束
を提供します。
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ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最新のタイムスタンプによる競合解消方法は、複数のマスター・サイトが
あるレプリケーション環境でデータが収束するように機能します。タイムスタンプは常に増
加しているので、この方法は複数のマスター・サイト間でのデータ収束を保証できる数少な
い競合解消方法の 1 つです。また、任意の数のマテリアライズド・ビューがある環境でもう
まく機能します。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム タイムスタンプによる方法を使用するには、レプリケート表内の
DATE型の列を指定する必要があります。アプリケーションで列グループ内の列を更新する
ときは、ローカル SYSDATEで指定されたタイムスタンプ列の値も更新する必要があります。
他のサイトから適用される変更については、タイムスタンプ値を発行元サイトのタイムスタ
ンプ値に設定する必要があります。 

最新のタイムスタンプによる方法の実装最新のタイムスタンプによる方法の実装最新のタイムスタンプによる方法の実装最新のタイムスタンプによる方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使
用して最新のタイムスタンプによる競合解消方法を定義する方法については、レプリケー
ション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

注意注意注意注意 : タイムスタンプによる競合解消方法を使用するときは、2 つのサイ
トのタイムスタンプが同じ場合にサイト優先順位などの予備の方法がコー
ルされるように設定する必要があります。 

タイムスタンプの設定に関する問題タイムスタンプの設定に関する問題タイムスタンプの設定に関する問題タイムスタンプの設定に関する問題

タイムスタンプによる解消方法を使用する場合は、レプリケート・データを管理している
異なるサイトの標準時間帯を慎重に考慮してください。たとえば、レプリケーション環境
が複数の標準時間帯にわたっている場合、システムを使用するアプリケーションは、すべ
てのタイムスタンプをグリニッジ標準時（GMT）などの共通の標準時間帯に変換する必要

があります。さらに、システム内の 2 つのサイトのシステム時計が正しく同期化されてい

ない場合、タイムスタンプの比較が不正確になり、アプリケーション要件を満たすことが
できない可能性があります。

EARLIESTまたは LATESTタイムスタンプによる更新の競合の解消方法を使用する場合は、

次の方法でタイムスタンプ列をメンテナンスできます。

� 各アプリケーションに、タイムスタンプを同期化する機能を組み込む方法

� すべてのアプリケーションのタイムスタンプを自動的に同期化させる、レプリケート
表のトリガーを作成する方法

クロックは、秒数を増加する値としてカウントします。タイムスタンプのメカニズムを正
しく設計し、2 つのサイトのタイムスタンプが同一である場合のバックアップ方式を設定し

たと想定すると、最新のタイムスタンプによる方法で収束が保証されます（最大値による
方法と同様）。ただし、最も古いタイムスタンプによる方法では、複数のマスター・サイト
の収束は保証されません。
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上書き上書き上書き上書き
上書き上書き上書き上書きによる方法では、接続先サイトの現在の値を、発行元サイトの新しい値で上書きしま
す。このため、マスター・サイトが複数の場合のデータ収束は保証されません。この方法
は、1 つのマスター・サイトおよび複数のマテリアライズド・ビュー・サイトで使用するよ
うに設計されています。複数のマスター・サイトでこの方法を使用することもできますが、
データ収束は保証されないので、なんらかのユーザー定義による通知機能とともに使用する
必要があります。

たとえば、主に問合せに使用する 1 つのマスター・サイトがあり、すべての更新をそのマテ
リアライズド・ビュー・サイトで実行する場合は、廃棄による競合解消方法を選択できま
す。上書きによる方法は、次のような場合に役立ちます。

� 最大の目的がデータ収束である場合

� マスター・サイトが 1 つしかない場合 

� 更新の選択について、ビジネス・ルールが特にない場合 

� 複数のマスター・サイトがある環境で、DEFERRORデータ・ディクショナリ・ビューで
ロギングした競合の解消をローカルの DBA にまかせる方法ではなく、データが正しく
適用されるように確認する担当者への通知機能を使用する場合

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 上書きによる競合解消方法では、1 つのマスター・サイトと任意の数のマ
テリアライズド・ビューから構成されるレプリケーション環境でのデータ収束が保証されま
す。この点を考慮すると、上書きによる競合解消方法は大量配布環境で理想的な方法です。

競合が検出された場合、マテリアライズド・ビュー・サイトの値が使用されます。つまり、
最後にリフレッシュが実行されたマテリアライズド・ビューに優先順位が与えられます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 上書きによる競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

実装の概要実装の概要実装の概要実装の概要 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して上書きによる競合解消
方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライ
ン・ヘルプを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
競合解消の概念およびアーキテクチャ 5-23



競合解消のアーキテクチャ
更新の競合のその他の解消方法更新の競合のその他の解消方法更新の競合のその他の解消方法更新の競合のその他の解消方法
最新のタイムスタンプまたは上書きによる競合解消方法を使用してもレプリケーション環境
で発生した更新の競合を解消できない場合は、その他の 6 つのビルトインの競合解消方法を
使用できます。

加算加算加算加算
加算加算加算加算による競合解消方法は、数値型の単一列のみで構成される列グループで機能します。競
合が発生した場合、いずれか一方の値を選択するのではなく、2 つの値の差が現在の値に加
算されます。

加算による方法では、次の式に基づいて、発行元サイトの古い値と新しい値の差を、接続先
サイトの現在の値に加算します。

current value = current value + (new value - old value)

この競合解消方法では、マスター・サイトやマテリアライズド・ビュー・サイトがいくつ
あっても値は収束します。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 加算による競合解消方法では、最も適切なデータを選択するのではなく
データを収束するように設定されています。この方法は、預金の預入れや引出しが頻繁に行
われてデータ競合が発生する可能性がある金融環境で便利です。収支では、いずれか一方の
値を選択するのではなく、データを収束させることが重要です（引出しの値ではなく預入れ
の値を常に選択できればよいのですが）。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 加算による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは必
要ありません。

表表表表 5-3 更新の競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ更新の競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ更新の競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ更新の競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ

解消方法解消方法解消方法解消方法 複数のマスター・サイトでの収束複数のマスター・サイトでの収束複数のマスター・サイトでの収束複数のマスター・サイトでの収束

加算 収束します

平均 収束しません

廃棄 収束しません

最も古いタイムスタンプ 収束しません

最大値 収束します
（列値は常に増加する必要あり）

最小値 収束します
（列値は常に減少する必要あり）

優先グループ 収束します
（順序付けられた更新値がある場合）

サイト優先順位 収束しません
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加算による方法の実装加算による方法の実装加算による方法の実装加算による方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して加算による
競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメント・ツールのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。

平均平均平均平均
平均平均平均平均による競合解消方法は、加算による方法の場合と同様に、数値型の単一列のみで構成さ
れる列グループで機能します。この方法では、現在の値に 2 つの値の差を追加するのではな
く、現在の値と新しい値の平均を計算することで競合を解消します。

平均による競合解消方法では、発行元サイトの新しい列値と接続先サイトの現在の値の平均
をとります。

current value = (current value + new value)/2

レプリケーション環境に複数のマスター・サイトが存在する場合、平均による方法では収束
を保証できません。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 平均による方法では、複数のマスター・サイトが存在するレプリケーショ
ン環境でのデータ収束を保証できないので、この方法は、1 つのマスター・サイトと任意の
数の更新可能マテリアライズド・ビューから構成される大量配布の環境で実装するのが理想
的です。

平均による方法は、いずれか一方の値を選択するのではなく、2 つの値の平均を取る科学ア
プリケーションで使用すると便利です（たとえば、平均温度や平均体重を計算する場合など
です）。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 平均による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは必
要ありません。

平均による方法の実装平均による方法の実装平均による方法の実装平均による方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して平均による
競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメント・ツールのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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廃棄廃棄廃棄廃棄
廃棄による競合解消方法では、発行元サイトの値は無視されるため、複数のマスター・サイ
トでのデータ収束が保証されることはありません。廃棄による方法では、発行元サイトから
の新しい値を無視し、接続先サイトの現在の値を保持します。この方法は、1 つのマス
ター・サイトと複数のマテリアライズド・ビュー・サイトの間で使用するか、なんらかの
ユーザー定義による通知機能とともに使用してください。

たとえば、1 つのマスター・サイトとこのマスター・サイトに基づいた複数のマテリアライ
ズド・ビューがあり、マテリアライズド・ビュー・サイトは主に問合せに使用され、更新は
すべてマスター・サイトで実行される場合は、廃棄による競合解消方法を選択できます。廃
棄による方法は、次のような場合に役立ちます。

� 最大の目的がデータ収束である場合

� マスター・サイトが 1 つしかない場合 

� 更新の選択について、ビジネス・ルールが特にない場合 

� 複数のマスター・サイトがある環境で、DEFERRORビューでロギングした競合の解消を
ローカルの DBA にまかせる方法ではなく、データが正しく適用されるように確認する
担当者への通知機能を使用する場合

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 廃棄による競合解消方法は、1 つのマスター・サイトと任意の数のマテリ
アライズド・ビュー・サイトから構成される大量配布モデルに最も適しています。競合が検
出された場合、マテリアライズド・ビュー・サイトの値は無視されます。つまり、最初にリ
フレッシュが実行されたマテリアライズド・ビューに優先順位が与えられます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 廃棄による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは必
要ありません。

廃棄による方法の実装廃棄による方法の実装廃棄による方法の実装廃棄による方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して廃棄による
競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメント・ツールのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ
最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプによる方法を使用すると、更新発生時のタイムスタンプによって識
別された最も古い更新を原因とする競合を解消できます。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 . 最も古いタイムスタンプによる競合解消方法は、1 つのマスター・サイト
と任意の数のマテリアライズド・ビューから構成されるレプリケーション環境でデータが収
束するように機能します。タイムスタンプは常に増加しているので、最も古いタイムスタン
プによる競合解消方法では、複数のマスター・サイトがあるレプリケーション環境のデータ
収束は保証できません。この方法は、2 つのトランザクションのタイムスタンプが同じであ
る場合に備えて予備の競合解消方法を作成してある場合は、マテリアライズド・ビューの数
にかかわらず機能します。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム . タイムスタンプによる方法を使用するには、レプリケート表内の
DATE型の列を指定する必要があります。アプリケーションで列グループ内の列を更新する
ときは、ローカル SYSDATEで指定されたタイムスタンプ列の値も更新する必要があります。
他のサイトから適用される変更については、タイムスタンプ値を発行元サイトのタイムスタ
ンプ値に設定する必要があります。5-22 ページの「タイムスタンプの設定に関する問題」を
確認してください。

最も古いタイムスタンプによる方法の実装最も古いタイムスタンプによる方法の実装最も古いタイムスタンプによる方法の実装最も古いタイムスタンプによる方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを
使用して最も古いタイムスタンプによる競合解消方法を定義する方法については、レプリ
ケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

最大値最大値最大値最大値
Advanced Replication によって列グループに競合が検出され、最大値最大値最大値最大値による競合解消方法が
コールされると、列グループ内の指定した列について、発行元サイトの新しい値と接続先サ
イトの現在の値が比較されます。最大値による競合解消方法を選択する場合は、列を指定す
る必要があります。 

指定した列の新しい値が現在の値より大きい場合は、発行元サイトの列グループの値が接続
先サイトに適用されます。このとき、その行のその他のエラーはすべて解消されていると想
定します。指定した列の新しい値が現在の値より小さい場合は、列グループの現在の値を変
更しないかぎり競合は解消されます。 

注意注意注意注意 : タイムスタンプによる競合解消方法を使用するときは、2 つのサイ
トのタイムスタンプが同じ場合にサイト優先順位などの予備の方法がコー
ルされるように設定する必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
競合解消の概念およびアーキテクチャ 5-27



競合解消のアーキテクチャ
列グループ内の列のデータ型に制約はありません。複数のマスター・サイトのデータ収束が
保証されるのは、列の値が常に増加している場合のみです。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最大値による競合解消方法を定義済みで、競合解消に使用するターゲット
列の値がすべてのサイトで常に増加している場合は、マスター・サイトやマテリアライズ
ド・ビュー・サイトの数にかかわらずデータ収束は保証されます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 最大値による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

最大値による方法の実装最大値による方法の実装最大値による方法の実装最大値による方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して最大値に
よる競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメント・ツール
のオンライン・ヘルプを参照してください。

最小値最小値最小値最小値
Advanced Replication によって列グループに競合が検出され、最小値最小値最小値最小値による競合解消方法が
コールされると、列グループ内の指定した列について、発行元サイトの新しい値と接続先サ
イトの現在の値が比較されます。最小値による競合解消方法を選択する場合は、列を指定す
る必要があります。 

指定した列の新しい値が現在の値より小さい場合は、発行元サイトの列グループの値が接続
先サイトに適用されます。このとき、その行のその他のエラーはすべて解消されていると想
定します。指定した列の新しい値が現在の値より大きい場合は、列グループの現在の値を変
更しないかぎり競合は解消されます。 

注意注意注意注意 : 指定した列の 2 つの値が同じ場合（たとえば、指定した列が競合
を発生させた列ではない場合）、競合は解消されず、列グループの列の値
は変更されません。この場合は、予備の競合解消方法を指定してくださ
い。

注意注意注意注意 : 競合解消が制約によって妨げられる可能性があるため、CHECK制
約を使用して常に増加する値を制限しないでください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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列グループ内の列のデータ型に制約はありません。複数のマスター・サイトのデータ収束が
保証されるのは、列の値が常に減少している場合のみです。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最小値による競合解消方法を定義済みで、競合解消に使用するターゲット
列の値がすべてのサイトで常に減少している場合は、マスター・サイトやマテリアライズ
ド・ビュー・サイトの数にかかわらずデータ収束は保証されます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 最小値による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

最小値による方法の実装最小値による方法の実装最小値による方法の実装最小値による方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して最小値に
よる競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメント・ツール
のオンライン・ヘルプを参照してください。

優先グループ優先グループ優先グループ優先グループ
優先グループを使用すると、特定の列に格納される可能性がある各値に優先順位レベルを割
り当てることができます。競合が検出されると、「優先順位」列の値が低い表が、より高い
優先順位値を持つ表のデータによって更新されます。したがって、値が大きいことは優先順
位が高いことを意味します。

優先グループを使用しており、優先順位列の値が常に増加している場合は、複数のマス
ター・サイトでの収束が保証されます。つまり、優先順位列の値は、イベントの順序、たと
えば ordered（注文）、shipped（出荷）、billed（請求）に対応します。

図 5-2 に示すように、各優先グループのメンバーに割り当てられている優先順位レベル（「優
先順位」列に格納される値）は DBA_REPPRIORITYビューに表示されます。「優先順位」列
に格納される可能性があるすべての値に対して、優先順位を指定する必要があります。 

注意注意注意注意 : 指定した列の 2 つの値が同じ場合（たとえば、指定した列が競合
を発生させた列ではない場合）、競合は解消されず、列グループの列の値
は変更されません。この場合は、予備の競合解消方法を指定してくださ
い。

注意注意注意注意 : 競合解消が制約によって妨げられる可能性があるため、CHECK制
約を使用して常に減少する値を制限しないでください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』の最小値による方法と最大値によ
る方法の説明を参照してください。
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図図図図 5-2 優先グループの使用方法優先グループの使用方法優先グループの使用方法優先グループの使用方法

現行の位置で定義されたすべての優先グループの値は、DBA_REPPRIORITYビューに表示さ
れます。図 5-2 の例では、site-priority と order-status という 2 つの優先グループがありま
す。customer表は、site-priority 優先グループを使用しています。この例の order-status
優先グループでは、billed（優先順位値 =3）は shipped （優先順位値 =2）よりも優先順
位が高く、shippedは ordered（優先順位値 =1）よりも優先順位が高くなっています。

レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して優先グループによる更新の競合解消
方法を選択するには、その前に表内に優先順位列を指定する必要があります。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 優先グループによる競合解消方法は、ワークフロー環境用に設定されたレ
プリケーション環境で役に立ちます。たとえば、order-status が shipping状態になると、
order entry部門による更新は常に上書きされます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム ターゲット列に含まれる値の優先順位を定義する必要があります。
この優先順位を定義するのは、指定された列値の優先順位に基づいて競合を解消するためで
す。優先順位の定義は、優先グループに格納されます。

customer表�
�
custno

153
118
121
204
.
.
.

name

Kelly
Klein
Lee
Potter
.
.
.

addr1

104 First St.
22 Iris Ln.
71 Blue Ct.
181 First Av.
.
.
.

addr2

Jones, NY
Planes, NE
Aspen, CO
Aspen, CO
.
.
.

site

new_york.world
houston.world
houston.world
houston.world
.
.
.

DBA_REPPRIORITYデータ・ディクショナリ・ビュー�
�
... PRIORITY_GROUP

site-priority
site-priority
order-status
order-status
order-status
...

PRIORITY

1
2
1
2
3
...

... VARCHAR2_VALUE

houston.world
new_york.world
ordered
shipped
billed
...
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優先グループによる方法の実装優先グループによる方法の実装優先グループによる方法の実装優先グループによる方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して優
先グループによる競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネージメ
ント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

サイト優先順位サイト優先順位サイト優先順位サイト優先順位
サイト優先順位は、特殊な種類の優先グループです。サイト優先順位を使用する場合、指定
する優先順位列は、更新が発行されたサイトのグローバル・データベース名に自動的に更新
されます。各データベース・サイトに割り当てられた優先順位レベルは、DBA_
REPPRIORITYビューに表示されます。 

あるサイトが最も正確な情報を持っている可能性が高いとみなされる場合、サイト優先順位
が役に立つことがあります。 たとえば、5-30 ページの図 5-2 では、new_york.worldサイト

（優先順位値 =2）は本社で、houston.worldサイト（優先順位値 = 1）は営業所にある更
新可能マテリアライズド・ビューです。したがって、本社オフィスは、各顧客のクレジット
限度額に関する最も正確な情報を持っている可能性が営業所よりも高いと考えられます。

サイト優先順位による方法のみを使用する場合は、複数のマスター・サイトでのデータ収束
は保証されませんが、サイト優先順位はマルチマスター環境に適した予備の競合解消方法で
す。特に最新のタイムスタンプによる方法で 2 つのタイムスタンプがまったく同じである場
合の予備の方法として役立ちます。

優先グループの場合と同様、レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して列グ
ループに対してサイト優先順位による競合解消方法を選択する前に、いくつかの準備を済ま
せておく必要があります。 

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 優先グループと同様に、サイト優先順位による競合解消方法は、ワークフ
ロー環境で実装されるのが一般的です。また、サイト優先順位による競合解消方法を大量配
布の環境（1 つのマスター・サイトおよび任意の数のマテリアライズド・ビュー・サイトか
ら構成される環境）で使用すると、データ収束を保証できます。

サイト優先順位による競合解消方法は、マルチマスター環境で主要な競合解消方法が失敗し
た場合の予備の方法としても適しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : DBA_REPPRIORITYビューの優先グループ列には、site-priority 優
先グループおよび order-status 優先グループの両方が表示されます。
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サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 行が更新されたときにサイト情報を格納するための列を指定する必
要があります。また、行が更新または挿入されたときにこのサイト列に更新中のサイトのグ
ローバル名を移入するトリガーも作成する必要があります。 このトリガーの例は、レプリ
ケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプ、および『Oracle9i レプリケー
ション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

レプリケーション環境に関係する各サイトの優先順位も定義する必要があります。この優先
順位を定義するのは、更新または挿入を実行したサイトの優先順位に基づいて競合を解消す
るためです。サイト優先順位の定義は、優先グループに格納されます。

サイト優先順位による方法の実装サイト優先順位による方法の実装サイト優先順位による方法の実装サイト優先順位による方法の実装 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用して
サイト優先順位による競合解消方法を定義する方法については、レプリケーション・マネー
ジメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

一意性競合の解消方法一意性競合の解消方法一意性競合の解消方法一意性競合の解消方法
Oracle には、一意性競合を解消するビルトインの方法が 3 つ用意されています。

� 発行元サイトのグローバル・サイト名を、発行元サイトの列値に追加する方法

� 生成された順序番号を、発行元サイトの列値に追加する方法

� 発行元サイトの行値を廃棄する方法

次の項では、一意性競合解消方法について、詳しく説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してこのタイ
プの競合解消方法を定義する方法については、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle のビルトインの一意性競合の解消方法では、実際にはレプ
リケーション環境のデータは収束しません。これらの方法は、制約違反を
解決するテクニックのみを提供します。Oracle の一意性競合の解消方法を
使用する場合には、一意性競合の発生を知らせる通知メカニズムを同時に
使用して、必要に応じて手動でレプリケート・データを収束する必要があ
ります。

注意注意注意注意 :  列に対する一意性競合の解消方法を追加するには、その列に対す
る一意索引の名前が、一意制約または主キー制約の名前と同じである必要
があります。
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サイト名の追加サイト名の追加サイト名の追加サイト名の追加
サイト名の追加サイト名の追加サイト名の追加サイト名の追加による競合解消方法では、トランザクションの発生元サイトのグローバル・
データベース名が、dup_val_on_index例外を生成しているレプリケートされた列値に追
加されます。この方法を使用すると一意の整合性制約に違反せずに列を挿入または更新でき
ますが、複数のマスター・サイト間での収束は提供されません。 そのために生じた矛盾は、
手動で解決する必要があります。したがって、この方法は、なんらかの通知機能とともに使
用することを想定しています。

サイト名の追加による解消方法は、データの完全な正確さよりもデータの可用性の方が重要
な場合に役立ちます。データがレプリケートされた後ですぐに使用可能な状態にするには、
次のようにします。

� サイト名の追加による方法を選択します。

� 競合をロギングするのではなく、通知スキームを使用して、適切な担当者に重複を解消
するように警告します。

サイト名の追加による方法では、一意性競合が発生すると、トランザクションの発行元サイ
トのグローバル・データベース名が、レプリケートされた列値に追加されます。名前は最初
のピリオド（.）までが追加されます。たとえば、houston.worldは houstonになりま
す。

順序の追加順序の追加順序の追加順序の追加
順序の追加順序の追加順序の追加順序の追加による競合解消方法では、生成された順序番号が、dup_val_on_index例外を
生成している列値に追加されます。この方法を使用すると一意の整合性制約に違反せずに列
を挿入または更新できますが、複数のマスター・サイト間での収束は提供されません。 その
ために生じた矛盾は、手動で解決する必要があります。したがって、この方法は、なんらか
の通知機能とともに使用することを想定しています。

順序の追加による解消方法は、データの完全な正確さよりもデータの可用性の方が重要な場
合に役立ちます。データがレプリケートされた後ですぐに使用可能な状態にするには、次の
ようにします。

� 順序の追加による方法を選択します。

� 競合をロギングするのではなく、通知スキームを使用して、適切な担当者に重複を解消
するように警告します。

注意注意注意注意 : サイト名の追加および順序の追加は、いずれもキャラクタ列のみ
に使用できます。

注意注意注意注意 : サイト名の追加および順序の追加は、いずれもキャラクタ列のみ
に使用できます。
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順序の追加による方法では、生成された順序番号が列値に追加されます。列値は必要に応じ
て切り捨てられます。列値の生成された部分が列の長さを超えた場合、この競合解消方法で
はエラーは解決されません。

廃棄廃棄廃棄廃棄
一意性の廃棄一意性の廃棄一意性の廃棄一意性の廃棄による競合解消方法では、エラーを発生させた発行元サイトの列を単に廃棄す
ることによって一意性競合を解消します。この方法では、複数のマスター・サイト間での収
束は保証されないため、通知機能とともに使用する必要があります。

追加による方法とは異なり、一意性の廃棄による方法では、データの正確さを検証できるま
で、データの伝播が最小限にとどめられます。

削除の競合解消方法削除の競合解消方法削除の競合解消方法削除の競合解消方法
Oracle では、削除の競合を解消するビルトインの方法は提供していません。5-16 ページの

「削除の競合の回避」の項で説明されているように、データベースとフロントエンド・アプ
リケーションは削除の競合を回避するように設計する必要があります。これには、行に削除
のマークを付け、プロシージャ・レプリケーションを使用して、論理的に削除された行を定
期的にパージします。

パフォーマンスのメカニズムと競合の解消パフォーマンスのメカニズムと競合の解消パフォーマンスのメカニズムと競合の解消パフォーマンスのメカニズムと競合の解消
行の更新の競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信サイトに新旧の行に関する
データを送信する必要があります。環境によって、更新の競合の検出および解消をサポート
するために伝播されるデータの量は異なります。

最小限の通信最小限の通信最小限の通信最小限の通信
すべての関連サイトが Oracle8 以上のデータベースを使用している環境でレプリケート表を
作成する場合、最小限の通信最小限の通信最小限の通信最小限の通信機能を使用可能にすると、表内の変更された各行に競合が発生
しているかどうかを判断するために通信する必要があるデータの量を最小化できます。最小
限の通信機能を使用可能にすると、次の値が伝播されます。

� 主キーおよび列グループの各列の古い値（変更前の値）

� 列グループの更新された各列の新しい値

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 削除の競合の回避方法は、5-16 ページの「削除の競合の回避」を参照
してください。

� レプリケーション環境に競合の回避方法を作成する方法は、『Oracle9i 
レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してく
ださい。
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一般的に、Oracle8 以上のレプリケーション環境では、データ伝播を最小化して、ネット
ワーク上で送信されるデータの量を減らすことが可能です。それにより、システム全体のパ
フォーマンスが向上します。 

これに対して、レプリケーション環境に Oracle7 のサイトと Oracle8 以上のサイトが混在し
ている場合は、行データの通信を最小化して更新の競合を解消することはできません。この
場合、競合を解消するには、変更された各行の新旧の値をすべて伝播する必要があります。

シングル・マスター・サイト環境での静止の減少とマテリアライズド・ビューシングル・マスター・サイト環境での静止の減少とマテリアライズド・ビューシングル・マスター・サイト環境での静止の減少とマテリアライズド・ビューシングル・マスター・サイト環境での静止の減少とマテリアライズド・ビュー  シングル・
マスター・サイト環境で、すべての更新可能マテリアライズド・ビューが競合の検出に最小
限の通信を使用しない場合は、マスター・グループに対する特定の管理操作で静止が不要に
なります。

少なくとも 1 つの更新可能マテリアライズド・ビューで、競合の検出に最小限の通信を使用
するとき、次のような場合には静止が不要です。

� マスター・グループへの管理操作を実行する前に、最小限の通信を使用する更新可能マ
テリアライズド・ビューを含むデータベースで遅延トランザクションをすべて伝播する
場合。

� マスター・サイトに対する管理操作を完了し、最小限の通信を使用する更新可能マテリ
アライズド・ビューのレプリケーション・サポートを再生成するまで、そのマテリアラ
イズド・ビューに対してデータ操作言語（DML）による変更を許可しない場合。

これらのアクションを実行しない場合は、マスター・グループに管理操作を実行する前にマ
スター・グループを静止します。

注意注意注意注意 : 挿入された行には、古い値はありません。また、削除された行に
は、新しい値はありません。

注意注意注意注意 : ネストした表の記憶表は、独立した列グループとして扱われます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらの操作については、このマニュアルの最初の方にある
「Advanced Replication の新機能」の「最小限の通信を使用しないシング
ル・マスター環境での可用性の拡張」にリストされています。
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古い値の送信および比較古い値の送信および比較古い値の送信および比較古い値の送信および比較
前述の方法でデータ伝播を最小化している場合、DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUESプロ
シージャおよび DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUESプロシージャを使用することで、
データ伝播をさらに削減できる場合があります。これらのプロシージャを使用すると、競合
の検出および解消に必要な場合に限って古い値が送信されます。たとえば、最新のタイムス
タンプによる競合の検出および解消方法には、非キー列および非タイムスタンプ列の古い値
が必要ありません。

データ伝播をさらに削減するには、次のプロシージャを実行します。 

DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUES(
   sname           IN  VARCHAR2,
   oname           IN  VARCHAR2,
   { column_list   IN  VARCHAR2,
   | column_table  IN  DBMS_UTILITY.VARCHAR2s | DBMS_UTILITY.LNAME_ARRAY,}
   operation       IN  VARCHAR2 := 'UPDATE',
   send            IN  BOOLEAN  := true );
 
DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUES(
   sname           IN  VARCHAR2,
   oname           IN  VARCHAR2,
   { column_list   IN  VARCHAR2,
   | column_table  IN  DBMS_UTILITY.VARCHAR2s | DBMS_UTILITY.LNAME_ARRAY,}
   operation       IN  VARCHAR2 := 'UPDATE',
   compare         IN  BOOLEAN := true );

これらのプロシージャを実行した後で、変更を有効にするために、DBMS_
REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャで min_communicationを
TRUEに設定してレプリケーション・サポートを生成する必要があります。

提案提案提案提案 : LOB データ型をレプリケートしていて、これらの列で競合が発生
しないと考えられる場合は、古い値の伝播をさらに最小化することが特に
有効です。

注意注意注意注意 : 予想される競合を検出および解消できるように、適切な古い値を
伝播する必要があります。ユーザー指定の競合解消プロシージャでは、送
信される古い列値 NULLを適切に処理できる必要があります。 データ伝播
をさらに削減するために SEND_OLD_VALUESプロシージャおよび
COMPARE_OLD_VALUESプロシージャを使用すると、予期しない競合に対
する保護が低下します。
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古い列値に対して指定した動作は、DBA_REPCOLUMNデータ・ディクショナリ・ビューの 2
つの列、COMPARE_OLD_ON_DELETE（Yまたは N）および COMPARE_OLD_ON_UPDATE（Y
または N）に公開されます。

次の例では、これらのプロシージャを使用してデータ伝播をさらに削減する方法を示しま
す。列が 3 つある rsmith.reportsという表を考えてみます。列 1 は主キーであり、独自
の列グループ（列グループ 1）を構成します。列 2 および列 3 は、2 番目の列グループ（列
グループ 2）に属します。

図図図図 5-3  列グループとデータ伝播列グループとデータ伝播列グループとデータ伝播列グループとデータ伝播

2 番目の列グループの競合解消方針は、サイト優先順位です。列 2 は、サイト名を含む
VARCHAR2型の列です。列 3 は、LOB 列です。LOB を更新するときは必ず、更新が行われ
たサイトのグローバル名で列 2 も更新する必要があります。LOB に対するピース単位の更新
にはトリガーがないため、LOB に対してピース単位の更新を行う場合は常に列 2 を明示的に
更新する必要があります。   

DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャで min_
communicationを TRUEに設定して rsmith.reportsのレプリケーション・サポートを
生成し、次に UPDATE文を使用して列 2（サイト名）と列 3（LOB）を変更するとします。
サイト名の新しい値と LOB の新しい値が更新されているので、遅延リモート・プロシー
ジャ・コール（RPC）にはこれらの値が含まれます。遅延 RPC には、主キー（列 1）の古い
値、サイト名（列 2）の古い値および LOB（列 3）の古い値も含まれます。 

注意注意注意注意 : operationパラメータを使用すると、行が削除されたときまたは
非キー列が更新されたとき（あるいはその両方）に、非キー列の古い値を
送信するかどうかを決定できます。古い値を送信しない場合、古い値のか
わりに NULLが送信され、更新または削除が適用されるときに古い値と
ターゲット・サイドの列の現在の値が等しいとみなされます。 

列1 列2 列3

主キー�
�

サイト�
�

LOB

列�
グループ1

列�
グループ2
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列 C2 または列 C3 が更新されたときに LOB の古い値を伝播しない場合は、次のコールを実
行します。 

BEGIN
  DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUES(
     sname           =>  'rsmith',
     oname           =>  'reports'
     column_list     =>  'c3',
     operation       =>  'UPDATE',
     send            =>  FALSE );
END;
/
 
BEGIN
  DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUES(
     sname           =>  'rsmith',
     oname           =>  'reports'
     column_list     =>  'c3',
     operation       =>  'UPDATE',
     compare         =>  FALSE);
END;
/

変更を有効にするには、DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャ
で min_communicationを TRUEに設定して rsmith.reportsのレプリケーション・サ
ポートを生成する必要があります。続いて UPDATE文を使用して列 2（サイト名）と列 3

（LOB）を変更するとします。遅延 RPC には、主キー（列 1）の古い値、サイト名（列 2）
の古い値と新しい値、および LOB（列 3）の新しい値が含まれます。遅延 RPC は、主キー
の新しい値と LOB の古い値については NULL を含みます。 

注意注意注意注意 : 競合の検出および解消には、LOB の古い値は必要ありません。競
合の検出と解消に必要なのは、列 C2（サイト名）のみです。LOB の古い
値を送信すると、伝播時間が大幅に増加する可能性があります。 

注意注意注意注意 : Oracle の競合解消では、LOB のピース単位の更新はサポートして
いません。
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列オブジェクト使用時の送信および比較列オブジェクト使用時の送信および比較列オブジェクト使用時の送信および比較列オブジェクト使用時の送信および比較  リーフ属性がレプリケーション・キー列でない場
合は、古い値を送信および比較するときに、列オブジェクトのリーフ属性を指定できます。
たとえば、次の cust_address_typオブジェクト型を作成するとします。

CREATE TYPE cust_address_typ AS OBJECT
     (street_address     VARCHAR2(40), 
      postal_code        VARCHAR2(10), 
      city               VARCHAR2(30), 
      state_province     VARCHAR2(10), 
      country_id         CHAR(2));

この型を列オブジェクトとして使用し、customers表を作成します。

CREATE TABLE customers
     (customer_id        NUMBER(6), 
      cust_first_name    VARCHAR2(20), 
      cust_last_name     VARCHAR2(20), 
      cust_address       cust_address_typ, 
      phone_numbers      phone_list_typ);

customers表の cust_address_typの street_address属性の古い値を送信および比
較する場合は、次のプロシージャを使用して、属性値を送信および比較するように指定しま
す。

BEGIN
  DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUES(
     sname           =>  'oe',
     oname           =>  'customers',
     column_list     =>  'cust_address.street_address', -- object attribute
     operation       =>  'UPDATE',
     send            =>   true );
END;
/
 
BEGIN
  DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUES(
     sname           =>  'oe',
     oname           =>  'customers',
     column_list     =>  'cust_address.street_address', -- object attribute
     operation       =>  'UPDATE',
     compare         =>   true);
END;
/
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列オブジェクト全体を送信および比較することも指定できます。たとえば、次のプロシー
ジャでは、cust_address列オブジェクト全体を指定しています。

BEGIN
  DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUES(
     sname           =>  'oe',
     oname           =>  'customers',
     column_list     =>  'cust_address', -- entire column object
     operation       =>  'UPDATE',
     send            =>   true );
END;
/
 
BEGIN
  DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUES(
     sname           =>  'oe',
     oname           =>  'customers',
     column_list     =>  'cust_address', -- entire column object
     operation       =>  'UPDATE',
     compare         =>   true);
END;
/

注意注意注意注意 : 1 つの列オブジェクトにオブジェクト属性が複数レベルある場合、
column_listパラメータに指定できるのは最後の属性（またはリーフ属
性）のみです。中間の属性は指定できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUESプロシージャおよび
DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUESプロシージャの詳細は、

『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照
してください。
5-40　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



レプリケーション環境の
6

レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画

レプリケーション環境の計画を開始する前に、これまでの章で説明したレプリケーションの
概念およびアーキテクチャについて理解することが重要です。この章では、レプリケーショ
ンの概念およびアーキテクチャについて理解していることを前提に、レプリケーション環境
の計画に関する重要な考慮事項について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� レプリケート表に関する考慮事項

� 初期化パラメータ

� マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較

� スケジュール・リンクのガイドライン

� 遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイドライン

� シリアル伝播およびパラレル伝播

� 配置テンプレート

� 競合解消

� セキュリティ

� 耐障害性を実現するための設計
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レプリケート表に関する考慮事項
レプリケート表に関する考慮事項レプリケート表に関する考慮事項レプリケート表に関する考慮事項レプリケート表に関する考慮事項
次の項では、レプリケーション環境で使用する表に関する考慮事項について説明します。

主キー主キー主キー主キー
各レプリケート表には、可能なかぎり主キーを設定します。主キーを設定できない場合、各
レプリケート表に、表の各行の一意の識別子として使用できる列のセットが含まれている必
要があります。レプリケーション環境で使用する表に主キーまたは一意の列のセットがない
場合は、レプリケート表を必要に応じて修正します。さらに、マスター表またはマスター・
マテリアライズド・ビューに基づいて主キー・マテリアライズド・ビューを作成する場合
は、そのマスターに主キーを設定する必要があります。

外部キー外部キー外部キー外部キー
外部キー参照制約を持つ表をレプリケートする場合は、親表で更新および削除が許可されて
いない場合を除き、常に外部キー列に索引を付けて、これらの索引をレプリケートすること
をお薦めします。索引は自動的にはレプリケートされません。索引をレプリケートするに
は、レプリケーション・マネージメント・ツールまたは DBMS_REPCATパッケージ内の
CREATE_MASTER_REPOBJECTプロシージャを使用して、索引を付けた表を含むマスター・
グループに索引を追加します。

データ型に関する考慮事項データ型に関する考慮事項データ型に関する考慮事項データ型に関する考慮事項
Advanced Replication では、次のデータ型の列を持つ表およびマテリアライズド・ビューの
レプリケーションをサポートしています。 

� VARCHAR2

� NVARCHAR2

� NUMBER

� DATE

� TIMESTAMP

� TIMESTAMP WITH TIME ZONE

� TIMESTAMP LOCAL TIME ZONE

� INTERVAL YEAR TO MONTH

� INTERVAL DAY TO SECOND

� RAW

� ROWID

� CHAR

� NCHAR
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レプリケート表に関する考慮事項
� ユーザー定義データ型

また、次のラージ・オブジェクト（Large Object: LOB）型の列を持つ表およびマテリアライ
ズド・ビューのレプリケーションもサポートしています。 

� バイナリ・ラージ・オブジェクト（Binary Large Object: BLOB）

� キャラクタ・ラージ・オブジェクト（Character Large Object: CLOB）

� 各国語キャラクタ・ラージ・オブジェクト（National Character Large Object: NCLOB）

ピース単位の更新と追加がこれらの LOB 列に適用されると、マルチマスター・レプリケー
ションに使用する遅延および同期のリモート・プロシージャ・コール・メカニズムによっ
て、サポートされている LOB データ型にピース単位の変更のみが伝播されます。ただし、
マテリアライズド・ビューの定義問合せの WHERE句で LOB 列は参照できません。

ユーザー定義型（列オブジェクト、オブジェクト表、REF、VARRAY およびネストした表な
ど）を使用する表およびマテリアライズド・ビューはレプリケートできます。

Oracle では、LONGデータ型および LONG RAWデータ型を使用する列のレプリケーションは
サポートしていません。これらのデータ型を含む列は、レプリケート表から単純に削除され
ます。LONGデータ型は LOB に変換する必要があります。

外部 LOB またはファイル・ベースの LOB（BFILE）のレプリケーションもサポートされて
いません。このデータ型の列を含む表をマスター表として構成すると、エラー・メッセージ
が戻されます。

マスター表または更新可能マテリアライズド・ビュー内の UROWID列のレプリケーションも
サポートされていません。ただし、読取り専用マテリアライズド・ビューでは UROWID列を
使用できます。

注意注意注意注意 : Oracle では、一部のサイトで Oracle7 リリース 7.3 が稼働してい
るレプリケーション環境での LOB データ型のレプリケーションをサポー
トしていません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� レプリケート表での LONG列から LOB 列への変換の詳細は、『Oracle9i 
レプリケーション・マネージメント API リファレンス 』を参照して
ください。

� データ型の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス 』を参照してくださ
い。
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初期化パラメータ
行レベルでの依存性の追跡行レベルでの依存性の追跡行レベルでの依存性の追跡行レベルでの依存性の追跡
表を作成するときは、システム変更番号（SCN）を追跡するために次のオプションを指定で
きます。

� NOROWDEPENDENCIES。SCN がデータ・ブロック・レベルで追跡されることを指定し
ます（デフォルト）。

� ROWDEPENDENCIES。SCN が表の各行に対して追跡されることを指定します。

ROWDEPENDENCIESオプションを使用すると、パラレル伝播使用時のパフォーマンスと拡張
性が向上しますが、このオプションでは、各行に 6 バイトの追加記憶領域が必要になりま
す。

次の SQL 文では、ROWDEPENDENCIESオプションを使用して表を作成します。

CREATE TABLE order_items 
  (order_id          NUMBER(12), 
  line_item_id       NUMBER(3)  NOT NULL, 
  product_id         NUMBER(6)  NOT NULL, 
  unit_price         NUMBER(8,2), 
  quantity           NUMBER(8)
  ) ROWDEPENDENCIES;

この order_items表の各行で SCN が追跡されます。表がクラスタの一部である場合は、
CREATE CLUSTER文で ROWDEPENDENCIESオプションを使用することもできます。

初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ
表 6-1 に、レプリケーション環境の操作性、信頼性およびパフォーマンスにとって重要な初
期化パラメータをリストしています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ROWDEPENDENCIESオプションの詳細は、2-50 ページの
「データ伝播の依存性の維持」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらの初期化パラメータの詳細は、『Oracle9i データベー
ス・リファレンス 』を参照してください。
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初期化パラメータ
表表表表 6-1 レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明 推奨事項推奨事項推奨事項推奨事項

COMPATIBLE デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 8.1.0

範囲範囲範囲範囲 : 8.1.0～現行のリリース番号

新しいリリースが使用で
き、また以前のリリース
との下位互換性も保証さ
れます。これは、以前の
リリースを使用する必要
が生じた場合に便利で
す。 

このパラメータには、
Oracle サーバーが互換

性を保つ必要のあるリ
リースを指定します。互
換性のレベルの異なる複
数の Oracle サーバーは

相互に運用できます。 

Oracle9i で使用可能な

新しいレプリケーショ
ン機能を使用する場合
は、このパラメータを
9.0.1 以上に設定しま

す。

GLOBAL_NAMES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : FALSE

範囲範囲範囲範囲 : TRUEまたは FALSE

データベース・リンクの
名前を接続先データベー
スの名前と同じにするか
どうかを指定します。

GLOBAL_NAMESは、

マスター・サイトおよ
びマテリアライズド・
ビュー・サイトなどの
レプリケーション環境
に含まれる各データ
ベースで TRUEに設定

する必要があります。

JOB_QUEUE_PROCESSES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 0

範囲範囲範囲範囲 : 0～ 1000

各インスタンスの Jn
ジョブ・キュー・プロセ
スの番号を指定します
（J000 ...J999）。ジョ

ブ・キュー・プロセスで
は、DBMS_JOBによっ

て作成された要求が処理
されます。 

サイトで JOB_QUEUE_
PROCESSESを 0に設定

した場合、サイトのすべ
てのグループに対して手
動で管理要求を適用し、
遅延トランザクション・
キューを手動でプッシュ
およびパージする必要が
あります。

JOB_QUEUE_
PROCESSESの設定は、

ALTER SYSTEM文を使

用して動的に変更できま
す。

このパラメータは 1 以

上であり、かつ同時に
実行できるジョブの最
大数に 1 を加えた値と

同じ値に設定する必要
があります。
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初期化パラメータ
OPEN_LINKS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 4

範囲範囲範囲範囲 : 0～ 255

1 つのセッションで同時

にオープンするリモー
ト・データベース接続の
最大数を指定します。こ
の接続には、データベー
ス・リンクと呼ばれるス
キーマ・オブジェクト
と、外部プロシージャお
よびカートリッジ（それ
ぞれ別のプロセスを使用
します）が含まれます。 

同期レプリケーション
を使用する場合は、
OPEN_LINKSを少なく

ともマスター・サイト
数と同じ数に設定する
必要があります。たと
えば、マスター・サイ
トが 5 つある環境で

は、OPEN_LINKSを少

なくとも 5 に設定する

必要があります。

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : FALSE 

範囲範囲範囲範囲 : TRUEまたはFALSE 

TRUEに設定されている

場合、パラレル実行を制
御する初期化パラメータ
のデフォルト値が決定さ
れます。

初期化パラメータの使
用方法の詳細は、
『Oracle9i データベー

ス・リファレンス』お
よび『Oracle9i データ

ベース移行ガイド』を
参照してください。

PARALLEL_MAX_SERVERS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 次のパラメータの値

を使用します。

CPU_COUNT
PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING 
PARALLEL_ADAPTIVE_MULTI_USER

範囲範囲範囲範囲 : 0 ～ 3599

インスタンスのパラレル
実行プロセスおよびパラ
レル・リカバリ・プロセ
スの最大数を指定しま
す。インスタンス起動時
に作成されるプロセスの
数は、要求が増えるに従
い、このパラメータに指
定した値まで増えます。

パラレル伝播を使用す
る場合は、パラレル伝
播をサポートするのに
十分な大きさの値を指
定してください。

PARALLEL_MIN_SERVERS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 0

範囲範囲範囲範囲 : 0～ PARALLEL_MAX_
SERVERSの値

インスタンスのパラレル
実行プロセスの最小数を
指定します。この値は、
インスタンスの起動時に
作成されるパラレル実行
プロセスの数です。

パラレル伝播を使用す
る場合、各ストリーム
に少なくとも 1 つのプ

ロセスがあることを確
認してください。

PROCESSES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  PARALLEL_MAX_
SERVERSから導出

範囲範囲範囲範囲 : 6～オペレーティング・シス

テム固有の上限

Oracle に同時に接続で

きる、オペレーティン
グ・システムのユー
ザー・プロセスの最大数
を指定します。 

このパラメータの値
は、ロック、ジョブ・
キュー・プロセスおよ
びパラレル実行プロセ
スなどのすべてのバッ
クグラウンド・プロセ
スを使用できる値にす
る必要があります。

表表表表 6-1 レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明 推奨事項推奨事項推奨事項推奨事項
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初期化パラメータ
REPLICATION_DEPENDENCY_TRACKING デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : TRUE

範囲範囲範囲範囲 : TRUEまたは FALSE 

データベースに対する読
取り / 書込み操作の依

存性の追跡を使用可能ま
たは使用禁止にします。
依存性の追跡は、レプリ
ケーション環境で変更を
パラレル伝播するときは
必須です。

TRUE: 依存性の追跡を使

用可能にします。

FALSE: データベース

に対する読取り / 書込

み操作の実行を高速化
しますが、パラレル伝
播を実行するための依
存性情報は生成しませ
ん。 

通常は TRUEを指定

します。アプリケー
ションがレプリケー
ト表に読取り / 書込

み操作を実行しない
ことが確認できない
場合は、FALSEを指

定しないでください。

SHARED_POOL_SIZE デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 16 MB
（64ビットの場合は 64MB）

範囲範囲範囲範囲 : 300 KB ～オペレーティン

グ・システム固有の上限

 

共有プールのサイズをバ
イト単位で指定します。
共有プールには、共有
カーソル、ストアド・プ
ロシージャ、制御構造お
よびその他の構造が含ま
れます。この値を大きく
するほど、マルチユー
ザー・システムのパ
フォーマンスは向上しま
す。この値を小さくする
と、使用するメモリー量
は減ります。

一般的に、Oracle サー

バーの共有プールは、
非レプリケーション環
境よりもレプリケー
ション環境の場合のほ
うを大きくする必要が
あります。 

共有プールの使用率
は、ビュー
V$SGASTATを問い合

せることにより監視で
きます。 

UTL_FILE_DIR デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : なし

範囲範囲範囲範囲 : 有効な任意のディレクトリ・

パス

 

生成されたファイルのデ
フォルトの場所を指定し
ます。これらのファイル
は、レプリケーション・
マネージメント・ツール
またはレプリケーショ
ン・マネージメント API
により生成されるファイ
ルです。

たとえば、配置テンプ
レート用のオフライン・
インスタンシエーショ
ン・ファイルを、この初
期化パラメータで指定さ
れたディレクトリに入れ
られます。

有効なディレクトリを
指定します。

表表表表 6-1 レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明 推奨事項推奨事項推奨事項推奨事項
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
レプリケーション環境を計画するときは、レプリケーション環境に関係する各サイトをマス
ター・サイトにするかマテリアライズド・ビュー・サイトにするかを決定する必要がありま
す。これを決定する際は、両方のタイプのレプリケーション・サイトの特性と利点を考慮し
てください。1 つのレプリケーション環境で、マスター・サイトとマテリアライズド・
ビュー・サイトの両方をサポートできます。

表表表表 6-2 マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの特性マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの特性マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの特性マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの特性

マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト マテリアライズド・ビュー・サイトマテリアライズド・ビュー・サイトマテリアライズド・ビュー・サイトマテリアライズド・ビュー・サイト

� 通常、少数のマスター・サイトと通信しま
すが、多数のマテリアライズド・ビュー・
サイトとも通信する場合もあります。

� 1 つのマスター・サイトまたは 1 つのマス

ター・マテリアライズド・ビュー・サイト
と通信します。

� 他のマスター・サイトのデータの完全なコ
ピーである大量のデータを含んでいます。

� マスター・サイトまたはマスター・マテリ
アライズド・ビュー・サイトのデータのサ
ブセットである少量のデータを含んでいま
す。

� 通常、データ伝播の間隔は短く、継続的に
通信します。

� バルク・データ移送の間隔は長く、定期的
に通信します。

注意注意注意注意 : マスター・サイトには Oracle Enterprise Edition または Oracle 
Standard Edition が必要です。Oracle Standard Edition は、シングル・マ
スター・サイト構成のみをサポートしています。Oracle を実行するマテリ
アライズド・ビュー・サイトには、Oracle Enterprise Edition、Oracle 
Standard Edition または Oracle Personal Edition のいずれかが必要です。
また、レプリケーションは、すべてのマスター・サイトおよびマテリアラ
イズド・ビュー・サイトにインストールする必要があります。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マスター・サイトの利点マスター・サイトの利点マスター・サイトの利点マスター・サイトの利点
マスター・サイトには次のような利点があります。

� リモート・サイトからのデータ・アクセスの可用性を高めるサポートを提供します。

� 変更が自動的にかつ通常は短い間隔で伝播されるので、データ操作言語（DML）による
変更が頻繁に行われても適切に対処できます。

� 表をロックせずに、DML による変更とデータ伝播を同時に行うことができます。

� フェイルオーバーによる保護を提供できます。

マスター・サイトの設定には、 レプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup 
Wizard」またはレプリケーション・マネージメント API のいずれかを使用します。

マテリアライズド・ビュー・サイトの利点マテリアライズド・ビュー・サイトの利点マテリアライズド・ビュー・サイトの利点マテリアライズド・ビュー・サイトの利点
マテリアライズド・ビュー・サイトには次のような利点があります。

� モバイル・コンピューティングをサポートしています。

� マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトのデータのサブ
セットを含められます。

マテリアライズド・ビュー・サイトの設定には、レプリケーション・マネージメント・ツー
ルの「Setup Wizard」またはレプリケーション・マネージメント API のいずれかを使用でき
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトを設定する方法の詳細
は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘル
プを参照してください。 

� レプリケーション・マネージメント API を使用してマスター・サイト
を設定する方法の詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメ
ント API リファレンス』を参照してください。

� フェイルオーバーによる保護を使用したレプリケーション環境の設計
の詳細は、6-32 ページの「耐障害性を実現するための設計」を参照し
てください。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マテリアライズド・ビューの準備マテリアライズド・ビューの準備マテリアライズド・ビューの準備マテリアライズド・ビューの準備
マテリアライズド・ビュー・レプリケーションに関する問題の多くは、環境の準備が正しく
行われていないことによるものです。マテリアライズド・ビュー環境を作成するには、事前
に次の 4 つのことを行う必要があります。 

� 必要なスキーマの作成 

� 必要なデータベース・リンクの作成 

� 適切な権限の割当て 

� 十分なジョブ・プロセスの割当て

レプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup Wizard」は、これらの作業を自動的
に実行します。以降では、レプリケーション環境の理解とレプリケーション・マネージメン
ト API の使用に役立つ情報を提供します。「Setup Wizard」を実行した後で、必要なマテリ
アライズド・ビュー・ログを作成します。「Setup Wizard」を使用してマテリアライズド・
ビュー・サイトを設定する方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。

レプリケーション・マネージメント・ツールを使用できない場合は、『Oracle9i レプリケー
ション・マネージメント API リファレンス』の第 2 章の「マテリアライズド・ビュー・サイ
トの設定」の項の、レプリケーション・マネージメント API を使用したマテリアライズド・
ビュー・サイトの設定方法の詳細を参照してください。

次の項では、レプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup Wizard」または
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』に記述されているスクリ
プトを使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを設定する方法について説明します。

マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーの作成マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーの作成マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーの作成マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーの作成
各マテリアライズド・ビューには、マテリアライズド・ビュー・サイトで管理アクティビ
ティやリフレッシュ・アクティビティを実行する何人かのユーザーが必要です。マテリアラ
イズド・ビューの管理者とリフレッシャには、必要な権限を作成して付与する必要がありま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 「Setup Wizard」を使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを設
定する方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールの
オンライン・ヘルプを参照してください。

� レプリケーション・マネージメント API を使用してマテリアライズ
ド・ビュー・サイトを設定する方法の詳細は、『Oracle9i レプリケー
ション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6-16 ページ「マテリアライズド・ビュー・ログの作成」
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マスター・サイト・ユーザーの作成マスター・サイト・ユーザーの作成マスター・サイト・ユーザーの作成マスター・サイト・ユーザーの作成
マテリアライズド・ビュー・サイトのユーザーのかわりに作業を実行するには、ターゲッ
ト・マスター・サイトにも同等のプロキシ・ユーザーが必要です。通常は、プロキシ・マテ
リアライズド・ビュー管理者とプロキシ・リフレッシャを作成します。

マテリアライズド・ビュー・サイトでのスキーマの作成マテリアライズド・ビュー・サイトでのスキーマの作成マテリアライズド・ビュー・サイトでのスキーマの作成マテリアライズド・ビュー・サイトでのスキーマの作成
リモート・データベースのマテリアライズド・ビューを含むスキーマは、マスター・データ
ベースのマスター表を含むスキーマに対応している必要があります。したがって、マテリア
ライズド・ビューを使用してレプリケートするマスター表を含むスキーマを識別してくださ
い。マスター・データベースのターゲット・スキーマを識別した後、リモート・データベー
スで、対応するアカウントを同じ名前で作成します。たとえば、すべてのマスター表が
ny.worldデータベースの salesスキーマ内にある場合は、対応する salesスキーマをマ
テリアライズド・ビュー・データベース sf.worldに作成します。 

データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成
マテリアライズド・ビューの定義問合せでは、1 つ以上のデータベース・リンクを使用して
リモート表のデータを参照します。マテリアライズド・ビューを作成するには、使用する予
定のデータベース・リンクが使用可能になっている必要があります。さらに、リモート・
データベースにアクセスするためにデータベース・リンクで使用するアカウントには、セ
キュリティ・コンテキストが定義されます。そのコンテキストに基づいてマテリアライズ
ド・ビューが作成され、リフレッシュが実行されます。 

正常な動作を保証するために、マテリアライズド・ビューの定義問合せでは、ユーザー名と
パスワードが定義に埋め込まれているデータベース・リンクを使用する必要があります。マ
テリアライズド・ビューを作成するときは、パブリック・データベース・リンクを使用でき
ません。ユーザー名とパスワードが埋め込まれているデータベース・リンクは常に、指定さ
れたアカウントを使用してリモート・データベースとの接続を確立します。また、リンクで
使用するリモート・アカウントには、マテリアライズド・ビューの定義問合せの中で参照さ
れるデータにアクセスするために必要な SELECT権限が必要です。 

マテリアライズド・ビューを作成するには、いくつかの管理データベース・リンクを作成す
る必要があります。具体的には、マテリアライズド・ビュー・サイトからマスター・サイト
への PUBLICデータベース・リンクを作成します。これを作成すると、各プライベート・
データベース・リンク内に USING句を含める必要がなくなるため、プライベート・データ
ベース・リンクを定義しやすくなります。また、マテリアライズド・ビュー管理者からプロ
キシ管理者へのプライベート・データベース・リンクおよびプロパゲータから受信者へのプ
ライベート・データベース・リンクも作成する必要があります。ただし、これらのデータ
ベース・リンクは、レプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup Wizard」を使用
すると自動的に作成されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』に記載されている手順では、マテリアライズド・ビュー・グループを
作成する指示の中で説明されているスクリプトの一部として、必要なス
キーマが作成されます。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
管理データベース・リンクを作成した後、マテリアライズド・ビュー・データベースの各レ
プリケート・マテリアライズド・ビュー・スキーマをマスター・データベースの対応するス
キーマに接続するプライベート・データベース・リンクを作成する必要があります。マテリ
アライズド・ビュー・データベースの各プライベート・データベース・リンクには、対応付
けられたマスター・データベースのアカウント情報を埋め込むことが必要です。たとえば、
マテリアライズド・ビュー・データベースの hrスキーマには、hrというユーザー名とパス
ワードを使用してマスター・データベースに接続するプライベート・データベース・リンク
が必要です。

図図図図 6-1 推奨されるスキーマおよびデータベース・リンク構成推奨されるスキーマおよびデータベース・リンク構成推奨されるスキーマおよびデータベース・リンク構成推奨されるスキーマおよびデータベース・リンク構成

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リ
ファレンス』に説明されているセキュリティ・オプションを参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベース・リンクの詳細は、『Oracle9i データベース管理
者ガイド 』を参照してください。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
権限の割当て権限の割当て権限の割当て権限の割当て
マテリアライズド・ビューの作成者と所有者は、ともにマテリアライズド・ビューの定義
SELECT文を発行できる必要があります。マテリアライズド・ビューの所有者とは、マテリ
アライズド・ビューが含まれているスキーマのことです。レプリケーション管理者またはマ
テリアライズド・ビュー管理者以外のユーザーがマテリアライズド・ビューを作成する場合
は、そのユーザーに CREATE MATERIALIZED VIEW権限および定義 SELECT文を実行する適
切な SELECT権限が付与されている必要があります。 

マスター・サイトでのスケジュール・パージマスター・サイトでのスケジュール・パージマスター・サイトでのスケジュール・パージマスター・サイトでのスケジュール・パージ
遅延トランザクション・キューのサイズを適正に保つために、パージ操作をスケジュールし
て、正常に送信されたすべての遅延トランザクションを遅延トランザクション・キューから
削除します。この操作はマスター・サイトですでに実行済みの場合があります。パージ操作
を再びスケジュールしてもマスター・サイトに悪影響はありませんが、パージ・スケー
ジュールの特性が変更される可能性があります。

スケジュール・プッシュスケジュール・プッシュスケジュール・プッシュスケジュール・プッシュ
マテリアライズド・ビュー・サイトでプッシュをスケジュールすると、データベース・リン
クを使用して、マテリアライズド・ビュー・サイトの遅延トランザクションが対応するター
ゲット・マスター・サイトに自動的に伝播されます。このタイプのデータベース・リンク
は、スケジュール・リンクと呼ばれます。マテリアライズド・ビュー・グループは 1 つの
ターゲット・マスター・サイトのみを持つので、通常、マテリアライズド・ビュー・サイト
の各マテリアライズド・ビュー・グループには 1 つのスケジュール・リンクのみが存在しま
す。

ジョブ・キュー・プロセスの割当てジョブ・キュー・プロセスの割当てジョブ・キュー・プロセスの割当てジョブ・キュー・プロセスの割当て
レプリケーションの自動化を処理するために、十分なジョブ・キュー・プロセスを割り当て
ることが重要です。ジョブ・キュー・プロセスは、遅延トランザクション・キューの伝播、
遅延トランザクション・キューのパージ、マテリアライズド・ビューのリフレッシュなどを
自動的に行います。

マルチマスター・レプリケーションの場合、各マスター・サイト間にスケジュール・リンク
があります。たとえば、マスター・サイトが 6 つある場合、各サイトには他の 5 つのサイト
へのスケジュール・リンクがあります。通常、スケジュール・リンクごとにプロセスが 1 つ
必要です。遅延トランザクション・キューのパージやその他のユーザー定義ジョブのため
に、追加のジョブ・プロセスが必要になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』に記載されている手順では、マテリアライズド・ビュー・グループを
作成する指示の中で説明されているスクリプトの一部として、必要な権限
が付与されます。権限要件は、3-14 ページの「マテリアライズド・ビュー
の操作に必要な権限」にも説明されています。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マテリアライズド・ビュー・レプリケーションの特性として、マテリアライズド・ビュー・
サイトには、通常、マスター・データベースへのスケジュール・リンクが 1 つあり、少なく
とも 1 つのジョブ・プロセスが必要です。マテリアライズド・ビュー・サイトで必要なジョ
ブ・プロセスの数は、パージ・スケジュール、ユーザー定義ジョブおよびスケジュール・リ
ンクに依存しますが、通常は 1 つから 3 つを必要とします。また、それぞれの並列度に対し
て少なくとも 1 つのジョブ・キュー・プロセスが必要です。 

ユーザーがアプリケーション・インタフェースを使用してマテリアライズド・ビューを手動
でリフレッシュする場合は、スケジュール・リンクを作成する必要がなくなり、マテリアラ
イズド・ビュー・サイトで必要なジョブ・プロセスが 1 つ減ります。 

ジョブ・キュー・プロセスは、データベースの初期化パラメータ・ファイルにある JOB_
QUEUE_PROCESSES初期化パラメータを使用して定義されます。ジョブ・キュー・プロセス
は、次のいずれかの方法で設定できます。

� JOB_QUEUE_PROCESSES 設定の動的な変更

� インスタンス管理ツールを使用した初期化パラメータの編集

� 初期化パラメータ・ファイルの手動による編集

ジョブ・キュー・プロセスの間隔は自動的に判断されます。つまり、ジョブ・キュー・プロ
セスが起動してジョブを実行するタイミングは Oracle が判断します。

JOB_QUEUE_PROCESSES 設定の動的な変更設定の動的な変更設定の動的な変更設定の動的な変更  JOB_QUEUE_PROCESSES初期化パラメータは動
的です。したがって、インスタンスの実行中に、ALTER SYSTEMコマンドを使用して変更で
きます。 

次の文は、動的に JOB_QUEUE_PROCESSESを 50 に設定します。 

ALTER SYSTEM SET JOB_QUEUE_PROCESSES = 50;

ALTER SYSTEMコマンドを使用して動的パラメータを変更するたびに、パラメータを変更す
るコマンドがアラート・ログに記録されます。前述の例の ALTER SYSTEMコマンドは、イ
ンスタンス内の全セッションで、このパラメータのグローバル値をインスタンスの継続時間
中（データベースがシャットダウンされるまで）変更します。データベースをシャットダウ
ンした後再起動した場合は、初期化パラメータ・ファイル内の JOB_QUEUE_PROCESSESの
設定が使用されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : JOB_QUEUE_PROCESSESの詳細は、6-4 ページの「初期化パ
ラメータ」および『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してく
ださい。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
インスタンス管理ツールを使用した初期化パラメータの編集インスタンス管理ツールを使用した初期化パラメータの編集インスタンス管理ツールを使用した初期化パラメータの編集インスタンス管理ツールを使用した初期化パラメータの編集  マテリアライズド・ビュー・
サイトへの専用ネットワーク・リンクがある場合や、ネットワーク・リンクをスケジュール
できる場合は、インスタンス管理ツールの「Edit Database」ダイアログ・ボックスを使用し
てマテリアライズド・ビュー・サイトのジョブ・キュー・プロセスを設定できます。インス
タンス管理ツールはマテリアライズド・ビュー・サイトにインストールされることはほとん
どなく、設定はマスター・サイトからリモートで行う必要があるため、この操作が必要にな
ります。リモートで設定できない場合は、次の項を参照してください。

Instance Manager を使用してジョブ・プロセスを設定するには、次の操作を実行します。

1. Oracle Enterprise Manager のコンソールを起動します。

2. ナビゲータ・ペインで「Database」を選択します。 

3. SYSDBA権限を持つユーザーとしてログインします。

4. 「Instance Management tool」を展開します。

5. 「Configuration」を選択します。

6. 右ペインの「General」タブで、「All Initialization Parameters」ボタンをクリックしま
す。「Edit Database」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 初期化パラメータの設定を編集します。

8. 「OK」ボタンをクリックします。

この設定は保存できます。設定を保存すると、Instance Manager を使用してデータベー
スを管理する場合に便利です。 

初期化パラメータ・ファイルの手動による編集初期化パラメータ・ファイルの手動による編集初期化パラメータ・ファイルの手動による編集初期化パラメータ・ファイルの手動による編集  インスタンス管理ツールにアクセスできな
い場合は、初期化パラメータ・ファイルを手動で編集する方法もあります。初期化パラメー
タ・ファイルの内容を変更するには、テキスト・エディタを使用します。 

通常、レプリケーションで使用される初期化パラメータはすべて、初期化パラメータ・ファ
イルの「Advanced Replication」という項目の下にまとめられています。初期化パラメー
タ・ファイルの内容を変更した後で、データベースを再起動して新しい設定を有効にしま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インスタンス管理ツールの使用方法の詳細は、『Oracle 
Enterprise Manager 管理者ガイド 』およびこのツールのオンライン・ヘル
プを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Advanced Replication の初期化パラメータの詳細は、6-4 ペー
ジの「初期化パラメータ」および『Oracle9i データベース・リファレン
ス』を参照してください。データベースの再起動の詳細は、『Oracle9i 
データベース管理者ガイド』を参照してください。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マテリアライズド・ビュー・ログの作成マテリアライズド・ビュー・ログの作成マテリアライズド・ビュー・ログの作成マテリアライズド・ビュー・ログの作成
リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビュー・グループおよ
びマテリアライズド・ビューを作成する前に、必要なマテリアライズド・ビュー・ログをマ
スター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトに作成しておく必要が
あります。マテリアライズド・ビュー・ログは、高速リフレッシュを使用するマテリアライ
ズド・ビューを 1 つでもサポートしているすべてのマスター表またはマスター・マテリアラ
イズド・ビューで必要になります。

マテリアライズド・ビュー・ログを作成するには、次の権限が必要です。

� CREATE ANY TABLE

� CREATE ANY TRIGGER

� SELECT（マテリアライズド・ビュー・ログのマスターに対する権限）

� COMMENT ANY TABLE

マテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギングマテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギングマテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギングマテリアライズド・ビュー・ログへの列のロギング
マテリアライズド・ビュー・ログを作成する場合は、必要に応じてログに列を追加できま
す。マテリアライズド・ビューを高速リフレッシュするには、マテリアライズド・ビュー・
ログに次のタイプの列を追加する必要があります。

� 副問合せの WHERE句で参照される列で、等価結合の一部ではなく、主キー列でもない
列。このような列は、フィルタ列と呼ばれます。

� 副問合せが多対多または 1 対多のいずれかの関係の場合に、等価結合内の列で主キー列
ではない列。副問合せが多対 1 の場合は、マテリアライズド・ビュー・ログに結合列を
追加する必要はありません。

コレクション列はマテリアライズド・ビュー・ログに追加できません。また、完全リフレッ
シュされるマテリアライズド・ビューの場合は、マテリアライズド・ビュー・ログは不要で
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント・ツールを使用してマス
ター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトにマテ
リアライズド・ビュー・ログを作成する方法の詳細は、レプリケーショ
ン・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプの「Creating 
Materialized View Logs」の項目を参照してください。この項目を参照す
るには、「Help Contents」で「Materialized View Replication」を選択しま
す。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
たとえば、次のような DDL を考えてみます。

1) CREATE MATERIALIZED VIEW oe.customers REFRESH FAST AS
2)  SELECT * FROM oe.customers@orc1.world c
3)  WHERE EXISTS
4)    (SELECT * FROM oe.orders@orc1.world o
5)     WHERE c.customer_id = o.customer_id AND o.order_total > 20000);

この DDL の 5 行目では、WHERE句内で 3 つの列が参照されています。列
orders.customer_idと customers.customer_idは等価結合句の一部として参照され
ています。customers.customer_idは主キー列であるため、この列はデフォルトでロギ
ングされますが、orders.customer_idは主キー列ではないため、マテリアライズド・
ビュー・ログに追加する必要があります。また、列 orders.order_totalは追加フィルタ
列であるため、これもロギングする必要があります。 

したがって、orders.customer_idと orders.order_totalを oe.orders表のマテリ
アライズド・ビュー・ログに追加します。

これらの列が追加されたマテリアライズド・ビュー・ログを作成するには、次の文を発行し
ます。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON oe.orders 
  WITH PRIMARY KEY (customer_id,order_total);

oe.customers 表にマテリアライズド・ビュー・ログがすでに存在する場合は、次の文を発行
してこれらの列を追加できます。

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG ON oe.orders ADD (customer_id,order_total);

ユーザー定義データ型を使用している場合は、列オブジェクトの属性をマテリアライズド・
ビュー・ログにロギングできます。たとえば、oe.customers表に cust_
address.postal_code属性がある場合、次の文を発行すると、この属性をマテリアライ
ズド・ビュー・ログにロギングできます。

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG ON oe.customers ADD (cust_address.postal_code);

作成するマテリアライズド・ビューの定義問合せを分析し、マテリアライズド・ビュー・ロ
グに追加する必要がある列を識別することをお薦めします。マテリアライズド・ビュー・ロ
グに列を追加せずに、追加列を必要とするマテリアライズド・ビューを作成またはリフレッ
シュしようとした場合、マテリアライズド・ビューの作成またはリフレッシュは失敗しま
す。

注意注意注意注意 : マテリアライズド・ビューを高速リフレッシュするには、副問合
せ内の結合列をマテリアライズド・ビュー・ログに追加する必要がありま
す（結合列が主キー列ではなく、副問合せが多対多または 1 対多のいずれ
かの関係の場合）。副問合せが多対 1 の場合は、マテリアライズド・
ビュー・ログに結合列を追加する必要はありません。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
マテリアライズド・ビュー環境の作成マテリアライズド・ビュー環境の作成マテリアライズド・ビュー環境の作成マテリアライズド・ビュー環境の作成
マテリアライズド・ビュー環境は、様々な場所から様々な方法で作成できます。一般的に
は、マスター・サイトの配置テンプレートを使用してマテリアライズド・ビュー環境をロー
カルで事前作成し、それをターゲット・マテリアライズド・ビュー・サイトに個別に配置し
ます。

また、マテリアライズド・ビュー・サイトへの接続を確立してマテリアライズド・ビュー環
境を直接作成する方法もあります。

レプリケーション・マネージメント・ツールを使用したマテリアライズレプリケーション・マネージメント・ツールを使用したマテリアライズレプリケーション・マネージメント・ツールを使用したマテリアライズレプリケーション・マネージメント・ツールを使用したマテリアライズ
ド・ビュー環境の作成ド・ビュー環境の作成ド・ビュー環境の作成ド・ビュー環境の作成
配置テンプレートの情報を使用してレプリケーション・マネージメント・ツールでマテリア
ライズド・ビュー環境をまとめて作成する方法の詳細は、レプリケーション・マネージメン
ト・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

また、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトに直接接続し、レプリケーション・マ
ネージメント・ツールを使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを個別に作成する方法
の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 副問合せを含むマテリアライズド・ビューの詳細は、3-18 ページの
「マテリアライズド・ビューを使用したデータのサブセット化」を参
照してください。

� 副問合せを含むマテリアライズド・ビューに関する追加情報は、3-24
ページの「副問合せを使用するマテリアライズド・ビューでの制限事
項」を参照してください。

� マテリアライズド・ビュー・ログの作成方法の詳細は、6-16 ページの
「マテリアライズド・ビュー・ログの作成」を参照してください。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
図図図図 6-2 マテリアライズド・ビュー環境作成のためのフローチャートマテリアライズド・ビュー環境作成のためのフローチャートマテリアライズド・ビュー環境作成のためのフローチャートマテリアライズド・ビュー環境作成のためのフローチャート

レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API を使用したマテリアライズド・を使用したマテリアライズド・を使用したマテリアライズド・を使用したマテリアライズド・
ビュー環境の作成ビュー環境の作成ビュー環境の作成ビュー環境の作成
配置テンプレートを使用してレプリケーション・マネージメント API でマテリアライズド・
ビュー環境をまとめて事前作成する方法の詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージ
メント API リファレンス』の配置テンプレートの作成に関する説明を参照してください。

また、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトに直接接続し、レプリケーション・マ
ネージメント API を使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを個別に作成する方法の詳
細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』のマテリアライズ
ド・ビュー・グループの作成に関する説明を参照してください。
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マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの比較
新規マテリアライズド・ビュー・サイトを追加するときの問題の回避新規マテリアライズド・ビュー・サイトを追加するときの問題の回避新規マテリアライズド・ビュー・サイトを追加するときの問題の回避新規マテリアライズド・ビュー・サイトを追加するときの問題の回避
1 つ以上のマテリアライズド・ビュー・サイトを含むマテリアライズド・ビュー環境を作成
した後、新しくマテリアライズド・ビュー・サイトを追加することがあります。次の 2 つの
条件がどちらも成立する場合は、新規マテリアライズド・ビュー・サイトに作成したマテリ
アライズド・ビューを高速リフレッシュしようとしたときに問題が発生することがありま
す。

� 新規マテリアライズド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビューと、他のマテリア
ライズド・ビュー・サイトの既存マテリアライズド・ビューが、同一のマスター表また
はマスター・マテリアライズド・ビューに基づいている場合。

� 新規マテリアライズド・ビュー・サイトに新規マテリアライズド・ビューを作成中に、
既存のマテリアライズド・ビューをリフレッシュする場合。

問題が発生するのは、新規マテリアライズド・ビューが最初の高速リフレッシュを実行する
前に、マスターのマテリアライズド・ビュー・ログがパージされたときです。このようなと
きに新規マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズド・ビューを高速リフレッ
シュしようとすると、次のエラーが発生することがあります。

ORA-12004 REFRESH FASTはマテリアライズド・ビュー materialized_view_nameに使用できません。
ORA-12034 materialized_view_nameのマテリアライズド・ビュー・ログは最新のリフレッシュよりも新し

いものです。

これらのエラーを受け取った場合の解決策は、新規マテリアライズド・ビューの完全リフ
レッシュを実行することのみです。

この問題を回避するには、次のオプションのいずれかを選択します。

� 配置テンプレートを使用してマテリアライズド・ビュー・サイトにマテリアライズド・
ビュー環境を作成します。配置テンプレートを使用すると、この問題は発生しません。 

� 新規マテリアライズド・ビュー・サイトにダミーのマテリアライズド・ビューを作成し
てから、本番のマテリアライズド・ビューを作成します。ダミーのマテリアライズド・
ビューを作成することにより、本番のマテリアライズド・ビューを作成中にマテリアラ
イズド・ビュー・ログがパージされなくなります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートの詳細は、第 4 章「配置テンプレートの概
要およびアーキテクチャ」を参照してください。
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スケジュール・リンクのガイドライン
マテリアライズド・ビュー・サイトにダミーのマテリアライズド・ビューを作成する場合
は、次の手順を実行します。

1. マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューに基づいた dummy_mviewとい
う名前のダミーのマテリアライズド・ビューを作成します。たとえば、salesというマ
スター表に基づいたダミー・マテリアライズド・ビューを作成するには、新規マテリア
ライズド・ビュー・サイトで次の文を発行します。

CREATE MATERIALIZED VIEW dummy_mview REFRESH FAST AS 
  SELECT * FROM pr.sales@orc1.world WHERE 1=0; 

2. 本番のマテリアライズド・ビューを新規マテリアライズド・ビュー・サイトに作成しま
す。

3. 新規マテリアライズド・ビュー・サイトで本番のマテリアライズド・ビューの高速リフ
レッシュを実行します。

4. ダミー・マテリアライズド・ビューを削除します。

スケジュール・リンクのガイドラインスケジュール・リンクのガイドラインスケジュール・リンクのガイドラインスケジュール・リンクのガイドライン
スケジュール・リンクによって、あるマスター・サイトから別のマスター・サイトへの遅延
トランザクション・キューの伝播方法、あるいは、あるマテリアライズド・ビュー・サイト
からそのマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトへの遅延ト
ランザクション・キューの伝播方法が決まります。スケジュール・リンクを作成すると、遅
延トランザクション・キューをシステムの別のサイトにプッシュするジョブがローカル・
ジョブ・キューに作成されます。リモート・マスター・サイトへの遅延トランザクションの
伝播は、レプリケーション・プロパゲータのセキュリティ・コンテキスト内で行われます。 

スケジュール・リンクを構成すると、シリアル伝播またはパラレル伝播を使用して情報を
プッシュできます。一般的に、parallelismパラメータを 1 に設定した場合でも、パラレ
ル伝播を使用する必要があります。 

レプリケーション環境のスケジュール・リンクを作成する前に、レプリケーションをシステ
ム全体でグローバルに発生させる方法を慎重に検討する必要があります。たとえば、一定の
間隔で遅延トランザクションを伝播できます。この場合、プッシュする頻度と時刻を決定す
る必要があります。また、リアルタイム・レプリケーション（同期レプリケーション）をシ
ミュレートするために、各スケジュール・リンクを使用して、マスター・サイトの遅延トラ
ンザクション・キューをその接続先に連続的にプッシュする場合もあります。 

あるいは、夜間など、必ず接続できる時間帯や通信コストが最低の時間帯にプッシュをスケ
ジュールする場合もあります。さらに、レプリケーションによるネットワーク・リソースへ
の負荷を分散するために、各マスター・サイト間でリンクのスケジュールをずらすこともで
きます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : シリアル伝播およびパラレル伝播に関連する問題の詳細は、
6-27 ページの「シリアル伝播およびパラレル伝播」を参照してください。
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定期的なプッシュのスケジューリング定期的なプッシュのスケジューリング定期的なプッシュのスケジューリング定期的なプッシュのスケジューリング
サイトの遅延トランザクション・キューをリモートの接続先に定期的にプッシュするように
スケジュールできます。たとえば、1 日に 1 回または 1 時間に 1 回というように設定できま
す。これを行うには、DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHプロシージャを使用し、表 6-3
に示されている設定を指定します。 

定期的なプッシュのスケジューリングには、レプリケーション・マネージメント・ツールを
使用することもできます。これには、次の場所でスケジュール・リンクを設定するときに、

「Delay Seconds」をデフォルト値の 0 に設定します。 

� レプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup Wizard」

� 「Edit Push Schedule」ダイアログ・ボックス

次に、遅延トランザクション・キューを定期的にプッシュする間隔を設定します。

1 時間ごとの定期的プッシュをスケジュールする例を、次に示します。

BEGIN
   DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSH (
      destination => 'orc2.world',
      interval => 'SYSDATE + (1/24)',
      next_date => SYSDATE,
      delay_seconds => 0);
END;
/

表表表表 6-3 定期的なプッシュのスケジューリングの設定定期的なプッシュのスケジューリングの設定定期的なプッシュのスケジューリングの設定定期的なプッシュのスケジューリングの設定

SCHEDULE_PUSH プロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータ 値値値値

delay_seconds 0

interval 適切な日付式。たとえば、1 時間の間隔を指

定するには、'sysdate + 1/24'を使用

します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 遅延秒数の設定の詳細は、2-47 ページの「遅延秒数」を参照してくだ
さい。

� DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHプロシージャの詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を
参照してください。

� レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、こ
のツールのオンライン・ヘルプを参照してください。
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連続的なプッシュのスケジューリング連続的なプッシュのスケジューリング連続的なプッシュのスケジューリング連続的なプッシュのスケジューリング
非同期レプリケーション・メカニズムを使用している場合でも、スケジュール・リンクを構
成すると、連続的なリアルタイム・レプリケーションをシミュレートできます。これを行う
には、DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHプロシージャを使用し、表 6-4 に示されている
設定を指定します。

このように設定すると、「Interval」に設定した時間中ずっと、遅延トランザクション・
キューに入れられるトランザクションが連続的にプッシュされます。delay_secondsパラ
メータに指定されている間に、伝播するトランザクションが遅延トランザクション・キュー
にない場合は、このジョブにより使用されているリソースが解放され、次のジョブ・
キュー・プロセスが使用可能になったときに新しく開始されます。 

parallelismパラメータを 0（ゼロ）に設定してシリアル伝播を使用している場合は、
delay_secondsおよび intervalパラメータの設定を低くして環境に適切な値にし、連続
的なプッシュをシミュレートできます。ただし、シリアル伝播を使用している場合、連続的
なプッシュのシミュレーションでプッシュ・ジョブを頻繁に開始する必要がある場合はコス
トが高くなります。

連続的なプッシュをシミュレートする例を次に示します。

BEGIN
   DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSH (
      destination => 'orc2.world',
      interval => 'SYSDATE + (1/144)',
      next_date => SYSDATE,
      parallelism => 1,
      execution_seconds => 1500,
      delay_seconds => 1200);
END;
/

表表表表 6-4 連続的なプッシュをシミュレートする設定連続的なプッシュをシミュレートする設定連続的なプッシュをシミュレートする設定連続的なプッシュをシミュレートする設定

SCHEDULE_PUSH プロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータ 値値値値

delay_seconds 1200

interval delay_seconds設定よりも低い値

parallelism 1 以上

execution_seconds delay_seconds設定よりも高い値
レプリケーション環境の計画 6-23



遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイドライン
遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ
ドラインドラインドラインドライン

スケジュール・パージによって、マスター・サイトまたはマテリアライズド・ビュー・サイ
トの遅延トランザクション・キューから適用済みのトランザクションをパージする方法が決
定されます。レプリケーション・マネージメント・ツールの「Setup Wizard」を使用してマ
スター・サイトまたはマテリアライズド・ビュー・サイトを作成すると、一定の基準でロー
カル遅延トランザクション・キューをパージするジョブが各サイトのローカル・ジョブ・
キューに作成されます。レプリケーション環境のサイトを構成する前に、パージを発生させ
る方法を慎重に検討する必要があります。たとえば、次のような方法があります。

� サイトの遅延トランザクション・キューのプッシュとパージを同期化できます。たとえ
ば、トランザクション・キューのプッシュとパージを連続的に行うように構成できま
す。このように構成した場合、パフォーマンスが向上することがあります。これは、最
後にプッシュされたトランザクションに関する情報が、対応するパージ操作に使用する
サーバーのバッファ・キャッシュにすでに存在していることが多いためです。

� サーバーが CPU の限界に達していない場合、遅延トランザクション・キューの連続的
なパージをスケジュールすると、可能なかぎりキューのサイズを小さく保つことができ
ます。

� 通常の営業時間帯にトランザクションのスループットが非常に大きくなるサーバーで
は、1 日の遅延トランザクション全体を格納できる場合は、オフピーク時にパージが行
われるようにスケジュールできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 遅延秒数の設定の詳細は、2-47 ページの「遅延秒数」を参照してくだ
さい。

� シリアル伝播およびパラレル伝播に関連する問題の詳細は、6-27 ペー
ジの「シリアル伝播およびパラレル伝播」を参照してください。

� DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHプロシージャの詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を
参照してください。
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遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイドライン
定期的なパージのスケジューリング定期的なパージのスケジューリング定期的なパージのスケジューリング定期的なパージのスケジューリング
サイトの遅延トランザクション・キューを定期的にパージするようにスケジュールできま
す。たとえば、1 日に 1 回または 1 週間に 1 回というように設定できます。これを行うには、
DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PURGEプロシージャを使用し、表 6-5 に示されている設定
を指定します。 

定期的なパージのスケジュールには、レプリケーション・マネージメント・ツールの
「Setup Wizard」または「Administration」プロパティ・シートの「Schedule」タブ中にある
「Purge」タブを使用することもできます。これを行うには、「Delay Seconds」をデフォルト
値の 0（ゼロ）に設定します。次に、遅延トランザクション・キューを定期的にパージする
間隔を設定します。

1 日に 1 回の定期的なパージをスケジュールする例を、次に示します。

BEGIN
   DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PURGE (
      next_date => SYSDATE,
      interval => 'SYSDATE + 1',
      delay_seconds => 0);
END;
/

 

表表表表 6-5 定期的なパージのスケジューリングの設定定期的なパージのスケジューリングの設定定期的なパージのスケジューリングの設定定期的なパージのスケジューリングの設定

SCHEDULE_PURGE
プロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータ 値値値値

delay_seconds 0

interval 適切な日付式。たとえば、間隔を 1 日に指定するには、

'sysdate + 1'を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PURGEプロシージャの詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を
参照してください。

� レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、こ
のツールのオンライン・ヘルプを参照してください。
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遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイドライン
連続的なパージのスケジューリング連続的なパージのスケジューリング連続的なパージのスケジューリング連続的なパージのスケジューリング
サイトの遅延トランザクション・キューの連続的なパージを設定するには、DBMS_DEFER_
SYS.SCHEDULE_PURGEプロシージャを使用し、表 6-6 に示されている設定を指定します。 

連続的なパージのスケジューリングには、レプリケーション・マネージメント・ツールを使
用することもできます。これを行うには、「Administration」プロパティ・シートの

「Schedule」タブ中にある「Purge」タブで、「Delay Seconds」を 500,000 に設定し、間隔を、
「Delay Seconds」設定よりも小さい値に設定します。

連続的なパージをシミュレートする例を次に示します。

BEGIN
   DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PURGE (
      next_date => SYSDATE,
      interval => 'SYSDATE + (1/144)',
      purge_method => dbms_defer_sys.purge_method_quick,
      delay_seconds => 500000);
END;
/

表表表表 6-6 定期的なパージのスケジューリングの設定定期的なパージのスケジューリングの設定定期的なパージのスケジューリングの設定定期的なパージのスケジューリングの設定

SCHEDULE_PURGE
プロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータプロシージャ・パラメータ 値値値値

delay_seconds 500000

interval delay_seconds設定よりも低い値

purge_method dbms_defer_sys.purge_method_quick

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 遅延秒数の設定の詳細は、2-47 ページの「遅延秒数」を参照してくだ
さい。

� DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PURGEプロシージャの詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を
参照してください。

� レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、こ
のツールのオンライン・ヘルプを参照してください。
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シリアル伝播およびパラレル伝播
シリアル伝播およびパラレル伝播シリアル伝播およびパラレル伝播シリアル伝播およびパラレル伝播シリアル伝播およびパラレル伝播
レプリケーション環境のスケジュール・リンクを作成すると、シリアル伝播またはパラレル
伝播を使用して各サイトから接続先に変更を非同期伝播できます。レプリケーション環境を
構成する前に、シリアル伝播またはパラレル伝播のいずれを使用するかを決定する必要があ
ります。

� シリアル伝播では、レプリケート・トランザクションは、ソース・システムでコミット
されたのと同じ順序で一度に 1 つずつ伝播されます。シリアル伝播を使用するスケ
ジュール・リンクを構成するには、DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHプロシージャ
の parallelismパラメータを 0（ゼロ）に設定します。または、レプリケーション・
マネージメント・ツールを使用して、「Edit Push Schedule」ダイアログ・ボックスの

「Parallel Propagation Processes」制御を 0 に設定します。通常、シリアル伝播を使用す
るのは、レプリケート先が Oracle7 サイトの場合のみです。

� パラレル伝播では、スループットを向上させるため、レプリケート・トランザクション
は複数のパラレル・ストリームを使用して伝播されます。必要に応じて依存トランザク
ションの実行命令が発行されるので、データ整合性が保持されます。パラレル伝播を使
用するスケジュール・リンクを構成するには、DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHプ
ロシージャの parallelismパラメータを 1 以上に設定します。または、レプリケー
ション・マネージメント・ツールを使用して、「Edit Push Schedule」ダイアログ・ボッ
クスの「Parallel Propagation Processes」制御を 1 以上に設定します。

 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 2-44 ページ「パラレル伝播」

� DBMS_DEFER_SYSパッケージの詳細は、『Oracle9i レプリケーショ
ン・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

� レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、こ
のツールのオンライン・ヘルプを参照してください。
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配置テンプレート
配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート
レプリケーション環境にマテリアライズド・ビュー・サイトを含める場合、配置テンプレー
トを使用してマテリアライズド・ビュー・サイトにレプリケート・オブジェクトを作成でき
ます。

配置テンプレートをインスタンス化するマテリアライズド・ビュー・サイ配置テンプレートをインスタンス化するマテリアライズド・ビュー・サイ配置テンプレートをインスタンス化するマテリアライズド・ビュー・サイ配置テンプレートをインスタンス化するマテリアライズド・ビュー・サイ
トの準備トの準備トの準備トの準備

配置テンプレートを使用する場合、配置テンプレートのインスタンス化のためにマテリアラ
イズド・ビュー・サイトを準備する必要があります。配置テンプレートが適切に設計されて
いる場合は、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトで必要な準備作業はほとんどあ
りません。この項では、リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトで実行する最も一般
的な準備作業について説明します。必要な準備作業がすべて完了した後で、オンライン・イ
ンスタンシエーションまたはオフライン・インスタンシエーションを実行できます。

次の点を考慮して、マテリアライズド・ビュー・スナップショット・サイトでインスタンス
化を実行するために必要な準備作業を決定します。

� リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトからターゲット・マスター・サイトに
ネットワーク接続されているかどうか。

� マテリアライズド・ビュー・サイトに Oracle Enterprise Edition、Oracle Standard 
Edition または Oracle Personal Edition のリリース 8.1.5 以上のデータベースがあるかど
うか。

� リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトがマテリアライズド・ビュー・レプリ
ケーションをサポートするように設定されているかどうか。

� 配置テンプレートに必要なスキーマがマテリアライズド・ビュー・サイトに存在するか
どうか。

� 必要なデータベース・リンクが配置テンプレートに含まれていない場合、マテリアライ
ズド・ビュー・サイトからマスター・サイトに必要なデータベース・リンクが存在する
かどうか。

� マテリアライズド・ビューで配置テンプレートをインスタンス化するために、オンライ
ン・インスタンシエーションまたはオフライン・インスタンシエーションのどちらを使
用するか。

� 配置テンプレートに必要なロールバック・セグメントがマテリアライズド・ビュー・サ
イトに存在していて、かつそれがオンラインであるかどうか。

次の項では、これらの考慮事項に対する指針を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートの詳細は、第 4 章「配置テンプレートの概
要およびアーキテクチャ」を参照してください。
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配置テンプレート
ネットワーク接続性ネットワーク接続性ネットワーク接続性ネットワーク接続性
ネットワーク接続性は、すべてのレプリケーション環境において Advanced Replication の重
要な要素です。Oracle Enterprise Edition、Oracle Standard Edition および Oracle Personal 
Edition で、ターゲット・マスター・サイトに対する適切な SQL*Net 接続または Oracle Net
接続がリモート・マテリアライズド・ビュー・サイトにあるかどうかを確認します。 

データベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョン
マテリアライズド・ビュー・サイトで配置テンプレートをインスタンス化するには、
Oracle8i リリース 8.1.5 以上のデータベースを使用している必要があります。マテリアライ
ズド・ビュー・サイトがこれらの要件を満たしていない場合は、配置テンプレートをインス
タンス化する前にマテリアライズド・ビュー・サイトのデータベースをアップグレードする
必要があります。

マテリアライズド・ビュー・サイトの設定マテリアライズド・ビュー・サイトの設定マテリアライズド・ビュー・サイトの設定マテリアライズド・ビュー・サイトの設定
各マテリアライズド・ビュー・サイトには、マテリアライズド・ビュー・サイトをサポート
する特殊な権限を持つユーザーが何人か必要です。これらのユーザーは、管理に必要な権限
を持ち、さらにデータの伝播とリフレッシュも実行します。

マテリアライズド・ビュー・サイトの設定では、マテリアライズド・ビューの自動リフレッ
シュ（オプション）や遅延トランザクション・キューのパージを実行するいくつかの自動化
ジョブをスケジュールする必要もあります。

マテリアライズド・ビュー・サイトの設定に使用するツールは、次のとおりです。

� レプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツール : レプリケーション・マネージメント・
ツールを使用してリモート・マテリアライズド・ビュー・サイトに接続し、「Setup 
Wizard」を使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを設定できます。

 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle ネットワーク接続の設定方法の詳細は、『Oracle9i Net 
Services 管理者ガイド 』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント・ツールを使用してマテ
リアライズド・ビュー・サイトを設定する方法の詳細は、このツールのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。
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配置テンプレート
� レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API: レプリケーション・マネージメント・ツールで
リモート・マテリアライズド・ビュー・サイトに接続できない場合は、レプリケーショ
ン・マネージメント API を使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを設定します。
マテリアライズド・ビュー・サイトを設定する API コールを含む SQL スクリプトを作
成するときに、その他の準備作業（必要なスキーマ、データベース・リンクおよびロー
ルバック・セグメントの作成など、次の 3 つの項で説明する作業）を実行するための
DDL と API コールも追加できます。作成したスクリプトは、オフライン・インスタン
シエーション・ファイルとともに配布し、オフライン・インスタンシエーション・ファ
イルよりも前に実行する必要があります。

必要なスキーマの作成必要なスキーマの作成必要なスキーマの作成必要なスキーマの作成
インスタンス化する配置テンプレートで複数のスキーマにオブジェクトが作成される場合
は、必要なスキーマがすべて作成済みであることを確認する必要があります。また、配置テ
ンプレートをインスタンス化するユーザーは、そのスキーマに対する適切な CREATE権限を
持っている必要があります。たとえば、配置テンプレートでスキーマ oeにプロシージャを
作成し、ユーザー hrがこのテンプレートをインスタンス化する場合、hrにはスキーマ oe
に対する CREATE ANY PROCEDURE権限が必要です。

データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成
リモート・マテリアライズド・ビュー・サイト用に必要なすべてのデータベース・リンクを
作成する DDL を配置テンプレートに含めると便利ですが、必ずしもそうする必要はありま
せん。データベース・リンク DDL が配置テンプレートに含まれていない場合は、配置テン
プレートをインスタンス化する前に、ターゲット・マスター・サイトへのデータベース・リ
ンクを手動で作成します。データベース・リンクは、オンライン・インスタンシエーション
時にマテリアライズド・ビューの実表にデータを移入したり、マテリアライズド・ビュー環
境を適切にメンテナンスするために必要です。

オンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシ
エーションエーションエーションエーション
配置テンプレートをマテリアライズド・ビュー・サイトでインスタンス化するときは、オン
ライン・インスタンシエーションまたはオフライン・インスタンシエーションのいずれかを
選択できます。オンライン・インスタンシエーションでは、マテリアライズド・ビューの
データはインスタンス化時にマスター・サイトからプルされます。オフライン・インスタン
シエーションでは、マテリアライズド・ビューのデータはテンプレート自体にパッケージ化
されており、テンプレートをインスタンス化するときにローカルで適用されます。一般的
に、マテリアライズド・ビューに大量のデータが含まれている場合は、オフライン・インス
タンシエーションの方がネットワーク・リソースの使用率を最小化できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント API を使用してマテリア
ライズド・ビュー・サイトを設定する方法の詳細は、『Oracle9i レプリ
ケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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セキュリティ
必要なロールバック・セグメントの作成必要なロールバック・セグメントの作成必要なロールバック・セグメントの作成必要なロールバック・セグメントの作成
インスタンス化している配置テンプレートで、現在リモート・マテリアライズド・ビュー・
サイトに存在しない特定のロールバック・セグメントを使用する場合は、必要なロールバッ
ク・セグメントを作成します。テンプレート・オブジェクトがデフォルトのロールバック・
セグメントと特定のロールバック・セグメントのうちのどちらを使用しているのかを確認す
るには、DBA_REPCAT_TEMPLATE_OBJECTSビューを問い合せます。

競合解消競合解消競合解消競合解消
非同期のマルチマスター・レプリケーション環境および更新可能マテリアライズド・
ビュー・レプリケーション環境では、たとえば異なるサイトから発行された 2 つのトランザ
クションがほぼ同時に同じ行を更新する場合などに発生する、レプリケーション競合に対処
する必要があります。可能なかぎり、競合の発生を回避できるようにレプリケーション環境
を計画してください。レプリケーション環境でデータ競合が発生した場合は、ビジネス・
ルールに従って競合を解消し、すべてのサイトでデータを適正に収束することを保証するメ
カニズムが必要です。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
セキュリティは、マルチマスター・レプリケーション環境およびマテリアライズド・
ビュー・レプリケーション環境のどちらの環境でも重要な課題です。レプリケーション環境
を構成する場合、まずセキュリティ対策を講じる必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : オンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・イ
ンスタンシエーションの詳細は、4-9 ページの「配置テンプレートのパッ
ケージ化とインスタンス化」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーションに関係するデータ・ディクショナリ・
ビューの詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リ
ファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 競合の回避および競合が発生した場合の競合解消方法の詳細
は、第 5 章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション環境でのセキュリティ・オプションの詳細
は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を
参照してください。
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耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計
耐障害性機能とは、システムまたはサイトの障害時にもアプリケーションを継続して実行で
きる機能です。また、アプリケーションをフェイルオーバー・システム上で実行でき、障害
発生時にプライマリ・システム上でアクセスしていたのと同じか、またはほとんど同じデー
タにアクセスできます。図 6-3 に示されているように、Oracle サーバーではマルチマス
ター・レプリケーションと Oracle Real Application Clusters という、耐障害性を実現する 2
つのテクノロジを提供しています。

図図図図 6-3 耐障害性を実現するための方法耐障害性を実現するための方法耐障害性を実現するための方法耐障害性を実現するための方法 : レプリケーションまたはレプリケーションまたはレプリケーションまたはレプリケーションまたは Oracle Real Application 
Clusters
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Oracle Real Application Clusters とレプリケーションの比較とレプリケーションの比較とレプリケーションの比較とレプリケーションの比較
Oracle Real Application Clusters は、Oracle サーバーのインスタンスをサポートするシステ
ムの障害時にシステムの耐障害性を確保するフェイルオーバーをサポートしています。
Oracle Real Application Clusters には、クラスタまたは大規模パラレル・ハードウェア・プ
ラットフォームが必要です。これは、クラスタまたは大規模パラレル・システムが稼働して
いるローカル環境での処理システムを障害から保護する場合に適しています。 

このような環境では、Oracle Real Application Clusters は耐障害性を実現するための理想的
なソリューションです。大量のトランザクションをサポートしており、インスタンス障害が
発生した場合でもトランザクションの消失やデータの不整合が生じることがありません。イ
ンスタンス障害が発生した場合、Oracle Real Application Clusters の正常なインスタンスに
よって未完了のトランザクションが自動的にリカバリされます。障害が生じたシステムで実
行されていたアプリケーションはフェイルオーバー・システムで実行でき、データベースの
すべてのデータにアクセスできます。

ただし、Oracle Real Application Clusters には、サイト全体におよぶ障害（停電、洪水、火
事、破壊行為など）によってクラスタまたは大規模パラレル・システム全体が操作不能にな
るような状況に対しては耐障害性がありません。サイト障害に対して耐障害性を確保するた
めに、マルチマスター・レプリケーションを使用して、地理的に離れた場所でデータベース
のレプリカをメンテナンスできます。 さらに、マルチマスター・レプリケーションを使用す
ると、異なるオペレーティング・システムまたは Oracle の異なるリリース（あるいはその
両方）が稼働するサイト間でデータをレプリケートできます。

ローカル・システムに障害が発生しても、アプリケーションはリモート・サイトで実行を継
続できます。マルチマスター・レプリケーションを使用する場合は、障害サイトでのトラン
ザクションのリカバリと、障害サイトを再開したときのデータの非一貫性を防ぐために、な
んらかの管理手順が必要になることがあります。

注意注意注意注意 : スタンバイ・データベースを構成して、Oracle データベースをサ
イト障害から守ることもできます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle9i Real Application Clusters 概要』

�  スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle9i Data Guard 概要およ
び管理』を参照してください。
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耐障害性を実現するレプリケーション環境の設計耐障害性を実現するレプリケーション環境の設計耐障害性を実現するレプリケーション環境の設計耐障害性を実現するレプリケーション環境の設計
耐障害性を実現するためにレプリケーション機能を使用する場合は、次の事項を考慮してく
ださい。

� レプリケーション機能によって、プライマリ・システムと同じ量のトランザクションを
処理できる必要があります。

� プライマリ・サイトで障害が生じた場合、プライマリ・サイトで少し前にコミットされ
たトランザクションは、フェイルオーバー・サイトにまだ非同期に伝播されていない可
能性があります。このトランザクションは消失したように見えます。

この消失したトランザクションは、プライマリ・サイトがリカバリされたときに処理す
る必要があります。

たとえば、リモートのフェイルオーバー・サイトのメンテナンスにレプリケーションを
使用する受注入力システムにおいて、システムの実行時にプライマリ・システムで障害
が発生したとします。 

障害発生時、少し前にプライマリ・サイトで実行された 2 つのトランザクションの変更
は、フェイルオーバー・サイトに伝播および適用させていません。最初のトランザク
ションは新規の受注の入力で、2 番目のトランザクションは既存の受注の取消しです。

新規受注入力の場合、フェイルオーバー・システムでの処理の継続中にその受注が存在
しないことが発見されると、再入力されると考えられます。既存の受注の取消しの場合
は、受注の取消しは発見されずに、受注処理が継続されると考えられます。つまり、取
り消された商品が出荷されて、顧客に請求が送られます。

プライマリ・サイトがリストアされた場合を考えます。フェイルオーバー・システムで
実行されたすべての変更をプライマリ・システムに単に戻すと、競合が発生します。 

具体的には、プライマリ・システムに障害が発生する直前に受注された商品に対する注
文が重複します。さらに、プライマリ・システムでは取り消されているはずの受注の出
荷および請求トランザクションにより、データが変更されます。

こうした状況に対処するには、システムを綿密に設計する必要があります。次の項では、こ
のプロセスについて説明します。 
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耐障害性の高いシステムの実装耐障害性の高いシステムの実装耐障害性の高いシステムの実装耐障害性の高いシステムの実装
Advanced Replication では、レプリケートされた複数のマスター・サイトを使用してサイト
障害に対する耐障害性を提供しています。次の方法のいずれかを使用してシステムを構成す
る必要があります。実装の最も容易な方法から順番にリストします。

� フェイルオーバー・サイトは読取りアクセス専用で使用します。つまり、プライマリ・
サイトで障害が発生した場合でも、フェイルオーバー・サイトでは更新できません。

� 障害の後、プライマリ・サイトは、エクスポートおよびインポート、または全体バック
アップによって、フェイルオーバー・サイトからリストアされます。

� すべてのデータおよびトランザクションでは、競合を完全に解消します。このために
は、綿密な設計および実現が必要です。重複トランザクションなど、プライマリ・サイ
トがリストアしたときに発生する競合を、適切かつ確実に解消する必要があります。

� アプリケーション・レベルのルーチンやプロシージャを独自に作成して、プライマリ・
サイトがリストアされたとき、およびアクティブなフェイルオーバー・システムで
キューに入れられていたトランザクションがプライマリ・サイトに伝播および適用され
たときに発生するデータの不整合を処理します。

Oracle Net を使用すると、接続時に自動的に起動されるフェイルオーバーを構成できます。
この機能により、最初のマスター・サイトに障害が発生した場合、Oracle Net は別のマス
ター・サイトに接続を切り替えることができます。自動的な接続時フェイルオーバーを構成
するには、tnsnames.oraファイルで FAILOVERオプションを onに設定し、複数の接続
記述子を指定します。

レプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよレプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよレプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよレプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよ
びリカバリびリカバリびリカバリびリカバリ
レプリケーションを使用するデータベースは分散データベースです。 レプリケーション・
データベースのバックアップを作成するときは、『Oracle9i バックアップおよびリカバリ概
要』で概説している分散データベースのバックアップのガイドラインに従ってください。 レ
プリケーション・データベースをリカバリするときは、『Oracle9i ユーザー管理バックアッ
プおよびリカバリ・ガイド』で説明している協調分散リカバリのガイドラインに従ってくだ
さい。 

協調分散リカバリのガイドラインに従わない場合、レプリケーション・データベースの整合
性は保証されません。たとえば、リストアされたマスター・サイトが別のマスター・サイト
に異なるトランザクションを伝播していることがあります。場合によっては、不正確なリカ
バリ操作を修正するために、追加の手順を実行する必要があります。その方法の 1 つは、リ
カバリしたデータベース内のすべてのレプリケート・オブジェクトを削除し、再作成する方
法です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  接続時フェイルオーバーの構成方法の詳細は、『Oracle Net 
Services 管理者ガイド』を参照してください。
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インポートされたデータに対するチェックの実行インポートされたデータに対するチェックの実行インポートされたデータに対するチェックの実行インポートされたデータに対するチェックの実行  レプリケート・オブジェクトまたは
Advanced Replication で使用するオブジェクト（DBA_REPSITESデータ・ディクショナリ・
ビューなど）のエクスポートおよびインポートを実行した後は、DBMS_REPCATパッケージ
の REPCAT_IMPORT_CHECKプロシージャを実行する必要があります。 

次の例では、このプロシージャを使用して、マテリアライズド・ビュー・サイトの acctレ
プリケーション・グループのオブジェクトをチェックして、オブジェクト識別子とステータ
ス値が適切であることを確認します。

BEGIN
DBMS_REPCAT.REPCAT_IMPORT_CHECK( gname     =>   'hr_repg',
                                 master    =>   FALSE);
END;
/

推奨事項推奨事項推奨事項推奨事項 : レプリケート・オブジェクトの削除および再作成を実行する
前に、リストアしたデータベースから保留中の遅延トランザクションおよ
び遅延エラー・レコードを削除し、未解決の分散トランザクションを解決
してください。リストアされたデータベースがいくつかのレプリケーショ
ン環境のマスター定義サイトであった場合、オブジェクトを削除および作
成する前に新しいマスター定義サイトを設定する必要があります。リスト
アされたデータベースがマスターであるマテリアライズド・ビュー、およ
びリストアされたデータベース内のマテリアライズド・ビューは、完全リ
フレッシュを行う必要があります。 

データに対する継続的なアクセスを可能にするため、マスター定義サイト
の変更（リストアされるデータベースがマスター定義サイトであった場
合）、またはマテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・サイトの変
更（それらのマスター・サイトがリストアされている場合）が必要な場合
があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレン
ス』に記載されている REPCAT_IMPORT_CHECKプロシージャを参照して
ください。
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レプリケーション・マネージメント・ツールの
7

レプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツールレプリケーション・マネージメント・ツール

の概要の概要の概要の概要

レプリケーション・マネージメント・ツールは Oracle Enterprise Manager の一部で、レプ
リケーション環境を設定、管理および監視する Graphical User Interface（GUI）を提供しま
す。レプリケーション・マネージメント・ツールでは、多くの重要な操作をウィザードに
従って実行できます。レプリケーション・マネージメント・ツールを使用すると、マルチマ
スター・レプリケーション環境とマテリアライズド・ビュー・レプリケーション環境の両方
を管理できます。

この章では、レプリケーション・マネージメント・ツールの機能について説明します。ただ
し、レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、このツールのオンラ
イン・ヘルプを参照してください。この章の内容は、次のとおりです。

� レプリケーション・マネージメント・ツールの使用例

� レプリケーション・マネージメント・ツールへのログイン

� レプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェース

� レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード

� レプリケーション環境を作成するためのフローチャート

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� レプリケーション・マネージメント・ツールの使用方法の詳細は、こ
のツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

� Oracle Enterprise Manager の使用方法の詳細は、Oracle Enterprise 
Manager のマニュアル・セットおよびオンライン・ヘルプを参照して
ください。
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レプリケーション・マネージメント・ツールの使用例
レプリケーション・マネージメント・ツールの使用例レプリケーション・マネージメント・ツールの使用例レプリケーション・マネージメント・ツールの使用例レプリケーション・マネージメント・ツールの使用例
レプリケーション・マネージメント・ツールを使用すると、次の作業を実行できます。

� マスター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイトの設定

� レプリケーション環境でのマスター・サイトの追加および削除

� マスター・グループの作成および管理

� トポロジ・ビュー、レポートおよび統計情報を使用した、マスター・サイトとマテリア
ライズド・ビュー・サイトの監視

� マテリアライズド・ビュー・ログの作成および管理

� マテリアライズド・ビュー・グループの作成および管理

� 個別のマテリアライズド・ビューの作成および管理

� マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・グループの作成および管理

� 配置テンプレートの作成および管理

� オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケージ化。オンライ
ン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化する場合は、レプリ
ケーション・マネージメント API を使用する必要があります。 

� 競合解消方法の設定

� スケジュール・リンクの作成、監視および管理

� 管理要求の監視および管理

� 遅延トランザクションの監視および管理

� エラー・トランザクションの監視および管理

� ローカル・ジョブの作成、監視および管理
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レプリケーション・マネージメント・ツールへのログイン
レプリケーション・マネージメント・ツールへのログインレプリケーション・マネージメント・ツールへのログインレプリケーション・マネージメント・ツールへのログインレプリケーション・マネージメント・ツールへのログイン
レプリケーション環境内のデータベースを表示するように Oracle Enterprise Manager が構
成されている場合は、次の手順でレプリケーション・マネージメント・ツールにログインし
ます。

1. Oracle Enterprise Manager をオープンします。

2. データベース・ノードを拡張します。「Database Connect Information」ダイアログ・
ボックスが表示されます。

3. データベースのユーザー名とパスワードを入力します。

レプリケーション環境がすでに設定されている場合は、レプリケーション管理者として
ログインします。レプリケーション環境が設定されていない場合は、SYSTEMまたは
SYSユーザーとしてログインします。次に、「Setup Wizard」を使用してマスター定義
サイトを設定します。マルチマスター・レプリケーション環境を使用する場合は、他の
マスター・サイトも設定します。 

設定が完了した後で、「Setup Wizard」で指定したレプリケーション管理者としてレプ
リケーション・マネージメント・ツールにログインします。規則に従えば、レプリケー
ション管理者のユーザー名は repadminです。設定完了後は、レプリケーション・マ
ネージメント・ツールにログインできるのはレプリケーション管理者のみとし、その他
のユーザーはログインしないでください。

4. ナビゲータ・ペインで「Replication」を選択します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Enterprise Manager を構成およびオープンする方法の
詳細は、Oracle Enterprise Manager のマニュアル・セットを参照してくだ
さい。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェース
レプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェースレプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェースレプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェースレプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェース
Oracle Enterprise Manager におけるレプリケーション・マネージメント・ツールのインタ
フェースには、左端のツールバーと 2 つのペイン（左のナビゲータ・ペインと右ペイン）が
含まれています。ナビゲータ・ペインにはデータベースのツリー構造が表示され、右ペイン
にはプロパティ・シートが表示されます。

図図図図 7-1 Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツールのレプリケーション・マネージメント・ツール
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レプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェース
ナビゲータ・ペインナビゲータ・ペインナビゲータ・ペインナビゲータ・ペイン
Oracle Enterprise Manager のナビゲータ・ペインの機能は、Oracle Enterprise Manager の
他のアプリケーションのナビゲータ・ペインと同じです。ナビゲータ・ペインでは、次の処
理を実行できます。

� レプリケーション環境内のすべてのノードへのアクセス。

� オブジェクトおよびフォルダの拡大および縮小。監視または管理対象のオブジェクトに
ナビゲートできます。オブジェクトには、マスター・グループ、マテリアライズド・
ビュー・グループ、マテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ、配
置テンプレートなどがあります。

� フォルダまたはオブジェクトの右クリック。新規オブジェクトを作成したり、既存オブ
ジェクトに対する操作を実行できます。

Oracle の最新のリリースでは、レプリケーション・マネージメント・ツールのナビゲータ・
ツリー構造が新しくなりました。レプリケーション・マネージメント・ツールのナビゲー
タ・ツリーにある正しいオブジェクトまたはフォルダを選択することで、多数のレプリケー
ション管理操作を開始できます。

図図図図 7-2 レプリケーション・マネージメント・ツールのナビゲータ・ツリーレプリケーション・マネージメント・ツールのナビゲータ・ツリーレプリケーション・マネージメント・ツールのナビゲータ・ツリーレプリケーション・マネージメント・ツールのナビゲータ・ツリー
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次の各項で、ツリー構造内の各オブジェクトおよびフォルダの内容について説明します。

「「「「Administration」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト
「Administration」オブジェクトを使用すると、レプリケーション・サイト全体を管理できま
す。「Administration」オブジェクトを選択すると、右ペインに次のタブが表示されます。

� Topology: 選択したサイトのレプリケーション環境のグラフィカルなビューを表示しま
す。

� Errors: 選択したサイトのローカル・エラーを表示して管理できます。

� Transactions: 選択したサイトの遅延トランザクションを表示して管理できます。

� Schedule: 選択したサイトのデータベース・リンクのプッシュ・スケジュールを表示し
て管理できます。また、選択したサイトで正常に伝播された遅延トランザクションの
パージ・スケジュールを表示して管理できます。

� Configuration: 選択したサイトの構成情報を表示して管理できます。この情報には、レ
プリケーションで重要な初期化パラメータと管理要求が含まれます。

� DBMS Jobs: DBMS_JOBSパッケージを使用して作成されたジョブを表示して管理でき
ます。これらのジョブの多くは重要なレプリケーション機能（遅延トランザクションの
プッシュや遅延トランザクション・キューのパージなど）を実行します。

「「「「Multimaster Replication」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト
レプリケーション環境がマルチマスター・レプリケーション用に構成されている場合は、

「Multimaster Replication」オブジェクトを使用してマスター・サイトを設定し、マスター・
グループを管理します。「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトを設定するには、

「Multimaster Replication」オブジェクトを右クリックし、「Setup Master Sites」を選択しま
す。

「「「「Master Groups」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ  「Master Groups」フォルダには、選択されたサイトのマスター・
グループが含まれます。マスター・グループを選択すると、次の操作を実行できます。

� マスター・グループの起動と停止（休止）

� マスター・グループの管理要求の表示と適用

� マスター・グループの管理要求のパージ

� マスター・グループ内のオブジェクトに対する DDL 操作の実行

注意注意注意注意 : マルチマスター・レプリケーションには Oracle Enterprise Edition
が必要です。Oracle Standard Edition がインストールしてある場合は、各
マスター・グループに含められるマスター・サイトは 1 つのみです。
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� マスター・グループ内のレプリケート・オブジェクトの管理

� マスター・グループに含まれるレプリケーション・サイトの管理

新規マスター・グループを作成するには、「Master Groups」フォルダを右クリックし、
「Create」を選択します。

「「「「Materialized View Replication」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト
「Materialized View Replication」オブジェクトを使用すると、マテリアライズド・ビュー・
レプリケーションに関するレプリケーション・サイトを管理できます。マテリアライズド・
ビュー・サイトのマスター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイト自体を管理で
きます。「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトまたはマテリアライズド・ビュー・
サイトを設定するには、「Materialized View Replication」オブジェクトを右クリックし、

「Setup Sites」を選択します。

「Materialized View Replication」オブジェクトには次のオブジェクトが含まれています。

� 「Master Site」オブジェクト

� 「Materialized View Site」オブジェクト

「「「「Master Site」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト  このオブジェクトを使用すると、レプリケーション・サイトのマ
スター・グループと、マテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・サイトを管理できま
す。具体的には、このオブジェクトを使用すると、配置テンプレートの作成、管理および
パッケージ化と、マテリアライズド・ビュー・ログの作成および管理が可能です。「Setup 
Wizard」を使用してマスター・サイトを設定するには、「Master Site」オブジェクトを右ク
リックし、「Setup Master Sites」を選択します。

注意注意注意注意 : レプリケーション・サイトは次のいずれかになります。

� マスター・グループのみが含まれていてマテリアライズド・ビューが
含まれていない場合は、マスター・サイトのみです。この場合、サイ
トの管理には「Master Site」オブジェクトを使用します。

� マテリアライズド・ビューのみが含まれていてマスター・グループが
含まれていない場合は、マテリアライズド・ビュー・サイトのみで
す。この場合、サイトの管理には「Materialized View Site」オブジェ
クトを使用します。

� マスター・グループとマテリアライズド・ビューの両方が含まれてい
る場合は、マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの
両方になります。この場合、サイトの管理には「Master Site」オブ
ジェクトと「Materialized View Site」オブジェクトの両方を使用しま
す。
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「Master Site」オブジェクトには次のフォルダが含まれます。

� 「「「「Master Groups」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ : このフォルダは、「Multimaster Replication」オブジェクト
の下の「Master Groups」フォルダと同じ機能を提供します。詳細は、7-6 ページの

「「Multimaster Replication」オブジェクト」の「Master Groups」フォルダに関する説
明を参照してください。

� 「「「「Materialized View Logs」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ : このフォルダを使用すると、マスター・サイトの
マテリアライズド・ビュー・ログを作成および管理できます。新規マテリアライズド・
ビュー・ログを作成するには、「Materialized View Logs」フォルダを右クリックし、

「Create」を選択します。

� 「「「「Templates Folder」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ : このフォルダを使用すると、マスター・サイトで配置テ
ンプレートを作成、管理およびパッケージ化できます。「Templates」フォルダを右ク
リックし、次のいずれかを選択します。

– 「Create Using Wizard」。「Deployment Template Wizard」を使用して新規配置テン
プレートを作成する場合。

– 「Copy」。「Copy Template Wizard」を使用して配置テンプレートのローカル・コ
ピーまたはリモート・コピーを作成する場合。

– 「Compare」。2 つのローカル配置テンプレートを比較する場合。

– 「Template Script Generation」。「Template Script Generation Wizard」を使用してオ
フライン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化する場
合。

「「「「Materialized View Site」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト」オブジェクト  このオブジェクトを使用すると、マテリアライズド・
ビュー・サイトを管理できます。具体的には、このオブジェクトを使用すると、マテリアラ
イズド・ビュー・グループ、マテリアライズド・ビューおよびリフレッシュ・グループを作
成および管理できます。「Setup Wizard」を使用してマテリアライズド・ビュー・サイトを
設定するには、「Materialized View Site」オブジェクトを右クリックし、「Setup 
Materialized View Sites」を選択します。

「Materialized View Site」オブジェクトには次のフォルダが含まれます。

� 「「「「Materialized View Groups」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ : このフォルダを使用すると、マテリアライズ
ド・ビュー・サイトのマテリアライズド・ビュー・グループを作成および管理できま
す。「Materialized View Group Wizard」を使用して新規マテリアライズド・ビュー・グ
ループを作成するには、「Materialized View Groups」フォルダを右クリックし、

「Create Using Wizard」を選択します。

� 「「「「Materialized Views」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ : このフォルダを使用すると、マテリアライズド・
ビュー・サイトの個別のマテリアライズド・ビューを作成および管理できます。新規マ
テリアライズド・ビュー・ログを作成するには、「Materialized Views」フォルダを右ク
リックし、「Create」を選択します。

� 「「「「Refresh Groups」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ : このフォルダを使用すると、マテリアライズド・ビュー・
サイトのリフレッシュ・グループを作成および管理できます。新規リフレッシュ・グ
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ループを作成するには、「Refresh Groups」フォルダを右クリックし、「Create」を選択
します。

右ペイン右ペイン右ペイン右ペイン
レプリケーション・マネージメント・ツールの右ペインでは、レプリケーション環境を監視
および管理できます。図 7-3 に、「Master Group」プロパティ・シートの「General」タブの
例を示します。

図図図図 7-3 プロパティ・シートの例プロパティ・シートの例プロパティ・シートの例プロパティ・シートの例

プロパティ・シート上のボタンをクリックすると、ダイアログ・ボックスが開きます。たと
えば、マスター・グループの「General」プロパティ・シートの「View Administrative 
Request」ボタンをクリックすると、図 7-4 のように「Administrative Requests」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。
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図図図図 7-4 ダイアログ・ボックスの例ダイアログ・ボックスの例ダイアログ・ボックスの例ダイアログ・ボックスの例

 

「「「「Topology」タブ」タブ」タブ」タブ
レプリケーション・マネージメント・ツールの右ペインは、レプリケーション環境の監視に
使用できます。「Administration」プロパティ・シートの「Topology」タブは、使用可能な
監視ツールの例です。このタブには、レプリケーション環境内のノードとノード間のリンク
がグラフィカルに表示されます。

「Topology」タブには、次の情報が表示されます。

� 選択したサイトのマスター・グループのレプリケーション・アクティビティに関連する
すべてのマスター・サイト

� 各マスター・サイトでの遅延トランザクションの数

� 遅延トランザクションの接続先サイト

� 各マスター・サイトでの管理要求の数

� マスター・サイトでのローカル・エラーの有無とエラー数

� 選択したマスター・サイトに接続されているマテリアライズド・ビューまたはマテリア
ライズド・ビュー・グループの合計数
7-10　Oracle9i アドバンスト・レプリケーション



レプリケーション・マネージメント・ツールのインタフェース
� マスター・サイトがマテリアライズド・ビュー・サイトとしても機能しているかどうか

「Topology」タブは、ゼロより大きい値のみを表示します。たとえば、マスター・サイトで
の管理要求数がゼロの場合、管理要求数は表示されません。Oracle9i 以上が稼働するレプリ
ケーション・サイトに接続している場合は、「Topology」タブに「Statistics」ボタンも表示
されます。このボタンをクリックすると、レプリケーション・サイトのパフォーマンス統計
情報が表示されます。

「Topology」タブには次のアイコンとイメージが表示されます。

注意注意注意注意 : 選択したサイトにマスター・グループ、マテリアライズド・
ビュー・グループまたはマテリアライズド・ビューを 1 つも作成していな
い場合、レプリケーションを構成する必要があることを示すメッセージが

「Topology」タブに表示されます。

アイコンアイコンアイコンアイコン / イメージイメージイメージイメージ 説明説明説明説明

マスター・サイトを示します。 

対応するサイトで処理中の現在の管理要求数を示します。

遅延トランザクション・エラーまたは管理要求エラー（あるいはそ
の両方）が発生したマスター・サイトを示します。 

対応する矢印が指すサイトに適用する遅延トランザクションの現在
の数を示します。

対応するサイトでの遅延トランザクション・エラーの数を示しま
す。

マスター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイトの両方
として機能するサイト（二重サイト）を示します。

遅延トランザクション・エラーまたは管理要求エラー（あるいはそ
の両方）が発生した二重サイトを示します。
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マスター・サイトに接続されているときに、そのマスター・サイト
にマテリアライズド・ビュー・サイトがあることを示します。 マテ

リアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・グループ
（あるいはその両方）は、マスター・サイトに登録できます。

マテリアライズド・ビュー・サイトに接続されているときに、マテ
リアライズド・ビュー・サイトを示します。

エラーのあるマテリアライズド・ビュー・サイトを示します。

（黒の実線の矢印）

現在のマスター・サイトからリモート・マスター・サイトへのデー
タベース・リンクが機能していることを示します。

注意注意注意注意 : レプリケーション・マネージメント・ツールでは、リモー

ト・サイトのデータベース・リンクのテストは行いません。した
がって、リモート・サイトから現在のマスター・サイトへのデータ
ベース・リンクが機能しているかどうかや、障害の有無は判断でき
ません。 これを判断するには、Oracle Enterprise Manager でリモー

ト・サイトに接続し、「Topology」タブを表示します。

（赤の破線の矢印）

現在のマスター・サイトからリモート・マスター・サイトへのデー
タベース・リンクに障害があることを示します。

注意注意注意注意 : レプリケーション管理者（通常は repadminユーザー）とし

てログインしていない場合は、2 つのサイト間のデータベース・リ

ンクが正常に機能している場合でも、表示上では機能していないよ
うに見えることがあります。このように表示されるのは、そのユー
ザーにサイト間のプライベート・データベース・リンクがないため
です。レプリケーション管理者にはプライベート・データベース・
リンクがあります。このような場合は、レプリケーション管理者と
してサイトにログインし、リンクに障害があるか確認します。

（1 方向の黒の矢印）

マテリアライズド・ビュー・サイトに接続されているときに、マテ
リアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイト間のデータベー
ス・リンクを示します。2 つのサイト間には現在ネットワーク接続

がある場合とない場合があります。

（黒の破線）

マテリアライズド・ビュー・サイトとマスター・サイト間の 1 つ以

上のデータベース・リンクを示します。サイト間には現在ネット
ワーク接続がある場合とない場合があります。

アイコンアイコンアイコンアイコン / イメージイメージイメージイメージ 説明説明説明説明
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図図図図 7-5 レプリケーション・マネージメント・ツールの「レプリケーション・マネージメント・ツールの「レプリケーション・マネージメント・ツールの「レプリケーション・マネージメント・ツールの「Topology」タブの例」タブの例」タブの例」タブの例

マスター・データベース orc1.worldに接続しているとき、この例の「Topology」タブに
は次の情報が表示されます。

� データベース orc1.worldと orc2.worldは、同一レプリケーション環境内のマス
ター・サイトです。

� データベース orc1.worldはマスター・サイトとしてのみ機能し、マテリアライズド・
ビュー・サイトではないことが、このデータベースのアイコンから判断できます。もう
一方のマスター・データベース（orc2.world）は、マスター・サイトとしてのみ機能
しているか、二重サイトとして機能しているかのいずれかです。これを判断するには、
orc2.worldに接続します。

� マスター・データベース orc1.worldには、処理対象の管理要求が 2 つあります。

� マスター・データベース orc1.worldには、ローカルの遅延トランザクション・エラー
とローカルの管理要求エラーはありません。

� マスター・データベース orc2.worldには、処理対象の管理要求はありません。

� マスター・データベース orc2.worldには、ローカルの遅延トランザクション・エラー
とローカルの管理要求エラーはありません。
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� マスター・データベース orc1.worldの遅延トランザクション・キューには、
orc2.worldに適用される予定の遅延トランザクションが 8 つあります。

� マスター・データベース orc2.worldの遅延トランザクション・キューには、
orc1.worldに適用される予定の遅延トランザクションが 3 つあります。

� マスター・データベース orc1.worldには、マテリアライズド・ビュー・グループが 1
つとマテリアライズド・ビューが 15 個登録されています。これらの登録済みマテリア
ライズド・ビューは、複数のマテリアライズド・ビュー・サイトに分散している可能性
があります。

このレプリケーション環境のその他のマスター・データベースにもマテリアライズド・
ビューがありますが、これらのマテリアライズド・ビューが「Topology」タブに表示される
のは、これらのデータベースに接続しているときのみです。たとえば、マスター・データ
ベース orc2.worldにマテリアライズド・ビュー・サイトがあるかどうかを判断するには、
Oracle Enterprise Manager で orc2.worldデータベースに接続し、「Topology」タブを開き
ます。

レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザードレプリケーション・マネージメント・ツールのウィザードレプリケーション・マネージメント・ツールのウィザードレプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザードは、複数の手順が必要な作業に対
して画面ごとに指示を提供します。ウィザードを使用すると、その指示に従って作業を進め
ることができるので、複雑な作業を簡単に行えます。次の項では、レプリケーション・マ
ネージメント・ツールのウィザードについて説明します。

� Setup Wizard

� Materialized View Group Wizard

� Deployment Template Wizard

� Template Script Generation Wizard

� Copy Template Wizard
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
Setup Wizard
「Setup Wizard」の指示に従って操作すると、レプリケーション用のマスター・サイトおよ
びマテリアライズド・ビュー・サイトを設定できます。「Setup Wizard」を使用することで、
レプリケーション・サイトを簡単に準備できます。指定した各マスター・サイトごとに、

「Setup Wizard」で次の手順を実行します。

� レプリケーション管理者の役割をするデータベース・アカウントの作成。デフォルトで
は「Setup Wizard」により、このアカウントにレプリケーション・プロパゲータおよび
受信者も作成されます。マスター・サイトでのレプリケーション管理者のデフォルト・
ユーザー名は repadminで、マテリアライズド・ビュー・サイトでのデフォルト・ユー
ザー名は mvadminです。ただし、これらのユーザー名は変更できます。

� レプリケーション管理者アカウントに対する必要な権限の付与。

� 各レプリケーション・サイトの新規レプリケーション管理者アカウントに対応するデー
タベース・リンクの作成。

� マスター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイト（オプション）に対して、
マスター・サイト間で変更をプッシュするジョブのスケジュール。

� システム内のすべてのサイトの遅延トランザクション・キューから、完了したトランザ
クションをパージするジョブのスケジュール。

「Setup Wizard」は、マスター・サイト用とマテリアライズド・ビュー・サイト用で多少異
なります。マスター・サイトの設定用に「Setup Wizard」を開くには、ナビゲータ・ペイン
の「Multimaster Replication」オブジェクトを右クリックし、「Setup Master Sites」を選択
します。 
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
図図図図 7-6 マスター・サイト用「マスター・サイト用「マスター・サイト用「マスター・サイト用「Setup Wizard」の初期画面」の初期画面」の初期画面」の初期画面

マテリアライズド・ビュー・サイトの設定用に「Setup Wizard」を開くには、ナビゲータ・
ペインの「Materialized View Site」オブジェクトを右クリックし、「Setup Materialized 
View Sites」を選択します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトを設定する方法
の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・ヘ
ルプの「Setup Master Sites: Overview」の項目を参照してください。この
項目を参照するには、「Help Contents」で「Replication」、「Set Up 
Replication Sites」、「Master Site」の順に選択します。

注意注意注意注意 : 「Setup Wizard」は、アントラステッド・セキュリティを使用して
マテリアライズド・ビュー・サイトを設定します。アントラステッド・セ
キュリティの詳細は、『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API
リファレンス』を参照してください。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
図図図図 7-7 マテリアライズド・ビュー・サイト用「マテリアライズド・ビュー・サイト用「マテリアライズド・ビュー・サイト用「マテリアライズド・ビュー・サイト用「Setup Wizard」の初期画面」の初期画面」の初期画面」の初期画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Setup Wizard」を使用してマテリアライズド・ビュー・サイ
トを設定する方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツール
のオンライン・ヘルプの「Set Up Materialized View Sites: Overview」の
項目を参照してください。この項目を参照するには、「Help Contents」で

「Replication」、「Set Up Replication Sites」、「Materialized View Site」の順
に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� マスター・サイトの詳細は、第 2 章「マスター・レプリケーションの
概要とアーキテクチャ」を参照してください。

� マテリアライズド・ビュー・サイトの詳細は、第 3 章「マテリアライ
ズド・ビューの概要とアーキテクチャ」を参照してください。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
Materialized View Group Wizard
「Materialized View Group Wizard」の指示に従って操作すると、マスター・グループに基づ
いたマテリアライズド・ビュー・グループを作成できます。各マテリアライズド・ビュー
は、ソースのマスター・グループ内のマスター表の部分的なコピーまたは完全なコピーで
す。マテリアライズド・ビュー・グループはリモート・マテリアライズド・ビュー・サイト
に置かれており、マスター・サイトの 1 つのターゲット・マスター・グループに基づいてい
ます。

「Materialized View Group Wizard」は、マテリアライズド・ビュー・グループを作成するマ
テリアライズド・ビュー・サイトで実行します。「Materialized View Group Wizard」を開く
には、ナビゲータ・ペインの「Materialized View Group」フォルダを右クリックし、

「Create Using Wizard」を選択します。 

図図図図 7-8「「「「Materialized View Group Wizard」の初期画面」の初期画面」の初期画面」の初期画面
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
Deployment Template Wizard
配置テンプレートを使用すると、多くのリモート・マテリアライズド・ビュー・サイトの配
置およびメンテナンスの作業が簡単になります。また、配置テンプレートを使用すると、マ
スター・サイトでマテリアライズド・ビュー定義の集合を定義し、その定義中のパラメータ
を使用してマテリアライズド・ビューを個々のユーザーまたはユーザーのタイプにあわせて
カスタマイズできます。

たとえば、営業用に 1 つのテンプレートを作成し、サービス技術員用に別のテンプレートを
作成する場合などです。この場合、販売地域または顧客サポート・レベルなどのパラメータ
値を使用できます。ユーザーが SQL スクリプトを実行してテンプレートをインスタンス化
すると、リモート・サイトで適切なマテリアライズド・ビューが作成され、データが移入さ
れます。

「Deployment Template Wizard」の指示に従って操作すると、配置テンプレートを作成でき
ます。「Deployment Template Wizard」の各画面では、次の処理を実行できます。

� 配置テンプレートの命名およびパブリックまたはプライベートの指定。プライベート・
テンプレートの場合は、認証ユーザーを指定できます。

� 配置テンプレートへのオブジェクトの追加。

� 配置テンプレートのパラメータの指定。

「Deployment Template Wizard」は、配置テンプレートを作成するマスター・サイトから実
行します。「Deployment Template Wizard」を開くには、ナビゲータ・ペインの

「Templates」フォルダを右クリックし、「Create Using Wizard」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Materialized View Group Wizard」を使用してマテリアライ
ズド・ビュー・グループを設定する方法の詳細は、レプリケーション・マ
ネージメント・ツールのオンライン・ヘルプの「Create Materialized View 
Group: Overview」の項目を参照してください。この項目を参照するには、

「Help Contents」で「Replication」、「Materialized View Replication」、
「Create」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  マテリアライズド・ビュー・グループの詳細は、3-53 ページ
の「マテリアライズド・ビュー・グループ」を参照してください。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
図図図図 7-9「「「「Deployment Template Wizard」の初期画面」の初期画面」の初期画面」の初期画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Deployment Template Wizard」を使用して配置テンプレー
トを作成する方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツール
のオンライン・ヘルプの「Overview of Creating a Deployment Template」
の項目を参照してください。この項目を参照するには、「Help Contents」
で「Replication」、「Deployment Templates」、「Create」の順に選択しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートの詳細は、第 4 章「配置テンプレートの概
要およびアーキテクチャ」を参照してください。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
Template Script Generation Wizard
オフライン・インスタンシエーションの場合、エンド・ユーザーは、マスター・サイトに
ネットワーク接続していない状態で、生成されたファイルを使用してテンプレートをインス
タンス化できます。「Template Script Generation Wizard」を使用すると、必要な DDL と
データをすべてファイルに書き込むことができます。そのファイルをマテリアライズド・
ビュー・サイトに転送して実行します。これは、低速の WAN 接続を使用しているラップ
トップ・ユーザー、あるいはネットワーク接続が不安定または低速な場合に最適なソリュー
ションです。

「Template Script Generation Wizard」の指示に従って操作すると、オフライン・インスタン
シエーション用の配置テンプレートをパッケージ化できます。また、「Template Script 
Generation Wizard」で生成するオフライン・インスタンシエーション・ファイルを使用し
て、マテリアライズド・ビュー・サイトにマテリアライズド・ビューおよびその他のオブ
ジェクトを作成できます。 

「Template Script Generation Wizard」は、オフライン・インスタンシエーション・ファイル
を生成するテンプレートを含むマスター・サイトで実行します。「Template Script 
Generation Wizard」を実行するには、ナビゲータ・ペインの「Templates」フォルダを右ク
リックし、「Template Script Generation」を選択します。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
図図図図 7-10「「「「Template Script Generation Wizard」の初期画面」の初期画面」の初期画面」の初期画面

注意注意注意注意 : オンライン・インスタンシエーション・ファイルを生成する場合
は、レプリケーション・マネージメント API を使用する必要があります。
オンライン・インスタンシエーション・ファイルの生成の詳細は、

『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Template Script Generation Wizard」を使用してオフライ
ン・インスタンシエーション用の配置テンプレートをパッケージ化する方
法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオンライン・
ヘルプの「Package for Offline Instantiation: Overview」の項目を参照して
ください。この項目を参照するには、「Help Contents」で「Replication」、

「Deployment Templates」、「Packaging and Instantiation」の順に選択しま
す。
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レプリケーション・マネージメント・ツールのウィザード
Copy Template Wizard
「Copy Template Wizard」の指示に従って操作すると、配置テンプレートをコピーできます。
様々な理由から、配置テンプレートを複数のマスター・サイトにコピーすることが必要な場
合があります。たとえば、次の場合です。

� ネットワーク負荷を分散させる場合ネットワーク負荷を分散させる場合ネットワーク負荷を分散させる場合ネットワーク負荷を分散させる場合 : ユーザーがテンプレートをインスタンス化する前
に、ターゲット・マテリアライズド・ビュー・サイトのマスター・サイトにテンプレー
トを配置する必要があります。ネットワークの規模が大きい場合、テンプレート定義を
複数のマスター・サイトにコピーして、複数のマテリアライズド・ビュー・サイトの
ネットワーク負荷を分散できます。

� テンプレートを変更する場合テンプレートを変更する場合テンプレートを変更する場合テンプレートを変更する場合 : 配置テンプレートを作成した後、そのテンプレートと同
じ特性を多数持つ別のテンプレートを作成する必要がある場合があります。新しいテン
プレートを作成するかわりにテンプレートをコピーし、これを必要に応じて変更しま
す。

「Copy Template Wizard」は、配置テンプレートを含むマスター・サイトから実行します。
「Copy Template Wizard」を開くには、ナビゲータ・ペインの「Templates」フォルダを右ク
リックし、「Copy」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンス化の詳
細は、4-15 ページの「パッケージ化およびインスタンス化のプロセス」を
参照してください。
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レプリケーション環境を作成するためのフローチャート
図図図図 7-11「「「「Copy Template Wizard」」」」

レプリケーション環境を作成するためのフローチャートレプリケーション環境を作成するためのフローチャートレプリケーション環境を作成するためのフローチャートレプリケーション環境を作成するためのフローチャート
図 7-12 のフローチャートは、レプリケーション・マネージメント・ツールを使用してレプリ
ケーション環境を作成するときに必要な主な決定事項と作業内容を示しています。このフ
ローチャートでは、マルチマスター環境の場合とマテリアライズド・ビュー環境の場合に分
けて表示しています。フローチャートの各手順では、このマニュアルでその作業の詳細を説
明している項を示しています。これらの作業を完了する方法の詳細は、レプリケーション・
マネージメント・ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Copy Template Wizard」を使用して配置テンプレートをコ
ピーする方法の詳細は、レプリケーション・マネージメント・ツールのオ
ンライン・ヘルプの「Copying a Template」の項目を参照してください。
この項目を参照するには、「Help Contents」で「Replication」、

「Deployment Templates」、「Manage」の順に選択します。
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レプリケーション環境を作成するためのフローチャート
図図図図 7-12 レプリケーション・マネージメント・ツールを使用したレプリケーション環境の作成レプリケーション・マネージメント・ツールを使用したレプリケーション環境の作成レプリケーション・マネージメント・ツールを使用したレプリケーション環境の作成レプリケーション・マネージメント・ツールを使用したレプリケーション環境の作成
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レプリケーション環境を作成するためのフローチャート
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レプリケーションに関
A

レプリケーションに関する問題のレプリケーションに関する問題のレプリケーションに関する問題のレプリケーションに関する問題の

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録では、レプリケーション環境を管理するためのトラブルシューティングのガイドラ
インについて説明します。この付録の内容は、次のとおりです。

� データベース・リンクに関する問題の診断方法

� マスター・サイトに関する問題の診断方法

� 遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法

� マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
する問題のトラブルシューティング A-1



データベース・リンクに関する問題の診断方法
データベース・リンクに関する問題の診断方法データベース・リンクに関する問題の診断方法データベース・リンクに関する問題の診断方法データベース・リンクに関する問題の診断方法
データベース・リンクが正常に機能していないと考えられる場合、Oracle Enterprise 
Manager、SQL*Plus または別のツールを使用して、データベース・リンクを削除し、再作
成できます。

� データベース・リンク名が、ターゲット・データベースのグローバル名と同じであるこ
とを確認します。

� スケジュールした間隔が意図したとおりであることを確認します。

� スケジュールした間隔が、必要な実行時間よりも短くないことを確認します。

指定サイトへのデータベース・リンクで接続修飾子を使用した場合は、そのサイトにリンク
する他のサイトでも同じ接続修飾子を使用する必要があります。たとえば、次のようにデー
タベース・リンクを作成するとします。

CREATE DATABASE LINK dbs1.world@myethernet CONNECT TO repadmin
  IDENTIFIED BY secret USING 'connect_string_myethernet';

マスター・サイトかマテリアライズド・ビュー・サイトかにかかわらず、
dbs1.world@myethernetに対応付けられたすべてのサイトで、接続修飾子 myethernet
を使用する必要があります。

マスター・サイトに関する問題の診断方法マスター・サイトに関する問題の診断方法マスター・サイトに関する問題の診断方法マスター・サイトに関する問題の診断方法
マルチマスター・レプリケーション・システムで問題が発生する可能性があります。次の各
項で、これらの問題とその解決方法について説明します。

� 新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合

� DDL による変更がマスター・サイトに伝播されない場合

� DML による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合

� DML をレプリケート表に適用できない場合

� バルク更新および制約違反

� レプリケート・オブジェクトの再作成

� 表のレプリケーション・サポートを生成できない場合

� レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題

� ON DELETE CASCADE および整合性制約に関する問題

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  データベース・リンクと接続修飾子の詳細は、『Oracle9i デー
タベース管理者ガイド』を参照してください。
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マスター・サイトに関する問題の診断方法
新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合
マスター・グループに新しいマスター・サイトを追加しても、新しいマスター・サイトで適
切なオブジェクトが作成されない場合は、次の処理を実行します。

� 必要なプライベート・データベース・リンクが新しいマスター・サイトと既存のマス
ター・サイトの間に存在することを確認します。レプリケーション・マネージメント・
ツールの「Setup Wizard」を使用してサイトを設定した場合は、何も問題はありませ
ん。リンクは、既存の各サイトから新しいサイトへ、および新しいサイトから既存の各
サイトへ相互に存在している必要があります。

� すべてのサイトで管理要求が正常に終了していることを確認します。管理要求がまだ実
行されていない場合、保留になっている管理要求を手動で実行し、即時に操作を完了さ
せることができます。

DDL による変更がマスター・サイトに伝播されない場合による変更がマスター・サイトに伝播されない場合による変更がマスター・サイトに伝播されない場合による変更がマスター・サイトに伝播されない場合
新しいマスター・グループ・オブジェクトを作成しても、あるいはマスター定義サイトでマ
スター・グループ・オブジェクトの定義を変更しても、変更がマスター・サイトに伝播され
ない場合は、すべてのサイトで管理要求が正常に完了していることを確認します。管理要求
が保留になっている場合は、手動で実行して即時に操作を完了させることができます。

レプリケーション API を通して DDL 文を実行すると、DDL を送信するユーザー名において
DDL 文が実行されます。発行者のスキーマ以外のスキーマ内のオブジェクトに DDL 文を適
用するときは、発行者に文を実行する適切な権限が必要です。また、文の中でスキーマを明
示的に指定する必要があります。たとえば、レプリケーション管理者のユーザーが DBMS_
REPCAT.CREATE_MASTER_ REPOBJECTプロシージャの ddl_textパラメータとして次の
ように指定するとします。

CREATE TABLE oe.new_employees AS SELECT * FROM hr.employees WHERE ...;

それぞれの表名にはスキーマ名が含まれるので、レプリケーション管理者が oeや hrまた
は別のユーザーであっても、必要な権限があれば、この文は正しく機能します。

注意注意注意注意 : 各スキーマ・オブジェクトの名前を適切なスキーマで修飾してく
ださい。
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マスター・サイトに関する問題の診断方法
DML による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合
マスター・サイトのデータを更新し、その変更がレプリケーション環境の他のサイトに非同
期で伝播されない場合は、次の処理を実行します。

� Oracle Enterprise Manager のレプリケーション・マネージメント・ツールを使用して、
対応する遅延トランザクションが接続先にプッシュされているかどうかをチェックしま
す。プッシュされていない場合、スケジュール・リンクがキューを接続先サイトにプッ
シュするまでの待ち時間をチェックできます。リンクによるスケジュール・プッシュを
待機できない場合、遅延トランザクションを手動で実行できます。 

� スケジュール・リンクのプッシュ間隔が経過しても対応する遅延トランザクションが
プッシュされない場合は、リンクの対応するジョブをチェックします。 

� 遅延トランザクションが接続先に伝播されても、エラーのために実行できない場合もあ
ります。接続先サイトの DEFERRORのデータ・ディクショナリ・ビューでエラーの有無
を調べます。

DML をレプリケート表に適用できない場合をレプリケート表に適用できない場合をレプリケート表に適用できない場合をレプリケート表に適用できない場合
レプリケート表を変更しようとしたときに deferred_rpc_quiesce例外を受け取った場
合は、レプリケート・オブジェクトが属するマスター・グループが静止または静止中になっ
ています。先に進むには、レプリケーション管理者がマスター・グループのレプリケーショ
ン・アクティビティを再開する必要があります。

バルク更新および制約違反バルク更新および制約違反バルク更新および制約違反バルク更新および制約違反
1 つの UPDATE 文をレプリケート表に適用すると、ゼロ以上の行を更新できます。
UPDATE 文を実行すると、ゼロ以上の更新要求が、更新される行ごとに 1 つずつ遅延実行用
のキューに入れられます。Oracle では文末で制約のチェックをまとめて行うので、制約が存
在する場合はこの機能が重要になります。たとえば、バルク更新では一意制約違反が発生し
なくても、同じ順序で 1 行ずつ更新すると一意制約違反が発生する場合があります。

更新順序が重要である場合は、適切な順序で 1 行ずつ更新します。これによって、遅延トラ
ンザクション・キューにおける更新要求の順序を定義できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 変更をレプリケートせずに表を変更する方法の詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス 』を参照
してください。レプリケート表のデータを手動で同期する際にこの方法が
必要になる場合があります。
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マスター・サイトに関する問題の診断方法
レプリケート・オブジェクトの再作成レプリケート・オブジェクトの再作成レプリケート・オブジェクトの再作成レプリケート・オブジェクトの再作成
パッケージ、プロシージャまたはビューなどのオブジェクトをマスター・グループに追加す
る場合は、オブジェクトの状態が有効である必要があります。オブジェクトの状態が無効の
場合は、マスター・グループにオブジェクトを追加する前に、オブジェクトを再コンパイル
するか、オブジェクトを削除して再作成してください。DBA_REPOBJECTのデータ・ディク
ショナリ・ビューでレプリケーション・オブジェクトの状態を調べます。

表のレプリケーション・サポートを生成できない場合表のレプリケーション・サポートを生成できない場合表のレプリケーション・サポートを生成できない場合表のレプリケーション・サポートを生成できない場合
表のレプリケーション・サポートを生成すると、ローカル・サイトで内部トリガーがアク
ティブ化されます。レプリケーションに関連するほとんどのパッケージ（DBMS_REPCATや
DBMS_DEFERなど）に対する EXECUTE権限を、レプリケーション管理者およびレプリケー
ト・オブジェクトを所有するユーザーに付与する必要があります。レプリケーション管理者
が多くの一般的なレプリケーション・シナリオで必要とする権限は、レプリケーション・マ
ネージメント・ツールの「Setup Wizard」および DBMS_REPCAT_ADMINパッケージを使用
して付与します。ただし、レプリケート・オブジェクトの所有者がレプリケーション管理者
でない場合は、DBMS_DEFERに対する EXECUTE権限をオブジェクトの所有者に対して明示
的に付与する必要があります。

レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題
予期しない未解消の競合を発見した場合で、プロシージャ・レプリケーションと行レベルの
レプリケーションが表に混在しているときは、プロシージャを注意深く検証し、レプリケー
ト・プロシージャが競合の原因かどうかを確認します。次のチェックを実行します。

❏ プロシージャでの更新と行レベルの更新の順序競合でないことを確認してください。 

❏ レプリケート・プロシージャが更新の実行前に表を EXCLUSIVEモードにロックしてい
るかどうか、行レベルの更新の競合を回避するために他のメカニズムを使用しているか
どうかをチェックします。 

❏ レプリケート・プロシージャの最初で行レベルのレプリケーションを使用禁止にし、最
後に再び使用可能にしていることをチェックします。 

❏ プロシージャの実行時に例外が発生した場合も、行レベルのレプリケーションを再び使
用可能にしていることを確認します。 

❏ レプリケート・プロシージャがすべてのマスター・サイトで実行されたことをチェック
します。 

レプリケート表で定義したレプリケート・トリガーのすべてについて、同様のチェックを行
う必要があります。
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遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法
ON DELETE CASCADE および整合性制約に関する問題および整合性制約に関する問題および整合性制約に関する問題および整合性制約に関する問題
ON DELETE CASCADEは、次のような構成のレプリケート表はサポートしていません。この
例では、A、B、C の 3 つの表があると想定します。

� 表 B に、外部キー制約のために表 A のレコードに依存するレコードがあります。

� 表 C に、外部キー制約のために表 B のレコードに依存するレコードがあります。

� 表 C には、外部キー制約のために表 A のレコードに依存するレコードもあります。

このような構成で ON DELETE CASCADEを使用すると、レコードを削除した順序とは異なる
順序で伝播される可能性があります。この場合、次のエラーが返されます。

ORA-02292:整合性制約（HR.DEPT_MGR_FK）に違反しました － 子レコードがあります

このようなエラーが発生した場合は、ON DELETE CASCADEを使用せず、レプリケーション
を認識してこの機能を実行するトリガーを作成します。

遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法
サイトの遅延トランザクションが接続先にプッシュされない場合、その原因は次の各項で説
明している問題である可能性があります。

� スケジュール・リンクのジョブのチェック

� 同期レプリケーション使用時の分散トランザクションの問題

� データベース・リンク指定の不備

� 不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー

スケジュール・リンクのジョブのチェックスケジュール・リンクのジョブのチェックスケジュール・リンクのジョブのチェックスケジュール・リンクのジョブのチェック
スケジュール・リンクを作成すると、対応するジョブがサイトのジョブ・キューに追加され
ます。スケジュール・リンクが定期的な間隔で遅延トランザクションをプッシュするように
設定しているときに問題が検出された場合は、まずジョブ・キューに関する問題かどうかを
確認する必要があります。

同期レプリケーション使用時の分散トランザクションの問題同期レプリケーション使用時の分散トランザクションの問題同期レプリケーション使用時の分散トランザクションの問題同期レプリケーション使用時の分散トランザクションの問題
同期レプリケーションを使用する場合、Oracle では分散トランザクションを使用して、その
トランザクションがリモート・サイトで正しくコミットされるようにします。分散トランザ
クションでは 2 フェーズ・コミットが使用されます。非同期レプリケーションでは 2 フェー
ズ・コミットは使用されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 分散トランザクション使用時の問題の診断方法の詳細は、
『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。
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マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
データベース・リンク指定の不備データベース・リンク指定の不備データベース・リンク指定の不備データベース・リンク指定の不備
指定したリモート・サイトにトランザクションがプッシュされていない場合、トランザク
ションの接続先の指定方法に問題がある場合があります。スケジュール・リンクを作成する
ときは、完全なデータベース・リンク名を指定する必要があります。 

不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー
ビューの定義が不適切であると、遅延トランザクションが正しく動作しない場合がありま
す。DEFCALLDESTビューと DEFTRANDESTビューの定義は、catdefer.sqlと
catrepc.sqlとで異なります。レプリケーションを使用するときは常に、catrepc.sql
の定義を使用する必要があります。catdefer.sqlを（再）ロードする場合は、その後で
catrepc.sqlのビュー定義がロードされるようにしてください。

マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
レプリケーション・システムのマテリアライズド・ビュー・サイトでは様々な問題が発生し
ます。次の項では、これらの問題とその解決方法をいくつか説明します。

� マテリアライズド・ビュー・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作成に関する問
題

� リフレッシュに関する問題

� リフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティング

マテリアライズド・ビュー・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作マテリアライズド・ビュー・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作マテリアライズド・ビュー・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作マテリアライズド・ビュー・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作
成に関する問題成に関する問題成に関する問題成に関する問題

マテリアライズド・ビュー・サイトで新しいオブジェクトの作成に失敗した場合は、次の処
理を実行します。

� 更新可能マテリアライズド・ビューの場合は、対応するマスター表またはマスター・マ
テリアライズド・ビューにマテリアライズド・ビュー・ログがあることを確認します。

� オブジェクトを作成する権限があるかどうかを確認します。マテリアライズド・ビュー
の場合は、マスター表またはマスター・マテリアライズド・ビューとそのマテリアライ
ズド・ビュー・ログに対する SELECT権限が必要です。 詳細は、6-13 ページの「権限の
割当て」を参照してください。

� 既存のマテリアライズド・ビューをマテリアライズド・ビュー・グループに追加する場
合は、マテリアライズド・ビューを再作成してグループに追加します。

� 高速リフレッシュを実行する主キーまたは副問合せマテリアライズド・ビューを作成す
る場合は、マスター表やマスター・マテリアライズド・ビューのマテリアライズド・
ビュー・ログに主キーがロギングされていることを確認します。
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マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
� 高速リフレッシュを実行する ROWID マテリアライズド・ビューを作成する場合は、マ
スター表のマテリアライズド・ビュー・ログに ROWID がロギングされていることを確
認します。

� 副問合せマテリアライズド・ビューの場合は、必要な列がマテリアライズド・ビュー・
ログに追加されていることを確認します。 詳細は、6-16 ページの「マテリアライズド・
ビュー・ログへの列のロギング」を参照してください。

� 高速リフレッシュを実行するマテリアライズド・ビューと関連するすべての表に対し
て、マテリアライズド・ビュー・ログが存在することを確認します。マテリアライズ
ド・ビューに副問合せが含まれている場合は、副問合せで参照される表のそれぞれに対
してマテリアライズド・ビュー・ログが必要です。

配置テンプレートのオフライン・インスタンシエーションの実行に関する配置テンプレートのオフライン・インスタンシエーションの実行に関する配置テンプレートのオフライン・インスタンシエーションの実行に関する配置テンプレートのオフライン・インスタンシエーションの実行に関する
問題問題問題問題

配置テンプレートをオフラインでインスタンス化しようとしたときに、一時表領域でエクス
テントを初期化できないというエラーを受け取った場合に、一時データベースが自動的に拡
張されるように、一時データベースのデータ・ファイルを調整する必要があります。

たとえば、次の文を発行してデータ・ファイルを調整します。

ALTER DATABASE TEMPFILE '/u02/oracle/rbdb1/temp.dbf' 
    AUTOEXTEND ON
    NEXT 10M;

この調整を行った後、マテリアライズド・ビュー・サイトで配置テンプレートをオフライン
でインスタンス化します。

リフレッシュに関する問題リフレッシュに関する問題リフレッシュに関する問題リフレッシュに関する問題
次の項では、マテリアライズド・ビューのリフレッシュに関するいくつかの一般的な問題に
ついて説明します。

一般的な問題一般的な問題一般的な問題一般的な問題
次のようないくつかの一般的な要因で、マテリアライズド・ビューのグループの自動リフ
レッシュが実行されない場合があります。

� マテリアライズド・ビュー・データベースでのジョブ・キュー・プロセスの欠落

� ネットワークまたはサーバー障害の影響

� サーバー・シャットダウンの影響

マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・グループで問題が発生したときは、前述の状況
が原因かどうかを確認します。
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マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
自動リフレッシュの再試行自動リフレッシュの再試行自動リフレッシュの再試行自動リフレッシュの再試行
グループの自動リフレッシュが失敗すると、グループはリフレッシュ実行予定のままになり
ます。次の条件に基づいて、グループの自動リフレッシュが再試行されます。

� グループのリフレッシュを初回は 1 分後、次は 2 分後、その次は 4 分後というように、失
敗するたびに再試行間隔を倍にします。

� 再試行間隔はリフレッシュ間隔自体より長い時間にはなりません。

� 最高 16 回まで自動リフレッシュを再試行します。

リフレッシュ・グループのリフレッシュを 16 回再試行してもエラーが発生する場合は、グ
ループは破損しているとみなされます。Schema Manager の「Refresh Group」プロパティ・
シートの「General」ページを参照すると、いつリフレッシュ・グループが破損したかがわ
かります。USER_REFRESHおよび USER_REFRESH_CHILDRENデータ・ディクショナリ・
ビューの BROKEN列を問い合せて、リフレッシュ・グループの現在の状態を知ることもでき
ます。

マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・グループの破損によるエラーは、トレース・
ファイルに記録されます。リフレッシュ・グループが正常にリフレッシュされない原因と
なった問題を修正し、グループを手動でリフレッシュする必要があります。この結果、破損
フラグがリセットされ、自動リフレッシュが実行できるようになります。

新規マテリアライズド・ビュー・サイトでの高速リフレッシュ・エラー新規マテリアライズド・ビュー・サイトでの高速リフレッシュ・エラー新規マテリアライズド・ビュー・サイトでの高速リフレッシュ・エラー新規マテリアライズド・ビュー・サイトでの高速リフレッシュ・エラー
新規マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズド・ビュー作成中に、マスター表
またはマスター・マテリアライズド・ビューのマテリアライズド・ビュー・ログがパージさ
れる場合があります。これが発生すると、次のエラーが検出される場合があります。

ORA-12004 REFRESH FASTはマテリアライズド・ビュー materialized_view_nameに使用できません。
ORA-12034 materialized_view_nameのマテリアライズド・ビュー・ログは最新のリフレッシュよりも新し
いものです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マテリアライズド・ビュー・トレース・ファイルの名前の形
式は jn で、n はオペレーティング・システム固有です。各システムにおけ
る名前は、オペレーティング・システム固有の Oracle ドキュメントを参
照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この問題を回避する方法については、6-20 ページの「新規マ
テリアライズド・ビュー・サイトを追加するときの問題の回避」を参照し
てください。
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マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
マテリアライズド・ビューが繰り返しリフレッシュされる場合マテリアライズド・ビューが繰り返しリフレッシュされる場合マテリアライズド・ビューが繰り返しリフレッシュされる場合マテリアライズド・ビューが繰り返しリフレッシュされる場合
マテリアライズド・ビュー・グループのリフレッシュが継続的に繰り返される場合、グルー
プのリフレッシュ間隔をチェックします。グループの自動リフレッシュ間隔は、リフレッ
シュを開始する前に評価されます。グループのリフレッシュ間隔がグループのすべてのマテ
リアライズド・ビューのリフレッシュに要する時間よりも短い場合、ジョブ・キュー・プロ
セスで未処理ジョブのキューがチェックされるたびに、グループ・リフレッシュが繰り返し
開始されます。

マテリアライズド・ビュー・ログが大きくなりすぎる場合マテリアライズド・ビュー・ログが大きくなりすぎる場合マテリアライズド・ビュー・ログが大きくなりすぎる場合マテリアライズド・ビュー・ログが大きくなりすぎる場合
マスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズ
ド・ビュー・ログが大きくなりすぎる場合は、ネットワークまたはサイトの障害のためにマ
テリアライズド・ビューが削除されたことが、マスター・サイトまたはマスター・マテリア
ライズド・ビュー・サイトで認識されているかどうかをチェックします。マテリアライズ
ド・ビュー・ログの部分的なパージ、あるいは未使用のマテリアライズド・ビュー・サイト
の登録の解除が必要になる場合があります。

リフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティングリフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティングリフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティングリフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティング
マテリアライズド・ビューのリフレッシュに関する問題が発生している場合、次の処理を実
行します。

� DBA_REFRESH_CHILDRENビューに表示されている NEXT_DATE値をチェックして、リ
フレッシュがスケジュールされているかどうかを判断します。

� リフレッシュ間隔が経過している場合は、DBA_REFRESHビューで、マテリアライズ
ド・ビューのリフレッシュが対応付けられたジョブ番号をチェックして、ジョブ・
キューに関する問題の診断を行います。

� 実行中のジョブ・キュー・プロセスがあるかどうかをチェックします。JOB_QUEUE_
PROCESSES初期化パラメータをチェックし、DBA_JOBS_RUNNINGビューを問い合せ、
オペレーティング・システムを使用してジョブ・キュー・プロセスが稼働中かどうかを
チェックします。

� 2 つのマテリアライズド・ビュー間のマスター・ディテール関係を定義すると、エラー
が発生することもあります。マスター・ディテール関係は、宣言参照整合性の制約を使
用して、マスター表に対してのみ定義します。その後、関連するマテリアライズド・
ビューを同じリフレッシュ・グループ内に入れて、この関係を保ちます。ただし、遅延

（遅延可能）制約はマテリアライズド・ビューに対して定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マテリアライズド・ビュー・ログの管理方法の詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照
してください。
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マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
� マテリアライズド・ビューのマスター・サイトまたはマスター・マテリアライズド・
ビュー・サイトに未解決の競合が記録されている場合、REFRESH_AFTER_ERRORSを
TRUEに設定しないとマテリアライズド・ビューをリフレッシュできません。このパラ
メータは、マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・グループの作成または変更時に
設定できます。レプリケーション・マネージメント・ツールのプロパティ・シートに、
これと対応するパラメータがあります。

� 同じリフレッシュ・グループ内のマテリアライズド・ビューでは、行は 1 つのトランザ
クションで更新されます。このようなトランザクションは非常に大きくなる可能性があ
るので、大きなロールバック・セグメント（リフレッシュ中に使用するように指定した
ロールバック・セグメントを含む）がマテリアライズド・ビュー・サイトで必要になり
ます。あるいは、リフレッシュをより頻繁に実行してトランザクションのサイズを小さ
くする必要があります。

� Oracle エラー ORA-12004が発生した場合は、マテリアライズド・ビュー・ログを管理
するためにマスター・サイトでロールバック・セグメントが不足したか、マテリアライ
ズド・ビュー・ログの情報が古い可能性があります。 たとえば、マテリアライズド・
ビュー・ログがパージまたは再作成された可能性があります。 

� 1 つのマテリアライズド・ビューの完全リフレッシュでは、内部的に TRUNCATE機能が
使用されるので、処理速度が向上し、ロールバック・セグメントの必要量が少なくなり
ます。ただし、マテリアライズド・ビューが完全リフレッシュされるまで、マテリアラ
イズド・ビューには一時的にデータが表示されないことがあります。複数のマテリアラ
イズド・ビュー（リフレッシュ・グループなど）をリフレッシュするときは、
TRUNCATE機能は使用されません。

� マスター表を再編成するとき（たとえば、システム・リソースの再利用などの目的で）
は、マスター表に TRUNCATE機能を実行して、ROWID マテリアライズド・ビューの完
全リフレッシュを実行する必要があります。そうしないと、マテリアライズド・ビュー
がマスター表への誤った ROWID を持つことになります。マスター表の再編成には、
DBMS_MVIEWパッケージの BEGIN_TABLE_REORGANIZATIONおよび END_TABLE_
REORGANIZATIONプロシージャを使用します。詳細は、『Oracle9i レプリケーション・
マネージメント API リファレンス』を参照してください。

� リフレッシュの実行中にエラー ORA-00942（表またはビューが存在しません）が発生
した場合は、データベース・リンクをチェックし、マスター表またはマスター・マテリ
アライズド・ビューとマテリアライズド・ビュー・ログに対して必要な権限を持ってい
ることを確認します。

� 高速リフレッシュが成功した後で障害が発生した場合、次の点をチェックします。

� マテリアライズド・ビュー・ログの切捨て、パージまたは削除が実行されたかどう
か

� マテリアライズド・ビュー・ログに対する必要な権限を持っているかどうか

� 強制リフレッシュに非常に長い時間を要する場合は、リフレッシュ時に使用するマテリ
アライズド・ビュー・ログが削除されていないかチェックします。
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マテリアライズド・ビューに関連する問題の診断方法
� BUILD DEFERREDを使用して作成したマテリアライズド・ビューの最初の高速リフレッ
シュが失敗した場合は、その他の問題をチェックする前に、前の完全リフレッシュが成
功していたことを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マテリアライズド・ビュー・ログの管理方法の詳細は、
『Oracle9i レプリケーション・マネージメント API リファレンス』を参照
してください。
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列長セマンティクスと Un
B

列長セマンティクスと列長セマンティクスと列長セマンティクスと列長セマンティクスと Unicode

この付録には、列長セマンティクスおよび Unicode に対するレプリケーション・サポートに
関する情報が含まれています。この付録の内容は、次のとおりです。

� レプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマンティクス

� マルチマスター環境での列長セマンティクス・サポート

� マテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポート

� DDL 伝播と列長セマンティクス

� Unicode に対するレプリケーション・サポート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 長さセマンティクスおよび Unicode の詳細は、次のマニュア
ルを参照してください。

� 『Oracle9i Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』

� 『Oracle9i SQL リファレンス』
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レプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマンティクス
レプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマンレプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマンレプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマンレプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマン
ティクスティクスティクスティクス

列長セマンティクスにより、列の長さをバイト単位に指定するか文字単位に指定するかが決
まります。列の長さをバイト単位に指定する場合は BYTEを、文字単位に指定する場合は
CHARを使用します。CHAR列セマンティクスは、コードポイント長セマンティクスとも呼ば
れます。

キャラクタ・セットによっては 1 文字に複数バイトを必要とするものがあるため、列に 10 
BYTEと指定すると、実際に格納される文字数が 10 文字より少ないことがありますが、10 
CHARと指定すると、どのキャラクタ・セットでも列に 10 文字が格納されます。CHAR列セ
マンティクスを指定できるのは、Oracle9i データベースのみです。 

Oracle9i データベースの長さセマンティクスは NLS_LENGTH_SEMANTICS初期化パラメー
タを使用して設定します。すべての VARCHAR2列および CHAR列で、この初期化パラメータ
にデフォルトとして指定された値が使用されます。この初期化パラメータを設定しない場
合、デフォルト設定は BYTEです。

それぞれの列で、データベースの列長セマンティクスを上書きできます。たとえば、サイト
の列長セマンティクスが CHARの場合でも、CREATE TABLE文または ALTER TABLE文を使
用して、個々の列の長さのセマンティクスに BYTEを指定できます。

次の文では表を作成し、列長をバイト単位に指定します。

CREATE TABLE byte_col (a VARCHAR2(10 BYTE));

次の文では表を作成し、列長を文字単位に指定します。

CREATE TABLE char_col (a VARCHAR2(10 CHAR));

注意注意注意注意 : CHAR列セマンティクスを指定するには、データベースの互換性の
レベルが 9.0.1 以上の必要があります。 互換性のレベルは、COMPATIBLE
初期化パラメータによって制御されます。
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マルチマスター環境での列長セマンティクス・サポート
マルチマスター環境での列長セマンティクス・サポートマルチマスター環境での列長セマンティクス・サポートマルチマスター環境での列長セマンティクス・サポートマルチマスター環境での列長セマンティクス・サポート
マスター・グループ内のすべてのマスター・サイトの列長セマンティクスは同じにする必要
があり、マスター表内の個々の列長セマンティクスはすべてのマスター・サイトで同じにす
る必要があります。マスター定義サイトのマスター・グループに表があり、その表を新規マ
スター・サイトにレプリケートする場合は、次のいずれかの方法で新規サイトに表を作成で
きます。

� 新規マスター・サイトをマスター・グループに追加するときに、Advanced Replication
によって新規マスター・サイトにその表を生成することを指定します。

� 新規マスター・サイトをマスター・グループに追加する前に、そのマスター・サイトで
表を事前に手動で作成します。

以降の項では、この 2 つの表の作成方法のそれぞれに対する列長セマンティクス・サポート
を説明します。

Advanced Replication によって生成された表に対する列長セマンティクス・によって生成された表に対する列長セマンティクス・によって生成された表に対する列長セマンティクス・によって生成された表に対する列長セマンティクス・
サポートサポートサポートサポート

Advanced Replication で新規マスター・サイトに表を生成するように指定し、CHAR列セマ
ンティクスを使用している場合は、マスター定義サイトと新規マスター・サイトの両方で
Oracle9i が稼働している必要があります。BYTE列セマンティクスを指定する場合は、これ
らのサイトで Oracle8i 以前のリリースの Oracle が稼働していてもかまいません。 

このサポートについて、表 B-1 に要約します。

表表表表 B-1 生成された表に対する列長セマンティクス・サポート生成された表に対する列長セマンティクス・サポート生成された表に対する列長セマンティクス・サポート生成された表に対する列長セマンティクス・サポート

マスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイト
のリリースのリリースのリリースのリリース

マスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイト
の列セマンティクスの列セマンティクスの列セマンティクスの列セマンティクス

新規マスター・サイト新規マスター・サイト新規マスター・サイト新規マスター・サイト
のリリースのリリースのリリースのリリース

新規マスター・サイト新規マスター・サイト新規マスター・サイト新規マスター・サイト
の列セマンティクスの列セマンティクスの列セマンティクスの列セマンティクス

9.0 以上 CHAR 9.0 以上 CHAR

9.0 以上 CHAR 8.1 以下 サポートされていませ
ん

任意のリリース BYTE 任意のリリース BYTE
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マルチマスター環境での列長セマンティクス・サポート
事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート
新規マスター・サイトに表を事前作成するときに、CHAR列セマンティクスを使用する場合
は、マスター定義サイトと新規マスター・サイトの両方で Oracle9i が稼働している必要があ
ります。BYTE列セマンティクスを指定する場合は、これらのサイトで Oracle8i 以前のリ
リースの Oracle が稼働していてもかまいません。 

また、表を手動で事前に作成しているため、新規マスター表内の列には、マスター定義サイ
トでの表の列とは異なる列長セマンティクスを指定している可能性があります。マスター表
内の列は各マスター・サイトで同じ列セマンティクスを使用する必要があるため、その場合
はエラーが発生します。 

このサポートについて、表 B-2 に要約します。

表表表表 B-2 事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート事前作成された表に対する列長セマンティクス・サポート

マスター定義マスター定義マスター定義マスター定義
サイトのリリースサイトのリリースサイトのリリースサイトのリリース

マスター定義マスター定義マスター定義マスター定義
サイトのサイトのサイトのサイトの
列セマンティクス列セマンティクス列セマンティクス列セマンティクス

新規マスター・新規マスター・新規マスター・新規マスター・
サイトのリリースサイトのリリースサイトのリリースサイトのリリース

新規マスター・新規マスター・新規マスター・新規マスター・
サイトのサイトのサイトのサイトの
列セマンティクス列セマンティクス列セマンティクス列セマンティクス サポートサポートサポートサポート

9.0 以上 CHAR 9.0 以上 CHAR あり

9.0 以上 CHAR 9.0 以上 BYTE なし

9.0 以上 BYTE 9.0 以上 CHAR なし

9.0 以上

（マルチバイト・
キャラクタ・セッ
ト）

CHAR 8.1 以下 BYTE なし

9.0 以上

（シングルバイト・
キャラクタ・セッ
ト）

CHAR 8.1 以下 BYTE あり

8.1 以下 BYTE 9.0 以上

（マルチバイト・
キャラクタ・セッ
ト）

CHAR なし

8.1 以下 BYTE 9.0 以上

（シングルバイト・
キャラクタ・セッ
ト）

CHAR あり

任意のリリース BYTE 任意のリリース BYTE あり
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マテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポート
マテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポートマテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポートマテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポートマテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポート
マテリアライズド・ビューを作成するとき、マテリアライズド・ビュー内の列長セマンティ
クスは次のように決定されます。

� マスター列が BYTEまたは CHARとして明示的に指定されている場合は、マテリアライ
ズド・ビュー内の列はその明示的な指定を保持します。次の例では、a列に対して
CHAR列セマンティクスが明示的に指定されています。

CREATE TABLE char_col (a VARCHAR2(10 CHAR));

� マスター表内の列が明示的に指定されない場合は、マテリアライズド・ビュー内の列は
マテリアライズド・ビュー・サイトのデフォルトの列長セマンティクスを使用します。
次の例では、a列の列長セマンティクスが明示的に指定されていません。

CREATE TABLE char_col (a VARCHAR2(10));

Oracle9i のマスターに明示的な CHAR指定の列があり、Oracle8i 以前のリリースを実行して
いるマテリアライズド・ビュー・サイトがこのマスターに基づいてマテリアライズド・
ビューを作成しようとすると、マテリアライズド・ビューの作成は失敗します。 

ビルトインのコンテナ表を含むマテリアライズド・ビュービルトインのコンテナ表を含むマテリアライズド・ビュービルトインのコンテナ表を含むマテリアライズド・ビュービルトインのコンテナ表を含むマテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズド・ビューを作成する前にコンテナ表
を事前に作成した場合、コンテナ表の列長セマンティクスはマスターの列長セマンティクス
と一致する必要があります。列長セマンティクスが一致しない場合は、マテリアライズド・
ビューの作成中に ORA-12060エラーが返されます。マテリアライズド・ビューの表を事前
に作成するには、CREATE MATERIALIZED VIEW文の ON PREBUILT TABLE句を使用しま
す。

更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート
更新可能マテリアライズド・ビューの列長セマンティクスがマテリアライズド・ビューのマ
スターの列長セマンティクスに一致する場合は、次の操作が常にサポートされます。

� 更新可能マテリアライズド・ビューのリフレッシュ

� マテリアライズド・ビューに加えられた DML 変更のマスターへのプッシュ

ただし、列長セマンティクスが一致せず、マスターが Oracle9i の場合は、マテリアライズ
ド・ビューをマテリアライズド・ビュー・グループに追加しようとしたときにエラーが発生
します。マテリアライズド・ビューが更新可能マテリアライズド・ビューになるには、マテ
リアライズド・ビュー・グループに属している必要があります。レプリケーション・マネー
ジメント API を使用する場合は、DBMS_REPCATパッケージ内の CREATE_MVIEW_

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CREATE MATERIALIZED VIEW文の ON PREBUILT TABLE句
の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してください。
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マテリアライズド・ビューでの列長セマンティクス・サポート
REPOBJECTプロシージャを実行して、マテリアライズド・ビューをマテリアライズド・
ビュー・グループに追加します。

表 B-3 に、更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクスのサポートにつ
いて要約します。

表表表表 B-3 更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート更新可能マテリアライズド・ビューに対する列長セマンティクス・サポート

マスター・マスター・マスター・マスター・
サイトのサイトのサイトのサイトの
リリースリリースリリースリリース

マスター・マスター・マスター・マスター・
サイトの列サイトの列サイトの列サイトの列
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・
ビュー・サイトのビュー・サイトのビュー・サイトのビュー・サイトの
リリースリリースリリースリリース

マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・
ビュー・サイトのビュー・サイトのビュー・サイトのビュー・サイトの
列セマンティクス列セマンティクス列セマンティクス列セマンティクス

更新可能マテリア更新可能マテリア更新可能マテリア更新可能マテリア
ライズド・ライズド・ライズド・ライズド・
ビューのサポートビューのサポートビューのサポートビューのサポート

9.0 以上 CHAR 9.0 以上 CHAR あり

9.0 以上 CHAR 9.0 以上 BYTE なし

9.0 以上 BYTE 9.0 以上 CHAR なし

9.0 以上

（マルチバイ
ト・キャラク
タ・セット）

CHAR 8.1 以下 BYTE なし

9.0 以上

（シングルバイ
ト・キャラク
タ・セット）

CHAR 8.1 以下 BYTE あり

8.1 以下 BYTE 9.0 以上 CHAR あり

任意のリリース BYTE 任意のリリース BYTE あり

注意注意注意注意 : 表 B-3 に示されているマスター・サイトは、マルチマスター・レ
プリケーション環境のマスター・サイトか、マスター・マテリアライズ
ド・ビュー・サイトのいずれかです。
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Unicode に対するレプリケーション・サポート
DDL 伝播と列長セマンティクス伝播と列長セマンティクス伝播と列長セマンティクス伝播と列長セマンティクス
DBMS_REPCATパッケージを使用すると、新規レプリケート表を作成するデータ定義言語

（DDL）文、あるいは既存のレプリケート表に列を追加する DDL 文を伝播できます。このよ
うな DDL 文により作成された新規列で CHAR列セマンティクスを使用する場合は、CHAR列
セマンティクスを明示的に指定するようにします。指定しない場合、レプリケーション・サ
イト自体でデフォルトとして CHAR列セマンティクスを設定していても、列は常に BYTE列
セマンティクスになります。

DDL 文を伝播するには、DBMS_REPCATパッケージ内の次のプロシージャを使用します。

� ALTER_MASTER_REPOBJECT

� CREATE_MASTER_REPOBJECT

� EXECUTE_DDL

Unicode に対するレプリケーション・サポートに対するレプリケーション・サポートに対するレプリケーション・サポートに対するレプリケーション・サポート
Unicode は、任意の言語からの情報を 1 つのキャラクタ・セットを使用して格納できる汎用
のエンコードされたキャラクタ・セットです。Unicode は使用されるプラットフォーム、プ
ログラムまたは言語に関係なく、すべてのキャラクタにそれぞれ一意のコード値を提供しま
す。Unicode はマルチマスター・レプリケーション環境およびマテリアライズド・ビュー・
レプリケーション環境の両方でサポートされます。Oracle9i では、NCHARまたは
NVARCHAR2データ型として指定される列は、すべて Unicode 形式で格納されます。

マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトの両方で、NCHARまたは
NVARCHAR2データ型を使用すると、異なるリリースの Oracle が稼働する環境でのレプリ
ケーションが可能になります。ただし、レプリケーション・サイトの一方が Oracle8i 以前の
リリースで、可変幅キャラクタ・セットを使用している場合は、レプリケーションをお薦め
しません。この場合はデータが失われる可能性があります。 

表 B-4 に、レプリケーションが推奨される場合について要約します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CHAR列セマンティクスの明示的な指定方法の詳細は、B-2
ページの「レプリケーション・サイトおよび表の列に関する列長セマン
ティクス」を参照してください。
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Unicode に対するレプリケーション・サポート
NCLOB データ型列のレプリケーションデータ型列のレプリケーションデータ型列のレプリケーションデータ型列のレプリケーション
NCLOBデータ型は常に固定幅です。したがって、NCLOBデータ型の列のレプリケーション
は制限なしでサポートされます。

表表表表 B-4 グローバリゼーション・サポート・キャラクタ・セットに対するレプリケーション・グローバリゼーション・サポート・キャラクタ・セットに対するレプリケーション・グローバリゼーション・サポート・キャラクタ・セットに対するレプリケーション・グローバリゼーション・サポート・キャラクタ・セットに対するレプリケーション・

サポートサポートサポートサポート

NCHAR 列または列または列または列または NVARCHAR2
列を含むローカル・列を含むローカル・列を含むローカル・列を含むローカル・
データベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリース

NCHAR 列および列および列および列および NVARCHAR2
列を含むリモート・列を含むリモート・列を含むリモート・列を含むリモート・
データベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリース レプリケーションの推奨レプリケーションの推奨レプリケーションの推奨レプリケーションの推奨

9.0 以上

（Unicode 形式の格納）

9.0 以上

（Unicode 形式の格納）

推奨します

8.1 以下

（固定幅または可変幅の各国語
キャラクタ・セット形式）

8.1 以下

（固定幅または可変幅の各国語
キャラクタ・セット形式）

推奨します

9.0 以上

（Unicode 形式の格納）

8.1 以下

（可変幅の各国語キャラクタ・
セット形式）

推奨しません

9.0 以上

（Unicode 形式の格納）

8.1 以下

（固定幅の各国語キャラクタ・
セット形式）

推奨します

8.1 以下

（可変幅の各国語キャラクタ・
セット形式）

9.0 以上

（Unicode 形式の格納）

推奨しません

8.1 以下

（固定幅の各国語キャラクタ・
セット形式）

9.0 以上

（Unicode 形式の格納）

推奨します

注意注意注意注意 : 表 B-4 でレプリケーションを推奨しないと示されている場合、2 つ
のサイト間でレプリケーションを設定してもエラーは検出されません。た
だし、後でデータが失われる可能性があります。データが失われた場合
は、エラーが発生します。
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